
先覚者齋藤憲三 07

開催 日 :1988年

講師 :山崎貞一 (東京電気化学、TDK社長、会長)

質問者 :島村武久

山崎 :斉藤憲三先生は秋田のご出身で、秋田はご承知の通り農業県で、あの当時、昭和初

期には農家は疲弊していた。秋田は現在でも日教組の非常に強いところで、革新系が割合

に強いんですけど、まあそれだけに農家の貧困がひどかつたです。そこで貧困を救う出稼

ぎが多いんですけど、昔は娘をいわゆる女郎に売るというのも相当でてきていて、斉藤先

生という人はいつでも、国のことを勿論考え、それから県のことを考え、地元のことを考

えられる方なものだから、農家の繁栄をなんとか考えなければということで。

お父さんの斉藤宇一郎という方は、東大の農学部を出ています。それで農業改良を非常に

熱心にやつて、斉藤先生の生まれたのは由利郡平沢村(現 「にかほ市」)、 あの周辺は農地

改良も非常にうまくいって、割り合い作柄もよかったんです。それでもなおかつ貧困だと、

まあ親父が非常に努力をして、反当収量も多くなっているにもかかわらず、やっばり貧困

だ、これ以上に反当収量を多くするわけにはなかなか行かないと、そこで何か副業をとい

うわけで、斉藤先生はご存知のとおり自分でなんでも手掛けてくる方なんです。副業をや

るに当たっては、いろいろご自分でも考えて、養鶏をやつたらどうだとか養豚もやるし、

それから秋田は木材の産地だから、これを使って木炭を製造したらどうだとか、下駄をつ

くったらどうだとか、こういうのはみんな自分が手掛けてきておられるんです。

だけど、それがなかなかうまく行かなくて、最後に行き着いたのが 1932年～3年 じやあ

ないかと思うんですけれど、アンゴラ兎を手掛けたんです。これが割り合いうまくいって

いた。これは長野県出身の鷲沢さんといつたかなあ、慶応の出で代議士をやっておられて、

カネボウの社長の津田信吾さんも慶応の出で鷲沢さんと同級生です。だから鷲沢さんのご

紹介で津田さんにお会いになられて、アンゴラ兎をご紹介したところが、津田さんが非常

にお気に召して、それでこれはうまく行くぞと思った。ところが、その頃から僕はお付き

合いしていたんですが、田園都市でもって相当沢山、四千匹ばかり飼ったんですが、僕も

伝染病のあれはよく知らないけれど、コクシジウム (cOccidium:寄 生性球虫)と いう伝染

病でもって、一週間経つか経たない内にみんな全滅してしまったんです。

これはうまいと初めは思ったけれど、伝染病というのがあるから農家の副業とするのには

うまくないというので、それもあきらめているところへ、1935年 (昭和 10年)の中頃、

小泉勝永さんの紹介で、東京工業大学の加藤与五郎先生にお会いになった。いまお話があ

ったように、斉藤さんは技術屋じゃないし、加藤先生というのは化学界における権威者だ。

そして産業のことについてもお詳しいというもんだから、一週間ぐらい図書館に行って、

35年の初頭の頃の、それまでに至る最近の化学工業の推移を勉強したわけです。

それで工業大学に行って、加藤先生に初めてお会いになられた。斉藤さんが 37～ 8歳のご

年齢の時です。日本のこれからの工業というものは、重化学工業で行くべきか軽化学工業

で行くべきかと言うことについて、ご質問されたわけなんです。その時に加藤先生が即座

に、「日本には工業は無いよ」というお答えが返って来たというわけなんです。
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1935年 というと、満州事変 (1931年)の後で、日本の産業は隆々としとったわけなんです。

そういう折にもかかわらず、日本には工業は無いというお答えだったもんだから、斉藤さ

ん吃驚されて、その真意はどこにあるかと再度お伺いしたところが、日本にはご覧のよう

に煙突は沢山立っているけれども、これはみんな外国の模倣工業だ、こういうものをやっ

とったんでは日本はやがて外国の工業属国になってしまいますよというご返事だった。

それで斉藤さん頭のするどい、回転の速い方なものだから、よくわかりました。それに続

いて、日本の企業というものは日本人の頭脳から出た発明、創造を企業化してゆかなけれ

ばうまく行かないというようなお話だったものだから、頭のいい斉藤さん全面的にこれに

対して敬意を表しますと、ついては加藤与五郎先生のご理想を実現したいと思うから、な

にか種を頂戴したいということをお願いしたわけです。そうしたところ、たまたまフェラ

ィ ト (ぉrrite)が 、ソフトフェライ トの方ですけど、これをどこも手がけていない、これ

を無償でやるから、一度検討してみて企業化せよとのお話だった。

ご存知の通り、フェライ トにはソフトとハー ドがあつて、ハ~ドの方はマグネットの系統、

OPマ グネットという名前で三菱電機がいち早くとりあげたんです。それで芝浦に工場を

っくって、その後鎌倉工場でやつとったんですけれど、ソフトの方はどこでも手掛けてい

ない。正直いつてそのときには富士通が、その前の富士電機です、島村さんもご関係があ

るわけだけど、富士電機がローディングコア (loading CO“ )を ドイツから輸入して、長

距離通信用の装荷線輪をっくっておったわけなんです。そのローディングコアというのは、

ドイツのカーボニルアイアン (carbonylirOn)か らつくった物で、日本にはこれにとつて

代わるべきものはちよつとないということで、 ドイツから輸入してやつとつたんです。

ところが富士電機でも、国際情勢が非常に緊迫してきている 35年頃です。これに代わり

得るものを研究しておかないと、もし輸入が途絶えたときにはうまくなくなってしまうと

お考えになっているときに、たまたま富士電機に全然関係ない人ですが、関係ないといつ

ても富士電機の社員で相当のおえらいところまでいった人で、蔵前高等工業を出た富士さ

んという人がおったんです。富士電機の富士さんで関係ありそうだけど、実際にはなんの

繋がりもないただの富士電機の社員というだけの富士さん。富士電機というのはご存知の

とおり古河 (上るかわ)の資本でニーメンス (siemens)の技術を導入してそれで「富士」

という名前をつけたんです、それでジーメンスからご指導いただいていて、富士さんもジ

ーメンスに行っているときに、丁度加藤先生がたまたまドイツに行かれていて、富士さん

とお会いになったんです。それでいろいろお話が出て、加藤さんがソフトフエライ トとい

うものを研究しているというお話で、それは丁度カーボニルアイアンに代わるべき品物じ

ゃないかというわけで、富士電機で取り上げたんです。取り上げたんですが、富士電機で

はジーメンスからいろいろの技術指導で、技師が数名来ているわけなんです。だからフェ

ライ トの研究をやるということも隠密なわけなんです。

そして私が丁度大学を卒業したときに、お前これをやれという先生のご命令で、ついては

富士電機に籍を置いて、ローディングコアの研究をぉぉせっかってやった。だから私は大

学を出て富士電機に籍をおいて富士電機から月給を貰い、ところが隠密の研究ですから研

究部に籍は置いてあったんですが、大学にずつと行ってその研究を続けて来たんです。と

ころが隠密だから、加藤先生物足りないあれがあったんだろうと思う、これは私の推測で

すけれど。そこへ斉藤さんが行ってなにか種をということで、これは加藤先生とすれば徳
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義上ちょっとうまくないかもわからないけれど、これはまだどこにも企業化の計画がない

から、持っていけというわけです。それで斉藤さんが頂戴することになった。ところが今

お話 したように、富士電機でそれを私も一応社員として研究をしていたもんだから、私自

身がどうなるかということです。

私は 1935年の卒業ですけれど、徴兵検査の結果甲種合格になって、満州に行くことにな

った。満州に行くのはあの当時、普通ですと徴兵検査を受けた年に入隊ですけれど、満州

は 1年遅いんです。だから 11年のまあ忘れもしない三・二六事件のあとの 27日 か 28日

に、私は静岡の生まれで、静岡出発 して字品から船に乗って満州の電信隊に入つていた。

その間に話しがどんどん進んで来まして、それで富士電機の方とは縁が切れて、フェライ

トは全部斉藤さんが手掛けるということになった。

私が 1年の軍隊生活を終わって帰ってきたら、もうフェライ トの仕事は全部斉藤さんがや

る。ところが逃げた魚は大きいといわれるが、(笑い)富士電機もなんとか引き止めておき

たいというので、加藤先生のご指導はいただけないけれど、東大でも東北でもいいから先

生を選定して、ご指導いただければという。 しかし私は加藤先生のご命令でフェライ トを

持って行ったので、縁が切れたからこの機会に辞めさせていただきたいと、37年に帰って

きたときに辞めさしていただいた。

斉藤 とい う人は、物事に熱中する方なんです。それで加藤先生の創造・発明というものに

対して非常に共鳴しちゃって、それでいまのフェライ トを企業化しようというわけで、加

藤先生からフェライ トの特許は無償譲渡を受け、津田信吾から 10万円の資金援助を受け

て、TDKの前身の東京電気化学工業株式会社というのをつくったわけなんです。

つくってみたんだけれども、ソフ トのフェライ トの用途が分からないものだから、斉藤さ

んも資金的に非常にご苦労されました。私は一応富士電機を辞めて、しばらくの間大学の

方に研究助手で残つていて、38年から正式にTDKの方に入つたわけですけれど、まあと

にかく斉藤さんは、創造・発明というものに熱中しちゃったんです。それでいろいろのも

のを自分で手掛けてつくられて、例えばテープレコーダー。フェライ トの粉をフィルムに

塗って、これで音を出そうというわけで、38～ 39年の頃です。僕はアンプ(増幅器)に対す

る知識もなんにもないし、当時は映画のフィルムの表面を削って、そこにフェライ トを塗

って音を出そうとして色々苦心したこともあるし、それから 38～ 39年の頃実際にポータ

ブルラジオをつくったんです。これは当時勿論 トランジスターはありませんから、島村さ

んご存知と思いますけれど、当時 ドンという小型の真空管、これを 2個つけて乾電池でレ

シーバーで聴くポータブルラジオ、これを四千台ばかりつくつた。ところが全然売れない

ものだから、うまく行かなかった。それから自転車用発電ランプをつくり、手回しの手動

的発電ランプも、これは三菱電機でマグネットをつくって、そのマグネットを使って懐中

電灯をつくつたりした。

それからこれは結構成功したんですけれど、最近国際情勢が緊迫してきていると、ところ

が鉄の資源がない、それで出身の秋田の海岸に砂鉄があるとい うわけです。これから鉄の

資源を採集 しようというわけで、斉藤さんのご構想で、或る技術屋が砂鉄選鉱機を設計し

たわけなんです。マグネットを使っての砂鉄選鉱機を設計して、これを三菱電機に下請け

させたわけなんです。これは当時僕も忘れもしないんですけれど、三百円で下請けさせて

六百円で売ったんです。ところがこれは結構売れまして、これで多少 TDKの息が続いた
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と言うこと。そしてこれがどんどん大きくなって、三菱電機ではなくて三菱鉱業がやっと

ったんでしようけれど、朝鮮の北の方に茂山 (も ざん)と いう鉄鉱石を持っている山があ

って、そこで大々的に三菱でやった。

これで斉藤さんは若いけれど元気のいい方だから、この特許論争でもって三菱と争う。初

めの砂鉄選鉱機は、ご自分の名前で特許とっていますから。それで三菱がやるっていうん

で、特許論争は当時三菱の大将の岩崎小弥太のところに乗り込んでいつて談判したことも

あるんですけれども、なかなか元気のいい御仁でしたから。だからいま島村さんが疑念と

されている、早稲田の商学部を出たにもかかわらず、技術系統に非常に興味をお持ちにな

られたというのは、35年頃に加藤先生が開眼してくれたわけです。

島村 :加藤ようぞう先生って、ようぞうというのはどんな字を書くのですか。

山崎 :いや、与五郎、与える五郎です。加藤与五郎という先生は 1872年 (明治 5年)の

生まれというから、経歴を簡単に申し上げますと、愛知県の苅谷の出身なんです。小学校

を出てから,独学で勉強されて小学校の先生なんかされていた。向学心に富んでいて、そ

れから同志社の方に籍を置いて、初めは京都帝大に聴講生で行っていた。それから専門学

校卒業資格検定を取って、京都帝大に正式入学したんです。その頃 MIT(Massachusetts

lnstitute ofTechn010gy)に ノイス (ArthurA.Noyce)と いう分析化学の大家がおられて、

たまたま日本にこられて京都で講演をされたんです。そのご講演を加藤先生は聴かれて非

常に感銘をうけて、それでノイス先生は上京するわけですけれど、名古屋に一泊されて、

そこを追い掛けてきて、名古屋のホテルでもってノイス先生にお目にかかり、自分をなん

とか先生のお弟子として教育してぃただきたいとお願いしたんです。ノイス先生は日本の

事情をよく分かっていて、これは 1901年～2年の頃ですから、日本は資格をつくって行

かないとうまくない、それには大学を卒業してないとうまくないから、MITに来るにして

も、大学を出てからいらっしゃぃとぃぅゎけで。それでノイス先生のア ドバイスにしたが

って、京都帝大を一応出まして、それからノイス先生に連絡を取り、ノイス先生から旅費

を頂戴して、MITで研究助手として勉強されたわけです。これが 1904年～5年、ちよう

ど日露戦争の際、だから日露戦争のときは加藤先生は恐らくアメリカにおられたんです。

ご存知と思うが、第二次大戦の終戦後に教育視察団で日本に来られたクーリッジという人

は、タングステンフィラメントの発明者で、GE(General Ebdric)の 副社長をなさった

り、研究所長をなさったり、この方はノイス先生のお弟子で、だから加藤先生はクーリッ

ジとは学友ということになる。そういうことで、ノイス先生のご指導で、加藤先生は創造・

発明という問題に非常にご薫陶を受けたんです。それで帰ってこられて東京工業大学の教

授となり、もちろん教授ですから授業もおやりになるけれど、半面においてご自分で研究

をいろいろやりまして、それであの当時特許を 300以上取っているのです。そして主だっ

たものは勿論フェライ トがありますけれど、酢酸繊維素、グアニジン (guanidine)や肥

料、あるいは偏光板など、研究分野というものに縛られる必要はないというんで、色々や

られた。工業大学にも各科があるもんだから、加藤与五郎は自分の専門分野まで侵してく

るという批判もあり、あの当時特許を沢山お取りになるもんだから、各大学の先生方から

も、加藤というのは学者としてちょっと邪道だというようなご批判もある。しかし、加藤

先生は、発明創造を保護してくれるものは特許より他にないという、アメリカでそういう

教育を受けてきたから、非常にご熱心だつたです。
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それで斉藤さんはご薫陶を受けて、創造・発明というものに熱をあげられたんですけれど、

1942年に初めて衆議院に立候補して、歳は 42～ 3ではないですか。代議士に当選して戦

争を勝たすべく、東條さんに全面的に協力してやったんですけれども、戦争負けちやった。

それで頭のいい方なものだから、広島・長崎に原爆が落とされた、あの状態は新聞でご覧

になっただけだと思いますけれども、原子爆弾というものは非常に威力の大きいものだ、

これをなんとか平和利用して行かなければいけない、それからもう一つは、科学を政治に

導入しなければならないということで、それで当時中曽根康弘さんも代議士、それから東

海大学の松前重義先生も社会党代議士、こういう先生とお話になって、当時島村さんも科

学技術庁におられたんでしょうが、いや科学技術庁なんて当時ないんで、原子力の平和利

用ということで、原子炉に対する調査費をあの当時 2億円か、取ったんですね。その時に、

茅 誠司先生が学術会議の会長をやっておられて、原子力予算は時期尚早だと猛反対された

という話しですけれど。

島村 :その辺を伺おうと思ったんですけれども、私は事務屋でして、技術屋じやあありま

せんし、さつぱり科学技術のことはわからない。経済企画庁にいたころ、原子力の仕事を

おおせつかったんです。それ以来縁ができて、ずっと原子力の畑で生きてきたわけですが、

私も随分人と変わった意見を言うものですから、なかなかあまり芳しくないほうでして、

最近いろいろ感ずることがあるんですけれど、たえてなにしたりすると、皆に嫌がられま

すから、あまり嫌がられないようにするにはと思いまして、音のことを調べている、前か

ら歴史、歴史ということをいうもんですから。狭い原子力の範囲だってもう音のことはす

っかり分からなくなりつつあります。

そんなことを原子力委員しておったころ言っていたものですから、2年前ですか原子力開

発 30年史をつくるからと言うんで、編集委員長を頼まれたんです。こんな厚い本を、と

いっても私がつくつたわけではなくて、いろんな人を頼んで、人選をしたり仕組みを考え

たりするのは私がやりましたけど、書くのは新聞記者だとかなんだとかいろんな人に書い

てもらった。ところがこれは原子力委員会の設立 30年を記念した出版物ですから、原子

力委員会は 1956年に出発しましたから、大体においてそれ以降のことが主になっている

んです。その前のことは空白みたいになっているから。

山崎 :そ こで、島村さん今のことをもうちよつと敷街して行くと、原子力の調査費ができ

て、そして話がどんどん進んで科学技術庁ができる。あの当時斉藤さんは当選回数まだ 3

回だったんです。

それで経済企画庁の政務次官になる。そして政務次官として科学技術庁をつくるべく準備

を進めて行きます。それで科学技術庁は希望どおり、中曽根さんとか松前先生のご協力で

できた。普通だつたら大臣になってもしかるべきあれだろうと思うけれども、当選回数が

3回 しかないものだから、正力さんが初代の大臣に、斉藤さんは初代の政務次官になって。

正力さんはご関心がないわけではないんでしょうけれど、内務官僚から来ているものだか

ら、割合に科学技術に疎かったんだろうと思う。それで斉藤さんが中心になって、科学技

術庁の基礎を殆どつくつちゃったんです。そういう関係にあつたものだから、特に初代の

科学技術庁の事務次官 ?

島村 :篠原 登さん。

山崎 :篠原先生は、ご存知のとおり立派な学者(無装荷ケーブルの発明者)で あるわけだけ
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ど、あの時新しいお役所ができると、各省でもって重要ポストを自分の方の者で占めよう

というんで、特に通産省の方が、通産大臣が誰だったかなあ、科学技術庁の次官はどうし

ても通産の方から出すというご計画だった。それを斉藤さんが蹴飛ばして、社会党の代議

士の松前先生のご推薦の篠原先生を事務次官に持って来たわけです。

それで篠原先生はこれを非常に徳とされまして、ご存命中は私もその関係があつて、斉藤

先生のご推挙もあったんですが、科学技術庁長官賞を貰うとか、それに藍綬褒章を若いと

きに貰い、それから続いて勲章まで科学技術庁を通してもらつている。

島村 :私もそういうわけで、経済審議庁から経済企画庁に掛けておりましたし、斉藤政務

次官の下におつたことにもなるわけです。私のほうが少し早いですけど。こういうのをご

存知ですか、これは斉藤先生のお葬式のときにいただいた履歴書なんですが、探し出して

きたんです。斉藤先生のなにがさつぱりわからんもんだから、探したらそういうものが出

てきた。

これで大体の経歴は承知しているわけですけど。それで科学技術政務次官にもなられまし

たから、引き続きご薫陶を受けたわけです。毎朝、早くから朝礼みたいなもの、朝会みた

いなもがありまして。

山崎 :それでは島村さんも、林野庁のあとの汚い科学技術庁の庁舎(俗称「馬小屋」)にい

たんですか。

島村 :ええ、それで私は斉藤さんが科学技術に非常にご熱心で、科学技術庁の生みの親の

一人だとの認識は勿論あるんですが、原子力に関するいろんなものを読んでみますと、残

念ながら斉藤憲三先生の名前があんまり出てこないんです。

山崎 :ああ、そうなの。

島村 :それで、こないだ科学技術庁の 30年史かなんかが出たときに、頼まれて書いたと

思うんですけれど、斉藤憲三先生のことを少しばかりなにしたんですが、どうもよくわか

らないものだから、まあそれでも私の文章の中にお名前をお借りしたんです。それ以来も

っと斉藤先生のことを知りたいと思っていたが.

山崎 :資料がない。

島村 :資料が全然ない。何かないでしょうかとお邪魔するのも悪いから、山崎さんとこヘ

いって資料ぐらい何かお持ちかしらんということですが。もし、なにか。

山崎 :幸い、斉藤の伝記があります。

島村 :今 日でなくとも、探しといてくだされば有りがたい。今日さしあたり、私が直接も

しご存知のことがあれば一つだけ伺ってなにしたいと思いますが。いまお話になりました

最初の 2億円あまりの予算です。予算がついたのは政府提案ではなくて、国会で議員修正

で、それ以来予算が修正されるような例はないんですが、その時は議員修正で政府提案が

直されたわけです。それは原子力予算だけではないけれど、その時に原子力の予算がいわ

ばもぐりこんだわけです。そのことはいろいろのものに書いてある。

中曽根さんがやったようにみんな書いてあるわけです。私はそれに疑間を持ったんです。

というのは或る読んだものの中に、予算修正して原子力に予算をつけようじやないかとい

う話しは、改進党の秋田県連大会があって、そこへ改進党の方々が行かれて、その帰りの

汽車の中でその相談が纏まったとある。ところがその県連大会には中曽根さんは行ってな

いんです。
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山崎 :ああ、そうですか。

島村 :しかし、中曽根さんは予算委員だったんです。それから、稲葉 修さんも予算委員だ

った。

稲葉さんにも親しく願っているんですけど、修正の動議の提案理由は稲葉さんがやつてい

る。しかし、実質的には予算委員として中曽根さんが活躍されたんでしょう。斉藤さんの

名前はほとんど出てこない。

山崎 :それは、斉藤の名前がほとんど出ていないというのは、いまおっしゃるように政務

次官になってから、それで出てこないんだと思いますけれども(原子力予算 1954年 3月 。

経済企画政務次官 1955年、科学技術政務次官 1956年 5月 ～12月 )、 僕の推測ではやつぱ

り原子力の問題、科学技術庁の問題は、斉藤をおいちやあ熱をいれる人はなかったと思い

ますよ。

島村 :今 日の話でなにすると、人にいわれたわけじやなくて、やはり原子爆弾の凄まじさ

から平和利用を考えられたとぃうことですね。

山崎 :そ うなります。

島村 :私が今書いているところでも、原子力の 30年以前の話をするには、どうしても原

子爆弾から話しが出発しなければならない。役所で出すようなやつは、平和利用になって

からのことで、原子爆弾のことなど一言も触れてないです。

山崎 :ご存知のとおり、佐々木義武先生は経済企画庁の計画部長だったんです。それで斉

藤が政務次官でおったものだから、これを同郷のよしみで抜擢して、初代の総理府原子力

局長にしたわけです。それで佐々木さん、その後原子力の問題では天下一品だとおつしや

るけれど、それまで勿論ご勉強はされてこられたんでしようけれど、斉藤が抜擢してきて。

島村 :そ のことは私の想像として書きました。もう既に書いたんですよ。正力さんに私呼

ばれたんです。私は佐々木さんの下におりながら、借りられて、正力国務大臣 (原子力担

当)の副官みたいなことをやっていたんです。まだ科学技術庁はできていない、原子力委

員会もできていない時です。自分の部下が誰もいないから、誰か 1人遣してくれというこ

とで、私が兼任みたいな形で、辞令を用いずして正力さん付きになっていたわけです。そ

の時は佐々木さんのいた経済企画庁に原子力室があつて、私が室長をやっていたが、長官

が高碕達之助さんなんです。

ところが正力さん、第二次鳩山内閣で防衛大臣をといわれたときに断つて、自分は原子力

をやるためにきたんだと。それで原子力とはなんかと鳩山さんが訊いて、そんな役所はな

ぃでしょ、だからしょうがないから北海道開発庁長官ということに一応した上で、原子力

担当国務大臣にした。国会が始まると、行政としては高碕さんがやる、国会内では正力さ

んが担任だということなった。そして原子力委員会設置法だとかなんとかの説明のときに

は、正力さんが説明されるわけです。私はお供でついて行く。そういうことをやっていま

す うちに、斉藤憲三先生始め数名の超党派の先生達が正力さんとこに行って、今度原子力

局ができるときには、佐々木を局長にしろと進言された。正力さんは私を呼ばれたんです、

佐々木というのはどんな男かと。

山崎 :それじや、島村さんが正力さんにご紹介くださったわけだ。

島村 :それのみならず、私の想像として篠原さんを次官に推薦したのは斉藤先生だろうと

思うと、そう書ぃておいたんです。そうだ、斉藤憲三先生 1人でなく、松前さんも。篠原
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さんと松前さんの関係は、逓信省工務局で一緒に無装荷ケーブルをやつた仲。だから私は

想像で、松前さんと斉藤憲三さんの推薦だろうと。

山崎 :そ うです。ところで、さつき度忘れして申し上げなかったが、さっきお話 した調査

費をとつたときの相手は、平田敬一郎さんが大蔵事務次官。

島村 :そ うでした。

斉藤先生には毎日顔を合わせていたのに、もう少し踏み込んでお付き合い願つておけば、

もっといろいろ禅益されたことがあったろうにと、今頃になって後悔しているぐらいです。

私が感じたことは、もう今誰も知 りませんから、書き残してぉきたぃという気がするんで

す。今でも私のところにも役所の人間が来て、いろいろ説明なんかしてくれるんだけど、

歳を開いてみると、私が原子力を始めた頃には生まれてもいない人だったり、まだ幼稚園

にも行かない位の人ですよ、何も知る筈ないんです。

読むか読まないか知りませんが、ちよつと書ぃてぉこぅと思いまして、まあその話 しがす

んだら、やはり学界のことを書く。その次に政界の動きを書く。こう思っているわけです。

山崎 :こ れはなかなか大変だなあ。

島村 :それから役所のこと、産業界のことということで書いて行こうと思っている。

学界のことは、亡くなられた茅 誠司先生、それから木村健二郎先生という方もほぼ同時に

亡くなられましたが、この方々なんかは、狭い私の部屋で時々勉強会をやっているのに、

昔のことを話 しに来て下さったんです。

生きている人では伏見康治先生、島村君が言 うのなら行つてやるよといつて、皆さん来て

くださる。私の知らなぃことや、また一方的になってもいかんから、できるだけ人の話を

開くことにしており、その一環としてお邪魔しています。

山崎 :それはどうも。科学技術庁の木造の庁舎にお伺ぃしたこともありますが、汚い庁舎

で トイレにうじ虫がいつぱぃぉった。それで、これを退治 しなければというわけでヽ斉藤

が以前から木酢酸を大分やってぃて、これを撤いた。

島村 :野犬が下に住んでいまして。

山崎 :野大がおつたでしよう。それで便所掃除を政務次官に。

島村 :ダニ、家ダニですo女の子なんかかゆがって、ひどいとこでした。

山崎 :も う大騒ぎになったことがありました。

島村 :初めのうち、科学技術庁ができるまでは、総理府原子力局が先にあそこに入つてい

た。そして原子力委員会ができてからはt私は二つ机を持っていまして、~つは総理官邸

に、正力さんの横に。そして科学技術庁ができてから、総理官邸から私は引越したんです。

山崎 :そ うですか。

島村 :これは拝借 してよろしゆうございますか。

山崎 :ど うぞお持ちください。

島村 :お聞きしたいと思うようなことができましたら、またぉじゃまするかもしれません。
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初の原子力予算

開イ崖日:1988年 12月 21日

講師 :堀 純郎 (通商産業省、科学技術庁、原子力船事業団、理化学研究所)

出席者 :島村武久、田中好雄、元田 謙

08.

島村 :よ ろしくどうぞお願いします。

堀 :ご紹介いただいた堀でございます。私からお話しまして、あと若しご質問があればそ

れに答ぇさしてぃただきたいと思います。

原子力が一番最初に始まりましたのは、1954年 (昭和 29年)の 3月 の初めでした。その

始まりというのはどういうことかと言いますと、国会の衆議院の予算委員会で政府の予算

を審議しております途中に、これは当時としては珍しいことですが、予算案の変更が行わ

れて、政府の要求しております概算要求に、原子力関係の予算 2億 60百万円がプラスして

付いたものです。

通産省に付いたのは、正確には 2億 60百万円全部ではありませんで、2億 50百万円が通

産省に付いたのが一番最初です。よく原子力予算 2億 35百万円と言われていますが、実際

は 2億 60百万円です。その内訳は、2億 35百万円が原子力平和的利用研究費補助金とい

うもので、これが通産省の工業技術院の本院に付きました。それから 15百万円がウラン資

源調査費というもので、これが工業技術院の地質調査所という付属の研究所に付きました。

合わせて 2億 50百万円になりますが、その他に 10百万円が、これは政府ではなく、国会

図書館に原子力関係の資料の購入費とぃぅことで付きました。合計しますと2億 60百万円

です。その他に原子力関係ではないグルマニウム、チタンの研究費各 15百万円が工技院に

付き、国会図書館に PBリ ポー ト10百万円が付きまして、全部で 3億円になりました。

国会図書館分を除く 2億 8千万円が、通産省の工業技術院に付きましたので、工業技術院

ではこの予算が成立しますと、その仕事を業務としてやらなければならない立場になった

のですが、当時通産省には原子力の知識というのはありませんでした。通産省の本省にな

かっただけではなくて、付属の研究所その他にもありませんし、それから、日本に当時何

百という大学がありましたが、これにも原子力の知識は皆無といっていい状態でした。

それで、どうするかということですが、ただ幸いに当時、株式会社科学研究所と言 うもの

がありまして、これは前に理化学研究所といつてたのが GHQ(General Headquar"rS)の命

令で解体され、株式会社科学研究所に組織変更したものですが、これに原子力の知識があ

りました。戦前から、一番日本で原子力関係の最先端をぃっておられた故仁科芳雄さんが

そこにおられまして、その仁科研究室の流れを汲むところに、原子力の知識がありました。

理化学研究所は、ご承知かも知れませんが、1917年 (大正 6年)に、当時の農商務省、今

の通産省傘下の財団法人として設立されました。通産省と特別な関係にありましたので、

これの協力を得られれば、原子力の開発もやつて行けるということになり、先ず科学研究

所へ協力を申し入れたのですが、当時社長が村山さんという方でした。全面的に協力しま

しょう、場合によつては全部自分の方でお引き受けしてもいいと。全部引き受けていただ

けば、行政官庁としては非常に楽になるわけですが、それほど積極的な意思の表明があり

ました。そこで科学研究所の知識を使えばやって行けるという見通しが立ったわけです。
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この原子力予算は、政府が要求して付いた予算ではありません。普通政府が要求して付い

た予算ですと、それを要求した官庁がそのまま使えばいいんですが、これは自分が要求し

たものではなくて、棚からばた餅が落ちてきたような予算ですから、そう勝手に使 うわけ

にも行けませんので、大蔵省に対する手前もあって、これの使い方には非常に慎重を期そ

うと言うことになりました。

通産省としては、この予算を審議するため特に「予算打ち合わせ会」を設けて、予算の使

い方を考えることにしました。予算打ち合わせ会は、通産次官を委員長にして、委員は官

房長、工業技術院院長のほか、原子力に関連のある技術とか学問をお持ちの外の方に集ま

ってぃただいて、これの使い方について検討して行こうということになったのです。

そこで検討した結果、まず原子力の開発と言うと、原子炉をつくつてそれで電気を起した

り、あるいはその熱を直接利用したり、そういうことをすることになるが、そのためには、

研究用の原子炉がなければ原子力技術の開発は進んで行かないので、先ず研究用の原子炉

をつくるという方針になり、それに取り掛かつたのです。そのとき問題になるのは、どう

いう研究用の原子炉をつくるかということです。

それには、将来の日本のあるべき原子炉の姿は、恐らく天然ウラン重水型の原子炉であろ

うと考えました。何故天然ウラン重水型原子炉が日本の本命と予想したかといいますと、

一つは先ず燃料のウランの問題でして、国内にそのときはウラン資源はありませんでした。

標本的に鉱物屋が物珍らしく拾ってきた鉱石があつたぐらぃでした。これから見つけるた

めに、先ほどいいました 15百万円のウラン資源調査費が付いたわけですoウ ラン鉱床が見

っかったところで、そう沢山あるかどうかわからんし、仮にあつてもそれからウランの金

属をつくることはやさしいがヽ濃縮ウランにすることは非常に難しい。時間を掛ければで

きるだろうが、そう長く時間を掛けられない。

そこで天然ウラン燃料を使 う原子炉になると、減速材として一番性質のいいのは重水であ

る。幸い日本には水素工業 (肥料製造工業)がぁって、これを利用すれば重水がつくれる

とぃぅことで、天然ウラン重水型となった。また、反射材として黒鉛が必要だが、日本に

黒鉛産業がぁって、これで十分できる。そこで、天然ウラン重水型炉の設計をし、製造に

必要ないろんな材料を生産し、必要な機械装置をつくることに力を注ぃで、この予算を使

って行こうとなったわけです。

ご承知のように、この炉は 1962年 9月 に東海村の日本原子力研究所で、国産 1号炉として

予想通り完成しましたが、それより前に、米国から濃縮ウランが貸与されることになり、

1957年に原子力研究所にウオータ~ボイラー型研究炉が輸入されました。これは 1954年

当時には予想もされないことでした。ウォーターボイラーの輸入によつて原子力技術の研

究が促進されることになりましたが、路線は変わらないで済んだ。その後、実用炉として

コルダーホール型発電炉の輸入があり、さらに電力業界はもっぱら軽水炉を米国から入れ

るということになって、天然ウラン重水型路線が変ゎったゎけです。当初は、1954年度の

間にいろいろ計画を立てて、その計画に基づいて 55年度にはさらに具体的に技術開発を進

めるという状態にありまして、先ほどいいましたように天然ウラン重水炉の設計と、それ

に必要な機械装置と燃料・材料をつくることに力が注がれたわけです。

54年に予算が付きました時は、私たまたま工業技術院の調査課長をしておりましたが、調

査課でこれをやれということになり、調査課の本来の仕事と全然別の班を数名でつくりま
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して、それが専門にこの仕事を引き受けるということとしました。54年度の間に大体の骨

格ができて、55年度になると具体的な研究その他も始まるということで、調査課の片手間

でやっているんではどうも具合が悪い。専門の課をつくらなくちゃいかんということで、

原子力課というのを 55年の4月 につくり、私が調査課長から原子力課長となり、1年近く

やりました。そのうち原子力の仕事が通産省から総理府に移りましたんで、そのまま総理

府に移ったということです。

その後のことは、皆さんもご存知のことと思います。2億 35百万円の研究費補助金で仕事

を進めてきましたが、準備段階ではそう金も使えなくて、大半のお金を余してしまったわ

けです。翌 55年度には、それにプラスし2億円要求すれば良いということで2億円要求し

ました。55年度には具体的に研究その他も進んできたので、金も使いました。財団法人の

原子力研究所が55年 11月 にスター トして、それが翌56年 6月 には特殊法人になりました。

また、8月 には原子燃料公社も国会のご意向でつくられて、研究が活発になってきました。

このような専門機関をつくると、どうしても非常に金が嵩むわけでして、予算が膨らんで、

1956年度予算として 20億近い予算を要求しまして、通産省から総理府に移るときは概算

要求の途中でしたが、金額にして確か 14億 80百万の金を持って総理府に移り、それで通

産省の方の仕事はそこで終わったということです。

その当時一番問題になったことを幾つか申しますと、一つはこの原子力予算に対する反対

です。今日も原子力反対が大分盛んになっておりますが、その時の反対は、予算の成立に

反対と言 うことで、国会で予算の修正が提案された翌日から、新聞は第 1面から反対・反

対と連日書き立てたのです。日を開いた学者は全部揃いも揃って反対。学者の中には反対

でない人もいたと思いますが、こういう人は口を絶対開かない、員のごとく口を開ざした

というのが当時の実態です。反対の理由は大体三つぐらいありました。

1っは、広島や長崎に原子爆弾が落ちた、だから原子力はやるべきじやないと、こういうこ

とで、意味が分かったような、分からないような、例えば河豚を食べてあたった、だから

河豚は食べないというような議論じゃないかと思います。その次は、原子爆弾はつくるベ

きじゃあない、だから原子力はやつちやあいかんと。では発電ならぃぃかというと、それ

もいかん。これは今の河豚の例えで言いますと、河豚の肝にあたつた、だから河豚の肝以

外も食べちゃいかん、肝以外を食べておればいつかは肝を食べるであろうと。なんかこう

いう議論のようです。それからもう一つは、原子力と言うのは、高度の学問であり、どう

いう風にやるかは学者が決めるべきであつて、なんにも知らん無学の政治家が決めるのは

怪しからんと。大体主なのはこの二つでした。

この一番最後の理由の、政治家が決めたことについては、いろいろうわさがありまして、

嘘かほんとか知りませんが、この原子力予算をつくった中曽根康弘さんが、学者の横っ面

を札束で引っ叩いたんだと言 うことが流布されました。中曽根さんに開きますと、そんな

こと言ったことはないと言われますが、まさにそれに相当する状況に当時あったわけです。

多少ご説明いたしますと、日本は連合軍が占領している間、原子力のことを触ってもいけ

なかったんです。先ほどの仁科さんが理化学研究所で動かしていたサイクロトロンなんか

も、進駐軍が東京湾に捨てるというような状態でしたが、サンフランシスコ講話条約が発

効して独立してからは、原子力をやっていいような状態になったんですが、これは難しい

理論の上にあるためか、産業界その他の方がどなたもこれに手をお付けになること、日に
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なさることがなかった。

その時、アインシュタインの理論も知っており、ウランの原子核が分裂してエネルギーを

出すというオツトーハーンの発見も知っていたような物理学者の一部の人間が、それじや

あ原子力の研究をやるかやらんかということで、論議したことは確かです。ところがこの

論議の内容は、やるべきだという人間と、やるべきじやないという人間と、それからやり

ようによつてはやつたらぃぃという、なんと申しますか賛否中立の 3論に分かれて、日本

学術会議で小田原評議を繰 り返した。小田原評定で時間だけ食つていたので、これを中曽

根さんなんかがやきもきして、札束でひっばたぃたとぉっしゃったかどうかは知りません

が、国会で予算を決めたのです。

その時の反対運動がどういう形を取ったかと言いますと、今日の反対運動は旗を立てたり、

看板を持って反対 0反対とデモをやったり、大きな声を出して廻つたりしておるようです

が、当時はそぅぃぅことは全然ありませんでした。

新聞が書き立てるのと、もう一つは、極少数の人がこの原子力予算を叩き潰すように奔走

した。それは先ほど申したように、衆議院の予算委員会で修正が行われて、本会議で議決

することが必要です。議決した後で参議院に掛かるわけですが、そういう過程が lヶ 月ぐ

らいありましたか、この間にこれを叩き潰そうという運動をしました。初めのうちは、先

ずこれを叩き潰すとぃぅことだけをやっていたのですが、その内、この予算を通産省から

外して文部省に移して、その年につくることになっていた東大付属の原子核研究所の予算

に嵩上げしろということを、しつつこく運動したょうでして、国会議員の一部にこれに説

得された人もあるようです。結局中曽根さんが頑として聞かなかつた。そういうことで予

算は4月 に入つて自然成立しました。このようにして、反対したけど予算は成立した。

そこで学界ではどういう動きをしたかといいますと、これに条件をつけることをや りまし

た。これは主に上野にありました日本学術会議、今は六本木に引っ越しておりますが、そ

こでいろいろやったようです。これも大分時間が掛かりましたが、相談をした結果、原子

力の開発については7原則が必要であると決めて、政府側に持ってまいりました。現在は、

俗に 3原則といわれていますが、僕は本当は4原則か 5原則じゃないかと思うんですが、

原子力基本法では平和・ 自主・民主・公開です。これだけで4原則。それに国際協力と言

っておりますので、5原則というのが本当だろうと思います。平和と自主、民主、公開の 3

原則を掲げたほかに、三つ言って参りました。

その一つが、原子力の開発は福祉と経済に寄与するものでなければならない。次は、核物

質の管理を厳重にしろと、これは当たり前のことだと思います。その次は放射線障害に万

全の策を講じろと言うことで、これも別に何ということもない当然のことを言って来たと

思います。そういう7原則を言ってまいりました。7原則がだんだん詰まって 3原則になっ

たと思いますが、3原則にも色々問題がありました。当時私は朝永振一郎さんとこれを話し

合ったことがあります。その頃原子力のことで国会に行って反対された中心をなしていた

のは、もう今は亡くなりましたが茅 誠司さんと藤岡由夫さんと朝永さんの 3人です。この

方たちは自分の意見だけじゃなくて、大分自分の意見もあつたようですが、それにプラス

して、学術会議の意向も代表しておられたように感じました。

朝永さんと、自主・民主・公開というのはどう言うことかと話し合ったのですが、先ず自

主というのは、外国から物を輸入したり、技術導入をしたりしないということ、日本で全
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てやるんだ、自習でやるんだ、人から教わらない。それ じゃあ本を読むのはどうだと訊き

ましたら、学問に国境はないから本を読むのはいいと。それ じゃあ留学はどうかといった

ら、ここらへんは難 しいところのようでしたが、心の底の見えみえしているのは、留学は

皆がしたくてしょうがないようでした。だから筋が通ったり、通らなかつたり。 しかし、

その後 3原則は法律に入りましたが、今朝永さんのおっしゃるような自主ですと、まった

く 100%こ れは守られていない。憲法 9条が自衛隊で守られているかいないかいろいろ三百

代言的な意見もありますが、これに比較 してもはるかに守られていないというのが実態だ

ろうと思います。自主は完全になしということです。

それから民主は何だと申しましたら、人間のいろんな身分、別に身分があるわけじゃあな

いでしょうが、貴族であろうと最低の階級であろうと、どんな学歴であろうと、どんな専

門であろうと、それからどうい う思想があろうと、どうい う人でも平等に原子力に参加出

来るようにしなくちゃいかんという話なんです。それは憲法の基本的人権として当然保証

されていることで、なにもわざわざ今騒ぐ必要はないじゃないかと申しましても、憲法な

んか当てにならん、こうい うことは、より権威のある学者の間で確立しておくことが必要

だという意見でした。これは当然憲法で守られていることで何等問題ないことで、3原則に

入っても守られてきていることです。

それから公開については、この原子力の結果は全てガラス張りで公開しなくちゃいかんと

いうことでして、それではt政府が税金でやっている仕事は、全て国民の財産であるから

公開して問題は無いけれど、企業が自分のお金でおや りになったことに公開を求めても、

企業の機密とい うのはあるだろう、それはどうだといいましたら、どうも企業の秘密とい

うようなことはお分かりにならんようで、要するに学問というものはなんでも万人の共有

の財産であるとい う観念のあれでした。煎じ詰めてみると、発電する発電するとやつてい

ながら、いつの間にか爆弾をつくっていたりすることがあっては困るから、それを見える

ようにしてくれとい うことのようでした。まあ朝永さんとお話 して、これが学者の中では

一番頭のいい方だと私は思いますから、朝永さんがそ ういう風に明快におっしゃっていた

ので、これが真相 じゃないかと思います。

こういう条件は、その後政府でも大部分を受け入れると言 うことになりまして、問題は無

くなりましたが、次に起こりましたのが、予算の配分です。私はその当時その仕事をして

おりましたが、他の技術開発なんかに比べると、いわゆる猫も杓子もわっと押 しかけてき

て、悪い言葉で言いますと、たかるとか分け前にあずかろうとい うのが、割合い少なかっ

たのです。これは原子力というのは当時珍しいことであって、その分け前に預かるほどの

準備もできていなかつたこともあったからだろうと思います。例えば通産省で持つており

ましたいろんな鉱工業一般に対する研究の補助金といいますと、当時の金額で総額で 2～3

億円程度のものでして、何百件も対象にして、 1件にすると数 10万円ぐらいに総花的に分

けていました。また文部省の科学研究費なんていうのは何千件かに分かれる、細かいのに

なると 20万円か 10万円位の金に分けるんじゃあないかと思いますが、そうい ういわゆる

悪平等の総花的とい うのが日本の慣例になっていましたが、原子力予算についてはそれは

ありませんでした。そのために、私が大蔵省に行きますと、 1つの企業にあんな何千万円

という金を出して良いのかと、嫌味を言われたこともあったくらいです。1～2の例外はあ

りましたが、これほど重点的に技術開発に使われたものはないだろうと思っています。
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次に出て来たのは、留学生の問題です。1954年の末頃になって、各国の原子力要員を養成

するために、アメリカが留学生を受け入れてやるとい うことを、これは当時の大統領のア

イゼンハワーの方針だとぃ ぅことですが、外務省から言ってきました。私のところでは、

調査課の中に原子力専門の班をつくって、それにやらしているとい うことをいいましたが、

その班長をやつていた伊原義徳君をこれに派遣 しようと思いまして、これを頼むと言 うこ

とで外務省に返事いた しました。そうしたら外務省からは、学術会議でも出すと言って来

たと。それは原子力のことをやっている人間かと聞いたら、原子力とは関係ないことをや

っている人間だと。それで、米国では 1名 受け入れと言って来ているから、話 し合つてみ

てくれんかということで話 し合ったんです。

原子力の要員を養成するのに留学生を受け入れるとい うから、原子力をやっている伊原を

出したいんだと私が話 しますと、相手さんは今原子力をやっているかいないかは関わり無

いじゃないか、要するに先ほどの民主ですか、これは職業の如何を問わず身分の如何を問

わずと言 うんだからと言 うことで、全然話になりませんので、外務省にこれはとても話つ

かんと言いまして、何 とか 2名 にしてくれるよう話つけてくれんか、2名 になったとき 2

名 とも学術会議から出すとは言わないだろうから、話 しつけてくれといいましたら、外務

省は早速話をつけてくれました。

そうして 2名 出すことにしたんですが、次にこれは笑い話としてお聞きいただきたいんで

すが、2名 出すことにしましたら、当然伊原君は原子力予算で出す。向こうもこんどは、原

子力のための留学生だから原子力予算を出せと、ところが今原子力と関係の無い者を出そ

うとしているじやないか。どうしても出せ というなら出してもいいけれども、日本の原子

力の知識が増えるのは結構だから、帰ったら原子力やってくれるだろうなと言いましたら、

そんなこと約束できるか、そんなこと約束しろとい うんなら、それは基本的人権に反する、

これは法学部の教師に問いたのかどうか知 りませんが、憲法違反だと言い出しまして。通

産省当局では、帰って来ても原子力をやるかどうかわからん人間に金出すなんて、予算担

当の責任者 としてできんと言 うことで、うつちゃいといたんですが、そのうち先方が一札

入れて、結局 2名行くと言 うことになりました。こんなこともありました。

それから最初の頃で 1つ問題は、これは後まで尾を引いていると私は思いますが、海外調

査団を出せということになりまして。

島村 :伊原君が行ったのは何時だったかな。

堀 :1955年の 2月 です。調査団を出せと言 うことがありまして、先ず外国のことが分から

んから外国行って見てこなくちゃならん、先ほど私が申しましたように、原子力の知識 と

いうのは殆ど日本にありませんでしたから、それで調査団を出す。調査団を出すのは必要

ということで出したわけですが、結局知識がプラスになったのは何にもありませんでした。

当時あらゆる手を尽くして、科学研究所にもずいぶん指導していただいて、われわれが調

べた知識よりも、それ以上の知識は得 られませんでした。ただ、その時に知識は得 られま

せんでしたが、報告書は出さなくちゃいかんということで、調査団が帰ってきた頃は、伊

原君は留学中でお りませんでしたから、石渡鷹雄君 とかその他調査課の人たちに報告書を

つくってもらい ――。

田中 :私もいたかもしれません。

堀 :田 中さんも入れて役所で報告書をつくったという状態で、何も得る知識はなかった。
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そこで一つ問題があつて、これは現在まで後を引いているんじゃないかと思いますが、向

こうの原子力の行政組織です。行った主要国はイタリー、スイス、フランス、イギリス、

アメリカ、カナダ、その 6つだと思いますが、ほかにも 1～ 2あつたかもしれませんが、ど

この国に行っても原子力の行政組織は行政委員会でやつていると、そういう報告書になっ

ている。行った人の言葉を使えば多頭的であるとの文章。 ところが行政委員会をつくって

いるのはアメリカだけでして、アメリカにAtomic Energy COmmissiOnが あり、ここだけ

が行政委員会で、他はどこも無いんです。 しかもアメリカの Atomic Energy CommissiOn

というのは、戦時中のマンハッタン・ コー (Manhattan Cops)、 日本語に訳すとマンハッ

タンエ兵師団ですか、師団長が中将で したから、それが看板を書き換えたのが Atomic

EnerⅣ CommissiOnです。行政委員会はそこだけで、ほかには何処もありません。

例えばフランスでは、コミサリア・ア・ レネジ・ア トミック (Commissariat a l'Ener」 e

Atomique)と いうんです。レネジ・ア トミックは、atomic energyです 。コミサリアとい

うフランス語を、委員会と連中思ったのかどうか知りません。ところがフランス語ではコ

ミサリアというのは役所という意味です。警察はコミサリヤ・ド0ポ リス(Commissanat de

Pohce)と いうんです。例えば海軍省、正確にいうとこれは海軍省ではなくて三軍省海軍部

ですが、これはコミサリヤ・ア・マリン(COmmissariat a Marm)で す。そういうふうに、

役所をコミサリヤといいます。例えばイギリスなんかは公共企業体で、Atomic Ener野

Autho五tyです。アメリカ以外にはそういう行政委員会はないんですが、牽強付会にですか、

どこでも委員会である、だから日本でも委員会をつくらなくちゃいかんと、ここだけは強

調しました。まあそういうものが出ておりました。

それに対して、若い事務官例えば豊永恵哉君なんかは、こんな馬鹿なことがあるか、どこ

にもないのに、こんな嘘人百書けるかと大分憤慨しました。報告書が尾を引いて原子力委

員会ができたのか、あるいはもっと高度の判断であったのかどうか、それは私存じません

が、そういうものがありました。

こんなことが当初のあれでして、まあ私から申し上げますのはこの程度で。

島村 :有 り難 うございました。堀さんが調査課長になられたのは何時ですか。

堀 :1950年です。

島村 :50年 ?随分調査課長を長くやっておられましたね。

堀 :え え、沈滞してたです。

島村 :田 中さんは、調査課は何年から。

田中 :私は 55年からでした。ちょうど1年位課長補佐で。

島村 :私は今までいろいろな本なんか見ておるんですけど、さっきのお話で、日本の原子

力の行政が始まったのは、衆議院で予算修正が行われて、原子力予算が付いたと言うとこ

ろが出発点であることは間違いない。そのとき、今 日では中曽根さんが皆やったようにな
っているし、本人もそう言ってござるんです。ところが原産の 10年史、これは 20年以上

前の 1965年にできた本なんだけど、それには詳しく書いてあるんです。国会の修正で原子

力予算を付けようじゃないかという話は、秋田県でやられた改進党の大会の帰りの汽草の

中で話し合われたと。

堀 :ああ、帰りの汽車の中で相談した話しでしょう。

島村 :こ の本にもちゃんと書いてあるんだけど、そのメンバーの中には中曽根さんはいな

-133-



いんです。吉川久衛、稲葉 修、斉藤憲三、笹山茂太郎、須磨爾吉郎というんですが、稲葉

さん以外もう死んじやつているんで。それで帰ってきて改進党が発議しての修正要求額が

全部で 90億円、 1割の 9億円が原子力予算、それをいろいろ折衝して、3月 1日 になって

やっと折衝がついて、原子力が主体の科学技術振興費が 3億円ということになっとるんで

す。その折衝なんかには中曽根さんは勿論入っている。

中曽根さんは予算委員になっている。稲葉さんも予算委員で、そして国会提案として原子

力予算はゲルマニウムも入れて 3億円なんですけど、それは予算の 1部で、予算修正総額

は 50億円ですから、50億全体の修正予算の説明を稲葉さんがやっとるんです。稲葉さんの

修正理由というのは、速記録に残っていて分かるわけです。調べてみると、稲葉さんが一

番中心であつたように思われるんだけど、肝心の稲葉さんはそのことを全然覚えてないん

です。誰か妙な質問をする者が私以外にもおるとみえて、昔のことを調べて稲葉さんのと

ころに訊きに行くと、稲葉さんは、みんなこっちに回して寄こすんです。 (笑い)島村先生

がくゎしいからとぃって。だから稲葉さん役に立たんです。あの人にも、ここへ呼んで聞

こうと思ったんだけど、そういう状況で全然覚えておられない。

そうすると疑間が起こるんです。一体須磨爾吉郎はじめそこに出てくる先生方のうち、秋

田県連大会の帰りの汽車の中で相談したということが事実であるならば、誰が一番原子力

ということを言い出したのだろうか、他の人は賛成に回り、反対しなかったのだろうけど。

誰が主導者であったかと思って調べてみると、中曽根さんはもちろん偉かったですよ、そ

の後も活躍されて。だけど、言い出したのは斉藤憲三だつたような気がしてしょうがない。

斉藤憲三さんの勉強しようと思って、此間うちからTDK(創業者 :斉藤憲三)の山崎貞一

会長さんに頼んでるんです、一遍僕が行くから斉藤憲三さんの資料集めておいてもらいた

いと言ってある。そのうち行ってみようと思っている。とにかく、最初にそういう案が出

たときは、中曽根さんを悪く言うわけでもなんでもないけれど、その中にはいなかったん

だ。中曽根さんは予算委員だったから、中曽根さんが大いに活躍されたことは間違いない

とこなんです。中曽根さんも調べてみるといろんな説があるんだけれども、一番最初にア

メリカに行って、原子力の知識を得て来ている人であることは確かなんで、原子力のこと

をその時初めて知ってこれは大変なことだと、予算の話が出て来て急に賛成したというの

ではなくて、中曽根さんが前からそれに気づいていたことは確かで、アメリカで嵯峨根遼

吉さんにも会ってるんです。

堀 :1952年か 53年でしよう。

島村 :嵯峨根さんという人が、また一つ分からん人で、いろいろ嵯峨根さんの遺稿集なん

かあるんです。あれ読んでみたりするけど、嵯峨根さんは中曽根さんの世話をするし、ど

うも石川一郎 (当 時経団連会長、後原子力委員会委員長代理)さ んなんかが原子力、原子

力と言い出したのは、アメリカに石川さんが行ったとき、嵯峨根さんがつかまえてバーク

レイかどこかしらんが研究所なんか案内じとる。加速器ぐらいあったかも知れないが、原

子炉があるわけでもなんでもないけれども、嵯峨根さんの話に石川さんが目を剥いたに違

いないと思う。嵯峨根さんという人は、嵯峨根さんを頼って行った人をみんなつかまえて

原子力のことを話す、石川さんも嵯峨根さんが行っているということで、嵯峨根さんに会

いたいと言ったのか、嵯峨根さんが石川さんを訊ねて行ったのか、そのへんも今となれば

分からんのです。そういう埋没したような人が華々しい中曽根さんの影におる。その辺も
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分らなかったけど、もう一つ分らないのは、改進党の案では、始め原子力は 9億円だった。

堀 :それはグルマニウムまで入つているんです。グルマニウムと原子力の区別のついてい

ない人がその中にいた。

島村 :一体グルマニウムというのは誰が推進していたのか、斉藤憲三さんかどうか知らな

いが、9億円というのが最終的には 3億円に決まつた。うち 2億 60百万円が原子力だと。

そういうのを、数名の改進党の代議士さんなんかに、積算なりなんなり持ち込んだのは誰

であろうか。堀さんではないんですか。1950年から調査課長をやっておられたとすると。

堀 :いや僕ではない。

島村 :9億を 3億にしたには、でたらめでやるにしても、とにかくそれくらいの金というこ

とは、ただ政治家があてずっぼうに決めたのか、少なくとも2億 35百万円は、先生方に言

わせれば原子炉築造の準備費なんです。

堀 :最初はそういう名前でした。

島村 :15百万円が地質調査所、これは稲葉さんの説明にもそう書いてある。国会の速記録

にも書いてあるから間違いない。2億 35百万というのは、ウラン235に もじってしたんだ

という説もあるけど、眉唾である。2億 35百万というのは本当にいいかげんな数字であっ

たのか、誰かがサジェス トしたのかその辺も皆目わからない。(朝 日新聞縮刷版 :1954年 3

月2日 (火)朝刊「予算折衝ついに妥結。1日 に入って三党で共同修正案。社会保障費など

増額。政府原案枠内で 90億円修正。科学技術振興費 3億円――原子炉製造費補助 2億 60

百万円、ウラニウムなど新鉱床探鉱費 15百万円、ゲルマニウム精錬技術および応用研究8

百万円その他 ――。保守三党 3月 1日 午後 9時妥結」。3月 4日 (木)朝干」「3日 の予算委

員会で予算案を修正可決。大蔵省では科学技術振興費 3億円の内訳を次の通り決めた。◇地

質調査所ウラニウム探鉱費 15百万円◇工業技術院①ゲルマニウム精錬技術および応用研究

費 15百万円②チタン金属研究費 15百万円③原子炉築造のための基礎研究および調査費 2

億35百万円◇国立国会図書館①原子力関係資料整備費10百万円②P.B.レポー ト10百万円」。

この記事から推定すると、3億円のうちから各種予算を差し引いた結果、2億 35百万円が

原子炉築造費として残ったので、数字に意味はない。3月 4日 (木)社説「原子力予算を削

除せよ」。)

田中 :私の印象では、大雑把に幾らでもいいから付けてやろうというような考えで、ぼっ

と出てきたような感じでした。予算要求の根拠がないから、内訳をつくるのに困つた、ど

うやっていいのかさっばり分からない。54年度で使ったのが 6千万円だったような記憶が

ある。あとはみなキャリーオーバーしちやった (54年度工業技術院原子力予算 2億 35百

万円+15百万円計 2億 50百万円、実施 8194万 円、繰越 1億 6806万円。55年度予算 2

億円十繰越 1億 6806万 円計 3億 6806万 円、実施 2億 7546万円。)。

堀 :田 中さんが調査課に来られた 1955年 3月 には、2億 35百万から60百万引いた金が余

っていたということですか。

田中 :そ ういうことです。60百万の内訳もある程度私がつくった。

堀 :そ うすると一番最初の年は、多少は使ったでしょうが、殆ど使わなかった。

田中 :なにも無くて、伊原さんが留学から帰って来るまで使わないと言ったら、貰ったん

だから使いましょうてんで、弱っちやつた。

島村 :今の話で益々分らなくなったんだが、2億 60百万と、稲葉さんの演説には 2億 50
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百万となっている。

堀 :政府に付いたのが 2億 50百万、国会に付いたのが 10百万、これは政府ではないから。

島村 :図書館は 20百万なんだ。

堀 :それは他の金とで、原子力の資料というのは 10百万。

田中 :PBリ ポー トが 10百万、原子力資料が 10百万、合計 20百万。

島村 :そ うかもしれない。駒方作次工業技術院長さんのしやべつているところを読んでみ

ると2億 50百万だつたが、予算削減によって 2億 35百万になったと書いている。

堀 :それは勘違いでしよう。

元田 :2億 35百万円が年度途中の予算節減で 2億 2千いくらかになった。

堀 :それは予算を使 うときの節約があるでしよう。削減という単なる会計事務上の問題で。

島村 :駒方さんの間違いではないかと思っていたんだが、駒形さんの書いたもの中に探せ

ばあるんです、印つけてあるから。

堀 :どつか、方々行って講演しておられたから、それは単なるミステークでしよう。

島村 :2億 50百万が 1割節約になったとしても2億 35百万とは合わない。僕みたいに役

人したことのある人間はおかしいなと思う。

堀 :その段階で節約ってものはありえないでしよう。予算を修正して出すんだから。

島村 :今 日になってみると、駒方さんも亡くなったし、昔のことを少し調べようと思うと、

人によっていろいろニュアンスがちがう。

堀 :わ ざと嘘をつく人がありますな。 (笑い)

田中 :わ ざとじゃないですよ。申し訳ないけど、茫々たるはるか昔のことになると忘れち

ゃって、それに、記憶違いが出てくる。

島村 :それで原子力課になったのは。

堀 :55年の4月 11日 。

島村 :そ の前に、54年 5月 11日 に原子力利用準備調査会ができたんだね。打ち合わせ会は

何時できたのか。

堀 :やはり54年の4月 か 5月 です。だって、予算は4月 についてくるんですから。

島村 :打ち合わせ会の記録は、打ち合わせ会の記録でなくても工業技術院時代に原子力で

こぅいうことをやったという、それまでの纏めみたいなものはなにも無いわけね。

田中 :それは私は記憶がないわけです。堀さんしかないわけです。54年 3月 に 2億 50百

万円が決まっているでしよう。それ以前にいろいろがたがたあるのは。

堀 :54年より前は、通産省として動いてることは皆無です。

島村 :54年の 3月 1日 かなんかに衆議院で決まった。

田中 :3月 3日 に予算委員会で修正可決、4日 に本会議通過。それで6月 19日 に通産省原

子力予算打ち合わせ会設置。

島村 :僕 も速記録を引つくり返して見てないんで、正確ではないんだが、予算修正で原子

力の予算が付くと、それは突然に付いたんだし、議論もなにも無かったとは言うものの、

政府側に多少の質問はあるわけで。僕が聞いた話では、そういう質問通告に対して誰が返

事をするかということで、そのとき通産省は逃げた。何時産業化されることになるか分ら

ない話しは、通産大臣ではない、そして長期計画をやっているから経済企画庁だと、まだ

その頃は経済審議庁だったが、それで高碕達之助長官が答弁に当たった。その後、堀君の
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ところの原子力課ができたりしたけど、あなたがい うように通産省全体としては、原子力

に取 り組む意欲がその頃は全くなかった。それは今の通産省の悪口でもなんでもないけれ

ども、通産省 としてはちよつと抜かったところがあったんだな。

堀 :見通しを誤ってました。

島村 :見通 しを持っていれば、それは俺の方だと言 うことになって、誰も文句も言わず、

どこの省もやってないんだもの。予算も通産省、工業技術院に計上されているくらいだか

ら、問題なくそこではっきりしたと思 う。それでずいぶんとんちんかんな国会のあれが行

われたんではないかと思 う。 とにかく皆逃げたというし、皆といってもほかにや りそうな

ところはあんまりないわな。あの頃、通産大臣だれだったかな。

堀 :愛知揆一さんじやないですか。たしか、愛知さんが経済審議庁長官と兼務だったです。

それから、その後が石橋湛山さん。

島村 :だけど大臣がどうのこうのということはない。やはり、次官、官房長のあたりが。

堀 :官房長は岩武照彦さんでしたが、ずいぶん熱心におや りになって、熱心といっても積

極的かどうかは別として、真剣におや りになった。

島村 :岩武さんではなかったかもしれないと思うが、55年の後半の頃、僕は岩武さんとず

いぶん連絡を取 り合ったんだから。科学技術庁ができる頃です。

堀 :あの頃は官房長は勿論岩武さんですが、その頃は次官は平井富二郎さんでしよう。

島村 :尊敬すべきわが先輩が、その面から考えるとちよつと抜かつとったということ。

堀 :見通しが、ともかくああいう国会議員を重視 してなかつた。

島村 :それから科学技術庁ができるとき、水間光次君は何をしていたのか。

堀 :工業技術院の総務課長。

島村 :総務課長の資格で、科学技術庁設立の中心人物になっていたわけでしょう。

科学技術庁発足の経緯については、水間君の書いたものがどつかにあるはず。この間から

探 しているけれども、パンフレットが印刷になったもの。これも他にはもう無いかも知れ

ないから、大切に取っておかなければならないと思うけど。

方針 としては、代議士さんの間では商工部会の決議もあるし、科学技術庁設置は大分前か

ら決まっていた。その具体化は、水間君を中心として或る程度動きがあり、原子力局だつ

て、科学技術庁ができる時一緒につくろうとい うことだつたのを、日米協定だとか原研を

つくるとかなんとか、どんどん差し迫って来たものだから、それで一足先に原子力局をつ

くろうということになったんで、代議士さんの頭の中には、科学技術庁原子力局とい うの

は前からあったんです。その動きを通産省官房長あたりは知 らないわけです。水間君が工

業技術院の総務課長をや りながら、通産省の本省の方はあまりよく知らん。それで僕はな

んにもしなかったんだけど、時々引っ張り出されて、そうい う会合にも出たことがあるん

で、その模様は岩武さんに連絡していた。岩武さんは科学技術庁をつくらせないというよ

うなことを言 うてるわけです。そんなものできたつて、通産省は 1名 も人を送らんという

ぐらいの気分でおるでしよう。これはひと悶着あるなあと思ってぃたところへ、人幡製鉄

化学、後の新 日本製鉄化学に行った小室恒夫さんが総務課長で、小室さんが岩武さんを説

得 して、大勢がここまできた以上それは不利だと、それで小室さんが僕のところに電話掛

けて連絡して来て ――。

田中 :小室さんはどつちにいたんですか。
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島村 :通産省本省の官房総務課長。それで通産省は重大な路線の変更をしたわけで、今度

は、できるなら、なだれ込み作戦だとい うんだ。わあ―といつてみんなポス トを取ってし

まえつてい うわけだoそ ういつて電話 してきたことがある。水間君の書いたものにはそう

ぃうことは書いてない、彼は知らないから。

堀 :一番最初に犠牲になったのは、工業技術院原子力課で、12人の定員という生首と、銭

にして予算要求 14億 80百万円持って、総理府に行ったわけです。

田中 :それはいいんですけど。最初は抵抗するとさんざん言って、こっちでじっくりやら

なければいかんと、そのうち方針変わって、向こうに行けじゃぁ、いくらなんでも、両方

喧嘩してるわけだから、精神的にはあれには困った。

島村 :各省連合で科学技術庁ができたように言われているけれど、作戦変更によつて通産

省からワーッと科学技術庁になだれ込んだんです。1956年 1月 に総理府原子力局ができる

ときは、出したのは原子力課だけだけれども、科学技術庁ができる 56年 5月 には、ポス ト

も定員もある程度通産省はかなり大幅に科学技術庁に協力して、そのかわり人は、出した

ポス トはもちろんのこと、その他のところにもどんどん人を送 りこんだわけだ。だから他

の省よりも通産が圧倒的に多ぃゎけです。ですから最近はどうか知らなぃが、一時は科学

技術庁というのは通産省の出店だと言 うくらいの感覚でぃたこともあるわけです。

田中 :その先兵だったんです。それで今の話で、2つ調べておかれたらいいと思うものがあ

るんです。これは今まだご存命ですから、急がなぃといかんですよ。お 1人は向坊 隆先生

です。在米大使館初代科学ァタッシェ時代に、向うで何していたのか、石川先生に嵯峨根

さんを紹介したとか、3原則はどこでつくられたのか、中曽根さんにどういう風な仕掛けを

したかなど、向坊先生とは私 2年ちよつと~緒に向こうの大使館にいましたんで、ある程

度聞いているんです。だけど私の日から言 うと、場合によると間違ってインフォームして

しまってもいけませんから、若しまだ聞いていないんなら、初期の頃向こうで何をなさっ

たか、ちょっと聞いて見られると分かります。これが第 1点。

第 2点が、或るとき「公研」と言 う雑誌を読んでましたら、岩武さんが 「原子力の初期の

頃」とい う題で座談をしたやつがある。それによると、当時通産省は、科学技術庁に人を

出す気はなかった、いろいろやつてたが、総理府統合なんか考えてなかった。ところがあ

る時岸 信介さんに呼ばれ、岸さんが、こうい う大きな問題は通産省 ということでなくて、

もっと広い日で見てやるべきであるとい う意見を諭 されたと書ぃてぁった。これも岩武さ

んがまだ、まだとぃってはおこられちやいますが、お元気でしようo急いで聞ぃておかれ

るといいと思います。この 2つが私の記憶に残っている中で多少ご参考になる。

島村 :私のあれと合 うところがあるゎけですね。

田中 :合 うところがあるんですけれども、小室さんに命じたのは場合によると岩武さんが、

「岸 信介さんがこんな風に言ったから、やろうや」と言ったかもしれないと言う気がしま

すんで。 うろ覚えかもしれませんが、ともかくあの頃の官房長とい うのはいろんなことで

忙しかったから。ただ、記憶にそういうものが残っていてと書いてありましたから。まあ、

こんなことがあつたのかなあと思って読んだ記憶があります し、急いで聞ぃておかれたら

いいと思います。

島村 :な るほどね。いや、今日は堀さんありがとうございました。
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原子力利用準備調査会         09・

開催 日 :1988年 5月 31日

講師 :村田 浩(南満州鉄道、経済企画庁、科学技術庁、在英大使館、原子力局長、日本原

子力研究所副理事長、理事長)

出席者 :島村武久、村上昌俊、山崎一男、元田 謙

村田:原子力利用準備調査会時代っていったって、島村さんの方がよつぽど僕より知ってる

と思うし、いろんな記録なども島村さんは非常に丁寧に持っておられるから。特に島村さ

んの知っておられることに僕が加えられることはあんまりないと思うんだけども、日頃島

村さんとこからいつもご案内いただきながら、もっぱらさぼっとるもんですから。 (笑い)

だからそういう意味で、何ていうか少し義理を果たさにやいかんとこう思って、参ったわ

けですが。ちょうど、原子力室時代の村上さんや山崎さんがいて、松友信寿(松山に引退)

さんが来られると、当時のメンバーが揃ったんですけれど。これは、あくまで私個人の記

憶の中での話になりますから、必ずしも正確でないだろうし。

島村:いや、あなたの仰るように、原子力室ができてから室長やらしてもらったから、確か

に私の方が、詳しいこともあるかもしれないと思うんです。しかし、私は途中からなんで

す。原子力室ができたのは準備調査会ができた一年あと。その前は、計画二課。

村田:計画二課長の越智度男 (おち のりお)さ んが。

島村:越智君がやつてたでしよう。最近越智君に聞いたんだけども。あれ越智君からもら

った資料だから、記憶のよすがに越智君に資料も送って、記憶を呼び戻してくれつていつ

たんだけど。もう如何に読み直してみても、全然思い出さないというんだよ。

村田:その後、仕事が全然関係なくなってるから。

島村:こ の間石原武夫さんのとこに行ったんだ。経済企画庁の次長しとったでしょ。調査会

の総合部会の部会長もずつとやつておられたから、石原さんなら何か覚えとることがある

かと聞いてみたら、佐々木義武君と島村君に任せとったから僕は何も覚えてないよ、とい

ぅわけなんです。ところが、この本(「原子力は、いま」 日本原子力産業会議編)が出たで

しょ。原産のやつ。それ見てみると、もう明らかに間違ったことが書いてあるわけです。

佐々木義武さんの話が書いてあるが、ご当人はもう死んじやつたから、文句も言えないけ

ど。佐々木さんの言葉として、[愛知撲一さんが経済審議庁長官だつた]と 。これは間違い

ないわな。[閣議の帰りの自動車の中で “原子力をやれと言われたんだが、どうしていいか

わからん"と 言うんだ。でも愛知さんのぉゃじさんは、東北大の物理の先生だから、幼に

してそっちの方の関心はあつたんだね。通産大臣も兼ねていたので、石原武夫次官と相談

したらしい。]と 。[僕は審議庁の計画部長でね〕まあこの辺は間違いないだろ。[“総合国力

の測定''と いうのをやつていたんだが、いきなり愛知さんに呼び出されて。お前やれ、島

村武久氏を付けるからつて言われてね。]それで、阿部滋忠君の話がちょっと出てて、[こ

うして調査会が生まれることになり、委員は誰々誰々、その庶務を経済審議庁が担当する

ことになり、全く官制のともなわぬ形で、佐々木、島村、阿部、村田 浩、越智度男氏らが

これを受け持った]と 書いてある。この辺間違い。

村田:間違ぃです。一年ずれてるんです。
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山崎:愛知さんが原子力やれと言われたときのことは、私はじかには知りませんけども、堀

口さんが、越智さんの前に計画二課長をやってまして。

島村:そ う、堀口ってのがおつたな。おつたおった。

山崎:僕は彼に言われた覚えがあるんです。その前私は、田舎の税務署長やってまして。

島村:それ越智君の前の課長 ?大蔵からだな。

山崎:え え、その時に僕が二課にひつぱつて来られたんです。

島村 :あ なたが行った時は。

山崎:課長は堀口さんです。その時に言われたのは、ここでは防衛計画だとか何とかだとか、

そういうのをやってる。今度原子力をやれと言われてる。そうするといろんな法令上の問

題が出てくると思 うんだけども、誰かそういうのに向いてる人はというんで、僕はちつと

も向いてないんですけど、お前に来てもらったと、こう言われたのはかすかに覚えてます。

島村 :堀 口君ていうのは、原研かなんかの監事か何かやったんじやないか。

村上:監事さんは、や られたことないんじやないかな。(堀 口定義 :1967年～69年動力炉・

核燃料開発事業団理事)

村田:僕は、国際協力室にいたんだよ。

山崎:そ うでしよう。だからあそこの二課と一課 と同じフロアで。時々わいわいやつてたの

が、阿部さんとことか、林さんとか。

村田:僕は阿部さんと、本の翻訳をやってたから、だからしよつちゆうコンタクトがあつて。

山崎 :と いうことで。まあ、ちらちら見えておられた。そういう状況だったと思うんです。

島村 :と ぃ ぅわけで、間違ったことがその後の記録で段々本当になってくると困るんで、準

備調査会は原子力委員会の前身みたいなものだから、少し書き残しといたらいいじやない

かと思って。それで、できるだけ本当のことを。

村上:利用準備調査会って、いつの発足でしたつけ。

村田:いや、それはここに書いてあります。1954年 (昭和 29年)の 5月 11日 。原子力室が

できたのが次の 55年 7月 20日 。これは、経済審議庁が経済企画庁に変ゎった時だ。同時

だったかどうか知らんけど。原子力室を置くことにしたんだけど、あれはあくまで職制上

のじやなくて、臨時にゃってたんでしたつけ。

島村:ぃや、そんなことなくて。というのは。

村田:職制的には計画二課の中に入つてた。

島村:通産省の原子力課の方が、55年 4月 にできてるんですよ。

村田:ああ、そうです。4月 11日 に工業技術院にできたと、ここに書いてある。

島村:原子力室の方が遅くなったのは、僕の想像だけど、今言われたように、経済審議庁が

企画庁に変わるともう決まっとったから、その時期を待って一緒にしたんだろうと。それ

と同時に、あなたの言われた、官制上のものでなかったかもしれんと言われるけれども、

僕がいたのは調査部で、大来佐武郎さんと一緒に、僕は調査部調査官ちゆうのをやってた

んだ。調査部調査官には二つのポス トがあつて、その二つのポス トを潰されて、それで経

済協力室と、原子力室ができたわけですo :調査官のポス トがなくなっちゃったんだ。僕

が嫌だと言っても、座っとるわけにいかんのだもの。なくなっちゃったから。

村田:だから職制のあれは見てないけど、経済企画庁に変わった時に、一緒にできてるんで

す。ですから結局形としては、工業技術院に置かれた方が 3ヶ 月早いつて格好になった。
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島村:結果的には。話は一緒にあったに違いないと思ってる。

村田:準備調査会ができたのは 54年 5月 11日 で、事務局は経済審議庁の計画部で計画二課

がやるということで、私たちが原子力室に行った時には、越智さんが計画二課長だった。

島村:と ころであなたは、どうして原子力に、つまり計画二課に係わり合いになったんです。

村田:それはさっきの話のように、阿部滋忠 (しげただ)氏が。

島村:阿部君はその頃どこにおったんですか。

村田:彼は、一番はじめは資源調査会にいたんです。資源調査会から、安芸岐一さんが第一

回原子力平和利用ジュネーブ会議の政府代表になって出席し、それに阿部滋忠氏も一緒に

行ってるわけです。そういうことで資源調査会がやはり、エネルギー問題があったからと

思うけども、関与してたんでしような。

そこで、準備調査会からもつと前にさかのぼるわけだけども、54年頃、資源調査会の方で

阿部さんが中心になって、原子力の勉強しようってわけだ。それにはアメリカの文献資料

しかない。それをひとつ、適当なものを、特に経済審議庁の立場で勉強になるようなもの

を探して勉強しようつてことで、翻訳を始めたわけです。それは 54年の 12月 かに丸善か

ら発行された「原子力発電、その経済的社会的分析」って本です。ハーバー ド大学のアイ

サー トという人がつくつた本です。それを、阿部氏が勉強の材料にするってんで、グルー

プをつくつたんです。そのグループの中に、私が引っ張り出されたわけだ。

当時私は長い病気 (結核で休職)を して、53年の 10月 から経済審議庁に戻って来てたけ

ど、特に仕事はなくて。ていうよりむしろ、あの時は定員がなくて「業務休職」になって

たんです。出てくる必要もなぃってことだけども、うちにぼやつとおつてもしようがない

し、体を慣らす意味もあって出てきたんですな。そうしたら、今の話にあつた大来佐武郎

さんが調査官で、国際協力室ってやつ、特に東南アジアなんかの協力問題で何かやろうっ

てことになった。実質的にそこに詰めて通ってたのは、外務省から来た尾戸長春っていう

人と私と二人しかいなかったんですな。そこでもっばら本を読んでたわけです。

そういう状況だったから、阿部さんが、経済的社会的分析だから、経済問題もあるつてわ

けで、それで中に引っ張り込まれたわけです。その他千葉大の先生とか、いろんな人 5～ 6

人がグループで集まって、分担して翻訳をはじめて。それを持ち寄って議論して、原子力

ってものはどういうものかつて勉強をおっぱじめて、原子力ゃっていくと将来どういう風

に、日本の経済発展その他に影響しうるのかと、ハーバ~ド大学の先生の議論を勉強しと

ったゎけです。それが翻訳されて丸善から出版になる段階で、私がきつと一番暇があった

からだと思うけれども、阿部さんが前半、私が後半の監修責任者になつたわけです。だか

ら出版した時は、結局阿部滋忠・村田 浩監修で出たんです。そういう仕事をやつてたから。

島村:ダイヤモンド社だな。

村田:いや丸善ですよ。

島村:「原子力発電、その経済的社会的分析」村田 浩・阿部滋忠訳。

村田:それは、丸善です。本がちゃんと僕のとこにあつたから間違いない。 (笑い)

島村:と にかく、後で開かれるたびに、間違いがどんどんどんどん出て来るんだよ。丸善だ

ったっけ。僕が原子力室長になった時、村田君がその本一冊くれたんだよ。

山崎:島村さんが室長になられたのは 55年の7月 .

島村:7月 。だからあなたが言われたうち、大来さんが帰って来てから経済協力室ができた
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ゎけじゃないんだよ。大来氏も調査官で、もちろん経済協力担当してたか知らんけど。調

査官時代があつたわけだoその時のことだよ。

というのが、原子力室ができて僕が室長に任命されたからって越智君が迎えに来て、行つ

て見たらもうあなたちゃんと原子力室に座ってたんだから。(笑い)それで、僕はあなた二

課におつたんかと思ったら、一課ですか。

村田:いや、~課も二課もいないですよ。

山崎:計画部じゃなかったんだ。

村田:ええ、計画部じゃ全然いないです。

島村:じゃ調査部だな。僕は調査官してたんだよ。

村田:僕は、国際協力室にいて。

島村:後藤君やなんかももいたね。

村田:経済企画庁の、一番皇居寄りの方の端っこの部屋にいた。資源調査会に近いとこに。

島村:資源調査会は階が違ったかな。

村田:確か、階はもう一階上でしたな。

島村:も う一階上だつたか。僕も調査部の部長室にいたから。

村田:それで、直接的には阿部君が、せっかく原子力勉強したんだから来いということで、

僕は原子力室に行ったんだろうと記憶してますが。それ以上に、なるほど今の話で思い出

したけど、島村さんが言う通り、調査官潰したくらいだから、やつばり職制に乗っていた

んですよ。それで私は、業務休職から復職したゎけだ。初めて定員の中に入つたわけです。

島村:じゃ越智君の下におつたわけじやないんだな。そうするとあなたがもう一番詳しいと

思ってたけど、準備調査会に関しても私と同時スター ト。

村田:そ うそう、そうです。54年の5月 の時には、タツチしてないです。

島村:54年の 5月 から、翌年 55年の7月 までつてものは、あなたも、この準備調査会の仕

事をしとつたわけじやないのか。山崎君、君は経済審議庁の二課はいっからなんだつけ。

山崎:僕は、54年の 7月 からです。だから、堀口さんに、お前どうのこうだつて言われた

のは、その頃です。だから愛知さんが、審議庁で原子力をどうのこうのつて言つたその時

の課長は、堀口さんですよ。堀口さんは、それからそう長くはなかったと思いました。

島村:そ うすると越智君がその後だから、準備調査会の始めのころは知らんのだな。越智君

は二課という時代で、越智君が原子力準備調査会の世話をしたのは、ほんの短時間の時代

だったんだ。

山崎:だから越智さんも一年はやってなぃですな。

島村:そ うか、山崎君に開いて初めて知った。堀口君が何で原子力に関係あるのかと思った。

山崎:そ もそもは、堀口さんが赴任した時には、もちろん原子力の “げ"の字も予想してな

ぃゎけです。それでさつきの愛知さんや何やかんやの話で、どこでやらせると。じゃあつ

ていうんで、おそらく計画二課でやれと、こういうことになったんだろうと思うんです。

島村:いやそれは知らなかつた。僕は、計画二課で村田君は活躍しとつたのかと思っとつた。

村田:全然そぅじゃなぃですょ。ですから、ここに原子力利用準備調査会が発足した時の会

長副会長が書いてあるけど。私たちが入つた時は、既に内閣改造されて、高碕さんが会長。

島村:僕の時もそうだつた。

村田:大蔵大臣も皆変ゎって、変わらないのが石川一郎さん、茅 誠司さん、藤岡由夫さん。
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島村:ついでに聞くけど、村上君はいつからなんだ。

村上:私は 55年の 7月 。7月 の何日であつたか覚えてませんけど、原子力室ができた時で

はないかと思うんです。

村田:だから、できる前はどこにいたんですか。

村上:経済審議庁に計画部と開発部があって、開発部の開発二課つていうところに。

村田:開発部長って、誰だったんですか。

村上:開発部長は、あの時の開発部長は佐々木さんじゃありません?

村田:いや、佐々木さんは計画部長。

村上:計画部長だったか。一時開発部長をやっておられたことがあつたように思うんだけど。

島村:僕が行ったとき、計画部には参事官でもない、何か知らんけど、水野っていうのがい

たな。建設省から来た。この男が、僕より早くからこの調査会のことをやってたんだ。

山崎:おそらく水野さんは、最初からタッチしてるんじゃないですか。タッチしてても、ど

の程度やってたかは別にして。

島村:いやあ話聞いて、村田君なんかとはしよつちゆう顔合わせるけど、そんな話聞いたこ

となかったからな。 (笑い)7月 からね。

村田:7月 よりその前は知らないですよ。

島村:知 らん?それを聞こうと思ったのに。

村田:だから、僕に聞いてもヽだめだつて言ったわけです。それで、7月 から後はもう一緒に

やってたんだから。

島村:それは一緒にやつてたんだから、知らないわけない。

村田:ただ、エピソ~ド的なことは。

山崎:だからあの頃に下河辺とか、彼いつまでいたかな。それから農林からの斎藤清三とか、

ちゅうのが僕らより早かつたのかな。

村田:斎藤清三、前に来たの。

島村:斎藤清三は大阪なんだよ。

村田:今大阪、久保田でしよ(1973年に農林省から移る)。

島村:電話したら、すごく残念がって。

村上:下河辺さんが原子力を――。

山崎:彼は、原子力は一―? 二課の方の防衛関係で。

島村:斎藤静三は、久保田鐵工の監査役かなんかやってんの (1984～ 90)。 ぜひ行きたいけ

ど用事があって、二回も行けないからって、それで非常に残念がってたよ。

山崎:だから、たしかあの頃僕より先にいたつていうと――。

島村:いや村田さんと僕の話の途中に割 り込まないで ――。 (笑い)村田さん、ゲス トとし

て呼んだんだから、覚えてることをちょつと話をしてくださいよ。 (笑い)

村田:だいたい皆さん知ってるようなことしかないと思うんだけど、ただまあエピソー ド的

なところは、若千自分が関わったところで、あるいは島村さんも知らないこともあるかな

ぁと、こういうのがありますよ。まあその 1つは、私が原子力室に入つて、何をやったか

っていうと、原子カメモっていう、ザラ紙にガリ版で刷った、ぺらべらなんだけれども。

村上:毎回丹念に、定期的にずつと出して。

村田:結局原子力室が55年 12月 31日 になくなって、総理府原子力局に移ったわけでしよ。
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それまでに 12号出した。半年の間だから、隔週に出したような格好ですかな。そのソー

スは大体アメリカの USAEC(米国原子力委員会)レポー トとか、そうい うやつから持っ

てきたんだけど。当時原子力についての情報つて極めて乏しい時だったから。それが、ど

の程度役立ったか知らんが、とにかく出したつていうことと、それに関連して言 うと、あ

の頃は原子力は政府ばかりじやない、民間でも非常に関心が高くて。

例の小坂順三さんの、電力経済研究所なんかずいぶん一生懸命おや りになったんだが、経

団連でも、原子力平和利用調査会とかつくつて、何か勉強しようつてい うことでo経団連

から、僕が直接頼まれた話 じゃなくて、誰かを通して頼まれたと思 うんだけれども、ちょ

うど日本で原子力三法ができて、それから規制法とか障害防止法とかこれからつくらにや

いかんという、55年の終わりです。三法がようやく通るつて頃なんだけども、その次に続

く規制法や障害防止法などが必要だつたつてい う時に、各国の原子力法ってものはどんな

になってるかつていう問題を調べたいつて経団連の話があって、経団連が金出して翻訳さ

せたんです。アメリヵ Oイ ギリス・フランス、カナダなどの原子力法を入手して、全部専

門家に頼んで、役所はそんなに金ないから経団連が金出して、翻訳させたわけです。

それを持ち込まれて、これをひとつまとめて解説してくれってことになって。それがどう

いうわけか私のところに回つてきて。私は法律屋でも何でもないんだけれども、別府正夫

さんなんかもいたはずなんだけども。それが、55年の終わり頃です。だから総理府原子力

局が始まる前。

それで、僕の記憶では、55年の 12月 の何 日から 56年の 1月 4日 第一回原子力委員会が

開かれるまでの、要するに冬休みですな。これ毎日潰して、各国原子力法の勉強させ られ

ちゃったわけだ。まあ、そりやあ後々いろんな意味で、例えばイギリスの原子力法なんか

は、私はイギリスに後で行った (1956年～60年、在英日本国大使館科学アタッシエ)か

ら、非常に役に立ったわけですけれども。そこでその解説をつくりまして、56年 3月 だつ

たか、経済団体連合会の何とかシリーズってやつで出したわけです。その時に、これは自

分のとこでやつたんだけど、解説は総理府技官の村田 浩が担当して書いたって出てるわけ

です。その時には僕の記憶だと、そ ういう原子力法の勉強をある程度してたのは、例のこ

の間亡くなった東大の先生。

元田:エネルギー法研究所をやっておられた。

村田:そ うそう。ああ金澤良雄さん。金澤さんに教えを乞うて。そして各国原子力法の概要

ってやつを書いて。それが四章から成っていて、第一章は規制の目的、第二章は規制の対

象、第二章は規制の方法、第四章は原子力の管理機構というふうに整理して解説書いたわ

けです。このコピーがこれですけど。これは小さいコピーつくったんだけども。

島村:それどこ、単行本か。

村田:経団連から。経団連の何とかシリーズってやつ。ちよつと読んでみますと、端書に[本

年よりわが国においても]、 本年は 56年です。3月 って出てる。I本年よりわが国において

も正式に原子力委員会及び総理府原子力局が発足し、先に設置された原子力研究所ととも

に]こ れは財団法人の原子力研究所です。[本格的な原子力開発体制がつくり上げられるに

至った。これに伴い第 24国会では、いくつかの原子力関係法案が審議されている]。 [言 う

までもなくわが国将来の原子力開発の方向を定める機構と諸法案を検討することは重要な

課題であって、そのためには諸外国においてどのような原子力法規を持ち、どのような規制
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を行つているかを知ることも極めて大切だと思われるが、従来この分野の解説を試みたも

のはあまり存在 しないので、ここに主要国の原子力機構を解説 し、関係法規を訳出して各

位のご参考に供する次第である]と 。[本章の内容は当会の協力のもとに総理府原子力局にお

いてまとめられたもので、そのうち解説は同局技官村田 浩の筆になるものであることを付

記す]と 書いて、経済団体連合会事務局堀越禎三さんの名前が入つてるんですな。今のよう

なことで、解説が四章あって、これは私が実際、冬休みを潰して書いたわけだ。

あと主要諸国の原子力関係法令として、アメリカ原子力法、イギリス原子力法、イギリス

原子力公社法、カナダ原子力管理法、カナダ原子力規則、フランス原子力庁設置に関する

命令、なんてい うのが入つとるわけです。それは経団連の方から回ってきたやつを多少お

かしな訳を直して、後は私がいろいろと解説を書いたわけです。これコピー取って参考文

献として置いときますわ。 どんなものを使ったかっていうのを見てみると、外務諸法、情

報文化局四課編、各国原子力問題の調査報告、外務省国協四課、これまだ原子力課ができ

る前で、国協四課つていってたわけですな。各国原子力情報一ないし九号、経済審議庁計

画二課。各国原子力関係法制の概要、これは誰がつくったんですか。

島村 :僕、持ってるよ。これぐらい厚い奴じゃないか。これは、山崎君か。

山崎 :う ―ん、いやいや。僕は全然、多少手伝いさせ られたような。

村田:それから経済審議庁計画二課訳 [イ ギリスの原子力計画の将来の組織。]

島村 :そ ういうの、あるよ。
・

村田:それから、経済企画庁原子力室メモ 1号から 12号、これさっき僕が言ったやつ。僕が

つくつたやつ。それから原子力平和利用海外調査団報告書、1955年 (昭和 30年)4月 。こ

れは藤岡さんとかが行ったやつ。それから金澤良雄著I各 国原子力法]ジュリス ト第 93号
1955年 2月 1日 と、金澤良雄さんの[原子力と特許権]原子力工業の 1956年 2月 。それか

らあと四つか五つか、四つか、海外のあるけど。それで発行されたのが、経団連パンフレ

ット第 30号ってことで、1956年 3月 31日 になつてる。

それで、だから発行されたのは、もう総理府原子力局ができてからです。仕事やったのは

前なんだけど。定価が 180円 、当時としては割と高い、まあ経団連がつくったんだから。

島村:l万 8千円ぐらい。

村田:ま あそうもしないだろうけど。そんなに原稿料をもらったって記憶はないんだけど。

元田:青い表紙のこんな。私、持ってますよ。

村田:そ の中のあれですよ。だからあるいは持っておられるかもしれませんけど。そういう

こと何故私がやったかが、ちょっと今思い出さないんだけれども。他に法律屋 さんがいっ

ぱいいるのに。今解説を読んでみても、そう間違っていないようだから、まあまあとしま

して。だがしかし、大変私自身には勉強になった。いま一つは、55年 10月 に、例の日米原

子力協力協定の誤訳問題が起こって。これは、どっかいろんなあれに出てるんでしょ。

島村 :う うん、あまり出てないけれども。

村田:研究協力協定で、私が記憶してるのは “inadhted helelement"っ てゃっを、これは

もう照射済みの燃料要素ってやつが、照射 しないつていうか、未使用の燃料って訳 して、

まったく逆になっちゃったんだ。これが何か国会で大問題になつて、ばたばたして。当時
の第四課長が、後に原子力課長やった松井佐七郎さん。 (笑い)さ すがの、あの英語の大達

人のつもりの松井さんが、右往左往 したんですよ。そうい う事件があったのが 55年の 10
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月です。

それから、同じ頃僕の記憶では、国会図書館の調査員に菅田清治郎さんって人がいて。あ

の人が国会の調査員、各省局長くらいの格の偉い人で。それで、国会の法案審議にいろい

ろあれをしてたゎけでしょ。だから菅田さんから頼まれて、頼まれたのはきつと島村さん

だろうと思うんだけど、どういうわけか私が出かけてつて、国会図書館の調査員の方に原

子力の講義をしたんですよ。

これが、55年の 10月 頃です。その関係で、後年、菅田さんが原研理事になられた時に、

私はあの頃原子力局次長かなんかしてたわけだけども、もうしよつちゅうやつてきちやあ、

村田さんに教えられて私は原子力やってるんだから、私のや り方は皆貴方が責任を (笑い)

っていう音の話を、まあ冗談交じりではあるけど、されて。まあそういう付き合いがあっ

たということ。それからもうひとつは、誰が覚えてられるか知らんけど、原子力三法が一

応国会にかかつてすぐ通つちやつたわけです。その時に、当然ながら経済企画庁原子力室

が、役所としては答弁の責任があるわけです。

ところが、政府委員である佐々木さんも、それから説明委員である島村さんも、何かのこ

とで、正力さんに呼ばれたかなんか知らんけど、いなくなった時に質問が出たんですよ。

社会党だったと思 うけど、その質問というのが、原子力平和利用をやるのは必要なことだ

ろうが、それには人材が一番の基礎である。ついては、政府は人材の養成教育ってことに

っいて、どういうふ うな計画を持っているのか、こういう質問が出てきたわけです。そし

て、委員長があの時誰だったのかな。さて答弁をする人見たら、誰もいないわけです。い

たのは私一人だったから、私ひとり留守番で残ってたらしいんだな。そ ういうわけで、し

ょうがないから私が手を上げて、委員長って返事したわけです。それで、どんな返事 した

か、議事録にはきつと乗っかってるんだろう。

それで、まあそんな特別な答弁はしないけども、例の原子力留学生の話とか、主な大学に

原子力工学部をつくる話とか、そういうような話 した記憶があるんだけども。そしたら、

あの頃は原子力問題というのは非常に新聞等でも、マスコミでも、焦点になってたでしょ。

ですから、廊下に出たら、途端に私は新聞記者にひつ捕まって。それで今の答弁要旨につ

いてうんぬんと確かめられたり、第一、答弁したあんた一体誰ですかっていう。(笑い)あ

んた誰ですかつていうから、村田だと。何ですか、局長ですか、課長ですかつてい うわけ

だ。課長でもないって。室長ですかって言 うから室長でもない。何ですかって言 うわけだ。

あの時は、何も肩書きがなかったわけです。それじゃちょっと具合悪かったものだから、

閉口したこと覚えてますが。それも私自身が経験した一つのエピソー ドですかな。

それから例のジュネーブ会議が、55年 8月 にあったんです。これは原子力室ができてから

です。室からは阿部滋忠さんが参加したんだが、あの時は資源調査会長だった安芸岐一さ

んが、代表になって、ジュネーブ総領事だった田付景一さんが、代表代理で。あと学者で

は誰だったかな。ああ、ここに名前が出てる。

ジュネープ会議に行ったのは、安芸岐一さんのほか駒形作次さん。それから都築正男さん、

それと藤岡由夫さんです。それに田付景一。その 5人が政府代表並びに代表代理で、顧問

として中曽根康弘、前田正男、松前重義、志村茂治がいて、各党の代表が行かれたわけで

す。それで随員か何かで、阿部滋忠さんも行ったわけですわ。この年にはいろんな記録が

書いてあるけれども、国連の科学委員会が非常に重要視されて。例の放射能なんかについ
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て調査をやったんです。それで、国連科学委員会の委員に日本代表で誰を送るかってこと

が随分議論になって、結局当時赤十字社の病院長だった都築正男先生にお願いしたんです。

その関係で都築さんに、このジュネーブ会議やら何やら皆行っていただいて。だから国連

科学委員会ってのが、今はもう全然一部のあれになってるけど、当時はひとつの大きなフ

ァクターでもあったわけですな。そういう感 じがしました。その都築さんにするについて

も、確か随分揉めておりましたよ。

それから少 し遡るけど、54年の藤岡さんが行かれた海外調査団が、12カ国か回って三ヶ

月ぐらい経って帰ってきたわけでしょ。これ今見ると、団員にまあいろんな人が、その後

原子力に関係 した人が入つているわけです。佐々木さんも入つてるわけだけども。ですか

ら、佐々木さんがそのあと原子力をやっていくっていうのは、この辺でもうあったんでし

ょう。それで、ただ総理府になった時に、総理府原子力局になるのか総理府原子力部にな

るのかで、随分佐々木さんが何かあわただしく動いてた。ここに、ちょつと意外だったの

は、福井 勇さんが衆議院議員から一人入つてるんです。どうして福井さんがこの調査団に

入つてるんだろうという気もちょっと。

福井さんは、後々ずっと原子力に何だかんだで顔出してますよ。私がイギリス行った時も、

宇野さんかなんかと一緒に来られてます。

島村 :福井さんは、あまり国内で活躍せ られなかったけど、海外には何回も。

村田:そ して 55年の 5月 6｀日だから、まだ原子力室ができる前だけれども、同調査団の報

告書が出て、天然ウラン重水型多目的原子炉って書いてあるけれども、要するに後の国産

1号炉のことで。それでウランの自給、重水の自給、黒鉛の国産をやらないかんなんて話

で。それで重水は昭和電工で、石川さんが関係 しておられたんだっけ。昭和電工がやった

り。黒鉛も昭和電工が入ってたかな。

島村:それと日本カーボン ?

元田:ああ、何か関係 してました。あれ、原子力やりましたよ。

島村 :も う原子炉用は、今みんな東海カーボンばっかりらしい。あの頃は昭和電工が世界一

だったから、その頃は聞いたこともなかったんだけど。イギリスに行った時も、昭和電工

の名前はイギリスでも有名だった。

村田:今 は、国内で非常にいいカーボンできるんですよ。海外よりよっぽどいいのが。これ

は、あの頃は天然カーボンがかなりあったんだけど、イギリスなんかそうだけど。今は、

もう石油から造ったカーボンで、非常に質のいいのができるようになった。しかしそれは、

高温ガス炉関係で開発 したんで、ここで言 う天然ウラン炉の話 じゃないわけだな。

それで原子力室ができた後、原子力研究所の設立を準備調査会で決定して、輸入 1号炉を

ウォーターボイラーとするが、通産省の原子力課の方で学者先生を集めて。

元田:それの議事録、今私のノー トにあるんですが。

村田:それで何か決めたんだ。それを後で利用準備調査会が 10月 に、第 1号はウォーター

ボイラー、第 2号はCP-5っ てとこを決めて。その後国産一号炉まで一応準備調査会時

代にもう方針を決めて。それで原研に引継ぎをした、となつておりますな。この辺は杉本

朝雄さんと日立の神原豊三さんが海外に行かれて、ア ドバイスを受けての話だったと記憶

しています。原子力室できた後で、アメリカに倣って衆参両院の原子力合同委員会っての

を中曽根さんがつくられた。ですから、56年 1月 に原子力委員会がスター トしても、合同
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委員会の先生方がちょいちょいと原子力委員会に出てこられました。中曽根さんもそうだ

し、前田さんあるいは斉藤憲三さん、そういう方が。志村さんも出てこられました。

私ここに、まああなたも手帳持つてるけど。一つ当時の手帳があるんだけど、これが 1956

年の手帳で、第一回 1月 4日 に顔合わせ してます。それで 5日 に、実質的な原子力委員会

が、但し臨時委員会になってますけど、朝の 10時から午後 4時 30分まで、ぶっとおしで

開いておって。それ見ると、石川一郎、湯川秀樹、藤岡由夫、有澤広巳各委員の他に、佐々

木局長、駒形原研副理事長、それから堀 純郎さん、アイソトープの鈴木嘉一さん、地質調

査所の佐藤源郎さん。それから別府さんと私なんか出ていて、志村さんが出て来てます。

島村:実はその時は、正力発言問題と予算やったんだろう。予算は、合同委員会では、志村

さんが担当しとつた。

村田:あ あそういう意味ですね。ですから、佐々木局長が経過説明をし、基本計画を説明し、

駒形さんが原研の予算措置の概要を説明し、それから工技院関係を堀さんがや り、それか

ら燃料公社予算の概要って、燃料公社つくることは既に方針として決まってたんですな。

島村 :あ あ、もちろん決まってた。基本法に入つてた。

村田:はいはい。それから原子力平和利用研究費の内容説明を志村さんがやつてるんです。

島村 :今ではとても。

村田:そ の頃は私もまだ若かつたし、日も良かったと見えて、小さい字でごちゃごちゃ書い

てあるんだ。実に細かい。それで 1月 5日 の記録だと、石川さんや藤岡さんは、数が少な

くて値段の高いものは輸入して、数の多く要るものは国産していくという方法で、助成金

をダブらせないほうが良いのではないかという意見言つたり。湯川先生は、いろいろやら

せるのはいいが、一番最近のウラン資源の見通しについての専門家の意見を聞きたい、と

言われてる。当時やっばリウランの入手とか、そうい うこと非常に関心が高かった。

島村:今 とはもう全然違 うんだ。今は買え買えといわれてさ。

村田:それから石川さんが、これは昭和電工に関係 してなんでしょうけど、重水の研究を引

き受けているが、なかなかの犠牲であるということで、大分お金を自己負担 したらしい。

藤岡さんは、ウラン、重水等について、外国から買えるものを外務省から交渉してもらわ

ねばならないと言ったり。ウランの鉱石は、掘って貯めておけばよいのだから、大規模な

公社をつくるのは後回しにしたらいいのではないか、なんて意見も石川さんが言ってる。

(笑い)それから、予算の議論で。56年の 1月 になって、普通なら前年の 12月 にやつち

ゃう概算要求を始めてるわけだ。だからもう時間が何かえらく急いでた。この委員会で決

定したものは、大蔵省が絶対手を触れないとい う習慣をつくるようにしたいと藤岡さんが

言つているんだな。 (笑い)

島村 :山崎君が反対してるわけだ。

山崎:いやいや、それで思い出したんだけど。予算要求で案外付いちゃったんですよ。

村田:そ うです、36億何千万という数字が。

山崎:あれは、初めてあの時は通産係 りの主査なんです。旦 弘昌 (だん ひろすけ)君と

いって、僕らと一緒の男が主査でやって。それで、結局は何だかんだやって、予算はほい

ほいで付いちゃった覚えだけ、それだけあるんです。後で彼の肩叩いてありがとうって。

(笑い)予算要求は初めてですから。

村田:いや、19億 くらいの予算を、原研のほうから積み上げてきたんです。ところがそれ
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じゃ少ないんじゃないか、特に中曽根さんがその日も午後になって出てこられて、50億ぐ

らい要求しろという話で。ところがどう積み上げても50億になんなくて、結局 36億何千

万円かで。その通り通ってるんだよ。

山崎:ほ とんど満杯で通ってるんです(現金 20億 2千万円、債務負担行為 16億円、計 36

億 2千万円)。

村田:満杯ですよ。それから、石川さんが、第一に急ぐのは技術者の養成であると言ったら、

それに対 して堀 純郎さんが、来年度の計画を実施することとすれば、兼業を入れて二千人

の助教授クラス以上が必要になるんだから、それ進めなきゃいかんななんてこと言って。

まあやつぱり人の問題は当初から問題だったようです。そんな細かいことをいろいろ言っ

ておるんです。原研に人が集められるかということで、庶務関係、事務関係の人員は別と

して、科学者・技術者の人員が揃 うかってことを駒形さんに聞いてるわけですが、主任研

究員関係に対して、大学その他に 2百通出し、その他に 3百通、合せて 5百通の勧誘を出

しておると。そうして集めたらしい。ですから研究者は十分集まるだろうつてひとつの見

通しを、当時持っておった。例えば湯川さんが言 うのに、就職ノイローゼのような傾向が

あるから、希望者は相当あるものと思われる。というんですけど、あの頃景気よくなかっ

たんですかな。

中曽根さんが出てこられて、予算支出の形式は出資金の形で一括出して、その内容は委員

会の査定だけで、大蔵にタンチさせないという形にしたい。委託研究費も最初の年は原子

力研究所に預けて、そこから出させるという二本立てでやる考えであると。長期計画の建

前から、継続予算の方式を取ると、これはマル債(債務負担行為)の ことでしょう、来年度

の予算要求からこの形にしたいと考えておる、と言って中曽根さん非常に積極的なことを

言っておりますから。

そういうこと言ってるかと思 うと、今度は原子力委員の間で、例の JRR-1や JRR-2の

あれが原研から出てきて。原子炉を置く部屋はこれ じゃ小さくないか、なんつって。なん

坪だったかかん坪だったか、こういうことを、原子力委員会で議論しておられるなあ。JR

R-1な んかは確かに小さいですな。全部入れて百坪ぐらいらしい。それに対して駒形さ

んは、ウォーターボイラーについて先方から言ってきたのは、50フ ィー ト掛ける 50フ ィ

ー ト、約 65坪ぐらいになってるので、まあ 100坪にしておれば十分だと考えているとか。

CP-5(JRR-2)が 200坪ちゆうのは、少なすぎるように思 うと藤岡さんが言つたりし

ておるんです。その頃は原子力委員会で、そんなことまでやっておられたんですな。計測

器の予備は購入してあるかとか、何だかんだとこまごまと話しておられるんです。

それから研究所に来たいと言 う人も、住宅と学校のことを心配 していたから、その辺は早

く進めたいと、これも石川さんの話。来年度になると実績が出てくるし、資金の面も楽に

なるだろうから、初年度はなるべく減らして出したほうがいいのではないかってのは、佐々

木さんの意見です。だから政治家なんかは大きく出せって言つとる。やっばり事務局は割

合に、残 しはしないかって心配をかなりしたようです。

まあそんなことが、延々と6時間半ぐらいわ―っと第一回からやつてるんですな。それで

その中で地質調査所の探鉱部長の佐藤源郎さんを呼んで、日本の国内におけるウランの資

源を早急に探査して確認すべきだと。それにいったいどのくらい人が要るか。160人要る

とか、そんなに人が要るのかとか。まあいろんなことを言って、とにかく二年あれば調ベ
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られるなんて言ってるんだよ。それ、一年で調べられないかとか、鉱区の出願はどうなる

かとか。随分その頃は燃料問題っていうのは、非常に気になっておつたようですな。そう

こうしているうちに、人形峠で一応ウラン資源が見っかったってことで、まあ規模の点は

別として、国内にもウランがあるな―っていうことで。まあ人形峠っていうのは、非常に

当時クローズアツプされたということのようです。

それから、例の原子カアタッシェ派遣の問題が、1月 の 7日 と9日 に出た。この頃は原子

力委員会を殆んど毎日やつてるんです。例の総理官邸のこっちの横の方の狭い部屋で、や

ってた。それでニユーヨーク、ロンドン、パリに原子カアタッシェを出したいと。外務省

としても趣旨には異議はないけれど、定員法の問題があるので、駐在員という、駐在員と

いうのは大使館でなくてとぃぅことですな、方法はとれないかなんてことを外務省が言つ

ていた。定員がなかったんです。定員の関係で。

島村:お前の方で採って勝手に置けとこういう意味だな。

村田:ま あそういう趣旨ですな。 (笑い)

山崎:人の苦労も知らんで、とういうことでしよう。

島村:反対だとはいえんから。

村田:1月 の 11日 頃に、11日 のあれになってるけど。

島村:いやもう、始めは東京のアメリカ大使館もそうだつた。大使館にいても、AECの出

先きみたいだつた。

村田:代表部みたいなね。11日 に、「原子力委員会参与候補者名簿案」作成っていうのがあ

って。それで別府さん、阿部さん、外務省の松井佐七郎課長の下におつた、課長補佐の神

原富比古さん ――あの人どこ行ったかなあ ‐―と打ち合わせ。そして原子力委員会で臨時

会議を午後開いて、正力さん、石川さん、藤岡さん、有澤さんが出て、ここで例の声明文

の審議をやって。ってのは、1月 5日 に正力さんが勝手にしやべつちやつて、問題になっ

たもんだから、原子力委員会としてのちゃんとした声明文を出そうと。それは委員会に諮

らにゃいかんっていうんで、これきっと島村さんあたりが一生懸命頭ひねって、原案を書

いたんじゃないですか。

それから原子力研究所の性格っていうのが、かなり長い間議論されて、企画庁では特殊法

人というようなことを、国会の方では公社っていう案。大蔵は国立でという話になって、

その二つについて随分議論をやつてたんです。結局特殊法人に落ち着いたわけですけど。

その辺からは大分島村さんが何だかんだと議論に参加しているんです。始めのうちは有澤

さんまだ喋ってないけど、この辺ぐらいからは大分有澤さん意見言ってるんです。

島村:有澤さん、どんなこと言つてる。

村田:特殊法人か国営かという議論です。国立案に対しては反対ということで、委員会とし

ては考えていいのではないか、と藤岡さんが言ってるわけですな。そして佐々木義武さん

は、定員の点から見ても予算の款項目まで決められることから見ても、国営は困ると。そ

したら有澤さんが、まあそうはいうけど、特殊法人とただ言っても、その基礎となる法律

を一応考えて見なければ、その内容をもう少しはっきりさせないと、名前だけで議論した

って始まらんじゃないかというような有澤さんの。 (笑い)

山崎:ごもっともだな。

村田:言っておられるんですな。それで島村さんがここで日出して、一番先の一番大きな点
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は、民間の資金を入れるかどうかという点であると。有澤さんは、民間の資金を入れるの

は構わないだろう、入れないで良いつていうこともあるだろう、とまあこの辺はどっちと

も取れるようなことを言つてるわけですが、そこで公社と特殊法人との比較資料をつくっ

て示 しましょうってことを、島村さんが言つとるわけです。それで結局特殊法人ってとこ

に落ち着いたんだろうと思います。

当時のあれ見ると、ウランの探鉱ということと、アイソトープ利用が、今と違ってずいぶ

ん大きな具体的問題であったから。アイソトープ協会は既にあって、活動がされておりま

したから。そ ういう関係とそ ういう放射線、放射能つてことで、日赤の都築正男さんのよ

うな医学関係の方にいろんなあれを得ておるようですな。それからまあ細かいことは別と

して、中曽根さんが 13日 の会合に出てきている。事務局からは小斎 弘、村上昌俊、山崎、

別府正夫、私(村田)つ ていうような。佐々木局長、島村、堀、鈴木各課長。まあ細かいこ

とは省略しますが、準備調査会時代のやつをこう見ておると。

島村:それ、手帳の 55年版はないのかね。それ、見つけ出してくれると有難いんだがな。

村田:55年版は、残念ながらないんだ。どっかにあるか知れんけど、見つかってない。

村上:実に詳細に書いてありますね。

島村:や りとりが書いてあれば立派なもんだ。

村上:や りとりまで全部書いてある。8月 の 1日 に原子力利用準備調査会総合部会つてのが、

経済企画庁長官官邸で開かれた。

元田:55年 8月 1日 10時から、総合部会。

村田:だから第二公邸で開いたんですよ。第二公邸に風呂敷を担いで、抱えて行きましたよ。

そしたら僕の記憶ではあそこは、畳の部屋に椅子並べてあったんだよ。座敷なんだ。鴨居

なんかもあって。向こうには池があったけども。あそこでやったのを覚えてるな。

山崎:あの頃あれでしよう、日立の駒井健一郎さん。それから住友ベークライ トですか。

大屋 敦さんとか。それから、ボーイスカウトのおじさん。

山崎:久留島秀二郎さん。あの頃いたんですよ、民間から出てこられた。

島村:それで 8月 何 日?14回 ?それは、利用準備調査会。

元田:8月 1日 、総合部会ですよ。何回というのは書いてない。

村田:石原さんがやっておられたやつでしょう。

島村:その時は配布資料とか議事次第の表紙はあるけど、中身はついてない。

村田:それから、飛び飛びになりますが。多少私の、よく記憶に残つてることで申し上げる

と、55年ですからまだ準備調査会時代であり原子力室時代ですね。例の 11月 20日 から

12月 までの一ヶ月足らずの間、日比谷公園で正力さんが力を入れて、USIS、 ァメリカの

インフォメーションサービスですか、そこに協力を依頼 して、アメリカからいろんなもの

持つてきて、原子力平和利用博覧会っていうのをおや りになって。

あそこの市政会館の裏のところですよ。それで何日だつたか忘れたけど、私は、石原次官、

次長ですか、が行くっていうんで、案内役を頼まれて、石原さんをご案内した記憶がある

んです。その関係で石原さん後々までよく、東電に行かれても、なにしてたんですけども。

原子力開発十年史見ると、あれは私が局長の時に編集 したんですけども、正力さんの思い

出話って囲みの中に、このことが書いてあります。これは前に一度お話 したことがあると

思いますけども、十年史を正力さんに進呈したところが、正力さんとこは柴田さんという
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常務がいて、この人がまた詳 しくチェックしたらしくて。原子力局長に会いたいって正力

さんが。この時は私が局長の時だから、正力さんは原子力委員長でもなんでもない時です。

正力さんの読売に行ってお会いしたら、要するに原子力開発十年史は頂いた。今こういう

記録ちゃんとまとめることは非常に大事なことで、結構だ、お礼を言 う。 しかし二つだけ

気に入らん点がある。本来ならばその点は書き直してもらいたい所だ。 しかしもうちゃん

とこう立派にできちゃって、皆さんにお配 りしてあるわけだから、今更書き直してつくり

なおせとは言えないと思うが、しかし歴史上、ぜひこれをきちんと残すべきだとい う点が

抜けてるのは甚だ残念である。お前は原子力局長だから、原子力行政の責任者だ。だから

お前に申し付けておくから、そのことを後々まで残るように申し伝えよってわけだ。

言われたのが二つあって、一つは今の日比谷公園における原子力平和利用博覧会っていう

のを、正力さんの発案でやって、多大の一般 日本国民に感銘を与えたものを初めて開いた。

原子炉の模型なんて出てましたよ。燃料の模型とか、まあ本物はなくて模型が主体だった

けど。でも日比谷でやったんですからな。随分人が集まったことは事実です。そういうこ

とを俺がやったっていうことが、自分の思い出の中にはちょつと入つてるんですけど、記

録としてはないってわけですわ。年表のほうにも書いてない。

それからもう一件は例の、これは 56年 5月 ですけれども、イギリスからヒントン卿を呼

んだ。あの時に正力さんは、世界の一流の人を呼んで来いってことで、ヒン トンさんに自

羽の矢が立ったわけですが、ヒントンさんは丁度コールダホール原子力発電所が一応大体

形がついてきたものだから、引き受けてくれたわけです。ところがヒン トンさんは、丁度

そういう仕事が終わったところで休みを取って来るので、飛行機 じゃ嫌だ、船便じゃない

と嫌だとこう言った。ところが、役所のほうで招聘する予算っていうのは飛行機代で計算

してあるんで、ファース トクラスの船で延々と、奥さんまで付いて来ると、とてもじゃな

いけど間に合わん。

それで困った困ったと言った時に、正力さんがそうかそれじゃあ、っていうわけで、自分

のところから足らない金を出して、ヒン トンご夫妻をお招きすることができたんだと。ヒ

ン トン卿をお呼びしていろいろ講演を聴いたっていうのは載つとるけど、そ ういう苦労が

あったってことは書いてないつて。この二つは記録にとどめておいてもらわんと困ると。

正力さんが、例のこういう格好でやるわけだよ。それで、はつ、わかりましたってことに

なつて。つくりなおせ とか紙ベラか何かつくって、修正か何かを入れろなんてことだった

ら大変だなと思ったけど、さすがにそれは言われなかったですけど。開発十年史のときに

は、まだあの頃は正力さんもお元気で。そ ういう話があったけど。

正力さんは、55年の 11月 に内閣改造があったときに、第二次鳩山内閣の防衛庁長官に就

任を要請されたけど、これを蹴っ飛ばして、いや防衛庁なんか、私は原子力担当大臣だっ

てがんばったんで、総理の方がびつくりして。それで結局、原子力担当国務大臣っていう

のになつたんです。それで 56年 1月 に原子力委員会ができた時に、国務大臣で原子力委

員長つてことに、すんなり行ったわけでしょうな。だから、原子力委員会が発足する前か

ら正力さんが、55年の秋頃からはかなり強力な影響力を、行政の上にも及ぼしておられた

ということです。それで今の日比谷の博覧会っていう話も、これもあの人が国務大臣にな

った後ですから。自分の原子力の仕事の一つとしてやったというお気持ちがあったんだと

思います。
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島村 :ち ょっと調べてみないと、時間的にどうかなあと思うこともあるけど。ヒントンさん

呼んだのはもう、明らかに 56年なんですよ。ところで、その平和博は前の年 ?

村田:いや、55年 11月 の 20日 ですよ。

島村 :それで、初期の原子力開発の経緯を見ると、村田さんが今言われたように、平和博っ

てい うのが相当なものであったことは確かだろうな。読売が 1ページも 2ページも費やし

て書き立てるし、得意のテレビでやるしということで、日比谷公会堂なんか講演会が入り

きれなくて、もう場外にあふれて。それで、講演をテレビ撮影 して、場外で映したってい

うんだな、その位人気があった。その後何箇所か忘れたけど、平和博って称して全国打っ

て回つとるんだ。

ずいぶんPRになったことは確かで。時あたかも、1954年 3月 に第五福竜丸が水爆実験

で被災して、久保山さんが 9月 に死亡するという事件が起こっとるわけだろ。第五福竜丸

事件の後、杉並の主婦運動から出た反原子力・反核運動も、ずいぶん広がり始めとる頃に、

56年にあれだけ華々しく原子力がスター トできたというのは、国会議員のあれだけじゃな

くて、それ以前のやはり耕 したなにが相当生きとると思うんだな。それが、ほとんど忘れ

られてるってことは。正力さんが金出して、俺が金出したんだって文句言つとるだけでな

くて、かなりその詳 しいことは、この柴田秀利さんの著書に書いてあるんだよ。

その経緯が、詳細に書いてある。自分がどういうことやったのか、誰と交渉 したのか ――。

アメリカにあれがあって、連絡取ってやったというんだな。それがアメリカの国務省なん

かとも掛け合って、うまくやったことが書いてあるわけだ。ヒン トンさんのことも、後ろ

の方に書いてあると思 うけど。これにものすごく詳 しくて、僕もこれ読んどって、やっぱ

し我々役所サイ ドにおって、あんまり大して評価も関心も読売ほど持たなかったけど、実

質的にはかなり役に立っとるなあとい う気がしたんですよ。

ヒン トンさんの時は明らかに僕らも関与したわけだけど。総理官邸にヒントンさんが、背

の高い格好で入つてきたわな。君よりも背が高かった。

村田:高 かったんだ、背が 190cmく らいあるんじゃないかな。

島村 :それを覚えとるけど。この平和博のほうは、ちょっと一般的にはもう忘れられている。

村田:そ の点は確かに、お金を出さしたかってことは別として、やはり日本の原子力平和利

用の誕生の頃っていうか、あの頃の非常に重要なイベントであったことは事実ですよ。

元田:日 米原子力会議がありましたでしょう。あれ何年だったか。非常に立派なパンフレッ

トが出ましたよ。

島村 :そいつはもう大分後じゃないか (1957年 5月 )。

村田:それは後ですよ。イギリスとのコンタクトが始まったのはヒントンさんから。

その前は、もっぱらアメリカで。55年 5月 にもアメリカから、これもまた一つのあれであ

るでしょうけども、ゼネラル・ダイナミクス社長ホプキンスとか、 USAEC原 子炉開発部

長ハフスタッドとかいう人を呼んで、話を開いたりしたあれが出てるし。

村上:ホ ップスさんって言 う人が。

村田:ああ、あれも後ですよ。

村上:も っと後で ?

村田:も っと後です、ホップス・ コミッティの。

村田:それから、飛び飛びで恐縮ですけれども、僕は個人的なあれで非常に、なんていうか
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関心を持ったのは、第一回ジュネーブ会議で、いろんな情報がアメリカ始めいろんな国か

ら出て、阿部さんが行って帰って来て、いろいろ報告問いたり資料もらったりしたんだけ

ど。それで、勉強の材料がガーッと増えてきたわけです。当時ご存知の通 り、第一回でイ

ンドのホミ・バーバー議長が、核融合は二十年のうちにできるつてことを言つたりして。

これはそう行 くかなっていう気は勿論 したけど、同時に国際的に名のある学者が、原子力

の将来について非常にスピーディーな、発展見通しを示してるつて点については、非常な

何ていうかな、刺激をうけたんです。だから日本もこりゃ一生懸命やらなくちゃいかんと

いう意味で、いい意味での刺激を、あの第一回平和利用会議では受けたんです。

第二回が 1958年にあった時には、これは私もイギリスの日本国大使館在勤から参加 した

んだけど。その時には、石川さんが日本の代表で行かれて、湯川先生と両方が日本政府代

表でいずれ譲らずと。それでまあ、ジュネーブの総領事館あたりでお二方の扱いに随分ご

苦労があって。湯川先生は奥さんもお連れになったんですが。奥さんのテイクケアか何か

があって、大分外務省もいろいろ、苦労されて。私もアタッシェで行ってたから、一応身

分は外交官だったから、外務省の方のお手伝いをしなくちゃいけなかったんだけども。

第一回にホミ 0バーバーがそう言ったせいか、第二回の時には、アメリカ、ソ連各国が非

常に核融合の装置、イギリスでは「ゼータ」とか、そういう模型を一杯出して。原子力発

電もさることながらξいきなりすつ飛んで核融合の時代に、行くかの如き印象の話が第二

回の時にはあって。そういってはあれですけど、第一回に比べればやつぱり、第一回の衝

撃の方が大きかったと思います。

それから原子力室時代の問題で、当時科学技術行政に関連して、アメリカの GHQとの関

係があったりして、STAC(科学技術行政協議会)っ てやつが、総理府に設けられてあって。

それで茅 誠司先生が委員長、鈴江康平さんなんかが事務局長で。それから鈴木嘉一さんな

んかが何か課長クラスで。

元田:あ あ、鈴木さんはSTAcから。

村田:STACから来たんです。それですから、55年の頃、つまり原子力室時代には、他方

で STACつ てやつがあって。これはアメリカとの関係もあつたし、国全体の科学技術全体

をみているという立場もあつたりして。それから今の原子力利用準備調査会の事務局とし

ての経企庁の原子力室があって。それから工技院に堀 純郎さんの原子力課があって。そし

て平和利用委託費みたいな研究のやつを、原子力課の方が扱っておって。

原子力室は、もつぱら原子力利用準備調査会ならびにその総合部会か総務部会か、の世話

をするのにずいぶん忙しくて。そういった中で総理府原子力局って奴をつくつていったん

だが、他方では STACの方から問題で、科学技術庁をつくろうつていう話が。それが同じ

時期の間にかなり入り乱れて、動いておったという感じがあります。ですから科学技術庁

ができる時に、総理府原子力局を中に入れるかどうかっていうのも大分議論があった。但
し原子力委員会では、あまりその議論をした覚えがなくて、役所の方で議論したような感
じでした。結局、科学技術庁つくるときに、原子力が抜けたんじゃ要するに機関車がない、

当時は宇宙開発などまだなかつたし、つていうこともあり、それで、56年 5月 19日 に科

学技術庁ができた時に、原子力局が中に入るようになったわけですが。

STACと の関係というのが一つあり、もう一つ通産省の原子力課との関係。これは総理府
原子力局ができたときに中に吸収されたわけなんですが。sTAcと の関係は、科学技術庁
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ができる時まで残ってたんですよ。だからその頃のあれを見ていくと、私の感 じだけかも

しれないけども、一方この原子力開発利用について学者の関心、政府の関心、それから産

業界の関心、それぞれあって。産業界は産業界で原子力平和利用懇談会かなんかつくって

やるし。電力経済研究所がいろいろ調査会つくってやられまして。経団連も経団連でやる

っていう風で、産業界もまた産業界で将来の原子力産業の発展ってことを考えられてでし

ょうけど、非常に強い関心を持ってた。

第一回の原子力産業使節団 (1956年 9月 ～11月 )、 大屋 敦さんが団長でしたか。産業界

のいろんな人を網羅 して出掛けられた。これに島村さんも参加 されたんだけど。一方学界

は学界で、茅先生、湯川先生はじめ、まあ仁科先生のあれもあって、学問的な意味でも原

子力研究開発っていうのをサポー トして。三原則ってやつを非常に言われたわけですが。

学術会議を中核とした学界の主張する原子力開発利用への取り組み方と、産業界の方で関

心を深めておる原子力産業としての取 り組み方と、かなり違 うわけでしょう。その中で正

力さんはやはり産業界的な立場から発言するというのがあり、学界と産業界とのバランス

っていうのがやはり行政官庁としてはかなり大変だったんじゃないかと思います。見てい

て、そういう印象を持つております。その辺から先になると、島村さんがいろいろと苦労

されたことですから。

島村 :いや、ありがとうございました。

山崎:利用準備調査会に、大学学術局長さんが入つてるんですね、岡さん。

島村 :全部これは、原子力室長になるときに、越智君から引き継いだ書類の一つなんです。

菅田さんとこに行ったとき、こういう準備調査会の記録ありますよと言っといたんだけど。

改めて見直してみると、越智君が計画二課長になって、なった時の分からなんだな。

山崎:だから堀口さんはほとんど、実際にはタッチされてなかった、期間がなかった。

島村 :だって、一年ぐらいあった。

山崎:いや、54年の後半に、越智さんに替わったんです。

島村:も う死んだのかね。

山崎:いやあ、まだ健在。

島村 :紳士録に載ってない。どっか政府、事業団かなんかを転々としとったと思つたんだが。

山崎:彼は、大阪証券金融の社長やって。それから後はもう消えちやったのかなあ。お宅は、

保谷かどっかですよ。

島村 :わ しと同じくらいの年だろう。

山崎:も し何だったら調べときましょうか。

島村 :水野って人は、水野何っていったかな。

山崎:水野ね、なんたったかな、いや水野さんは、私今でもよく知ってます。ていうのは、

ゴルフクラブが同じとこだから、たまに会って。 (笑い)

島村 :元気なんだな。

村上:越智さんは今なにしてらつしゃる?

島村 :越智君は、日本合成アルコールの社長やつとるんだよ。今 日も、来たら思い出すかも

しれんから、村田君の話を聞きに来いって越智君に言ってたんだけど。葉書が来てさ、何

か労働組合と交渉があるから、 (笑い)その時間には出られないって言って。

山崎 :東海村決めたのはいつでしたつけ。
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村上:56年の4月 6日 です。原子力委員会決定。

島村:原子力委員会ができてからの話は別に何するとして、村田さんの話もいろいろあつた

けど、私の知らんこともずいぶんあつたんだけど。いずれにしたつてもう私が原子力室長

になる頃には、村田君には訳書もあったくらいだから、原子力の大先輩であることには間

違いないんだけど。準備調査会中心に考えた時に、村田さんあなた調査会に、あなたのや

った仕事を提案したりなんかして、何したという記憶はないのかね。

村田:提案したって、例えばどういうのです。

島村:調査会でいろいろ決めたりなんかするでしよう、その時に。原子力室時代でももちろ

んいいですよ、室になってからあなたが主に担当して、調査会に懸けた議案なんてのは。

村田:あまり記憶がないです。

山崎:あんまり偉い人ばっかり集まって。

村田:そ うなんだよ。あんまり、事務的なところまで来なかった。

山崎:55年あたりの段々集約されて来たあれみたいなことはなくて、何ていうかじわじわ

そういう素地をつくって行ったってことで、そんなに一生懸命何回もやったわけでもない。

たまに月に一回か二回くらい、あそこの市米町のさっきの第二公邸で。

島村:利用準備調査会で相当細かいことも議論じとるんだ。留学生なんかも、誰を出すかっ

てことを審議しとんだ。55年の 1月 ってまだ僕も原子力室長になっていない頃だ。1月

21日 の記録によると、アルゴンヌの国立研究所に推薦するのに、東大工学部電気工学科助

教授大山 彰、工業技術院技官伊原義徳、この二人を出そうと。そういうことを決めていた

んだ。だから細かいことまで皆、大きなこともやったかも知れんけど、随分細かいことを。

山崎:それはまさにあれじやないですか、刷ったものを配って、これでよろしゅうございま

すか、結構でしょうでおしまいじゃないんでしょうか。

島村:それはそうに違いないけど。それじゃそれに書いたものをこれでよろしゅうございま

すかということを、内部にあつて担当者の山崎くんが、何かやってたと思うんだよ。

山崎:いやあ、紙配つたりなんかするぐらいで、お終いじゃないですか。 (笑い)

島村:君は、この議事次第だとか何とかの、原案つくったんだろうな。

山崎:いや、それも、最初の紙ぐらいはつくったけど。

村田:今のアルゴンヌつてやつは、55年の 3月 14日 に開校しているんです。

島村:正式にはそうかもしれんけど、1月 の会議で原案が出てきて。それでそれを選考、い

ろいろ審議してるわけだよ。

元田:あの留学生は、アイゼンハワー大統領と一緒に写真撮ったりして。

村田:あの頃は、ア トムズ。フォア・ピースの流れで。

元田:今たまたま私のノー トに、1955年の 11月 30日 に、原子力予算打ち合わせ会ってい

うのがあるんですけど、そこで大山先生と伊原さんの報告が延々となされてます。

島村:も う帰って来てるんだ(55年 11月 3日 帰国)。

元田:も う帰って来てて。 (笑い)大山先生と伊原さんが交互にいろいろテクニカルな、レ

クチャーの何やら論文の紹介を――。

村田:それからあれですよ、もうちよっとこう忘れたけど。非常に早い時期に原子力船に対

する関心が非常に高まって、だから山縣昌夫さんがあれして、原子力船研究協会ていうや

つが 55年の 12月 9日 にできたと書いてあるんです。五幣さんなんかが出てます。
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元田:あれ委託費かなんかで大分あれ したんです。お付き合いがあります。

村田:だから、まだ原子力委員会なんかできる前からやってた。原子力委員会ができるとす

ぐに藤岡さんなんかもそれにあれされて。 日本は原子力発電も大切だけど、原子力船やら

にゃいかんつて話で。後に、57年、3月 に、オランダ・ノルウェー合同原子力研究所長ラン

ダースを、原子力委員会招聘の外人専門家ってことで呼んで、話を聞きました。

山崎:石川さんも割と熱心だった。

村田:あ あ、石川さんは船に熱心でした。

島村 :調査会ちゅうのも、紙に書いてある、記録に残つてるもの見る限りにおいては、かな

りのことを言つてるんですよ。茅さんなんかでも。

山崎:ち よっと拝見。 これは、自分の字じゃないですよ。 (笑い)

島村 :非常に面白い、山崎君なんか大人物だから、記録も取るはずないけど、村上さんなん

かは、その頃の資料を少しは持っていそうなもんだと思 うんだけどな。

村上:いや私は、もう何ですか、ここの名前のところに資源調査会というのは、これ間違い

でして。私が資源調査会に所属したことはないんで。ですから審議庁から。具体的には開

発部、開発二課。今の四全総みたいな奴の最初の一全総の、その前の作業ぐらいやった。

それでそ ういったような、工業立地みたいなことをずっとやつておりましたので、それで

この原子力研究所の立地のことについてということで、原子力室に来ることになったわけ

だと思います。それで、参りましてもほとんどその原研の立地のことに専念 して、候補地

を具体的に選んだりといったような格好で絞って行った。そういうことを。

島村 :今の話で、原子力室の頃は、いろんなところで財団法人原子力研究所が、実際にはや

つたんだな。それでこの間木村健二郎さんに来てもらったら、何十回と見て歩いた話を延々

とされて、困ったことがあったんだけど。 しかし原子力室でも、確か逗子の先の横須賀市

武山を見に、山崎君と松友君に行ってもらつたんだな。

山崎:僕はずいぶん行きましたよ。武山に行って、それから豊川。それから今の東海とか。

僕はその二箇所行った覚えが。

島村 :と にかく、人にあんまり気付かれんようにこっそり行つて調べて来いって言 うんだか

ら無理な話で、中に入れないんだもんな。

山崎 :いや、それで結局はあれです、今の財務局です。あれに頼んで、目的は言えないんだ

けどもちょっと案内してくれって言って。

島村:大蔵省だから、君にはそ ういう特権があつたか。 (笑い)

山崎:結局、今の東海だけは、学生の頃にあそこらにいたことありますから、知ってたんで

す。それであそこしかないだろうと思つて、それで確か正力さんを案内したんです。
村田:あ あ、正力さん行かれた。

山崎:こ れはいいねって言って、それで決まりです。

島村 :こ れはだから、その頃、ここにも書いてあるように室員がいたわけでしょ。いったい

室員の皆さんは、何をやってくれとったんかと。阿部君は、日本原子力研究所 じゃない、
財団法人原子力研究所の受け入れ準備のために、いくら金がかかるかと。さっきお話にも

あった、建屋つくるのにいくらかというような。

村田:何坪かの話。

島村 :何坪か。壁の厚さはいくらにせにゃかん、いったい坪当たり50万円に見積もったら
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いいか 80万円に見積もったらいいかと。そんなこと阿部君は、鉛筆をなめなめ一生懸命

やっとったから。

村上:私はこの7月 の何日ですか、この原子力室ができました時に入れていただいたと思う

んですが、そのときからもう立地の何をしておりました。それで実際に、ですから財団法

人原子力研究所ができたのが、55年の 11月 30日 でしよ。そして翌年の 4月 6日 には、

もうサイ トは委員会決定してるわけです。たつた 4ヶ 月で決まってるわけです。ていうこ

とは、その前にこの原子力室の段階で、もうかなり調査していたわけなんです。財団法人

原子力研究所ができても、日本工業クラブに二部屋ぐらいでおられた時期は、当初はあれ

一ヶ月しかありませんでしたから。そのあと、こちらの旧東電ビルに移りましてからは、

もう二月ぐらいしかないわけです。その段階にはもうだいたい三箇所ぐらいに絞られてき

ていたわけですけど、その前には、一番遠いところは豊川あたりまでありましたし。

村田:高崎の観音山もあったんじゃない。中曽根さんが押されて。

島村:それは、首相官邸にバス連ねて、誘致運動に来たりなんかしたんだよ。実のこと言や

あ、とにかく学者の意見が強くて。それでとにかく武山ちゅうことになったんだな。一応

は武山を原子力委員会決定 (56年 3月 9日 、武山の返還交渉を行うこと)した。

村上:委員会決定で武山っていうことが一応ありましたか。ああ、そうですか。

島村:それを、4月 6日 の閣議で差し戻しくったわけだ。その当時、原子力委員会の言うこ

とを聴かにゃいかんということになっとるだろ。で、新聞が騒いだわな。原子力委員会が

決定したのに、閣議で反対するのは何事だってわけだ。だけど、反対だとは言わないわけ

だ、再考をわずらわすっていうことで。それで、即日東海に変えたわけだ。だから東海は

寝耳に水だったわけだ。

村上:実際には、原子力研究所の立地条件って、よくわからないんだけども、外国のやつを、

オークリッジでもどこでもずっと聞くと、どんなに小さくても 50万坪は要るだろうと。

水が 0.5ト ンノ秒というのがありまして。それと、これが一番大きい手がかりになったんで

すが、大蔵省から、国有地を使えっていう。それでまあできたら東京から100キ ロ以内く

らいというのが、まあそれぐらいでなきゃだめだろうというか。外国の例でも、主要な都

市からその程度の範囲内っていうような格好。首都とは限りませんけど。そういうような

ので、100キ ロ以内で 50万坪以上で水が 0.5ト ン′秒あって、そして国有地。

それで一番最初に手がかりになる国有地のマップを、関東財務局から見せてもらって、一

番手っ取り早いですよ。その中で 50万坪以上で 100キロ以内を探せば、ぱ―っとこう出

てきます。それをやったら、やっばり武山がひとつあるわけです。武山は、40何万坪で

50万坪ちょつと足りないんです。それからほかに適当な所ないんです。だからもう高崎の

最初の岩鼻火薬庫の跡なんていうのは、21万坪だから全然だめ。そうしたら中曽根さんが、

観音山の裏のあそこの何を全部入れたらいつぱいあると。オークリッジだって山の中だっ

ていう話があつたり。まあそういうので言うと、その時に水戸の射爆場が 300何 10万坪

あって、そのうちに返還してくれそうだと。下の端っこの 60万坪でもどうかっていう、

それぐらいのところしかない。

それと後、国有林って言う奴、山林ですよ。それをこう調べましたら、友部の付近にもあ

るんですけど、これは全くの山ですから、格好の候補地がなかったわけです。それで実際

は、そういう中で一番いいのは、水は問題があるけれども武山ということに。そういう範

-158-



囲の中でいくつかを現地調査をしていたら、茨城県の前の知事ですね。

村田:友末洋治。

村上:あの人。私は、茨城県の開発に関係 していたから、県の企画室がああいうことやるわ

けです。企画室長に電話して、射爆場の北の端っこを見せてくれと言ったら、なんですか

って格好で話 したりして。まだ調査団に見ていただく前に行って。その話を友末さんに話

して。射爆場の北につながる保安林はどうだっていうのを、これは県から言ってきた。100

キロちよっと以遠といったようなことで、あれが出てきてからはもう、大変いいところで

はないかということになってきたわけなんです。

島村:私の回顧によると、準備調査会時代にいろんなこと決めとるわけです。そのうちのひ

とつは、例えばウオーターボイラー研究炉を入れるなんていうのは、研究炉の設置計画何

とかつていうのは、工業技術院の堀君のほうで、提案が出てきたんだよな。原子力委員会

ができてそれを追認 したような形で。

だけどその工技院とも全然関係ないことで、研究協定の問題があつたんだな。これは、米

国が外務省に言つてきたものを、外務省が握 り潰 しとつたわけだ。準備調査会があるにも
かかわらず、そっちにも知らせずしばらく抱いとったわけだな。それは怪 しからんという
ことから新聞種にもなったんだけど。一国当り濃縮ウラン6 kgを提供 してやるつちゅうや
つが持ち出されてきたわけだ。それで議論 して、受け入れるべしと。その話があったとき

なんか、一体原子力室では(誰がこの協定問題を担当しとったのか。君じゃなかったのか

ね。記憶ないかね。

村田:原子力協定問題ね。

山崎:協定は僕らは。いやあ、やった覚えはないです。

島村:それじや、阿部君かな。とにかくそれも調査会で、受け入れるべ しという結論を出
して決めとるんだよ。外務省からの連絡も遅かつたし、僕なんか忙しくて、いちいち書類
を見とく暇ないくらいだつたんだけど、原子力室の誰かがそれを読んで、検討 してくれた
はずなんだよ。ェ技院もそんなことは、全然タッチしてなかつたんだ。

村田:あるいは、僕は関係 したかも知れないですよ。ていぅのは、さっきお話 した経団連か
ら頼まれたこんな法律を一生懸命調べたところ見ると、なにかそういう関連があつたんじ

ゃないかって気がするんだな。

島村 :も うひとつは、その頃やっぱし鉱物資源小委員会みたいなものがあって。それが久留
島さんなんかが中心で。まだ他にもいたなあ。皆寄って、何回も鉱物の何をどうするかっ
て議論をやってるわけです。それにはいったい誰が、小委員会に出て事務方を引き受けて
やってくれたかしらん。次回の段取りをしたりとか何とかとい うのは、誰がやっとってく
れたのかしらん。みなさんどうも重要な問題を、沢山その後こなしておられるものだから、
忘れちまって。(笑い)記憶がないとか言われるけど、やっとったんだから、全然記憶がな
いはずないんだよ。

村田:事務局として、資料もつくつて出したんでしょうな。

島村 :山崎君の字 じやないけれ ども、そういう書類は、おそらくほとんど原案は、山崎君の

手になつとるんだよな。

山崎:あ るいは私が書いたかもしれませんな。

島村 :書いたのは印刷屋がやつたに違いないけど、原稿はだよ。
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山崎:こ れは印刷屋の字ですな。

村上:こ れ、別府さんか誰か。

島村:いや、別府君は大分後だろう。法律屋が欲しいって何したんだよ。

山崎:原子力室に来たのは、ちよつと後だったです。

島村:僕が貰いにいつて、通産省から貰ってきたんだもの。

山崎:別府さんは、研究所法とか何とかつていうのを、割と法律専門的にやったんです。

島村:基本法は代議士さんの議員立法ってことになってるけど。基本法ということに決まる

までの法律案が要るつてことで。それで原子力法というものを、経済企画庁で、もうちや

んと用意してたわけだ。それを僕が代議士さんのところ持っていって、説明したりなんか

したんだけど、これを基本法にするつていうようなことは、向こうで決めるんで、菅田さ

.んが、経済企画庁の案なんかも参考にして、議員さんの言うこともなにしながら、基本法

をつくり上げていったんだ。だから、全然関与してないわけじゃないんですよ。その他に

も、原子力室で用意したものは、いくつもあるわけなんです。山崎さんが今見とるそれは、

調査会に出した資料。

山崎:そ うですね。

島村:ま だ他にも、フアイルはあるんです。

村上:私は、この立地の仕事をさせていただいておりましたときに、風変わりな話が二つあ

りまして、島村先生なんかもご存知なかったでしようか。その頃、岐阜県から数回手紙が

来たでしようか。岐阜県のわが方が原子力研究所である、原子力をお前の方が名乗るのは

ぉかしいと。あの手紙なんかとつておいたら大変面白かったと思うのを、すっかり処分し

てしまったから。

村田:研究所の名前ね。意匠登録じゃないけれども。

村上:え え。原子力研究所法には、この名前は他に使っちゃいかんという、そんなのもあっ

たかと思いますが。

山崎:あ あ。そういう規定があった。

村上:何かそういう手紙が、三回か四回来たのを覚えてますょ。ちょっとこちらがやろうと

する先回りして、例えばウォーターボイラーを輸入させろとか、ウランはわが方で加工し

てるから、何とかかんとかとか。それ式の手紙が何回か来たんです。そのうちこの法律が

通ってからは、もちろん使っちゃいかんのだから消滅しましたけど。 もう一つは茨城県

の霞ヶ浦付近のお医者さんだと言うんですけど、霞ケ浦を埋め立てたら、50万坪やなんか

は簡単にできる。そこはどうだつていう話を、執拗に言ってきたのがありましたけど。あ

れも、手紙かなんかでいろいろ来ていた。

山崎:それはあまり党えがない。

村上:も うこれは、頭から話にならないというので。

村田:原子力研究所の、登記の問題はあったね。(3月 2日 原子力委員会記録 :“ 日本原子力

研究所"の名称について、岐阜の研究所が商標登録してあるかどうかを調査しておく必要

あり。先願がある場合は、国会と相談して名称変更を考慮する。)

山崎:なんか、いちやもんつけられたんですよ。

村上:自 分たちのほうが本家みたいなことを言って。

島村:そ ういえば、宛名の経済企画庁もこんな難しい漢字の麻。
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元田:ウ ラン資源の話は、原子力課で田官茂文さんが絡んでました。田官さん、米沢さん。

村上:原子力課は、あれ最初誰々だったわけ。

元田:原子力課は、堀 純郎さんが課長で、技官の課長補佐が田中好雄さんで、事務官の課

長補佐が小斎 弘さんで。田中さんの下に、第一技術係 と第二技術係がありまして。そこに、

第一技術係で井上 力さんと私がいたんです。第二技術係で田官さんがおられて、その下に

米沢弘人さん。

村上:伊原さんは ?

元田:伊原さんは調査係っていうので、留学 (1955年 2月 ～11月 )しておられて、その

係が消えちゃった。55年の半ばに、事務官で小斎さんが来られて、その下に企画係、庶務

係ってありまして。企画係は、昭和 28年組通産事務官の松永嶽雄さん。

山崎:あ あ、いました。若いひとで。

村上:倉本昌昭さんなんかも。

村田:いや違 う、それはずっと後。

元田:それから庶務係で黒田政次郎。それから茂手木ってい う事務官と、女性で関川すみこ

ちゃん。それで 10人くらいになりますか。

村田:通産の原子力課の話は開かれたんですか。

島村 :今 日はだから、原子力室だけでは何だからと思って、堀 純郎君、田中好雄君に案内

出したんだけど、堀君からは返事がない。田中君は四国に行って今 日は出られないと言っ

てきたんだよ。元田さんに来てもらって。

元田:原子力課では、私は若くて、補助金や委託費のことやなんかもいろいろやつてました

んで。それに関連 したことで、自分の日記で項目が書いてあるのだけ、ちよつとメモした

んですけど。あんまりご参考にはならんですけど、こういうヒアリングやつたとか、富士

フィルムに島村先生とご一緒 したとか。それから、工業技術院の中に院長駒形作次先生が

実質ヘッドで「原子力予算打ち合わせ会 (1954年 6月 19日 省議決定、事務次官主宰)」

があり、ここで補助金なり委託費を執行する案をつくる。それを準備調査会に掛けるわけ

です。原子力予算打ち合わせ会の中に、濃縮ウラン小委員会とか何とか小委員会ってのが

あったんですが。

山崎:そ の打ち合わせ会って名前は、聞いた覚えがあります。

元田:それをよくやってたんです。工業技術院長室でやってたことが多かったですが、外で

やったこともあります。7月 21日 の打ち合わせ会では、ウォーターボイラーとCP-5と

スイ ミンプールがどうとか、国産一号炉どうするとか。それから濃縮ウラン 6キ ロをアメ

リカから手に入れて、どういう風に配分するかとか、そんな話が議論されています。何か

協定との関連で非常に急いでたような感じです。それで、ウォーターボイラーの完成を 56

年で、CP-5を 58年で、天然ウランの 1万キロの奴を 60年くらいのタイムスケジュール

で行こうやつてことで。

村田:ずいぶん早くできることになってたんだね。ウォーターボイラーだけは 57年にさつ

さとできて、他はだいぶ遅れた。

元田:CP-5は 、大分もめましたよ。

村田:CP-5は、熱出力 1万 kwの筈が、燃料欠陥の問題で、初めはパワーが nwし か出

ないとか。 (笑い)

-161-



村上:そ うそう、それしか保証しない。

村田:それでそれの、ギャランティはどうしてくれるなんて、AMF(Amencan M“ hine and

Foundry)と の間で延々とやった。もう大問題になった。もっともそういうのは大分後の

話ですけど。

元田:こ の時にも、阿部さんが、立地で武山の話しておられて。さっき 50万坪って話が出

ましたけど、駒形先生は、40万坪あればいいかなあと。武山は、交通とか電力とか宿舎と

か便利がいい。駐留軍が出なくても、撤退しなくても、半分貰えれば大文夫じゃないかな

とか、そんな議論までしてました。

島村 :いやあ、武山の問題は、どこに行って誰がやったか知らんけど、僕は進駐軍の将軍み

たいな人に、会いに行ったことがあるんだよ。

村田:いや、武山は米軍が使ってたから、原子力委員会が外務省を通 じてアメリカ側に、原

子力研究所つくるとして、返還してもらえるかつて話はやってるんです。大使館の方から

非公式ではあるけど、そういう申し出が正式にあれば、特に異存はないとか何とか。当時

外務省は、河崎国際協力局長さんが。 あの頃は河崎さんをしょっちゅう原子力委員会に呼

びつけて。 (笑い)

山崎:温厚な人だったから。

島村 :呼びつけてっていうより、河崎さんは何かあるとすぐ飛んできて、原子力委員会に割

り込みしとつた。

村田:あの人は、よく来たですよ。

島村 :お話したいことがあるなんて、しきりに、予定外でやって来る。

村田:担当の松井課長さんの方が来ないんだ。

島村 :委員会に敬意を表しとったんだ。初期の頃は、原子力委員会もなかなか権威があった。

村田:権威あったですよ。

島村 :面 白かったんだけどね。

村田:ほんと。後でいちいち、盛大なる記者会見があったし。委員会が開かれると、何だ何

だって話で。あの頃はいちいちニュースになったんだ。

山崎:夜中に電話があって起こされて、風邪ひいた覚えがありますけど。

村田:参与の名簿が漏れたのがよく言われるけど、正力さんにえらい叱られて。

元田:工技院の原子力課ができたのは、4月 11日 ですか。

村田:う ん。これは 55年 4月 、新年度入つて割にさっさとできたんだ。

元田:私は、5月 に原子力課に移動の話がありまして、6月 16日 から併任が掛かったんです。

島村:皆 さんのお話を総合すると、54年に原子力予算が付いて、経済審議庁計画部でやる

ことになって、原子力室ができる前から、さっき出た水野君だとか、堀口君だとかが担当

しておったことは確かだけど、考えてみると、初めから終わりまでいたのは、山崎君くら

いのものなんだな。それで、初めはそれほど華々しい活動しておったわけじゃないんだね。

山崎:私が 54年の 7月 に行きまして、54年には原子力はあんまりやらなかったような気が

するんです。計画二課は、それまでは防衛計画とかなんとか、こちょこちょとしたのを小

人数でやっていたとこなんだけど、防衛やつてて原子力っていうのは、ちょっと具合が悪

い、格好つかないって話だったですけど。54年にやってたのは、第二次防衛力整備計画で、

防衛計画で情報とかああいうのが好きなもんだから、わけのわからない専門外の兵隊のこ
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となんか聞かされていた覚えがあります。富ヶ谷のところに企画庁の寮がありまして。

村田:代々木公園から降りてきたとこだ。

山崎:次の年の正月ぐらいに、あそこで缶詰にされて作業させられた覚えがありますけど、

それは原子力じゃなかったです。

島村:阿部君は、原子力室ができる時に現れたのか、それより前に調査二課に。

山崎:それよりちょっと前じゃないですか。

島村:調査二課に、もう来とったわけ。

村田:え え。計画二課に入つてた。

島村:僕が原子力室長になったからって、迎えられて行つてみたら、原子力室長より大きな

机を阿部君が占領して、座ってたもん。どっちが室長かわからん。 (笑い)

村田:顔 も大きいから。 (笑い)

島村:だから、阿部君は前からいたんだと思つてたけども。やっばりいたんだな。

村田:いたんですよ。

山崎:あの頃に、アメリカのAECの レギュレーションとか何とかを、ちよろっと見させら

れた覚えはあります。だけど、ここで資料見ると、もっともらしいものは皆、外務省の文

書関係のもの。(笑い)我々は専門的知識はもちろんないし、村田さんなんかは別途そうい

う勉強もなさったでしょうけど、こっちは何もないわけですから。だから、54年は大体が、

外務省とのやりとり文書を頼りながら、細々片手間でやってたっていう感じです。

島村:阿部君がいつから計画二課に移ったのか知らんけど、原子力のことは阿部君がやって

たわけだな。それで、外務省とかなんとか、各省とのとりまとめは山崎君がやってたわけ
だ。それで、何回か調査会の専門部会なんかもやつとつた。しかし、活発になりだしたの

は、僕も入り村田君も村上君も松友君も皆集まって来て、原子力室を形成してからだな。
7月 から12月 まで、たった 6ヶ 月の間。その間に、がたがたと、いろんなことがあった。

山崎:僕は越智さんの時に、一遍予算要求をやらされた覚えがあるんです。これは、たいし
たことはなくて。変なことをばらしちゃうんですけど。越智さんお酒が好きなもんですか

ら、おい待つてる間しょうがないから温たまろうつて、四谷の裏の蕎麦屋かなんかで飲ん

じやって。主計局に行つてみたら、置いてきぼりくらっちやいまして。 (笑い)

村田:その時大蔵省は、四谷に小学校を借りて。

山崎:そ うです。それでもどうってことはなかった。結局大したことはなかった。 (笑い)

島村:と にかく、54年のあれに続いて 55年の予算はゼロだ。

山崎:いや、ゼロではなくて。だけど調査会の、いろんな打ち合わせの経費ぐらいしかない

わけです。後は一般の審議庁の庁費の中の問題ですから。だからお前たち行ってやれって
というのは、そこだけですから。一項目だけです。確かそんなもんだったと思います。
島村:ま だ経済審議庁の方で、通産に行つた予算まで見るしきたりはないからな。
山崎:ですから、いうなればプロパーで予算要求したわけじゃないんです。脇から行って、
わが方の奴もひとつよろしくつて、並び大名で行って並んでるべきところを、遅れたんで
並んでなかったんですよ。

島村:経済審議庁予算の中の一部のあれだな。

山崎:一部のあれです。だから本来なら、会計課長がやっちまえばおしまいなんです。
村田:ですから、54年、55年頃は、国会議員でいえば中曽根さんやそういった人たちが一
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生懸命法案を処理 したり、産業界は産業界で、石川さんとかいろんな偉い人の動きがある

し、学界は学界で茅さんなんか活躍して。役所はどっちかいうと、割 りにぼんや りしてた

んだ。 (笑い)

山崎:だから、何かあんまり記憶がないっていうのは、そういうことなんじやないかなと思

うんです。原子力委員会ができて、あれは 1月 だったですね。年越してから最初に予算を

やって、ほとんど満額もらったのが、あれが初めての予算だったような気がしますよ。

村田:56年の 1月 。36億何千万。ほとんど満額ついちゃったんだ。

元田:そ の前はもう2億 3千 5百万。

山崎:いや、結局あれはあまり使えなかった。 (笑い)(工業技術院の 54年度予算、地質調

査所を含む 2億 5千万円は、1億 6806万 円を繰越 した。55年度新規予算は 2億円、計 3

億 6806万 円)

元田:そ のほかに、地質調査所の 15百万円と、国会図書館の 10百万円 (原子力資料費)。

村田:だから、藤岡さんなんか海外調査に出ていつたでしよう。ああいう調査団の費用を、

2億 35百万円から支出した。

山崎:だから後はそれぞれの役所で、それこそ、一般予算の中でやつてるわけですから。

村田:特別原子力予算って形 じゃなくて。

島村:前回は、産業界がどんな状況にあつたかということについて、54～55年 くらい、あ

るいはそれ以前の話を、原子力産業会議の森 一久君に来てもらって、話聞いたのよ。しか

し彼も、その頃は中央公論社にいたんだな。

村田:橋本清之助さんなんかが、生きておられれば、その頃の話を。

島村:だから後になっての話で。森君も全体を知っとるわけじやないんだな。だけど一番大

きく活躍した原子力平和利用調査会、それと密接な関係を持っとったんだな。それで講演

会で講演をしたりしていたんだよ。あるいは講習会の講師に出たり。森さんが原子力講習

会で、講師として講演したのは、題日は「原子兵器と原子炉」とか。、(笑い)

村田:ま あ当時は核兵器との関連が。

島村:それから「原子力双務協定」とか。そういうテーマで講演したりしていたんだよ。

村田:僕の記憶でも、朝日におつた田中慎次郎さんとか、ああいう論客がいて。主として核

兵器との関係を、いろんな議論があった。

山崎:田 中慎次郎さんから我々レクチャー受けたんだ。あと、野村総研に行った佐伯喜一さ

ん。我々は、佐伯さんからいろんなお話をうかがったが、最初はどっちかっていえば原子

力じゃなくて、防衛の方の。

村上:あの方は、どっちかっていうとその方。

山崎:それで、原子力やりだしたら、あの人がいつの間にか原子力のこともしゃべるんです

な。なかなか器用な方なんだ。

村上:ち ょっと開いた話、「天風会 (中村天風創設の心身統一法)」 っていうあれは。

村田:佐々木義武さんが熱心で。あそこの護国寺のところにある。

村上:ああ、そうですか。何か、そういうグループがあったんじゃないんですか。佐伯さん

なんかその関係と違うんですか。

村田:何か義武さんが入ってたよ。どういう団体か良く知らないけど。

島村:あれもそうなんだ、今衆議院議員になった、お、お ――。

-164-



村上:尾身さん。尾身幸次。

村田:そ うですか。あれだって、尾身って若いでしよ。

島村 :あれも天風会の仲間なんだ。だからさっき話 した講習会に、末田 守とか何とかって

いうのも受講者の方で、聴きに行っている方だよ。

島村 :だから私はあんまり詳 しい経歴は知らんけど、森君ならなんでも知ってるだろうと思

って、来てもらって聞いてみたら、一部は知つてるけどさ、全般をあれするつていうよう

なあれではなかった。誰が詳 しいんだろう、いないんだよ。

山崎:と ぎれとぎれなんですよ。越智さんも本当は半年くらいですか。

島村 :いや半年はなかったんじゃないかと思うんだ。

山崎:せいぜい半年くらいの感 じなんじゃなかったかと思うんですよ。

島村 :半年だな。1月 から僕に替わる7月 までだな。だからそれ以前は。

村田:それで実質的には、その頃は阿部滋忠氏がやつてたんですよ。

島村 :あ あ、阿部さんが。いつから計画二課に移ってゃっとったかということなんだけど。

村田:そ うね、僕が例の本を翻訳してとりまとめやらの頃には、いたからな。

山崎:僕が行った頃にはいたんじゃなかったかな。

村田:54年には、いたんですよ。

島村 :僕思 うんだけど。阿部さんは、原研辞めてからは、晩年はあんまり大した公職になに

しなかったかもしれないけど、いつ亡くなったかな。もう7年～8年になるかな。

村上:7年にはまだなってないです。

村田:僕が原研顧間の頃だから、1981年か 2年だな。

村上:82年くらいじやないでしょうか (83年 9月 亡)。

島村 :あ の人なんかが持っとる資料なんちゅうのは、どうなったのかいな。

村田:奥 さんに聞いてみんとわからないですよ。ひよつとするとあるかもしれません。

村上:き ちょうめんな人だから。

村田:奥 さんは、学校の先生だったことあるから、きちんとしてる。

島村 :葬式には行ったけど、その後ご無沙汰しとったところが、僕の叙勲の時かな、何か奥

さんから手紙もらったんだよ。だから礼状くらい出したかもしれんけど、お付き合いなく

なっとるけど。奥さんじっと持ってたって、もったいないよな。それをひいて僕が考える

のに、僕のところは、ろくな資料はないけれども、例えばここにある、調査会資料って一

応まとめたのがあるでしょ。9月 ごろまとめて 1回から何回までの記録が、少なくともど

ういうことをやったということぐらい、ちゃんと書いてあるわけだ。そういう奴だって、

持つてる人はいないだろう。そうでしよう。大した資料じゃないけども、それだけのもの

があるということになると、わしが死んだら、これ どうしようかなと思つとるわけだな。

村田:島村なんとか文庫をつくらないかんよな。原子力文庫か何かを。

村上:そ うですねえ。

村田:原子力歴史文庫か何かを。

島村 :考 えてみると、おそらくどっかにあるんだろうけれども、資料ってのは本当なくなる。

あなたが言われた菅田さんが纏めた資料、これが一巻から六巻、資料編みたいなのがあっ

て。何冊もあるんです。例えば、これはそのうちの一冊だけども、菅田さんのあれによる

と、原研の金で三百部刷ったってわけだ。これを、僕も一組もらってたんだよ。僕は捨て
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ないで持ってたわけだ。

村田:「 ――が生まれるまで」か。あの時は国会のほうであれ してたからな。

山崎:これ、国会でつくったんですか。

島村:いやいや、そうじゃなくて。菅田さんが自分のメモ、村田さんがさっき読んどったよ

うな、そ うい うのから拾って集めた資料の散逸を憂えて、原研の理事をしておられる頃、

原研の金を流用 して、こうい う形式で 200部つくったんだな。そこで、中曽根さんに持っ

てったところが、100部よこせと言って 100部取り上げたっていうんだ。 (笑い)後 100

部しかないでしょ。菅田さんが、国会図書館に寄贈したり、自分の何した学校に送ったり。

村田:明星大学か。 (笑い)

島村 :その他関係者に配って、僕も一組もらった。僕はずっと古河電工にいたりなんかして、

忙 しいし、あまり使わないでしょ。それでさつき話 した金澤さん。金澤博士がエネルギー

法研究所っていうのをつくってやつてるから、あなたこういうもの持つているかと聞いた

ら、持ってないっちゅうから、それ じゃあ貸しましょうってなった。それで貸しておいた

ところが、あの人死んじゃったんだ。それで僕がエネルギー法研究所に電話 して、貸しと

るんで、受け取りまである、持つとると名刺に書いてある。だけども亡くなられたから、

使ってもらえるなら寄付してもいいけれど、どうなつとるかってったら、わからないと言

うんだ。調べてくださいっていったら、大分経って、奥さんが私の家に返 しに来られた。

それが一冊欠けてるんだよ。

村田:後 なくなっちゃった。

島村:いやいや、だから7冊くらいあるんだけど。一冊だけ欠けてるんだな。

村田:あ、欠けてるんですか。

島村 :それで金澤さんの持っておられた蔵書は全部、法政大学かどつかに寄贈されて。

山崎:あ あ、何冊か分冊になつてるわけですか。中曽根さん、loo部も持っていって、今あ

るかどうか、聞いてみましょうか。

島村 :いやいや。 (笑い)これは資料編だけどさ。そういうのも全部あるんですよ。資料が

全部揃つてる。

村田:菅田さんも、亡くなられちゃった (87年 10月 亡)か らな。

村上:阿部さんの奥さんに、一度聞いてみましょうかしら。

村田:聞いてごらんなさい。奥さんのことだから。ひょっとしたら、あるかもしれませんよ。

それが何か役立つんなら喜んで。

村上:そ りゃあ、阿部さんの奥さんも喜ぶと思う。

島村:こ ういう、何々文庫ってあるでしょ。資料はこれまた別で 7冊。

村田:こ れは大変なものですね。

島村 :い ろんな方面から国会に持つていつたり、中曽根さんとこに持っていった資料、全部

捨てずに集めて、それを整理して、出したわけだ。だからコメン トはあまりないんですよ。

村上:資料集であると。

島村 :日 記と、第何回の会合をやって、それには誰と誰が出てきて何々を審議 した、という

ようなことから始まって、その時の資料を全部集めてるわけだ。菅田さんが手にした資料

は、ひとつも残さず、皆これに入つてるわけです。原産にもやったと、菅田さんは言 うけ

ども、もう原産に聞いたつてわかんないんだよな。科学技術庁にももちろんやったと言 う
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けれども、どこにあるやらわけわからんわな。だからどんどんなくなるのよ。だから原研

にも置いてあるはず。原研でも探せばありましょうか、なんてものだよ。

村上:島村先生みたいに、こう整理 してまとめてなければ、いつのまにかなくなっちゃう。

村田:関心を持っていなくっちゃ。

島村 :だから、資料はなくなる。僕も、死んだらどうしようかなと思つてるんです。そ うい

うものでも、今なかなかみつからんようになったわけでしょ。そ ういうの要る人ってのも、

いないだろうし。そうかといつて、わしが死んだからって、くずやにやってしまうのも、

もったいないような気がするでしよ。 どうしたもんかいなという気がするんですが。いや

もう、その後のものはいっぱいあるから、きっと無くなりもしないし、誰かが持つとるだ

ろうけど。古いものほどなくなるんですよ。

村田:そ りやそ うです。もう逆に私なんていうと、例えばさっき言った原子力開発十年史は、

原産でもつくつたし、原研でもつくった。そうすると、大体これに大事なことは入つてる

つてわけで、それまで溜めとった一次資料なんて、皆、捨てちゃうわけよ。そのもとにな

った、もとの材料は、もうとてもそこまで見る余裕はないから。一冊だけここにまとめて

あるので、安心してるわけですわな。

島村 :だから、もとの材料は確かに正しいかもしれんけど。さっきの一例 じゃないけど、こ

ういうようなものになってくると、間違いがすごく多いでしょ。越智君と僕が一緒に仕事

しとつたように書いてあるしさ。愛知さんに言われたときに、島村をつけるからなんて、

愛知さんが言ったように書いてあるけど。それは嘘で、僕の時は大臣は高碕さん。 (笑い)

それで、石原さんが私をそつちに回すとい う話を打診したんだから。だから間違いである

ことは違いないんですよ。そ ういうことが、こう本になっちやつてると、あれにこう書い

てあるということで、それが真実になっちゃうわな。そうでしょ。本当に今までいろんな

ものが出てるけど、準備調査会の話は、もうほとんどどれにも。

幸いこれだけ資料があるから、準備調査会の話を書き残しておこう。だから何か皆さんの

方でもと思って。村田さんが一番だろうと考えたわけだ。

村田:僕は、原子力室になってからだから。

島村 :それを知らなかったから。

山崎:そ う言えば村田さんも、原子力室以前は入らない。

島村:いや、山崎君が一番古いということになったぞ。

村田:そ ういうことです。

島村:阿部さんが死んじゃった今 日になると、山崎君を講師に呼ばにゃいかん。

山崎:斎藤清三さんがむしろ。彼の方がちょっと早かったんじゃないかな。二課に先にいた

ような気がする。いや、僕の前任者は守屋さんって言 うんだけど。この人は原子力には全

然関係なかったと思う。僕が 54年の夏に行って、その年は仕事をやったって覚えはあま

りないですから。それと越智さんも、本当のところいってあまり。

村田:や らなかつたんだ。おそらく阿部滋忠さんに任せっきりだつたんじゃないの。

山崎 :任せっきりだったような気がします。

島村 :あの人は一人でやってたからな。

村田:彼は一人で張 り切ってたから。

島村 :時間もあれだから、今 日はこれくらいで。皆さん、ありがとうございました。
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初の海外調査団と研究炉建設 10

開催 日 :1988年 8月 11日

講師 :神原豊三 (日 立製作所、日本原子力研究所、日立製作所)

出席者 :島村武久、村上昌俊

島村 :昔のことと言いましても、神原さんも、何話 していいか分からんと言 うことです。ご

存じない方もいらつしゃると思いますから、私からちょっとご紹介 しますと、神原さんは

私より非常に若く見えますけど、私より先輩なんです。

神原 :いやいや、そ うですか ?(笑い)いや僕は ――島村さんが大分先輩で。

島村 :私は 1914年生まれですから。

神原 :じゃあ私が一年先輩ですか。 (笑い)

島村 :私がお名前存じ上げたのは、1954年でしたかな。第一回原子力調査団、藤岡ミッショ

ンに参加 されて、それこそ本当の第一回の。私が原子力と関わりを持つようになったのは

55年ですから。それで、これにメンバーが出てるんです。・懐かしく読んだんですけど。

東京大学の小川芳樹先生、東京工業大学の大山義年先生、日立の神原豊三さん、旭化成の

久保田正雄さん、工業技術院長の駒形作次さん、地質調査所の佐藤源郎さん、昭和電工の

斉藤辰雄 さん、それに亡くなった経済審議庁の佐々木義武先生。それから科学研究所の杉

本朝雄さん、東京都立大学の千谷利三先生、衆議院議員の福井 勇先生、大阪大学の伏見康

治先生、東京教育大学の藤岡由夫先生、日本理化工業の門奈五兵さん、それに科学研究所

の山崎文雄さん。以上 15人とありますが、この中で元気で活躍 しておられるのは神原さん

以外では伏見先生ですな。後は私が存じ上げるのはおおかた ――。

神原:門奈さんは亡くなったのですか。

島村 :門奈さんはお元気かどうか知らんけど。門奈五兵さんは面白い、ひょうきんな人で、

日本理化工業、液体酸素製造の会社です。まだ生きておられる方があれば失礼だけれども、

もう大山先生だって駒形さんだって佐々木さんだって。杉本さんもとっくに亡くなられて。

神原:その中じゃ、私が一番若かったですから。 (笑い)

島村:藤岡さん、山崎さんも、皆亡くなられたでしょう。私もご無沙汰してるけど、神原さ

んに昔の話をしていただこうと思いまして。ことに、最近のことじやなくて、私も忘れて

るような昔の話をしていただくとありがたいと思うんですが。前に島 史朗さん (日 立製作

所、動力炉・核燃料開発事業団)に も伺ったように、神原さんと原子力とのとっつきは、

どういうことから始まったのか、いつ頃どういうことで。大学でのご専門は物理でしょう。

神原 :私は大学出たのが 1937年です。東大の物理出まして、日立製作所に、当時日立研究

所ってありまして、そこへ入ったわけです。日立研究所も、実は 34年に研究所になったば

かりで、割に新 しい組織だったもんですから、日頃やつてることはもう事故対策とか、あ

るいは製品の試験みたいなことがほとんどなんですけれども、新 しい研究所なもんですか

ら、皆何か新しいことをやろうつてい う気風がありまして。まあそういった中へ私は入つ

たんですが、やつてた仕事はつまらんことばかりです。

私が入つたのは、放電研究室といって電気の高圧実験をしてるとこですから、放電の基礎

現象みたいのをやつてみようと思いまして。それから、質量分析計の研究なんかを、39年
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頃から始めておったんです。39年は、例のオットー・ハーンが最初にウラン 235が核分裂

を起こすってことを見つけて、それがフィジカル レビューに出た年なんです。それで、40

年くらいにはそれの連鎖反応が可能 じゃないかっていうような話もあったりした。

日立製作所自体がエネルギーの変換機器をつくってる会社ですから、将来必ず問題になる

んじゃないかって、物理屋仲間ではよくそ ういう議論をしとつたところへ、島さんが 41年
に入社 して来ました。僕らの研究室に入ってきて、一緒に何かやってみようじゃないかっ

ていうので、熱拡散法でアイソトープを分ける研究をしてみようってわけで、白金線を集

めたりいろんなことしてみたんですが、そのうち戦争になって実際はもう何もできないで、

白金線とかいろんなもの集めただけで終わりになりまして。私なんかもその当時の真空管

の研究だとか、戦時研究みたいなことを手伝わされて、終戦になってしまったわけです。

それから、戦後の困難な時に蛍光灯をやったりいろんなことをや りましたけれども、質量

分析計の研究も再開しまして、質量分析計の製品が出たのは 1950年が最初ぐらいです。そ

の頃に、質量分析計の懇談会つてのが、まだ学会なんかもできてない頃で、懇談会があり

まして。阪大の教授だった千谷利三先生が委員長で、あと科研の杉本朝雄さんとか、この

あと核研の所長になった野中さんも委員でした。それから阪大の質量分析計の緒方惟一さ

んとか、加速器 とか、将来原子力に関係のあるような方が割に多くいまして。それで質量

分析計の委員会で大分そういう人と知 り合いになったのが一つあります。

その当時はまだ原子力の研究は禁上になつてお りましたから、そういう文献も入つてこな
いもんですから、次何かやろうってわけで、ちょうど加速器屋さんが多いもんですから、

私も加速器をやろうってわけで、メーカーで役に立ちそうなのはベータ トロンだから、ベ

ータ トロンをつくろうつてわけで、51年ごろから始めまして。54年ごろには 18Mevく ら

いの、鉄板でも 50cmく らい X線を透過するようなベータ トロンをつくったんです。

51年の秋には対 日平和条約が調印されて、52年 4月 に発効して、原子力の研究が解禁にな

つた。52年の秋頃には、丸善にもそういった関係の文献が入るようになった。私は、グラ
ス トン・エ ドランドの The Elements ofNuchar ReactOr TheOryっ て本を買ってきて、そ

れしかなかったもんですから、それを一生懸命読んだのが 52年の年末頃。それから、いよ
いよ勉強始めたわけです。53年頃には人も少し増えまして。今原子力やつてる人間、例え

ばこの前 日本原子力研究所の理事になった朝岡卓見くんなんかも、ちょうどその頃日立研

究所に入って来るんです。 日立に入って、僕が原研に行く時一緒に連れていった。それか

ら亡くなった寺澤昌一くんとか原工試のリーダーしてた太組健児とか、そ ういうのが丁度

その頃に何人か入って来たんです。その うち原研に行った男もおるし、いろんな人がおる

わけですが、割に原子力の人が増えてきた。原子力って息が長いから、人を育てていくこ

とを相当中心にやらんと駄 目だろうという気でおったもんですから、人を入れると同時に

原子力研究所なんかにもどんどん出していこうと、そういうことやってぉったゎけです。
それから、54年が中曽根さんなんかの例の 2億 3千 5百万円の原子力予算、伏見康治さん

なんかを中心とした学術会議での三原則、民主・ 自主・公開が謳われるとか、53年から54
年にかけては非常に騒がしい時代だったわけです。54年には私も幾つかの会合に委員とし

て出たこともありますが、日本の原子力の研究をどうするかということで、それと大学に

置くべきかどうかつていうような議論がいろいろあったように記憶してるんです。先程申
し上げた朝岡さんや寺澤さんは理論物理屋さんでして。原子炉の設計の研究をしてもらっ
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てたんですが、最初の報告が、天然ウラン重水炉の設計の計算したり、社内の報告は 54年

ぐらいに一応書きましたり。そのうち、54年から55年にかけて通産省からお金を学術振興

会経由で貰って、振興会の中に原子炉設計委員会ができまして。杉本さんが委員長で武田

榮一さんが副委員長で、あとメーカーの人が出て。それの報告が確か 55年から 56年頃に

出版されている。国内はそういった状況であったわけです。

もう一方では、とにかく海外の状況を調べようってことで、調査団が行 くようになるわけ

です。54年のクリスマス・イヴに羽田を出発 して、先程おっしゃられた 15人が出かけてい

つたわけですが、その中に原子炉関係の人はだいたい物理屋が多いんです。それから、そ

の当時日本では天然ウラン重水炉ってことがいつも頭にあつて、最初国産でやるとすれば

天然ウラン重水炉だってことであったもんですから、千谷先生とか大山義年先生なんか化

学屋さん、それからウラン関係で小川先生とか佐藤さん。それから重水の方では昭和電工

とかそういった会社の方がいる。そういう構成で出かけたわけです。

そして参 りましたのが、最初がイタリーから始まりまして、イタリーでは政府関係以外に

チーゼつていう原子力関係の機関がミラノにありまして、そこへ行きまして、向こうの状

況を聞く。イタリーも当時はまだ原子炉持っておりませんから、計画とかそ ういった話だ

けだつたんですが、チーゼって一応国の中心になるような機関はできておったわけです。

それからスイスヘ行って、スイスでは大学とか BBC(ブラウンボベ リ社)へ行ったりした

んですが。実はブラウンボベ リでは、私がやってたベータ トロンなんかやったウィデレー

という男がいまして。僕がそ ういうところに行って見たいと言って行ったりしたんです。
それからパ リヘ行って、サクレーの研究所ではじめて天然ウラン重水炉、そ う大きくあり

ませんが熱出力 2000キ ロワットぐらいで動かしてた原子炉を見せてもらつたりして。パ リ
の空港に着いた時に、新聞記者がパッとやって来まして、お前は原子力のあれに来たそ う

だけど、そのカバンの中に原子爆弾でも入つてるのかと。 (笑い)冗談を言われてびっくり

したことを、今でも思い出します。そんな時代で、パ リはサクレーとかそ ういつたのを中

心に、研究所見て回って。

村島:それで思い出しましたが、私が 1954年末に経済審議庁に転勤になって、次官に挨拶
に行ったところが、その次官室から出て来たのが佐々木義武計画部長さんです。佐々木さ
んは、原子力調査団でこれからヨーロッパ行くという挨拶に行っておられた。だから私と

すれ違いでしたけど。だから、佐々木さんは、少 し遅れて出たかもしれません。

神原 :遅れるどころか、パ リで落ち合ったんです。佐々木さんが駅に来るから頼むぞってわ

けで、朝早く駅に迎えに行ったのを覚えてます。

それからベルギー・ オランダを経て、それからスウェーデン.ス ウェーデンではス トック
ホルムの町の近くの、あそこは地盤が岩ばかりのとこですが、そこの地下に確か SLEEPっ
て略称の原子炉が、あまり動いてないもんだからスリープ (眠つている)つ て冗談言われ
て、スウェーデンの Sがついたスリープという天然ウラン重水炉が動いてたんですが。そ
れからノルウェーに行って、オスロの近くのシェラーつてところに、ノルウェーとオラン

ダが共同でやってる研究所がありまして。そこにt大 した大きさではなかったですが、300
キロワットくらいのやはり天然ウラン重水炉 (JEEPガ Oint Estabhshment Ettenmentd
P■)が動いてる。フランスあたりでは、外側をスーッと案内してくれるだけで、あまりよ
く見せてくれんわけです。ところが、ノル ウェーのシェラーでは、もうどこでも見なさい

-170-



というわけで、非常によく見せてくれまして。研究所の中とか原子炉も全部見せてもらい
ましたけど。そこの所長のランダースさんが、丁度国連の関係のことをやっておられまし
て、その人に非常によく見せてもらつたことを、今でも覚えております。
ところが、ベルギーの大使館に寄った時にもらった新聞が、大分皆の話題になつたんです。
英国の赤新聞つていいますか、それに日本のいろんなことが書いてある。その中に clever
and tiny JapaneSe SCientistsが原子力の秘密を盗みに来るっていうことが載っておりまし
て。 (笑い)皆で一体どうしたものかと、大使館の人からも慎重に行動してくれって言われ
るし。そのイエローペーパーですか、誰がそれを持つて帰ったか、僕も知らないんですが。
これは、英国はなかなか対日感情は難しいんじゃないかなというような気でいたゎけです。
それで、オスロから英国、ロンドンに渡るわけなんですが、ォスロでは霧が濃くて飛行機
がまず向こうから来なくなってしまいまして、ロンドン行けなくなったわけです。一日か
二日待つて、これじやだめだからっていうんで、汽車でコペンハーゲンまでずっと、8時間
くらい掛かって行きまして、そこへ行つてやつと飛行機に乗れたわけです。
そこで、伏見先生が英国に渡る予定が、ヴィザの関係で渡れなくなりまして。伏見先生は
民主主義科学者連盟の副会長をなさつてたんです。だからアメリカは、はじめから入れな
いんですけど、イギリスの方も入れなくなりまして。それから、山崎さんはョーロッパだ
けで、帰 りにイン ドとか回って帰るっていうんで、一緒にそこで別れることになって。
そこで、伏見先生と山崎さんが藤岡さん―行と別れる時に皆で集まって、今まで見たこと
の感想をまとめとこうじゃないかと。どつかに載つてるんじゃないかと思 うんですが、大
体覚えてるのは、どこの国でも原子力全体を統合するような、丁度原子力局みたいなもの
があるから、何かそういぅ格好でや らなきゃいけないのじゃないか。炉型は、これから始
める国は天然ウラン重水炉、その頃は濃縮ウランの話がまだ何も無い頃ですから、天然ウ
ラン使ったら重水炉になつて、そして 1万キロワットぐらいをまず最初の研究炉の目標に
しておるから、だいたいそれがいいんじゃないかとか。それから、その当時いろいろ皆の
議論に出たのは、政府の予算は単年度予算だが、原子力は実用になるのは後 10年や 20年
かかるんだから、もつと長期の計画の予算にしてもらうべきじゃないかとか、いろいろ意
見がありまして。それから、国際協力ってことはどこも非常にうまくやって、たとえばォ
ランダなんかノル ウェーと一緒に共同して研究所を持つてる。その以外のところも互いに
連絡をとつているから、欧州つて特別の事情もあるのかもしれませんが、日本が孤立しないように、国際協力つてものを考えなきやいけないのじゃないかとか。それから放射線の
問題が色々あるけれども、研究炉の段階で見てるところじゃ、我々も割に簡単に案内して
くれたりなんかして、取 り扱いさえ注意すれば放射線障害の問題は心配せんでも、管理さ
えちゃんとすればいいんじゃなかろうかとか。そんな幾つかの皆から出た意見を書いて記
録に留めて、それからロン ドンに渡つたわけなんです。
ロン ドンで空港に着きまして、降りまして私は一番前を歩いてたんです。そして、パスポ~ト チエックのところへ行つて、お前何 しに来たかって言 うから、こちらの atomic energy
の studyに 来たと言ったとたんに、他の皆もそ うかってぃぅゎけです。ぃゃ皆atOmic ener野
関係の studyに来たんだと。それで皆別室に全部入れ られまして。こぅぃぅのを通すか通さんかとぃ う問題になって。ぃゃ、英国は先程言ったょぅに非常に日本に、やっぱり大東
亜戦争でずいボん英国は酷い日にあってますから。それでだろうと思 うんですが、感情は
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必ず しもよくなかったのが、新間に書いてある通 りだつたんです。まあ 1～2時間待たされ

て、そのうちおそらく向こうのしかるべきところと連絡 して、OKと いうことになって、我々

を通 してくれた。英国の税関はうるさいなんて言ってたけど、もう 2時間も待たされたか

ら、そのままフリーパスでバス乗ってすっと行っちやったんです。

それからハーウエルの研究所に行ったんですが、ハーウエルでも英国は非常に意気があが

ってたような気がしました。他のヨーロッパの、フランスとかあるいはそれ以外の研究所

の原子力の研究に比べて、英国は非常に自信を持って、グラファイ ト発電炉の開発を進め、

建設を始めてたんじゃないかと思います。非常にはつきりしてた。ただし、案内してくれ

るのはさ―っと通るだけですから、ほとんど何も、グラファイ ト炉の横をスーッと通すだ

けで。話はまあいろいろしてくれました。

それから英国に何 日かいて、カナダに行ったわけですが、カナダのチョークリバーの研究

所では、割に大きな重水減速軽水冷却の炉がありまして、少 し前の 1952年 12月 に事故を

起こした原子炉で、NRXって言いましたかな。あれは当時としては割に大きな原子炉 (熱

出力 3万 kw)だつたと思いましたが。燃料管に穴が開いたり冷却水の管に穴が開いたりし

て、燃料が破損して放射性物質が 1万何千キュリーか出た話とか、それをどうやつて処置

したかとか (54年 2月 運転再開)、 そんな話をいろいろ聞かせてもらったわけです。

それからアメリカに行ったんですが、アメリカは英国なんかに比べてまるっきり違 うくら

い友好的でして。アメリカは戦勝国であったから、英国も戦勝国には違いないんですが、

アメリカの方が非常に、そ ういう意味では意気が上がってたんでしょう。街歩いて行って

エスカレーターに乗るつていっても、向こうが先に Go aheadと か言って通してくれるんで

す。私なんて初めて外国行ったものだから、ちよこちよこしてると、アメリカ人の方がむ

しろ譲ってくれる。非常に紳士的に扱つてくれて。

木村 繁さん (朝 日新聞記者)の書いた原研 1号炉の本 (「原子の火燃ゆ」1982年 9月 )の 中に

も書いてありますが、藤岡さんが、オークリッジかどっかの晩餐の席で、「アメリカに来て

ヨーロッパにないものが三つある」つて名演説ぶちまして。その一つが水だってい うんで

す。 ヨーロッパは水が、ミネラルウォーターでなかなかないが、アメリカはもう水をがぶ

がぶ。もう一つはマッチです。マッチがヨーロッパでは不自由で、買わないといかんです

が、アメリカならいくらでもくれる。それから二つ目が友情だって話をして。 (笑い)え ら

い拍手喝采を浴びて。僕も非常にうまい演説するなと思ったんですが、そ うい う話をした。

アメリカでは、ブルックヘブンから始まって、シカゴのアルゴンヌ、それからオークリッ

ジと国立研究所をずっと見せてもらいましたし、それから大学も 2～ 3見せてもらって。

私よくわからないのは、アメリカが濃縮ウランを U・235で 6キ ログラムずつ各国に貸与す

るって話は、いつ頃日本に来たんでしょうか。行つてる時はどうも、ああいう濃縮ウラン

を貸すって話が、ほとんどなかったような気がするんです。55年の 6月 頃に日本は協定に

仮調印してると思 うんですけど。ちょうど調査団が帰つてくるのは 3月 の末でしょう。

島村 :ち よっと口挟みますけども、アメリカから外務省に来てたんです (1955年 1月 11日

付在 日米国大使館口上書による日本政府への申し入れ )。 外務省が握 りつボ してたんです。

神原 :あ あそうですか。ですから我々も、行った時は天然ウランを使 うと言 う前提で、天然
ウランを使 うとしたら、ウランも少なくて済むのは重水炉 しかない。だから重水の専門の

人たちが相当大勢おられる。それからウランと、それから原子炉、それから放射能関係、
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とそ ういう格好で行ったんです。 ところが、調査団が帰ったあとで、平和利用に使 う国に

対して、アメリカが濃縮ウランを 6キ ログラムずつ貸与するという話が出たとたんに、日

本の方針がその辺で変わってくるわけですね。

第一回原子力海外調査団は、一応今言った 3月 の末に、東京に帰って来まして。私はちょ

っと遅れて帰ってきたもんですから、帰ってすぐの状況は一つも知らないんですが。私は、

GEと かベータ トロン関係の人とか質量分析計の向こうの先生なんかに会 うために、10日

くらい遅れて四月半ごろに帰ったんですが。それからしばらくして、日本の原子炉として

濃縮ウランをどう使 うかという話があって、一番問題だったのが、その当時濃縮ウランを

使った研究炉ってい うと、一つは溶液型のウォーターボイラー型、もうひとつはMTR型の

燃料、人橋せんべいみたいな燃料板を何枚か四角の枠に入れた燃料を使った原子炉、どち

らにするかっていう問題になったんですが。

ちようど日本の学術会議で、伏見先生なんかの提唱した民主・ 自主・公開の三原則を一応

政府が認めるようになりまして。それで燃料に秘密があるから、それをどうするかつてこ

とで、ジュネープ会議で燃料の製作その他のことが公開になるだろうから、その時に考え

るということで決定を後に延ばしちゃうんです。

55年の 8月 8日 から 20日 までジュネーブ会議が開催されることになり、私もそれに行く

ことになりました。同じ飛行機には、中曽根さんや代議士の方が 4人いたんですが。そし

て、国際会議だから沢山の人が参加 してまして、2週間にわたつていろんな報告がある、そ

れを分担 して報告をしろと。ついては、お前は原子炉のエンジニアリングのことをまとめ

てくれ、フィジックスの方は武田榮一さんがやると分担が決まりまして。毎日毎日こんな
に研究報告書を貰つてくるわけです。ワーッと出る報告書が、全部が全部口頭報告される

わけじゃないけど、次から次にこんなにたまっちゃって、これ帰るまでにどうやってまと
めたらいいのかなと思って、毎晩遅くまで報告書を読んだのを覚えてますけど。
ジュネーブ会議では、一番あの時に印象に残ったのは幾つかあるんですが、その一つは、
今問題になつているチェルノブイ リ型原子力発電所の 1号炉の発表が、ソ連からあったわ

けです。ちょうど前の年、54年から動き出してるんです。熱出力が 3万キロで電力 5千キ
ロワット、これはもうある程度の原子力発電所です。発電所を発表したのはソ連だけなん
です。他はプロトタイプみたいなものの話で、発電をちょっと何十キロワットとかしたっ
ていうのはあるんですが、5千キロのソ連の発表つてのは、黒鉛減速で軽水冷却の、チェル
ノブイリと同じ型です。もちろんその後 うんと改良はされてると思いますけど、大体現在
と同じような原子炉になつて。それからもう一つ非常に印象に残つてるのは、閉会の辞で、
イン ド人の議長、あれはバーバーっていったですか、ぁの話です。要するに核融合が完成
すると、人類は永久にエネルギーの問題から開放されるであろう、とこう結びまして。皆
がワーッと拍手になって、会場のあれだけは非常に印象に残ったものでした。
私はジュネーブ会議から9月 の初めに帰つてきたんですが、すぐあと (9月 の 9日 )に通産
省が 1号炉はウォーターボイラーとこう決めるわけです。それから原研設立の準備がいろ
いろあって、東京電力の久布白兼致さんが、日本工業クラブの一番上の階に、原研の前身
の財団法人の準備会をつくりまして。財団法人になるのは 55年 11月 30日 ですね。私も手
伝ってくれって言われまして、すぐ何人かで手伝いに行きました。久布白さんは常駐でそ
こにお りまして、物の手配とかいろいろしてたと思います。僕なんかも行って、たとえば
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部屋をどうするとか、建物をどこでどうするとか、研究設備をどうするとかいろんな問題

の手伝いを少し頼まれて。私はその次の年、56年の 1月 1日 付けで辞令をいただきまして、

原研に日立から出向するという形で行ったわけです。

行くときに、社長の倉田主税さんがちょっと来いうので行きましたら、内輪の話ですが、

倉田さんが、将来やっばり日立も何かや らないといけないんだから、将来帰ってこいって

わけです。行く以上は 5年 ぐらいないと一仕事できませんよというと、いや 5年経っても

いいって言うんです。結局僕は 6年数ヶ月原研にいたわけですが。それから 56年 6月 15

日に財団法人から特殊法人になります。私も特殊法人の方の所員になったわけですが。原

子炉開発部は杉本さんが部長で、私がその下でまとめる役で。杉本さんがだいたい国産 1

号炉の天然ウラン重水炉をやる。私は早く人をつくる役で、とにかく人をつくらんと、人

が一人もいない状態で。あの当時は旧東電ビルに本部がありまして。

募集 したから人がダーッと来る。副理事長の駒形さんと一緒に面接 して、あなたこれとこ

れを担当、すぐに明日から東海村に行ってくれって。東海村の研究所には、専門家はまだ
一人もいないんですから。メーカーから何人か、日立からも私を入れて 3人 くらい出向し

ました。それから三菱さんも東芝さんからもそれぞれ 2～3人ずつ来られて。後に原研副理
事長をや られた天野 昇さんも東芝から来られました。皆出身会社のことなんか別にして、
いろいろやろうってわけで、相当人が集まつたんですが、なんといったってわずかで、原
子炉の方をやるつていったって、人がいない。

1号炉、2号炉は濃縮ウランでやると決まつて、これはアメリカから買 うことになるわけで、
アメリカから買うとしても運転員がいない、建設の人もいない。それで平田賞穂氏かな、
あれは 1号炉担当で入つたんですが、本部におって、いろんな部品とか材料で困るものを
調達したり、それから皆の出張の世話をしたりするのに、君残ってやってくれってわけで。
(笑い)そ ういうことゃつてもらってた。あの頃入つた人は、皆それぞれに成長して。

島村:財団法人時代だと、原子炉つていうもの見たことのある人も、何人いるかっていうく
らいだったでしょう。

神原:そ うですねえ。調査団で行つた人達は、各国で原子炉を見せてもらつたんです。それ
からジュネーブ会議に行きましたら、アメリカが実際の原子炉、スイミング・プールの小
さい奴を、展示してたんです。我々日本のグループが行くと、割に好意的で、動かさせて
あげますと。それで藤岡先生がボタンを押して、原子炉を起動したり止めたりしたんです。
そういうことは確かあったんですが、原子炉の運転とはどんなものか、チェレンコフ放射
の青白い光はどんなもんだとか。そんなのは皆あまり見たこともありませんし、来てる人
も全然何にも知らないですから。それからトレーニングする格好になって。
財団法人原子力研究所理事長の石川一郎さんは、56年 1月 から原子力委員会委員長代理に
なられたんですが、原子炉やるなんて人は大いに優遇せにゃいかん、いい処遇 してやるん
だ、そのために特殊法人にするんだというのが石川さんの一番の謳い文句で、56年の6月
に特殊法人になつたんですが。それから、東海村に原子力研究所の敷地が決まったのが、
56年の 3月 ぐらいですね。

村上:4月 6日 です (56年 4月 6日 原子力委員会決定)。

神原:そ うかもしれません。僕が 56年 3月 にアメリカヘ 1号炉、2号炉のことで杉本さんと
一緒に行つてましたら、駒形先生から電話がありまして。東海村に大体決まったよって話
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を受けたのが 3月 末か 4月 はじめ。それでああもう敷地も決まったかということで。

原子炉の契約では、 1号炉のウォーターボイラーは、サーマルコラム (熱中性子取 り出し

黒鉛柱)の上に、天然ウラン重水炉のための実験をするエクスポネンシャル・ リアクター

(指数関数炉)を置くとい う設計に変えてたもんですから。杉本さんも一緒に下打ち合わ

せをして、大体これでいいということを決めて、その後で本部で契約書にサインになった

ということです。それでノースアメリカン(NorthAme五canAviatioD社 に決まりまして。

それからその年の 8月 から建物の建設が始まったわけです。そして原子炉が動いたのが次

の年の 8月 ですから丁度 1年。1年で建物をつくって、原子炉を入れて動かすってことは、

今でもちょっと大変だろうと思います。あの当時は、何とか早くしないと、こんなに日本

が遅れてるんじゃだめだとい うわけで、皆やつてる人も一生懸命でした。僕なんか、次の

日曜はあれがあって出れないけど、お前出てこれだけやっとけってやるわけですから。

担当研究員に、松本元― 「げんさん」つて うるさいのがいたでしょ。ああい う男も、何ヶ

月も地下の炉室に入つてやつてるわけです。僕はよく「げんさん」から、「あなたはねえ、

人の嫌なことを顔色変えずに言いますね」 (笑い)なんて言われたこともあるんだけど。そ

れでもあの頃は、皆必死になつてやつてくれた。とにかく、建物の一階くらいまでコンク

リー トを打ったのが年末です。それから向こうの部品が最初に到着するのが 56年の 11月 、

57年の 3月 には主要部品の現地搬入が終わり、5月 には組み立てが完了し、8月 臨界って

いうわけで。その頃は、今みたいにこうい う空調が全然ないもんですから、制御室だけは

空調入れようつてことになったんですが、空調のないところで部品の試験をする。

その頃は人も大分採って、 1号炉だけで 20人くらいおったと思 うんですが、それが 2号炉

の方の準備のこともあるから、なるべく沢山採って 1号炉に持って行かないといかん。そ

れでもう7月 頃には制御室の大将に、皆から「だんな」と呼ばれた庄司 務さんがいまして。

その下に、東北大の旧制大学院を卒業して入つたばかりの苫米地 顕くんがいて。彼は今原

研で、核融合の那珂研究所の所長をしています。あれもその頃育っていった男です。さっ

きの平田くんもそ うですが。そ ういった人が、米国から来た人が全体の進捗を見るところ

と、それと制御室の関係のところと、そういうところに張り付いていた。

制御室関係は、向こうからいろいろ指示があって、こっちがテス トしていくわけですが、

やつてるとリレー (relay:継電器)が湿気でぼんぽんパンクするんです。壊れました、ど

うしますかって持ってくる。見ると、100ボル トにしては極めてお粗末な絶縁がしてあるん

です。ロサンゼルスは乾燥 してるから、あれでもつんですかねえ。ぼくもそれはしょうが

ない、どうしようかと思って一番困って、米側にリレーがどうしたこうしたって言 うと、

また遅れますわねえ。もうこれ以上遅らすわけにいかんから、今ならとても規制当局が OK
してくれんでしょうが、神田のジャンク屋に行って、電話用のリレー買って来いと。あれ

は 40ボル トか 50ボル トだけども、日本の奴は loOボル トは絶対もつっていうんで。

そのうち苫米地くんが、パラフィンで煮るともちますよっていうんで、じゃあひとつ リレ

ーを全部パラフィンで処理 しようつてわけで、処理 したりしまして。[苫米地 顕氏の回顧 :

6月 の梅雨時になって、10数個あるリレーの 1個が故障した。神田に行って電話器用の直

流 リレーなどが代用になるかと探 したが、適当なものが無かった。米国の担当者の了解を

得てリレーを分解 し、中性子遮蔽用のパラフィンを溶かしてそのコイルを絶縁処理 し、測

定したら大丈夫だったので、残 りも全部 1週間くらい掛けて処理した。学生時代にリレー
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の権威である真野国夫教授の指導を受けていたのが、大いに役立った。]

それから有名になった、燃料を溶かしたときの異変というのがあつて。アメリカから燃料

の細かい粉が筒に入つて、5月 に東海村に着いたわけですが。まあそれも最初ですから、横

浜から東海村まで、警察の自動車が前後を警戒して、東海村に来まして。開けてみると、

黄色い粉がいっぱい詰まってるんです。それを溶かして硫酸ウラニル溶液をつくった。木

村健二郎先生が化学部長をされておりまして、木村先生が指導してやるってことになって、

本物で失敗したら困るから、まず普通の天然ウランの硫酸ウラニル溶液をつくつてみたら、

きれいなオレンジ色の溶液になるわけです。これなら大丈夫ですって。それで、硫酸ウラ

ニル溶液の本物をやろうつて、やつたわけです。

まず困ったのが、蓋開けると粉がパーッと飛ぶんです。AEC(米国原子力委員会)か ら来

た書類の中には、もうミリグラムのコンマくらいまで、何グラムでどうしたつてこと書か

ないといけないような表が来とるわけです。粉を移すだけでパーッと飛んじゃうわけです

よ。それで保健物理班が、もうビニールを全部やって、皆マスクは勿論 して、汚染されな

いようにちゃんとして、保物の人も一生懸命やってくれまして。

それからそれを溶かそうと。それで見てると面白い、あれ吸湿性がありますから、放って

おくと重さが上がっていくんです。こうやると飛ボわけです。いや、こんな話を今しても

いいんだろうと思うんですが、これなら大丈夫じゃないか、置いときゃ重くなるよと。水

が入るんだけどわからんでしょう。何パーセントなんて、そんな比率計るもの何も無いん

ですから。まあなるべく乾燥した中で、なるべく重さが変わらないようにして、粉が飛ば

ないようにして溶かしたわけです。その溶かす役の中に、化学屋さんの原 謹之助くんなん

かも入ってたんです。彼は今セイコー電子工業の社長してます。ところが、溶かしたら真

っ黒なんです。真っ黒になっちゃって。どうしたもんでしょうかというわけで。

あの当時何かあるのかつて、新聞記者が常に駐在してるわけです。原子炉を組み立てる途

中でも、鉛のプロックが大きくて溝にはまらないので、日立工場に持って行って切っても

らったら、もう三段抜きか四段抜きぐらいで、原子炉不良部品到着とか何とかワーッと書

く時代ですから、あんな真っ黒になったのが出たら大変なことになる。また新聞記者がち

ゃんと知ってまして。河上って読売の新聞記者で、割にもののよくわかるのがいて、後に

小説家になりました、三好 徹だったかな、今割りに有名な人になってますよ。あの人が何

かあるって言 うから、どうしてだというと、何か便所で研究員が話をしてた。便所は一階

にしかないんで、地下の炉室の人も皆行くから、どうしたこうしたつてやつてるのを開い

ちゃうわけです。何かあるつて言うから、いや、あなた方に言うとまた新聞一面に何か書

くだろうって言うたら、他の社が書かなかったら、書きませんというんです。じゃあ話す

けど、実はこういう風になって困ってて、今対策としてどうするか考えているんだと。

調べると、燃料粉末中に黒い粉があるっていうことがわかったんです。黄色い中に黒い粉

がある。これをフィルターで濾せばいいんじゃないかっていうんで、普通の濾紙で濾して

みたわけです。そしたら黄色くきれいになるんです。ところが濾紙で濾すと、回収できな

いもんですから、ウランがうんと損になるでしょう。どうするかというんで、グラスウー

ルをつめた、ナンバー4と か5と かいうフィルターが要る、うんとこまかい穴でないと取

れんもんですから。東京中探して回って三つか四つしかないんで、それじゃ全部濾せない。

それで直接大使館に言ってもらつて、アメリカの方でフィルターを持ってきてもらうこと
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になったんです。ウランの燃料の立会い官が、フィルターを至急何個か持ってきてもらう

こと頼んで、それで濾すと、そういう対策を工夫してたわけなんです。

新聞記者が、次々やってくるんです。何かあるでしょうっていうんで、いや何もないです

よ。いや、読売の様子がおかしいつて言われて。 (笑い)いや、あなたはまた何か書くだろ

うって言ったら、いやほかの社が書かなければ書きません。やっばり新聞記者は、お互い

に競争ですから、皆が書かなかったら書かんで済むんですね。そういう話で、何も知らし

てないと、どっかで聞いたとたんにうんと書かれますから、対策もできてるから心配はな

いと話をして。燃料粉末の中には、パラオキサイ ドかなんかの黒いのが入ってるが、これ

は微量であるつて話をして、一応おさめといたんです。そしたら、中の新聞記者が一人(今

井隆吉)、 東海村から出たと言わなければいいですかとこういう。そうならいいって、その

新聞にちょつと載るんです。それはほんのちょっとしか載ってないんです。

これは後日談がありまして。木村先生が、それから後デンマークかどっかの研究所に行っ

て原子炉見たときに、燃料が真っ黒になった話を聞いた。それは俺の方も同じだってわけ

で、その経験を話したそうです。むこうは溶かしてる時に真っ黒になって困ってるって話

を開いたんで。 [向坊 隆氏の回顧 :在米大使館の科学アタッシェ時代に、米国原子力委員

会から、日本に貸与する濃縮ウランの工場検査に立ち会うよう要請されて、マリンクロッ

トの工場に行つたところ、鉄の管に濃縮度の違 うウランの粉末を入れて、均一化するため

に管を足で蹴って床の上で転がしていた。あれでは鉄の錆が混じるのは当然だよ。

ですからあの時はそういう問題とか、それからいま一つ、水の問題で非常に苦労した。 1

号炉の話は、丁度 25周年の時に、原さんとか建設の能見英彦さんとか、皆で集まってどう

いう問題があったか、正式の報告には何も書いてないっていう話が出て。もう25年も経っ

てるから裏話を書き残して、本にしようじゃないかと。じゃどうするんだ、皆が書いてそ

れを印刷するか。そういうんなら、費用をどっかから出してもらってやってもいいけれど、

それじゃ読む人が一人もいないよという話をしたら、誰かに書いてもらおうっていうこと

になって。それで、朝日新聞の木村 繁さんが非常に熱心なので、木村さんに話して、木村

さんもぜひ自分が書きたいからって言うんで、皆が資料と話題を提供して、私も知らない

ようなことまで皆から聞いて、「原子の火燃ゆ」をお書きになったわけです。

それから、1号炉が臨界になるやならずぐらいの 8・月に、2号炉の建設がもう一方で始まる

わけです。1号炉の時は水で非常に困ったわけですが、2号炉の時は、いくら掘っても水が

もう出てこないんです。それでも建物の方は割に順調に進んだんですが、2号炉で一番問題

だつたのは、原子炉の契約をするっていう段階の時に、特に材料研究部門が、10の 14乗の

中性子のフラックス (中性子東)が どうしても欲しいって言い出したんです。そうでない

と材料試験に時間ばかり掛かるからって。そうすると熱出力 1万キロワットぐらいの原子

炉でないと、なかなか 10の 14乗のフラックスが取れないのじゃないかと。

それから、濃縮ウランは 1号炉で 2キ ロ近く (U‐235量で約 1.3kg)使 ってますから、残

りはもう 4キ ロぐらいしかない。だからその量では減速材に軽水は使えない、重水でない

といかん。そうするとアルゴンヌの CP-5タイプをつくらないといかんということになっ

て。まあ CP-5はその当時 lo00キ ロワットでしか動いてないんです。それを 1万キロに

しないといけない。そこで、仕様は一応 1万キロワットと言うことで、10の 14乗のフラ

ックスを保証してくれって格好で、仕様書を出したわけです。
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アメリカの GEと かノースアメリカンとか、ACF、 AMFつていう会社が、CP-5タ イプを

つくってたんですが。はじめは、AMF(Ame五can Machine and Foundry社 )と GEと ノ

ースアメリカンと、三社が見積もり出したと思うんですが、そのうちノースアメリカンは

値段も高かったし、もう1号炉やってるから、2号炉は違 うところがいいんじゃあないかと

か。一番安いのは劇MFだ と。おまけに GEは、5千キロしか保証しないっていうんです。

それで GEも落ちまして、AMFに決まって、AMFのサブ・コン トラクターに三菱グルー

プがやるつていう風に決まったんですが。AMFの会社をその前に見に行ってお りまして。

これはたばこの機械の会社なんです。原子炉なんてい うのは、初めて手掛ける。アメリカ

はちょうどあの頃原子炉というのがブームになりまして。ACFなんかもAme五can Car and

Foundryで しよう。だから carを 、客車とかああいうものつくつてるそ ういう会社が、原

子炉の専門家をバッと雇い入れて、研究炉の売 り込みを始めたわけです。

村上:ボ ウリング(bOwlin」の会社で。

神原 :そ うそう、岬 はボウリングもやるんです。ちょうどAMFに契約が決まってから、

仕様の打ち合わせに行ったわけです。そしたら、担当者がボウリング場に連れてってくれ

まして。まだ日本ではボウリングが入つてない時ですから、ボウリングってこうやるつて、

そういうこと教わつたりしたんですが。

ウェスチングはその時応募 しなかったんですが、GEと かそういうちゃんとしたメーカーだ

ったら非常に安心だったんですけど、とにかくAMFに決まって大変なことになったなって

皆思ったわけです。松本 「げんさん」は仕様とか厳重にやるほうだから、「げんさん」風に

仕様をピシッと整理させて、 1号炉、2号炉をやってもらいまして。とにかくAMFに決ま

ったのは大変だよということになって。まず契約書をかっちり見ようってわけで、契約書

を原研の法律の顧間の先生に来てもらって、見てもらったんです。我々は、これとこれい

いですか、これとこれどうですか、で法律屋に見てもらつたんですが、結局、契約でいろ

いろ問題にやっばりなっちゃったんです。

一番大きい問題は、言葉の定義を全部 しとかないかんかったんです。「サイ ト (site)」 つて

言葉がありますね、「場所」。向こうは日本の si"に フィール ドエンジニアを何人供給する

と書いてあるんです。我々は、si"は東海村だとばかり思 うわけです。ところが、向こうは

日本だと。東海村と日本 じゃあ大違い。だから向こうは、下請けになつてる三菱グループ

さんとこ行って打ち合わせても、皆その人間が入るんです。そ うい う問題がありまして、

あれは後で解決するのに苦労しました。

AMFはそういう会社だから、入つた部品を厳重に見ていかないかん。だんだん建物もでき

てきて、熱交換器が入つてくるんですが。それから三菱さんから、三菱さんもあっちこっ

ちの別の会社ですから、そのグループ各社からものが入ってくる。まあこれは割に厳重に

製造・検査されてますから、お互いのつなぎ目だけかっちり見とかないといかんですが。

一番大きな問題になったのは、熱交換器が 2基入 りまして、熱出力が 1万キロですから 1

基 5000キ ロの負担で、中側のパイプのところを重水が流れて、外の所を普通の水が流れま

すから、お互いに漏れ出たら重水濃度が下がる。重水はその当時 トンあたり2200万円くら

いだったんですけど、その時のジョニ黒ウイスキーの何倍で、これは高いぞと言えば皆ピ

ンとわかる。今どういう風な値段になってるかわかりませんが、トンが 2200万 円。これが

中に数 トン入るわけですから、99.7%～ .8%の重水を、軽水を混ぜてだめにしたら大変なこ
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とになりますから。それで熱交換器の検査のエンジニアが入つて見ると、配管にクラック

がピーと入つてるんです。これはまあどっかに持っていけば直せるけど、一番びつくりし

たのは、ステンレス鋼と指定してある上蓋のボル トが、いたるところ錆びてるんです。こ

れはまあ、使 うナットじゃないからいいとは言 うものの、ちょっと変なんです。これはワ

ークマンシップが心配だなってわけで。ここにクラックがあるからどうするかつてい うこ

とで、三菱化工機に持って行って修理 してくれたわけです。

それから、全部で配管何千本かあるやつを、一つ一つヘ リウム漏洩テス トをしてくれと。

その当時は正直言つてヘ リウムテス トは、あんまりどこもやってなくつて。フレオンテス

トの方が最初 日本に入ってきて。僕は日立で質量分析計をやってたから、ヘ リウム・ リー

ク・ディテクターなんて原理からよく知つてるし、自分とこでやつてみたりしたこともあ

るわけですが。三菱化工機の方では、これ全部したら 3ヶ 月くらい掛かると。そんなに掛

かったんじゃ話 しにならないっていうんで、10曰 くらいで送 り返してもらって全部こちら

でテス トする。一週間掛けてテス トしたわけです。まず担当者は学卒で入つてきて、レベ

ルは高いですから、教えればすぐやってくれます。そ うい うのに、ヘ リウムテス トはこう

やってやるんだとトレーニングしまして。まあ佐藤くんなんか一生懸命や りまして。

村上:佐藤一男 ?

神原 :一男君だったかな。いや、一男君 じゃない。 [佐藤一男(後 に原子力安全委員会委員長)

氏の回顧 :JRR-1のヘ リウム・・リーク・デテクションは担当しましたが、JRR-2は私は

やっていません]。 とにかく僕は二週間は掛かると思つたんだけど、1週間ちょっとで全部
テス トしまして。もういたるところ漏れてるんです、管板のところ。これ じゃ話にならん
と。側 に交渉して、これや り替えてくれってことになって、皆送り返すわけです。それ
が何と、一年近く遅れるんです。その時の一年近くの遅れで、2号炉の他のいろいろの遅れ
が全部カバーされちやうわけです。組み立てとか、ほかの部品も具合悪ければ持って行っ
て直して。とにかく熱交換器がいつまでたっても返ってこないもんですから。 1lヶ 月遅れ
てるんです。それを直せつて、随分催促 して。

ですから、57年 8月 に 1号炉が動き出した時に 2号炉の建物が始まって、建物が終わった
のが 58年 9月 で。炉の本体組み立てが始まるのが 58年 4月 からで、7月 に熱交換器が来
ることになつていたんですが、それが 1lヶ 月遅れてしまうんです。それで熱交換器が来た
ときにはだいたい全部でき上がって、テス トも終わつてるもんですから、今度はいよいょ
乾燥 して重水を入れるんです。重水を入れるためには、重水が普通の水で薄くならんよう
に、熱交換器の乾燥よつぽどや らにゃいかん。むこうの仕様にも、デューポイン ト (dew
pOint:露点)が、マイナス 20度と書いてあるんです。それぐらいになれば湿気は飛んで
無いから大文夫だつて。AMFは、非常に立派な仕様書は書くんですが、それができないん
です。5月 くらいから乾燥を始めて、6月 ぐらいまでかかっても駄目なんです。太い配管で
この位で、細い配管もあるし、バルブも何百ぐらい付いてるんですが。
僕は、向こうのスカル ドって男に、もうマイナス 20度でなくていいよ、マイナス 5度でも
10度でもいいから、どこでも同じデューポィン トになれば受け取ってやるってこう言った
わけです。ところが 2ヶ 月くらい経つと、ある場所でマイナス lo度、ある場所でマイナス
5度とか 3度とかそ ういぅょぅになってきたんです。5度だったかな。まあいいところがマ
イナス lo度。僕はどっかこれは水が溜まってるつていうんで、まず怪 しいのが熱交換器だ
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から、細いパイプがいっぱいありますから、いくら拭いてもそうはいかないもんで。

そうしたらスカル ドが僕のとこへやつて来まして、お前はこの前マイナス 5度でもいいと

言って OKしておきながら、何故乾燥 したもの開けるかってわけですよ。けしからんちゅ

うわけでね。お前はチェンジマインドしたとかつてえらい文句を。だけど場所によって露

点が違 うっていうことは、その近くに水のソースがあるつていうことなんだから、これは

それを検査 しないで入れるわけにはいかない。スカル ドはもうかんかんに怒 りながら、自

分で熱交換器の蓋を開けて乾燥窒素で拭いてると、中からバーっと水が飛び出てきたわけ

です。それでスカル ドの顔にべつとりかかった。彼もそれまでうるさくぎやあぎゃあ言っ

てたのが、もうそれから何も言わんようになったんです。それで、熱交換器の径一センチ

の細いパイプ、全部で何千本かあるやつを、皆きれいに乾燥窒素で拭かして乾かしたら、

今度はデューポイン トが下がりましたから。それで重水を入れることにしたわけです。

それからが燃料問題になりまして。これは私より島村さんの方が詳しいかもしれませんが。

燃料の方は、科学技術庁原子力局が米国政府と濃縮ウランを借 り入れる交渉をして。燃料

体の加工は、AMFがメタルアンドコン トロール (Metal and ContЮl社)に発注する。そ

れで、AMFは契約書に、10メ ガワットで動くことを保証すると。保証するといっても燃料

は自分のところでつくるんでないから、スーパーバイザーとして立ち会 うということで。

そして、燃料も 6月 末には到着するだろうというわけで、もう重水も入るようになったし、

皆もうこれで動くぞと思って喜んでたら、ぼこっと返答が来まして。

少 しその前にいきさつがあったんです。燃料は、ウラン 0アル ミ合金をアル ミで被覆 した

燃料ですが、燃料に少 し表面汚染 したものがあったから、沸騰水試験をすることにした。

全体を一度沸騰水の中で 24時間テス トをすることにしようつてことになったんです。メタ
ル・ アン ド・ コントロールで全部沸騰水の中に入れて 24時間テス トすると、もう次から次
と不良品が、燃料のところに出てきたわけです。それで試験に行ってくれって話がありま
して、私が向こうに行くことになったんです。向こうでは、人橋型のこんな長い燃料板に

番号を振って、全部 X線の試験してありますから、フィルムがもう何百枚もある。それを

見るとウラン・アルミ合金のいたるところに、黒いポチポチがいっぱいぁるわけです。
これは、日本の借 りたウランは 20%の濃縮ウランですから。それとアル ミ合金をつくって、
かつウラン 235が同じ量だけ一枚に入れようとすると、90%濃縮ウランに比べてウラン量
として約 5倍 くらいになります。それ位にならんと同じくらい、ウラン 235入 らんわけで

すから。核分裂する燃料を同じ量にしようとすると、ウラン量を多くしないといかん。4.5

倍か 5倍かそういうのになる。だからウラン・アル ミ合金といいながら、ウランの多いア
ルミ合金をつくらにやいかん。だからどうしたって途中に中の硬い所があってインクルー
ジョン (爽雑物)ができてる。結局あれ どうなつたかよくわからないけど。できてるもの
が、アル ミ合金にならんウランなのかあるいは何か他のカーバイ ド (炭化物)みたいなも
のなのかってことは、確認がおそらくできなかつたんじゃないかと思 うんです。 とにかく
インクルージョンだつてコンマ何 ミリくらいの小さいものですが、それが炉を動かした時
の発熱の中心になつて、温度が上がってくると今度はまた亀裂が入るんじゃないかと。
そういうことになつて、メタル・アンド・コントロールとAMFの間に立っていろいろ両方
と折衝 したんですが、メタル・アンド・コン トロールは、こんなばかな商売はないと。我々
は言 うた通 りのことをやって、後の追加の沸騰水試験は初め契約条件に入つてなかつたん
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で、それをしたばっかりに、欠陥が出たわけです。こんなのはもうだめだ、面白くないと

こう言う。ところが、AMFの人たちと一緒に会うと黙っておとなしくなっちゃうんです。

やはり自分の上の発注主だから。僕らには、岬 の奴こんなこと言うとは怪しからんとか

言うんですけど。こちらの方は、とにかく使える燃料がないと炉が動きませんから、その

時向こうのホルツァーって男が、向こうの原子炉関係の大将で、それといろいろディスカ

ッションしたんですが、熱計算をしてくれと頼んだ。

私は、ニューヨークの宿屋にいて、そして向こうに行って熱計算を頼むわけです。こうい

う計算をしたら、何キロワットまで動かせるか、計算をしてみろと言つたんです。そした

ら計算に 4日 か 5日 かかるって言うんです。私は、しょうがないから、その間ニューヨー

クでぼや―つとしてた。 (笑い)その横のハ ドソン河で花火がぽんぼん鳴ると、フィルムを
こうやつてベッドで眺めながら。これはきれいだけどもあれは。そのうち理事長の菊池正
士先生から電話掛かって来たりして、どうだっていうゎけです。ぃや燃料の X線フィルム

を見ると、皆相当なもんで、とてもここで OKと言う訳にいかんようなものです。帰りに
アルゴンヌに寄って、ウラン燃料の権威者の話を聞いてきますと。君、なるべく結末をつ

けて帰ってほしいなって言うんだけど、とてもそういうわけにいかんもんですから。
向こうとそういう計算をしたり、いろいろしながら詰めていきまして。だいたいの触感と
しては、1000キ ロワットか 2000キ ロワットくらいで動かせるんじゃないかという気がし
たんです。まあ一応これを持って帰つて日本でも検討した上で返事しようということで。
向こうではもう少し詳細な計算をしてくれるということで。

途中アルゴンヌに寄って、ゥラン 0アルミ合金の権威者に会っていろいろ聞くと、こんな
のは見たことがないつて。そりゃそうでしょう、向こうは 9o%の ウラン使ってますから、
そりやきれいなんです。20%の濃縮ウラン使つてる奴は、初めてなもんですから。
それからCP-5に行って、スティープンスっていうスーパーバィザーに、お前はどう思う
かと聞いた。俺はこうこういぅゎけで、この原子炉だつて 1000キロか 2000キ ロくらいで
動かせると思つてるがつて。彼は威勢のいい人で、いや CP-5だつて、燃料が破損してプ
ル トニウムが炉の底に溜まつてるんだっていうんですよ。だから、仮に壊れても驚くよう
なことじゃない、俺のとこだって壊れたことあるんだという話があって。僕はそこでステ
ィーブンスに、お前日本に来る気ないかっていう話をしたら、行つてもいいって話があり
まして。費用とかいろいろ面倒見てくれれば行っていいって。
帰つてきて、原子力局に報告をして。あの時は佐藤 紀さんが原子炉全体の規制課長で、燃
料は井上啓次郎さんが燃料課長で。果たしていくらで動かせるか、私も旅先でちょっと試
算してみたが、危ないからもう一度原研の方で計算をし直して、その上でまたご相談にあ
がりますっていう格好で。それで、原研の方で精密な計算してもらって、だいたい 2000キ
ロ、3000キ ロくらいまで大文夫、2000キ ロワットだったら絶対大丈夫。それで安全を見て
1000キ ロワットで動かすことを申請したわけです。安全の問題がいろいろありまして。在
日米国大使館のサイエンスアタッシェも大分心配をして、誰かアメリカにいい人がいない
かって聞くと、スティーブンスがいいって。 (笑い)ち ょうど彼がスーパーバイザーですか
ら。で、彼が日本に来ることになった。内輪の話で申し訳ないんですが、局の方では、ス
ティーブンスを僕に会わせる前に、さっと連れて行って、スティーブンスにいろいろ聞い
た。後で佐藤さんが僕に、いやあ貴方が言うことと同じことを言いますねって。 (笑い)
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それで 2号炉の方は運転がどうにか大丈夫になったという形ですが。AMFは もうそうなる

と、前に 1000キ ロみたいな計算もしてたのに、実際動かせるのは、燃料の半分が 1キ ロワ

ット、あとの半分が 200キ ロワットかな、それぐらいの保証しかしない。ちょうどあの頃

に原子力第二者損害賠償法(プ ライス・アンダーソン法)の 問題が出て来るんです。それまで

は事故起こしても、第二者補償にまだなってなかった。ですからAMFが急に心配 して、燃

料出力保証値を計算値より切 り下げた。もう全然免責。AMFの言い分は、20%の濃縮ウラ
ンを使った燃料というものは、これは我々も経験がないことである。それは従つて不可抗
力であり、向こうには責任がないと言い出すわけです。我々は一生懸命テス トをしたんだ

けれども、はじめてのことであるから我々のミスではないと。 とにかく、燃料のうちいい

やつを 19本用意して、動かしたわけですが。局から立会官の方が二人来られて。そうだ、
後に科学技術事務次官をされた大澤弘之さんが、あの時に立会官に来られました。
それで出力が 10キ ロワットくらいになったら、ワーッと重水が汚れまして。汚れるつてい
うか重水の電導度が上がるわけです。燃料が壊れると、いろんなものが出て汚れるので、
それを重水の電気伝導度で測る。それがワーッと上が り出したわけです。そしたらもう、
動かしてる人は皆バッと僕の顔見るわけです。僕も初めての経験ですから。だけどここで
言つておかないとしようがないので、燃料の表面のきれいさは平方フィー ト当り何マイク
ログラム以下のウランって書いてある、そうい う汚れが最初必ず出て来る。手垢 とかいろ
いろ付いてますから。しばらくやれば下がってくるはずだと、こう言 うわけです。それが 1

時間経っても上がり、2時間経つても上がるもんですから。ちょっと非常に長い一日を過ご
したんですが、5～6時間くらい経つてやつと下がり始めまして。それでずつと下がって、
それから出力が 1000キ ロワットまでできたわけです。
島村 :その後、燃料が高濃縮になつたんですか。
神原 :え え、9o%濃縮に変えたんです。 しかし、すぐに高濃縮に変えようとするとまた交渉
に 1年 くらいかかるかも知れんし、こちらとしては 1年でも早く動かしたいという気があ
りまして。一号炉の 50キ ロのウォーターボイラーでは、本格的実験には弱体で、人の養成
ぐらいしかできない。それで loooキ ロでも早く動かしたい。 1000キ ロで動かしますと、
10の 13乗 くらいフラックスが出ますから。50キ ロワットじゃちょっと小さすぎたもので
すから、それ loooキロヮットで持つていけば、何とか動かすことができると。今考えてみ
ると、あの時は何も今みたいに厳重な法律もなかったし。
島村:あ る意味じや原研が特別扱いで、原子炉等規制法の安全審査もなかったですから。原
研に人が一番集まつたもので、そこがぃぃってぃうものは、他のものが集まってどうこう
言 うことはないと。その後世の中うるさくなつて、原研といえども安全審査と。
神原 :いやいや、この頃はもう大変でしょうし、それに原子炉出力が大きいですから。燃料
が、それこそ変なことさえ起こさなければ。
まあそんなのがだいたぃ調査団からあと5～6年 ぐらいの間の話で。
島村:私は物理の知識も何もありませんし、縁がなかつたから何も聞いてなかったんですが、
冒頭お話のように、神原 さんが日立に入 られた頃、あるいはそのしばらく後ぐらい、何年
でしたか、オツト~0ハーンが核分裂現象を発見したとい ぅことがぁりますわね。その頃
はそ ういう情報は、日本の物理学界にもみんなどんどん入ってきとったんですか。
神原 :いやそれはもう、フィジカル・レビューとぃう普通の本に載つてましたから。
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島村 :いつ頃から、わからんようになつたんですか。

神原 :戦争と同時に情報が入らなくなりました。だから、物理現象はもちろん出てるかもし

れませんよ。それ とあの頃、田中館愛橘先生って物理出身の貴族院議員 (ロ ーマ字論者)

が、マッチ箱いっぱいのウラン 235を爆発させたら、軍艦一個吹っ飛ぶつていう話を議会
でしたと夕刊に出てましたよ。それが、やはり39年です。

A:私は、この間実は、オットー・ハーンが最後に、洞窟の中で実験 したとこ行ってきたん
です。シュツットガル トからちょっと南に、車で一時間でハイデルロッホっていうところ
がありまして。そこの山に洞窟がありまして。そこヘオットー・ハーンなど、10人 ぐらいが

行つて、ウランの核分裂の実験を。それが今ア トミック・ミュージアムになって。そこで、
彼の論文だとかやっとった実験の時使った真空管だとか何とか、全部置いてありましたよ。
私は、こんな洞窟の中でやったのかと思って。そこに、 ドイツ語の説明書がありまして。
それをザーッと読みますと、やっばリハイデルベルグとかあの辺におった連中、まあ研究
者何人かが皆そこへ来て、小さな部落で、本当に谷間みたいなところ。そこへ横穴掘って、
そこの中でやつとつた。そこへおられた研究者の写真なんかが、全部飾ってありました。
こんなところでと。それが 1944年です。43年から44年に掛けてそこでやっておられたっ
ていう。それを進駐軍が、最後にウランがそこへ埋めてあつたんで、掘 りに来て。
1943年 と 44年の 2カ年間そこで大分やってたようです。だけどドィッはそこで負けるも
んですから。いやあれは私も偶然行つてみてびっくりした。

島村 :いや、さっきのお話 じゃないけど、ォットー・ハーンが核分裂現象を発見 したのは 38
年 (44年ノーベル化学賞)で しよう。戦争前であるから、そ ういう情報は皆日本でも知っ
ておつたわけですね。

神原 :皆知ってたかどぅか。フィジヵル レビューを読んでる人は知っていた。ただその時は、
ウランが核分裂するということで、連鎖反応は書いてなかったです。ニュー トロンで壊れ
て、その時エネルギーが出るという話だけで。連鎖反応の話は 1年くらい後です。
島村 :田 中館先生が国会で演説の中にいろいろ言われるぐらいだから、ある程度は皆知って
おつたつてわけですね。

神原:そ うです。要するにマッチ箱いっぱいのウランで、軍艦が飛ぶっていう話を。
島村 :それで、神原さんは物理のご専門で、実験物理の方ですか。
神原:私は、実験物理です。

島村:そ うすると、戦前、理研 とか大阪大学、京都大学に加速器があつたわけでしよ。それ
が皆進駐軍に壊されたと。理研のサイクロトロンは、いつ頃できたんですか。
神原 :私が学生の時から理研にはありました。理研の研究発表会聞きに行ったことがぁりま
すけど。

島村:そ ういう話をいろいろ聞いたりしますと、こんなこと言っちゃ恥かしいんだけれども、
恥かしさをこらえて皆さんにうかが うんだけど、原子力はいったい何だということなんで
すoと いうことは、いわゆる原子物理っていうのは当然原子力に入るかどうか。
敗戦で進駐軍がやってきて、GHQの命令によって原子力の研究が禁止されたんで、今度は
講和条約結ぶ時に、日本とドイツに対 しては将来とも、講和条約の中に原子力の研究が禁
止されるつてい うことになつたら大変だからということを伏見康治さんが心配された。そ
れで、茅・誠司さんがしかるべき筋を通じて条約草案を確かめたところが、それは入っとら
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んということになってほっとしたという話が、ものの本には書いてあるわけなんです。で

すから、その時と言えども、やはり原子力っていうものの中に原子物理、まあ原子物理つ

ていっても私はわからんのだけど、どの辺まで入るのか。

それで進駐軍の命令っていうものも、原本手に入らんのでいろいろ何してみますと、1945

年の指令第 3号の第 8項には、「ウランからウラン235の同位体分離またはいかなる放射性

不安定元素の同位体分離をきたすことを目的とするすべての研究または開発を禁止する」

というのが正式なあれになつてるんです。

その他に、47年の極東委員会による何には、「原子力分野における日本の研究ならびに活動」

という文書の中に、「(2)a.日 本における原子力分野のすべての研究は、基礎または応用

的性格のいずれのものも、禁止されるべきである。この研究には次のものが含まれる。①

核分裂性核種の生産を目的とするすべての研究または開発。②化学元素の同位体混合物よ

り核分裂性の同位体を分離または濃縮することを目的とするすべての研究または開発」っ

て書いてあるんです。そうすると、仁科先生がやっておられたような研究も当然入ると思

うんです。ところが実際には、進駐軍が原子核物理の研究そのものは認めておるんですね。

神原:最初に、仁科先生のやつてたサイクロトロン壊 しちゃったでしょう。あれは行き過ぎ

だったんです。あれは原子爆弾とか、原子炉とそう関係ないですよ。核反応だけですから。

島村:だけども、皆そういうの、詳しいこと知つてる者がいないから、進駐軍は、命令を遂

行するために皆壊しちゃったんでしょうな。

神原:だから進駐軍は、僕らのところにも来ました。僕はマス (質量分析計)やってたでし

ょう。最初の原爆は、U‐235を質量分析の原理で、大きな磁石使って分けるんです。です

からマスやって来てる者なんていったら聞くんです。僕のとこは小さいマスですから、こ

んなものでウランなんて分けられたもんじゃないんだけど。2日 ぐらいやられたです。

島村:それでどこに聞いてもはっきりしないんだけど、私が調べるところでは、サイクロト
ロン壊したのは行き過ぎだったっていうのは、日本にいた 9HQじゃなくて、アメリカの教

授あたりが仁科さんからその話を聞いて、それは気の毒なことだと、そんなものはいいは

ずなのに、と言う声がおこったんで、それが GHQにもある程度反映したということもある

でしようけど。いずれにしても原子核物理の研究については、事実上認める。そのかわり

GHQに研究の報告を出せと。それで学術会議に原子核の研究連絡委員会ができたんです。

今となると、いろんな人に開いてみても、メンバーが誰々であつたか、どうもその辺がは

つきりせんのです。集まって半年ごとに司令部に報告出したのはどんな報告出しておった

か、そんなものは学術会議にも記録が残つとりやせんのですわ。全然わからんのです。

神原:あそこの司令部に呼び出されて、今何やつてるかとか何とか、随分大勢の人が聞かれ

たと思うんですけど。ああいうのはマッカーサーから出てるわけじゃなくて、下の者がや

るんじゃないかと思いました。半日ぐらい、いろんなことを何人も間かれましたよ。

島村:いずれにしても、講和条約には ドイツの場合も日本の場合も、禁止条項がないからや

れるということになつたんです。私も、日本で戦後の原子力の研究開発がどういう具合に

して起こつたか、私が関係したのは 1955年ですから、それ以前のことはあまりよく知らな
いんで、その辺を確かめようと思っていろいろ聞いたり本を読んだりもしてるんだけど、

なかなかわからないんです。

いつぺん ドイツ行きました時に、 ドイツはもちろん軽水炉の技術導入はしたけれども、ど
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んどん外国に原子炉まで輸出するようなことやつとるのに、日本ではメーカーさんも全然

輸出なんていうあれはない。GEや ウェスチングとの契約上、勝手に出したりするわけにい

かんという問題はあるかもしれないけれども、とにかく外に出すということもできない。

ドイツと日本と同じように戦後始めたのに、差があるのはどういうことだって ドィッ人に

聞いたことがあるんですが。そしたら、そんなことは考えてもなかったのかも知れないけ

ど、日から出任せだったのかも知れんけど、 ドイツでは、戦前からもう原子力の研究はや
つとつた、その素地があるからだと。そういうことを言っておったんですが。なるほど考
えてみると、 ドイツにはそれこそオットー・ハーンもおったし、いろんな物理学者沢山い

るわけなんです。日本だって物理学者いたわけなんで。ウランの核分裂を発見したなんて
いう日本人はいないけれども。本当の基礎物理の関係では、原子物理のあれでは、湯川さ
んなんかも、ノーベル賞受けるに何する論文はそれよりずっと前に出しておられたかもし
れないですし。だからどうも物理学がどの程度進んでたかってことは影響ない。
いろいろ考えてみると、そこに工学つてものが、はいってくるような気もするんです。 ド
イツの方は戦前そういうようなところから、工学的な方面とのタイアップがある程度あっ
たんじゃないでしょうか。日本では、それがほとんどまだなかったということかなあとい

う風にも、自分で考えるんですが。丁度今 日来て頂いたのは、物理を出ておられて物理の
あれを持っておられながら、そりや研究部門を担当しておられたかもしれんけども、日立
さんというようなところに入られて、さっき冒頭お話あったように、エネルギーというも
のの角度から考えて、それじゃ戦前どういうことをやっておられたか、どの程度やってお
られたか。その次は、戦後にやはり役に立ってるのかどうか、とぃう気がするんです。
神原:日 本の戦前は、いわゆる外国のものを模倣して国産化しようっていう時代でしょう。
自分が一番最初のことをやろうという時代じやないんです。だから今の国産と昔の国産っ
て言葉は、中身が違 うんです。ですから僕らも日立に入ると、いや今度台湾にジーメンス
の トランスが入つたけど、大きさは日本のよりこんなに小さくなつてる、絶縁物は何んな
のだろうかど話を聞いて、どうしてそんなに小さくできるんだとか、どつかに出ると、行
つて一緒に見せてもらってくるとか、そういう時代です。ですから日本の、その当時仮に、
日本で誰か基礎物理学の人が核分裂の現象をみつけても、日本の力じゃエンジニアリング
には持って行けなかつたんじゃないですかねえ。
島村:ドイツは多少そういうことはぁったかもしれないような気がするんです。
神原:え え、 ドイツはノルウェー作戦で、重水を取りに行き、ノルスクヒドロェ場を占領し
ました。結局ウランがあまりないと、重水に頼らざるを得んから。
島村:ドイツでは、ゲーリング元帥あたりから核爆弾やれと言われた時に、爆弾なんかつく
れるわけないと。それは後で考えてみると、濃縮ですわ。ゥラン濃縮ができないと爆弾は
できない。 しかし原子炉をつくれっていうんならつくると、そんなこと言っとるというあ
れ読んだことあるんです。だから、それこそ天然ウランのこと頭に置いてやつてたんでし
よう。天然ウラン燃料の原子炉は、やれと言われればできます。だけど爆弾ってことにな
ると、無理だと言っていたと、こぅぃぅんですが。しかしそれは、ヒットラーに爆弾なん
か持たせたら大変だと思ったから、協力しなかつたんだという説もあるんです。
神原:それは難しいですね。実際最初にああいうマグネットでちゃんと分けて、何キロかの
ウラン 235を集めたんですから (マ ンハッタン計画では、マグネットによる分離も試みら

-185-



れたが、大量生産はガス拡散法によった)。 僕はやっぱり最初は大変だと思います。

島村:そ ういうドイツの話いろいろ何 しておつて、日本のなにを見てみますと、仁科先生な

んかも陸軍から頼まれて原子爆弾つくるのに、仁科先生の方が爆弾についていろいろ提案

しておられるくらいなんです。それから海軍も京大かなんかに頼んでおるんです。海軍の

は大分後で。海軍のほうが進んでるのかとおもったら、核爆弾に関しては海軍の方が 2～3

年遅れて。そして、陸軍と一緒 じゃなくて別にやってくれんかという話をして、まあ会合

は何回かやったかもしれんけれども、実際手につかないうちに終戦になっちゃったわけで

すな。陸軍の方の話も、結局は実らなかった。記録によると、仁科さんなんかはフッ化ウ

ランの熱拡散法やなんかも自ら提案 して、仁科研の二号研究をしておられるわけです。結

局 ドイツみたいなところは、戦前の物理学の水準とかなんとかと合わせて、戦後の原子炉

開発のテンポの違いが日本とのあれに起きたとも思えんような気もするんですけど。 日本

は当時どうだったんだろうか、私なんか全然比較するあれもないわけですけど。

神原 :一般的に言つて、日本の実際技術的なレベルが動いていくのは、1955年以降じゃない

ですかねえ。それまでは、軍がむしろ一番、そ ういうものを持っていたわけです。軍って

いうのは割に技術屋とか研究者なんか集めたりしまして。海軍技研 とか陸軍なんとか研、

ああいうところがむしろ、そ ういう意味のことをやつてたんじゃないですかね。

島村 :日 立に入られて、加速器の研究をやっておられた頃、やはり日立さんだけでなくて、
他のメーカーさんもやっとったんでしょうか。

神原 :三菱電気の人も、ベータ トロンはやってました。私が始めた時に、阪大と教育大かな
んか始めてたけど、まだよく動いてなかった。今まだやつてんじゃないのかな、阪大の浅
田常二郎先生のとこでマスやってた助教授の北垣敏男さんっていう人、カロ速器屋になった
はずです。北大、東北大で仕事してたと思つたんだけど、最近会いませんから。ただ、大
学は物がない、特に戦前は。だから、マグネツトーつつくるのにも大変です。僕のとこは
鉄とかならあるんですけど。

島村 :大学のそ ういう、いろんな大学の方がメーカーさんと一緒の会合かなんてのは、どう
いう形でできた会合なんですか。

神原 :戦後は、N-15と いう窒素の安定同位元素を トレーサーとした肥料の増産研究で、理
研の杉本さんが補助金をもらったりしてる頃です。補助金とか何とかいろいろ出たんです。
それをどういう風に皆に分けるかといったことが一つの目的でした。
島村 :理研中心のあれですか。

神原 :千谷先生なんかも、理研の N-15の補助金をもらってた。割に鷹揚だつたんです。
島村 :その会合みたいなのは、どこが斡旋 しとつたんですか。
神原 :千谷先生が委員長でしたよ。あれは、どこから出る金かなあ ?農林省か。私なんかメ
ーカーですから、金をもらわない方ですから。それで皆集まって、学会になる前の懇談会
みたいなのが、年に何回ぐらいあつたんですかね、1～2回はあったと思います。
島村:大学で何かやろうとすると、自分だけでできんから、メーカーさんの方に頼んでくる
わけでしよう。どういうものつくってくれとか何とか。
神原 :装置とかそういつたことは、しかるべく。

島村 :装置つくろうとすりやあ、やつばしある程度勉強せにやできんから。勉強はしておら
れたつてことですわね。
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神原 :あ の頃大学はお気の毒だったですよ。予算がもうほとんどなくて。それで何かやれと。

島村 :さ っきお話にありましたけど、調査団から55年の 4月 に帰ってこられたんですか。

ばらばらに帰ってこられたかもしれんけど。伏見さんなんか方々に断られて、早く帰られ

たのかもしれないけど。

神原 :少 しあとに残った人があると思います。私もちよっと会つてきたい人がいたもんです

から、遅れて。

島村:それで戦後、進駐軍が原子力研究を禁止するということはあったんですが、原子力っ

て言葉は誰が言い出したんですかな。核 (nuclear)で なくて原子「力」つてのは (nuclear

enerⅣ→abmic power→ 原子力)。 とにかく進駐軍からの指令を誰かが訳したに違いないし、
その前からあったに違いないんです。原子力の関係 じや他の人にはわからないような新造
語が沢山ありましたな。私も、「濃縮」ちゅうのはいったい誰が言い出したんだ、エンリッ
チメン トを濃縮つて訳 したのは誰だって聞いたら、向坊さんも知らんって言うんだ。
神原 :先 ほどの原子力とい う言葉は、普通に使われていて、調査団も原子力調査団って言っ
てますからなあ。

島村:そ んな言葉を誰が考え出したと聞いたって無駄ですよって言うけど、私は素人だから
何か探求しはじめると疑間が次から次に子供みたいに出てくるんですよ。さっきぉ話があ
りました、アメリカが濃縮 ウランを分けてやるとい う通知が日本には 55年の 1月 に来とる
んです。それを外務省が握 りつぶ して、4月 か 5月 になるまで言わなかつたわけです。原子
力利用準備調査会があつたんですが、そこにも報告しなかつたんです。4月 16日 に朝日に
すつぱ抜かれて、持ってきたんですよ。

神原 :いや私も、いつ出たのか、今でも疑間に思つてたんです。一言も言わないんですから。
島村 :全世界に対して looキ ログラムだったかな、提供する、一国当り上限 6キ ログラムっ
てい うんです。だから早く申し込めとこういうゎけです。必要量と、どんな原子炉をつく
るかというあれが来ておつたんです。それから急に 55年 5月 19日 には、その受け入れを
利用準備調査会で決めたんです。その時の外務省からの翻訳文書にも、ちゃんと原子力と
いう言葉も濃縮 ウランって言葉もある。ですから、それ以前から原子力という言葉も濃縮
つて言葉もあつたつてことなんです。

それで面白いことには、「核」って言ったら変だから「原子力」にしようじゃないかと、去
年あたりから電力さんも言つてるでしょう。ところが、初めは「核」の方が良かつたんで
す。原子爆弾を連想するから「原子力」つて言葉はなるべく使わないと。 (笑い)どっちに
転がつたつて同じなんです、核兵器って言葉もあるし。同じことで、言葉の問題ではない
と思いますけど。それで、第一回の原子力海外調査団で、藤岡さんとご一緒に行かれた時
には、現地で感想をまとめたつてことですね。それで、帰つてこられた後、藤岡さんなん
か方々で講演されたりしとったんですけど、その時の報告書は一応まとまったんですか。
神原 :いや、それ僕知らないんです。

島村 :だつて、メンバーじゃないですか。

神原 :いや、メンバーでも私は遅れて帰つたし。とにかく帰る前、伏見さんなんかと別れる
時に皆集まって、一応打合せをした記録は僕のノー トにあるんです。ところが、3月 の末に
皆帰られてますから。もうすつかり済んだ後ですから、私はもうそのままでず―っと。
島村 :その後は、1年で 10ぐ らい、あるいはそれ以上にもう、いろんな調査団が出ますわな。
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そんな報告集めてみてもしょうがないくらい、沢山報告ありますけど。第一回の調査団の

報告書ってものは、いつたい残っているのかどうかしらと。 [調査団報告書は 55年 5月 6

日に提出された。天然ウラン重水型多目的原子炉の建設を第一次目標とし、ウラン、重水、

黒鉛の国産化を促進すること、原子力統括機関、開発機関の整備、創設を勧告]

神原 :伏見さんには間かれたことありますか。伏見さんは、早く帰ってきたんだから。(笑い)

伏見さんはあれから山崎さんとインド回って帰られたんです。

島村:め いめい別々に、藤岡さんは藤岡さん、伏見さんは伏見さんで帰国報告を、方々で講

演したりなんかしておられるとすれば、それは別だけれども、団としての報告書はありそ

うなもんですよね。

神原:あ ると思いますよ。まあ私なんか一番若造で、使い走りの方ですから。

島村:だから逆に言わせれば、あなたが書いてくれって言われそ うなもんじゃないですか。

神原 :いや、運良くその時いなかったですから。 (笑い)と にかく私は、4月 10日 過ぎて帰

つてきまして。帰ってきたら、いろんな問題ありまして。なんかあの頃はむちゃくちゃに

こう、いろんなことがありましたよ。

島村 :さ っきのお話で、原研に入られたのは、財団法人が出来たのが 11月 の末だったんです。

ですから、56年の 1月 に入られたとすると、設立後―ヶ月ぐらいだけど、まだ誰もそれこ

そいない頃でしょうから。石川一郎理事長 とか久布白さんとかおられただけで。ですから

もう最初からおられたんですけど、引き続き特殊法人の原研に入 られて、おられたのは 6

年間ですって ?

神原 :私は、ですから62年の 4月 までいたんですかな、3月 か。後一年が、日立と両方兼務
なんです。面白いですよ、原研の兼務ですから。半分ずつ、毎週月火水 と、国分寺の日立

中央研究所行って、水曜日に帰って、木金土と東海村ですよ。

島村:そ うすると、産業界に原子力の 5グループが生まれたのは、原研に来られた後ですな。
神原 :そ うでしょうね。そ ういうのは私は一切知らないです。駒井健一郎さん (原子力担当
常務、後に社長、会長)なんかも、商売の話は神原の所に持って行くなって、皆に言って
ましたから。誰も持ってこないです。持つてきても俺は知らんとこういう。
島村 :実は、何年何月に日立さんのグループ、何年何月に三菱さんができたってことは、そ
れはわかってるんです。私の推察では、自分の会社だけでやるのにはあまりにも、猿 とし
て大きすぎる問題だから、というこ

・
とでそれぞれこう寄って、グループを結成されたに違

いない。 しかも、単に大きな問題だからということではなくて、もうその頃から競争意識
が皆あるわけですから。一 日も早く何か自分の方でやつていかにやいかんという焦燥感も
あって、皆やつたんだろうけど、日立さんはその時は、社長は倉田さんですかな。
神原:倉田さんです。そして駒井さんがそういったのを担当しておったと思いますが。
島村 :だから、もう各グループとも、三井グループっていいますかな、日本原子力事業かな。
それから三菱さん、これははっきり。それから日立さん、まあ住友も割にはっきりしてる。
その頃、旧財閥の復活と称せられたんですよ。 日立さんになると、その辺はかならず しも
何 じゃないけれど、実質は日立さんばっかりみたいなもんですからな。かたらわれて、グ
ループを結成 されて。それから富士のほうになると、これはもうかき集めみたいなところ
もありまして。清水建設さん辺 りなんか二つぐらいグループ入つてるんじゃないですか。
村上:三井系とそれから第一原子力と。
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島村:そ う。それぞれ、社長と副社長ぐらいがそれぞれのあれと話 して、それじゃ入 りまし

ょうと約束しちまったから、両方入らざるを得ないってことで。そういうことで、とにか

く五つできたとい う経緯も、もう少し調べてみたいと思 うんだけど。原子力は不思議なも

んで、はじめの頃は何もわからんで、皆 トップの方が騒いだんです。

神原 :それはひとつは、割に年取った方、会長とか相談役、年寄 りは、先のことが心配なん

です。今でも、若い人よりも年寄りの方が先のこと気にします。だから、なんかこういう、

産業界とかなんて、偉いお年寄 りばっかりでしょう。ですから、そ ういったのが原子力と

か何とかやられるわけですから。そうするとどうしても昔のかたばかりになってくるんじ

ゃないですか。

島村:ですからその頃からいえば、まだそれ程年 じゃなかったろうけど、今でいえば大先輩

になるけれども、一生懸命になってやっておられた頃は、少なくとも今の私よりまだ皆さ

ん年が下だったんだろうと思いますけど。例えば 、日本原子力産業会議会長の菅 謹之助

さんだって、住友ベークライ ト会長の大屋 敦さんだって、皆それこそ今おっしゃったよう

に社長 じゃなくて会長級の人が、かえって興味を持つてやれやれ言っておられたんですな。

神原 :そ うですね。非常に熱心な方は、だいたい年取った方でした。

島村 :ですからむしろ、若い方は上から言われるからって、やっておられたぐらいで。やれ

やれって言ってたのは上のほうの人という気がするんです。

神原 :も う一つは、やつばり原子力みたいなものが一つの日本の成長の引き金になるんじゃ

ないかと非常に思ってたんでしょう。 1955年頃からですから、まだ高度経済成長になるち

よっと前ですから。

島村 :会社の実質的な経営責任者である社長さんぐらいは、そんなことやつとったんじゃ損

益にも影響するし、うっかり手を出せないっていうのに、会長さんぐらいになると、やれ

やれ、 (笑い)と いう傾向も無きにしもあらずだったのです。

神原 :そ うですね。だから最初、カロ速器 とか何とかまで競争 したり。あんなのは、そんなに

儲かる商売でもないもんだけど、最初の頃は、皆で値下げしたりいろいろしてました。少
しでも早く入 り込んで行こうって。

島村 :それはもう、JRR-2あたりで非常に苦労された話も伺ったんだけど、私はあの頃、
随分と凝つたことも、私の記憶にあるんです。 しかし問題があった割 りには早いことでき
ましたね。とい うことは、仮にイン ドネシアから研究炉を日本に注文してくると。今の日

本が昔みたいに早く供給できるかどうか、ちょっと疑間で、もっと長くかかりそ うな気が

するんですが。今から考えてみると、昔は割に早かったなあという気がするんです。
神原 :と にかく随分途中でいろんなことがあっても、ものをつくるのは、割に早かつたです。
部品はみな向こうから持ってきてますから。

島村:恐らく、契約する前の段階の話 しが長いと思うんです。話が起こってから、幾つも設
計してみたりなんかして、それから見積もりするわけでしょ。だからその前が随分あるけ
れ ども、本当に注文受けてからさつさとつくって出せるかいなという気もね。それから見
ると、昔は何でか知らん、早かったような気がするんです。

神原 :今は規則も多いですし。 (笑い)なかなか、今はあんなことはできないと思います。
A:今 は例えば、原子力のひとつの部屋でも、一週間やるうち三日間はとにかく検査とか、
立会いばかりじゃない ?仕事やつとるのは二日とかしかない。そ りやあもうなかなか前に
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いかへんですよ。なかなか今は、ちょっとひとつの官庁だけで行かなくなりましたから。

三つ四つのところから――。

神原 :特に 2号炉なんていうのは、やつてる途中で例えば向こうの案では、遮蔽の中に純水

の中に鉛を無垢で入れるんですよ。鉛を無垢で入れたら純水に溶けちやうんです。こんな

んじゃだめだから囲いしろとか。そんないちいち言いながらやっていって。僕はもう、こ

の炉はいったいどの位寿命がもつんだろうと、心配 したこともある。今でも動いてるんで

す。2号炉が原研では今一番大きな柱になつてるんです。 (笑い)途中で一回だけ溶接がお

かしくなって、どうするかって相談されて、だいぶ前に直させたことある。溶接 したとこ

ろが例の、いやそれは何でもない外のところですが。だけどよく動いてますよ。あれ 60年

からで (1960年 10月 初臨界、61年 3月 出力 1000kw、 62年 10月 定格出力 1万 kw)も

う20何年動いてるわけです。もうぼつぼつ 30年になるんです。

島村:そ うすると原研におられたのはまだ、菊池さんは行っておられない頃ですね。

神原 :菊池先生は、理事長で来られてました。

まあ菊池先生、労働組合とのあれで、もう頭を悩ませてたでしょう。あの頃、菊池先生、

そんなにあれなら制御室に来てじっとしとって御覧なさいよ、無念無想で。 (笑い)時々遊

びに菊池先生が炉室に来た事があります。おもしろいですから。

島村 :いや、原子力委員会で、菊池原子力委員に原研の理事長に行ってもらお うということ

になって。中曽根さんが一回目に大臣なったとき (59年 6月 ～60年 7月 )だったですか。

神原:59年末頃、原研に来られたんです (1959年 9月 ～64年 6月 )。 私がもう帰るころ、

少 し前に来られまして。

島村:菊池さんが大臣に呼ばれて、理事長引き受けてくれって言ゎれて。その時に私は知ら

なかったんだけど、その後私がすぐ大臣に呼ばれたんです。そして、私に原研に行けと、

こういうことなんです。

神原 :あなたにも。

島村 :え え。それはどうしてですかってったら、菊池さんが条件を出した。一つが、島村君

が一緒に来てくれたらと。だから原研の処遇は部長ぐらいだ、企画部長か総務部長かそん

なことですわ。その話を中曽根さんが、菊池さんが条件つけたから行ってくれって。僕は

役人やっとって、まだその頃若かったし、原研に行くつもりないですよ。それで菊池さん

のところ行って、「菊池さん、こういうこと言ったそうですね」って。「そうだ、自分一人

だと自信がない」と。理事長だと確かに研究だけじゃなく、いろいろばんばんやらないと

いけないでしょ、だから来てもらいたいと。「それは間違いですよ、原研に私がついてって

あなたを補佐するより、私が原子力局の次長におったほうが、役に立ちますよ」。「そ う、

そういやそうだ」って。それでその条件は撤回されて、私は助かつたわけです。 (笑い)

神原 :菊池先生には、感心したことあるんです。あの 2号炉を動かすっていうのは、局の申

請もあったけど、あの時原研には割に先鋭な人が何人かいまして、危ないから動かしちゃ

いかんとかいろんなことで、全員を食堂に集めたんです。最初、2号炉の管理部の中の体制

をきちっとせにゃいかんって、皆を集めて説明をして。それから全員を食堂の 2階に集め

て。その時菊池先生とそこ行って、私がみなさんに説明をして、それから質問に答えると

か、一時間余りやつたのです。それでひよっと見たら、菊池先生寝てるんですよ。あれだ

けぎやあぎやあぎやあぎゃあ皆がね、2号炉の問題言つてる。菊池先生どうですかねえって
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見たら寝てる、もういいだろうって。僕はあの時菊池先生ね、太っ腹だなあと。
島村:そ うすると半均質炉が崩壊 した時はもうおられなかつたんですか。
神原 :西堀榮二郎さんの半均ですね。あれはいつ頃ですか。半均まだはやってましたな (1959
年 12月 ～63年 12月 )。 やめたのは、私が辞めてからですよ。
島村:半均には関係 しておられなかった。

神原 :いや、関係 してません。まあ、あれは。
島村 :今 日は神原さんにお話を伺いましたけど、木村健二郎さんにも、伏見さんもそ うだけ
ど、西堀さん、それから武田榮一先生、皆ここの勉強会に来ていただいて、もちろんある
程度テーマ絞つて、話を聞いたわけなんです。私は、さっきの話 じやないけど、一応研究
開発の道具も揃つてきたら、日本で開発する炉ってものを、やってもらいたくてしょうが
なかったわけです。 ところがどんな炉ってことは、僕なんかにはわからんでしょう。これ
は原研から案を出してもらわないといかんとい う時に、半均質の炉という構想が出てきた
んで。僕は、こいつを全面的にバックして、一生懸命になつとつたんです。そして、菊池
さんも一生懸命になつてたわけだけれども、やがて菊池さんが僕のとこ来られて、やれん
ことになったとこぅぃぅゎけですな。それでおしまいになっちゃって。
そしてまあ悪く言えば、原研では、新 しく取 り組むべき炉についての構想がもうなくなっ
ちやつた。それで、他所で決めにやといかんといぅことで、原子力委員会に専門家を集め
て、何をやるかっていうことをもういつぺん考え直すことにした。そのうちに、原研の労
働組合騒動で菊池さんが責任取って辞められる。それで、理事長だけじゃなんだからって、
原子力局長の僕もついでに辞めさせ られたわけです。何か月か経つて、菊池さんの後を追
うようにして。村田君の原子力局長時代になって、新 しい炉の構想が出てきたわけだな。
それで新型動力炉をやるようになったんですけど。その時の半均がどうして潰れたかとい
ういきさつを聞きたいために、西堀さんにも来てもらうし、立場が違 うから、武田先生に
も別に来ていただいて聞いたこともあるんです。
神原 :私のいる間は、半均質炉の開発はやつてたと思います。私は 2号炉とそれから国産 1
号炉の方を、後の人の問題もあるし。それと JPDRの契約のことで、副理事長の峨根遼吉
さんに、お前も来て手伝つてくれ言われて。まあ、AMFと の契約で懲 りましたから。そん
なもんで、途中からもう失礼 してたんですょ。だからとても半均なんか。
島村:も うその頃、原研内の組合の騒動は、相当先鋭化 しておつたわけだね。
神原 :う ん、それはしてました。

島村:赤旗立つたりなんかして。中におられてどうい ぅ風に感 じられましたかな。やっばり
原研の当事者が悪かつたんですか。
神原 :ど うですかねえ。だいたいにおいて、皆やはり騒いでる人も、なかなか弁の立つ鉾々
たる人間が多いですわ。だけど話せばまあわかるんじゃなかつたですかなあ。だけどまあ、
相当難 しいですね。

島村 :だからある意味では、菊地先生にも気の毒なことをしたと思 うんです。
神原 :菊池先生は正直ですからねえ。

島村:それで、僕は原子力局におりましたから。自民党から呼ばれて、その後大臣になった
森山欽司さんあたりに、原研から赤を一掃 しろなんてことで、吊るし上げくいまして。だ
って共産党の国会議員がおるくせに、原研からだけ共産党追放するわけにいかんじゃない
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ですか、ねえ。随分自民党も、強硬分子おったわけですよ。そういう連中の突き上げもあ

って、何ですなあ。

神原:2号炉を動かすことの話をしたときも、そういうグループから大分いろいろ意見が出

ました。だからとにかくそういうやいやいやつてる時に、菊池先生は悠々とされてました

から。僕もえらい思いで、やれやれ済んだわと思ったら。まあ菊池先生はもう、大したも

んだと思いましたよ。

島村:菊池さんは私と全く分野の違う人だけど、私は菊地先生を非常に尊敬しとったですし。

菊池さんもこっちはよくやる男だと思つてくれてたわけです。育ちも違 うけど、不思議に

気が合って、原研の行き帰りに菊地先生は、私のところ寄って行かれるぐらいでしたから。

こういう問題があるああいう問題があるっていうことで。非常に、私としては残念でした。

だけど、まだ神原さんおられた頃はまだ。その後急に先鋭化しましたから。もっともっと。

神原:ま あその当時、二人かなんかいたでしょう、有名な人 (中 島篤之助、角田道生)が。

そりゃやっぱり、あれ最初から入ってますから。だけど、会社は対組合 ――、僕も日立研

究所で組合長しましたけど。やっぱりそういうのは、結構おるですよ。だから慣れてます

けど。菊池先生は初めてですかね、ああいう、マネージャーとして。

島村:だから原研が、学問的にも信頼できる立派な人が長になるのもいいけれど、あれだけ

大きな機関になると、マネージメントっていう方も、相当大事になつてくるんですね。

村上:当時は社会党の石野久男さんなんかが、相当勝田市あたりでも再処理工場立地反対を

やってた時代だから。

島村:しかし考えてみると駒井さんの時もありました。日立さんでは大野善久事件。 (笑い)

神原:た しか外国では、オークリッジがワインバーグ、アルゴンメがジンとか、その当時有

名な科学者が皆、原子力研究所の所長してましたね。

島村:私みたいに事務系で育ったものは、なかなか勉強したって、専門的なことを理解する

能力は非常に薄いと痛感するんですけど、科学者あるいは技術者っていうような人たちの

中には、そういうマネージメントをやらせりゃ、またそっちでも才能を持つ人が多いんで

すな。ですからどっちかっていうと、やっばり科学的な何から出発してる方が、いいよう

な気もせんでもないですわねえ。日立さんというのは、会社自体がもともともう、技術屋

さんでなけりゃどうにもならんっていうようなところでしたわな。

神原:それはそうかわかりませんけども。 (笑い)

島村:いや、福利担当まで皆技術屋さんだったことありますよ。しかも一番 トップになるよ

うな人は、電気屋でなければいかんという不文律もあるといわれたくらいで。日立さんに

入るには、事務系はだめだということになってたんですわな。

神原:ずっと今まで、原子力の歴史を調査なさってきたわけですか。

島村:だけど、聞けば聞くほどわからんことばっかりで、どうにもならないんです。伏見さ

んに、体験せられたご本人から話を聞いておく必要があると思って、いろいろ聞くんだけ

ど、伏見さんに言わせると、記憶っていうのは非常に駄目だって言うんです。私も駄目だ

つていうことがわかったんですが。例えば茅 誠司さんの話を伺ったって言うと、いや、茅

先生が音の思い出話をするのをそばで聞いていると、だんだん洗練されて話が面白くなっ

ている、そういう意味で駄目だって。

いや今日は大変勉強になって、ありがとうございました。
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初の原子力留学と原子力開発の流れ     11.
開催 日 :1992年 1月 16日

講師 :伊原義徳 (通商産業省、科学技術庁、国際科学技術博覧会協会、日本原子力研究所、

原子力委員)

出席者 :島村武久、田中好雄、川島芳郎、元田 謙、鐵川喜一郎

伊原 :私は、1947年 9月 に商工省に採用され、機械局から経済安定本部産業局、通商産業

省重工業局、工業技術院調査課と職場を移動しましたが、科学技術を重視する行政の確立

が夢でした。たまたま、工場見学で科学研究所 (株)に行き、見学後に仁科芳雄社長手ず

から理研の合成酒をお酌して頂いたり、武谷二男先生を囲む会で原子力研究の話を聞いた

りして、電気工学科出身でもあり、原子力発電に関心を持っていました。工業技術院調査

課は、国会図書館の分室を兼ねており、図書購入の予算も小額ながらありましたので、仲

間と相談して、アメリカで出版されているニュークレオニクスという雑誌を定期講読する

という案を、堀 純郎調査課長に上げました。しかし、「原子力発電はまだまだ先の夢のよ

うな話だ」ということで、取り上げて貰えませんでした。

1954年 3月 3日 の朝、堀課長が駒形作次工業技術院長室から戻って来られ、「昨日から新

聞で報道されている衆議院の予算修正動議の科学技術振興費 3億円のうち、原子炉築造費

補助金 (当初 2億 6千万円、調整後 2億 3千 5百万円)は、調査課で担当することになる」

という話をされ、これは大変だと思いました。

一方、日本学術会議では、1953年から特別委員会で時間を掛けて原子力研究のあるべき姿

を検討中であったので、突如の原子力予算は時期尚早との反対意見が強く、学界との調整

が難航 しました。しかし予算担当部局としては一日も早く対応する必要があり、皆で急い

で原子力の勉強を始めました。科学研究所の杉本朝雄、山崎文男両先生にご指導を頂き、

電力中央研究所の高橋 費さんにブル トニウムの話を聞き、産業界に放射線測定器、重水、

黒鉛製造の補助金を出し、国産原子炉設計委員会を設け、年末には原子力海外調査団を出

発させるなど、多忙の毎日でした。年末に課長から、「君は英語が話せるかね」と聞かれ、

「読み書きはできますが、話す方はどうも」と答えたところ、「勉強しておくように」とのこ

となので、仕事を終えた後に、夜間の英語会話学校に通うことにしました。

翌 55年 2月 の始めに、「アメリカに原子力留学に行くように」との指示があり、あわてて準

備し、東京大学工学部電気工学科助教授 (当 時)の大山 彰さんと2人で、2月 26日 に羽田

を発ち、3月 初めにワシントンDCに着きました。向坊 隆先生(初代科学アタッシェ)に大変

お世話になり、学友と一緒にワシントンで 1週間のオリエンテイション講義を受けた後、

シカゴ郊外のアル ゴンヌ国立研究所に付置 された Sch001 0f Nuclett Science and

Endneeringに、第一期生として3月 14日 に入学しました。

ヨーロッパ、米国、中南米、アジア諸国などから39人の科学者技術者が集まって (オース

トラリア 2、 メキシヨ 1、 ガテマラ 1、 ブラジル 1、 アルゼンチン 2、 フランス 2、 スイス 1、

スウェーデン 1、 ベルギー4、 スペイン 2、 ポル トガル 1、 ギリシャ 2、 エジプ ト2、 イズラ

エル 1、 パキスタン 1、 インドネシア 1、 タイ 2、 フイリッピン 1、 日本 2、 米国 9)、 仲良

く8ヶ 月間、原子力の勉強をしたわけです。
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アルゴンヌの研究所は国立民営方式で、運営はシカゴ大学でやっていましたが、所長を始

め主だった方々は、世界最初の原子炉 CP-1を築造 したフェル ミ・ グループで活躍した人

たちでして、所長がウオルター・ ジン、副所長兼校長がノルマン・ ヒルベ リーとか、色々

優れた人がいました。実は、今年が原子炉完成 (1942年 12月 2日 )50周年ですが、その

頃若手で物理の先生であったエイヴェリーと言 う人がまだお元気で、アメリカの 50周年記

念委員会の委員長をやっておられます。

学校では、講義を聴きましても、知っていることはわかる、知らないことはわからないと

いうことでして、それから、何を話 しているかはわかるけれども、結論が右か左かどうも

良くわからない。言葉の間違いでずいぶん恥をかきまして、外国語を本式に習得するには、

先ずなんでも発言 し、恥をかいて肝に銘じなければ駄 目だと痛感 したわけです。

講義 と実験に加えて、夏休みには、アイダホ・フォールズの実験施設(NatiOnal Reactor

Testing StatiODを 見せて貰いました。これは旅行も含めて大変印象深いものでした。大陸

横断鉄道で 3日 2晩掛けて、広大な玉蜀黍畑を抜けて、無人の砂漠地帯をヒタ走ります。

原子力施設では、サイ トの広さに驚かされました。砂漠の中の 50キ ロメー トル四方くらい

のサイ トで、いろんな実験炉がポツン、ポツンとあちこちの小山の陰にできておりました。

その頃すでにアメリカでは、あらゆる型の実験炉をつくって実験をしておりました。高速

増殖炉 (RBR:Fast BКeder Reac"r)の ほかに熱中性子炉(THR:Thermd Neutron

Reactor)の有機材冷却型、ガス冷却型、ナ トリウム冷却型など、いろんなものをやっており

ました。材料試験炉も大きなのがありましたし、再処理もやってお りました。いろんなも

のを見る機会に恵まれました。

私はその前に、日本経済新聞の堤 佳辰さんからのお手紙で、留守中の日本の事情をいろい

ろ教えていただき、米国で何か新 しい知見が得 られたら教えてくれと言われていたもので

すから、アイダホの視察の概要を送ったんです。そうしたら、後で大変お役所から叱られ

まして。私もそれは、先ずお役所に報告してから、日本経済にとやるべきだつたんです。

それを気が付かずに、新聞社に直接送ってしまったものですから、お役所の方が知 らない

のに、ポッと新聞に出たとい うので、大変お叱りを受けたことがあります。

コースが終わってから後も、オークリッジの研究所、原子力潜水艦原型炉のノルス施設、

GEのスケネクタデイエ場などを見せてもらいました。帰りに大山さんが、嵯峨根遼吉先生

がサンフランシスコのバークレイにおられるから、ちょっと寄っていこうとい うので立ち

寄 りましたら、嵯峨根先生は、カリフォルニア大学の大きな加速器の計画に加わっておら

れて、ご案内をいただきました。これが動く時は、サンフランシスコの街の夜の電気がパ

ッと一瞬暗くなるんだ、それくらい電気を使 うんだという話を伺いました。

留学しての印象が沢山ありますが、強く記憶に残つているのは、アメリカの物とエネルギ

ーの豊富さです。車に乗せて貰ってちょいと町の外に出ると、古い自動車が山ほど積んで

捨ててある。暖房がものすごく効いて、室内が暑いんです。暑いから、窓を開ける。大体、

シカゴは寒いところなんですけれども、窓を開けないと暑くて困るくらい暖房をしている。

それから、たとえば、ビーフステーキなど――これは、貧乏留学生ですからそう度々は食

べられないんですけれども 一―アメリカ人を見ておりますと、肉の脂身のところは全部切

り離して向こう側に押しやって、赤身のところだけ食べるんです。これもビックリしまし

た。いろいろそういうカルチュアー・ショック的なものがありました。
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私が米国に留学に参ります時には、原子力に対する批判がまだ強くて、素粒子論の若手の

人たちから、「アメリカから金を貰って、尻尾を振って出掛ける怪しからん奴だ」と言われ

ました。実は、お金は日本政府から、2億 3千 5百万円の原子力予算の中から支出されたん

です。1日 8ドルをいただきました。今考えれば、とても小額かもしれませんが、当時はフ

ルプライ ト留学生が 1日 6ドル足らずでしたから、原子力の先生は金持ちだ、おごれおご

れなんてことになりましたが。

3月 の中ごろ、シカゴで大山義年先生と神原豊三さんのお 2人 (原子力海外調査団のメンバ

ーで、調査団解散後も米国に残っておられた)にばったりと会いました。それは、ある日

の昼食に、大山 彰さんと中華料理屋に行ったんですが、お客様が 1人別の席におられて、

その人はてっきり中国人だと思つていたんです。そこに大山義年先生が入って来られて「や

あやあ」と2人で日本語で話し出されたんで、はっと気が付いたら神原さんでした。神原さ

んは、いかにも中国の貴公子と言う感 じですから。

それから、大山義年先生にホテル・ ヒル トンに遊びに来いといわれて参上し、色々世界の

情勢をお伺いしました。私は、留学に出掛ける時に色々批判されたことが頭にあったもの

ですから、「先生、今は日本の国内で、原子力をやることに批判の声が大きいけれども、お

帰りになったら、ぜひ原子力をやることが必要だということについて、大いに論障を張っ

ていただきたい」とお願いしたら、大山義年先生が、「いや君、理屈では奴らに敵わんよ。

とにかく我々はやるべきことを黙ってやるしかないよ。」とこう言われたことが非常に記憶
に残つております。

帰国に際して、私が一番気にしたことは、自分は日本に帰って原子力行政の仕事に携わる
のだけれども、アメリカでは、全土にわたってこれだけ立派な研究施設を持ち、沢山の人
が働いている。 日本では、とてもこれだけの研究施設は自分の生きている間には持てない

だろう。こういう立派な施設でなく、もう少し金の掛らない研究施設をどういう風にして
つくるか、それが自分の仕事の重要な一部になると考えて帰ってきたんです。ところが、
その後 30数年の間に、日本の原子力開発でも大変な人材とお金の投入がありまして、アメ

リカをしのぐような立派な研究施設ができました。これは、嬉しい誤算でした。

帰って来て、早速島村武久原子力室長さんのところにご挨拶に伺いました。55年 11月 初め
のことで、原子力基本法、原子力委員会設置法などが検討されておりました。また、原子

力研究所の発足を急ぐということで、財団法人の形でスター トした直後の、石川一郎理事
長、駒形作次副理事長、それに事務局員 2名 の原研事務所にもご挨拶に行きました。
1956年 1月 1日 に原子力基本法が施行されて、原子力委員会ができ、また、総理府設置法
の一部改正で総理府原子力局ができて、これが委員会の事務局の仕事も担当しました。局

長は、経済企画庁の計画部長であった佐々木義武さん、総務課長は原子力室長だった島村
さん、総勢 19名 で仕事を始めたと記憶しています。総務課、管理課、アイソトープ課の 3

課構成で、工業技術院の調査課が名称変更した原子力課、経済企画庁原子力室、科学技術
行政協議会 (STAC)事務局からの出向者で構成されていました。実は、私が留学に出掛け
る時に、田中好雄さんに後を引き受けていただけるということで、私より先輩ですから、
逆転で申し訳なかつたんですけれどもお願いし、原子力局でまたご一緒させていただきま
した。元田 謙さんもご一緒でした。企画庁原子力室からは、村田 浩さん、別府正夫さん、
松友信寿さん、村上昌俊さん、そういう方々と一緒に仕事をさせていただいたわけです。
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56年 5月 19日 には、総理府原子力局が科学技術庁原子力局となり、6月 には特殊法人日本

原子力研究所が発足し、8月 には原子燃料公社が発足しました。

原子力局は、大変小さい所帯でしたから、管理課 とい う一つの課で、原子力研究所も、燃

料公社も、ウラン探査その他色々の問題も担当して、多忙を極めました。財界、産業界が

原子力に大変熱心でして、それは、一つには 1955年 8月 の第 1回原子力平和利用国際会議

(ジュネーヴ会議)の開催で世界の情勢がわかり、それまでは、日本の国内で非常に原子

力に批判的な雰囲気であったのが、財界、産業界を中心に、関心が高まって来ました。電

気事業者としても、水主火従から火主水従に移る時期で、化石燃料の手当てが重要であり、

石炭、石油業界に対 し、何か別のエネルギー源を持つているとい うことは、価格交渉など

の上で意味がある、こういうご理解もあったと思います。当時は、原子力発電はまだモノ

になっていなかったんですけれども、ご関心が強かつた。それから産業界、メーカーさん

の方でも、戦後の占領政策で財閥解体というのがありましたが、原子力を軸にしてまた財

閥グループが集まって、総力を結集 して技術開発をやろうということが背景にありました。

グループそれぞれが原子力の専門会社をつくり、それを中心に活発な活動が始まりました。

皆様方はその頃から、それぞれ関係方面でご活躍されたことと存じます。

原子力委員会は、正力松太郎さんが初代委員長でしたが、大変な大物でした。大変ご熱心

で、読売新聞社で日比谷公園に原子力の展示会を開催 し、また、外国からいろんな人たち

を呼んで来ました。その中に英国原子力公社理事のヒントンさんがいたんです。56年の 5

月に来日されたヒン トンさんは、原子力発電は英国ではもうコマーシャル・ベースに乗る

んだと言って、コールダー・ ホール原子力発電所の状況を説明され、発電コス トはこれこ

れで十分ペイすると主張された。

ところが、イギリスと日本とでは、発電原価一つ取っても色々事情が違 う。イギリスの場

合は自国の石炭を、石炭産業維持と言 う社会政策のため、値段が高くとも炊かねばならな

い。それに、発電所の容量が小さい。4～5万 kw程度で、効率が悪い。 日本の場合は、戦

後アメリカから新鋭火力発電所を導入 して、設備容量も75,00蝕wから 125,000kwと 大き

くなり、燃料費が安いし効率も良いとい うことで、日本の在来発電所のコス トはかなり安

い。それから、ヒン トンさんの計算の中には、プル トニウム・ クレジットとい うものがあ

りまして、それだけ副産物収入があるとい うことでしたが、日本の場合には、プル トニウ

ムを電力会社さんですぐには使いようがない。そんなものを副産物集収入で計上すること

はあり得ない。また、金利や税制の違いも考慮しなければならない。計算してみますと、

日本の新鋭火力発電に比べると高い。

田中好雄さんが電力料金のオーソリテイでしたので、田中さんを囲んで着手で勉強会をや

つて、コールダー・ホール改良型のコス トは、そんなに安いものではありませんと言 う資

料をつくつて、田中さんが代表で正力さんの所に持って行かれた。そうしたら、正力さん

が、「ヒン トンがペイすると言ったからペイする。木っ端役人は黙まっとれ」とこう言われ

まして。その頃は、我々木っ端役人は、原子力委員会の会合の場に普段は事務局として出

さして頂けなかつた。 しかし、一生懸命そ うした勉強をしていたことを思い出します。

原子力研究所の敷地を何処にするかも問題でしたが、最初原子力委員会が三浦半島の武山

にするということをご決定になった。武山は、米軍の用地でしたが、社会党左派の志村茂

治先生が誘致を推進された。それに対 して、高崎の用地を中曽根康弘さんが推された。競
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願になって、政治的になかなか決めにくかった。米軍との関係もあった。そこで、内閣の

方で、もう一度考え直して貰えないかということになった。原子力委員会で再検討 した時

に、水戸の射爆場も有力だが、すぐには返還の可能性がない。けれども、そこより少 し北

の方に同じように海岸に国有林があって、そこならいけるかも知れぬという話が、茨城県

知事の友末洋治さんからありました。そこで、原子力委員会でもう一度検討 し直 して、石

神村と村松村が合併して新 しくできた東海村とすることになりました。

その時の原子力委員会の構成は、正力松太郎委員長、石川一郎委員長代理、湯川秀樹、藤

岡由夫、有澤廣巳各委員でしたが、有澤先生は社会党からの推薦で、当時は社会党も原子

力賛成で大いに推進する立場であったわけです。有澤先生が、「原子力委員会は、権威がな

ければいかん。原子力委員会は、国の原子力政策を企画 し審議 し決定する。それを内閣総

理大臣は尊重すると、原子力委員会設置法に書いてある。しかしそれは、意見を出す側も、

尊重されるようなチャン トした意見を出さなければいけないとい うことだ」とこうい う先

生一流の理屈付けで、なるほどということで、原研の敷地の決定をし直しました。

原子力研究所は、財団法人の頃から、早く原子炉をつくろうとい うことで、最初に杉本朝

雄、神原豊三両先生がアメリカに調査に行かれました。一号炉は、ごく小さなもので早く

できるものが良いということで、ノース・アメリカン・エイヴィエイションでつくってい

たウオーター 。ボイラーを買うことになりました。その頃、アメリカが原子炉を輸出する

については、燃料の濃縮ウランは、米国では当時は国有でした(濃縮ウランは、国が生産者

であり、核兵器材料としての使用者であるから、国有は当然)か ら、濃縮度 20%ま でのもの

を一国当りU‐235で 6kgまで貸与する。また、35万 ドルを限度に、原子炉築造費を補助す

るということでした。35万 ドルは、JRR-1(ウ ォーター・ボイラー)でなくJRR-2に充

当したと思いますが、そういうことで、アメリカの援助を受けました。

JRR-1は、56年の夏から築造を始め、一年後には完成して、初臨界は 57年 8月 の末でし

た。臨界作業は夜から始まって、朝まで掛つて8月 27日 の明け方に臨界になりました。そ
の時には、色々問題がありまして、木村健二郎先生のご指導でウランを水溶液にしたとこ

ろが、黒い変なものが浮かんで来た。これはおかしい、どうするか。結局、フィルターで

濾してうまくいった。燃料は硫酸ウラニルでした。ところが、後で向坊先生にお伺いしま

すと、濃縮ウラン燃料をアメリカから日本に出す時に、立会うようにとAEC(米国原子力委

員会)に言われて、マリンクロット社の工場に行かれた。現場では、濃縮ウラン粉末を鉄の

管に入れて足で蹴って転がして、また向うから蹴って転がして均一化しているような状態

で、あれでは鉄の錆が入るのは当たり前だよと言っておられたのを思い出します。

私は、臨界試験に立ち会うため役所から派遣されましたが、制御室が狭いので直接担当者
しか入れない。徹夜で外をうろうろしていました。何とか中を覗けないかなと窓越 しに見
ておりましたら、原研理事長の安川第五郎さんが、やはり外でうろうろしておられるんで

す。理事長が入れてもらえないのだから、本っ端役人が入れないのは当たり前だと思いま

した。後に聞いた苫米地 顕氏の回想では、「はじめ理事長は制御室におられたが、理事長
の方から、作業の邪魔になるからと言われて、別室に移られた」とのこと。新聞報道が大

きく一面 トップ記事で扱い、いよいよ原子力の火が灯つた、これからは原子力の時代と報
道され、大変活気のある時代であったことを思い出します。

発電炉の導入は、正力さんの政治的決定でスター トした感じがありますけれども、石川一
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郎さんを団長とする訪英調査団(1956年 10月 )が、コールダー・ホール原子力発電所を現地

で色々調べられました。帰りに石川先生、嵯峨根先生、法貴四郎原子力次長、原 稽之助さ

んがアメリカに廻られたんですが、アメリカでは GEも ウェスティングハウスも、少し待

てばアメリカでいい発電炉ができるから、待ったらどうかと言つていたそうです。いずれ

にしても、その時点で原子力発電を日本でやるために、外国から発電炉を導入するとすれ

ば、コールダー・ホール改良型はその候補として十分立派なものであるという報告書が出

たわけです。英国からの発電炉の導入にあたつては、原子力発電は民営か国営かの有名な

河野・正力論争がありましたが、電源開発(株)が 2割を出資する民営の日本原子力発電(株)

が設立されることで決着しました。メーカーさんも一生懸命にそれぞれ英国のメーカーと

提携を試み、結果的にはGECと 富士電機さんとが提携して仕事が始まったわけです。

原子力開発利用長期計画ですが、正式のものは 1961年にできましたが、56年に長期計画

を島村さんのご指導で作成 し、9月 に内定という扱いにしたことがあります。その策定作業

の議論のときに、島村さん、村田さん、萩野谷さんが、将来の国産動力炉として トリウム

増殖炉が大変有望だと主張された。 トリウム炉はアメリカのオークリッジで研究しており、

熱中性子増殖の可能性があるということで、アメリカの新聞に紹介記事が何度か出たこと

があります。私は、ウランを燃料として原子力発電所を運転すると、使用済み燃料の中に

プル トニウムが自然にできてくる、それを利用する方が先ではないかと考えていました。
つまり、ウランープル トニウムサイクルの他に トリウムーウラン・233サイクルをもう一つ

やるのは適当かどうかということで、結局、増殖炉をやるという表現に止め、高速増殖炉

とトリウム熱中性子増殖炉のいずれかに特化することは、言及しないことにしました。

57年には、発電用原子炉開発長期計画の策定を田官茂文さんが大将でやりましたが、その

時は、同じコールダーホール改良型を毎年何基もつくっていく計画で、そのほかに将来の

国産動力炉として、高速増殖炉とトリウム熱中性子増殖炉の両方を研究するということに

なりました。佐々木局長がこの計画を産業界に話したところ、商用発電炉は、経済性の点

などからアメリカ型のほうが良いという意見が強く、結局イギリス型は一基に止まり、そ
の後は軽水炉の時代となりました。

日本原子力研究所は、発足の当時は英国炉受け入れを考慮していましたが、日本原子力発

電(株)が受け入れ主体となったため方針を変え、軽水炉時代に備えて米国から小型動力試験

炉を導入することとなりました。私はそれに参画する機会を得、嵯峨根、辻本、中田、都

甲、望月、伊原の 6名からなる調査団が 58年に米国に派遣されることとなりました。

調査団は、GE社の BWR、 ウエスティングハウス社の PWRを 中心に、原子力研究施設、
発電炉、生産施設を幅広く視察し、米国軽水炉の将来性に大きな関心を寄せ、関係資料の

収集に努めました。たまたま、米国最初の商用原子力発電所 (PWR型)がシッピングポー

トで運転を開始したところを視察し、また、EBWR(Etterimentd BWR、 アルゴンヌ)、

VBWR(Valecitos BWR、 GE)も動力試験炉として参考にしました。当時は、BWR、 PWR
の両方式は、いずれ将来一つの方式に統一されるであろうとの見方が強く、あまり形式の

差にこだわらなくても良いと考えられていたんです。

動力試験炉の設置目的の一つに、舶用炉の開発に資するということがあったので、その点
ではPWRが有利と思われていましたが、調査団としては、将来の技術の発展性が大きいこ
とを考えてBWRの採用を適当とすると報告しました。その結果、GE社に発注された動力
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試験1炉 (JPDR :Japan Power DemOnstratbn Reactor)は 、 1963年 10月 26日 にわが

国で初めての原子力発電に成功しました。この炉は、建設から運転に掛けて、研究所、メ

ーカー、電気事業者の協力体制が敷かれ、その後の原子力発電時代への人材の養成に大き

く貢献しました。

英国から導入する東海発電炉の設置許可に当たって、安全審査を私が担当させ られまして、

1959年の春から始めて 11月 頃まで掛 りました。中曽根康弘さんが科学技術庁長官でした。

当時のそれぞれの部門の専門の先生方に審査をお願いしたんですが、夏休みに箱根の寮を

借 り切つて議論をしていただいた。その時一寸した畑嬬がありました。役所の偉い方は、

早く安全審査の答えを出せ とおつしゃるんですが、色々問題があつてそう簡単ではない。

問題の一つは、蒸気発生器のブロウアーの震動問題でして、向こうの設計では震動する。

何とかそれを手当てしなければいかんと言 う議論でした。後藤清太郎先生と内田秀雄先生

とが機械のご専門で、自分の経験から見て、自信がないとのこと。役所の偉い方がおいで

になって、早く上げて下さいという話をされた。その話 し方が、審査なんてものは、徹底

的に時間を掛けてやるものかどうか、何とか早く格好をつけて欲 しいという発言をされた

ので、大変先生方が怒られまして、私達はこれだけ一生懸命にやっているのに何だ、それ

なら止めてしまえとい うことになりました。当時、通産省の原子力室と共同で事務局をや

っていたので、両方で先生方に平謝 りに謝って、何 とか仕事を続けていただいた。

それから最後の報告書案の検討の時に、坂田昌一名古屋大学教授から、小委員会で検討 し

ただけで、他の審査メンバーに十分諮らないまま、十分な検討を経ないで本委員会がこれ

を OKと言 うのでは困るということで、委員辞任騒ぎが起きました。当時は事務局員は一

週間に少なくとも 3日 は家に帰るのが 12時過ぎとい うことで、そのために優秀な方が一人

へたばって、出身もとの研究所に戻られたとい うこともありました。それから、審査の先

生方に出すお手当てが十分ないということを中曽根大臣が聞かれて、「よし、それじゃ―俺

が総理に掛け合って金を取ってくる」ということで、300万 円を総理のポケット0マネーか

ら引き出していただいた。それで大変助かりました。

関係方面の意見を聴こうとい うことで、公聴会が開催され、早稲田大学の藤本陽一先生が

壇上に大きな地図を張って、事故が起きると水戸から東京まで放射能の雲が来るんだとい

う説明をされ、西脇 安先生が、いやいやそれは大文夫とおっしゃるとか、知事さんも地元

ではどう考えるかとか、喧々謂々の議論がありました。

こうした諸手続きが終わって、建設が始まりましたが、なかなか所期の性能が出ないので、

関係 した皆様方はご苦労なさった。色々不具合がある中で、まず最初に、圧力容器の鉄板

の開先にクラックが入つていて、とても溶接できないという話が出てきました。これは、

たしかフランスの鉄鋼会社の製品をイギリスの会社が採用 したもので、ロイ ドの検査もチ

ャント通つている。 しかし、ロイ ドの検査がどうであろうと、クラックが入つているので

はしようがないので、結局日本製鋼所がつくり直すと言 うことになり、非常にいい厚板を

つくってもらった。私はその検査のために北海道の室蘭まで行きましたが、ロイ ドの検査

員も来てお り、無事合格でした。それから、エレク トロニクス関係も、イギリスの製品は

質が悪くて、大部分は日本製に切 り替えることになりました。

ずいぶん苦労してやっと完成しましたが、当初の見積もりよりも金が掛って、350億 円の計

画が 465億円になった。これが発電コス トに跳ね返つたのでは、高いものになる。そこで
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電力業界としては、差額は研究開発費として落とすということで、やつと或るお値段で東

京電力さんに電力を買ってもらえることになった。その間、日本原子力発電 (株)の皆様

方も、またメーカーさんも大変な苦労をされたわけです。

軽水炉は大変優秀な炉型ですが、そのほかに、わが国でも自主開発 と言 うことを考えなけ

ればいけないということで、日本原子力研究所で半均質炉とぃ ぅプロジェクトを 1958年末

に立ち上げることになりました。矢島聖史さんが燃料の構造で非常にいい案を出され、そ

れが切っ掛けで始まったと記憶しておりますが、当時 OECDの ドラゴン計画という類似の

ものがあつて、イギリスのウインフリスで小さな試験炉ができ上がりつつありました。私

が 1960年に石川一郎先生のお供をしてヨーロッパに参りました時、その炉を見せて貰い、

情報交換をすることになりました。ただ、不幸なことに半均質炉は、途中で計画が挫折し

ました。それは、原研の担当理事の西堀榮二郎先生が、独創的な発想で色々いい仕事もさ

れたでしょうけれども、冷却材にビスマスを使 うことに固執された。評価委員会に武田榮

一先生を長とする小委員会が設けられ、再検討の結果従来の計画は疑問視され、中止され

ました。その後、原子力委員会で検討の結果、国産動力炉は重水を減速材 とするものが中

性子経済の面からもいいとなり、現在の新型転換炉 (ATR:Advanced Therm」 Reacわ r)

に繋がりました。

先ほどご説明したように、1963年に原研の JPDRが、わが国初の原子力発電に成功 しまし

た。これはアメリカの GE社製ですが、発電成功の直前に、原研の労組が研究炉の勤務条

件問題でス トライキを打ち、JPDRへの波及を恐れた GEの責任者が、こんなことでは原子

炉を動かす事はできないということで、すったもんだしました。その前から、原研労組は

問題ではあったんですけれども、その後も問題が多くて先鋭化 し、1968年にはロックアウ

ト騒ぎになった。原研の楠瀬熊彦理事さんが原子力委員会に来られて、ロックアウトも止

むを得ませんと説明された。有澤原子力委員長代理が大変心配されて、「日本の戦後の労働

関係法規は大変組合側、労働者側に有利にできている。そんなに無理 して大文夫か」、「い

や多分大文夫です」ということで強行し、結局裁判沙汰になり、最後は最高裁で敗訴となり

ました。こんなことがあつて、日本原子力研究所は赤の巣窟だとい うことで、産業界特に

電力業界の信頼を失ったのは残念なことでした。

動力炉開発については、1963年頃から改めて検討が始まり、原子力委員会が産業界の意見

も踏まえて検討 し、海外調査団も派遣するなどした結果、高速増殖炉と新型転換炉をやる

と言 う気運になり、そのための新しい特殊法人をつくることが考えられました。ところが

当時特殊法人を増やすということは、非常に難しくなっていました。原研では、その 2つ

の炉型についてそれぞれ研究者を投入 して、基礎的な設計の勉強をしていたわけです。丹

羽周夫原研理事長は、当然これは原研でやることになると思っておられて、どうい うや り

方にするか、艦政本部方式はどうか、と色々議論 しておられた。 ところが、赤の巣窟の原

研にやらせるわけにはいかんということで、結局、原子燃料公社を発展的に改組・拡大し

て、動力炉 0核燃料開発事業団 (動燃)と 言う形になりました。

その前に、動力炉海外調査団が派遣され、私はたまたまロンドンの大使館に科学アタッシ

ェとして勤務 (1964年 2月 ～67年 10月 )していたので、調査団をイギリスの原子力公社

にご案内して、通訳などをいたしました。ちょうど丹羽団長が向こうの副総裁に説明して

いた時 (65年 10月 29日 )に 日本から電話が入って、丹羽さんが動二等旭 日重光章を貰わ
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れることに決まった。これは大変おめでたいということで、旭 日重光章を英語でなんと訳

せばいいか苦労した記憶があります。丹羽さんは、若い時に造船でイギリスに勉強に行か

れ、非常に英語もお上手で、色々活躍された。それだけに、原研で新型炉の開発を引き受

けることにならなかったのが残念と言 うお気持ちだったと思います。

動燃は、1967年 10月 に発足しましたが、その 2ヶ月ほど前に、井上五郎中部電力会長が

イギリスにおいでになり、私が色々ご案内したりしました。井上さんがおっしゃるには、「自

分は今度できる動燃の理事長に擬せ られてお り、引き受けるつもりでいる。引き受けるに

ついては、高速増殖炉はこれはやらなければいかん。 しかし、新型転換炉については色々

議論があって、疑問も多い。イギリスでも SGHWR(Steam Generating Heavy Water

Reacわ r:蒸気発生重水炉)と いう類似の炉があるが、うまくいっていないという話も聞く。

自分は日本に帰ったら、新型転換炉開発は止めさせようと思う。」そう言っておられました。

私は、11月 に帰国して、すぐに科学技術庁の動力炉開発課長と言う新 しいポス トをやらさ

れ、計画つくり、財政当局との折衝など多忙を極めました。大蔵省の担当主計官の原 徹さ

んは、なかなか大物で、午後 4時ごろ行くと、机の引き出しからウイスキーを出してチビ

リチビリや りながら、「伊原さん、今は君の言 うとおりの額は出せない。 しかし、日本は目

下経済成長中だ。いずれその うちに付き合えるようになるよ」ということでした。事実、そ

の後の経済成長で、研究開発予算は大幅に増や してもらえるようになりました。

動燃では、清成 迪副理事長と島 史朗さん ――亡くなられましたが ――が大変」阻 に熱心

で、既存の軽水炉技術、蒸気取 り扱い技術を基にして、非常にいい原子炉ができるという

ことを、うまく井上理事長に説明された。結局、パTRもやるということで、政策の変更な

しに FBRと パTRの両方をやることに落ち着きました。

私がイギリスに赴任する前でしたが、1962～63年頃に、日本でも原子力船を開発するとい

う話が大詰めになりました。当時日本は世界第一の造船国であり、海運国としても世界有

数である。 しかし、日本は船の ドンガラは世界一のものをつくるけれども、エンジンはま

だ外国のメーカーのライセンスを受けてつくつているという時代でした。将来、原子力船

の実用化時代がかなり早いだろう。その時に、依然として ドンガラはつくつても、原子力
エンジンをつくれないのでは困るというのが、推進論の基礎であったと思います。

当時私は、原子力局政策課の課長補佐で、原子力船も担当していました。運輸省から優秀

な若手に出向していただき、造船所の専門家を集めて工数計算などの積み上げも行ない、

建造費は大体 30億円ということでした。それで行けるかも知れないが、日本語にはないけ

れども、英米ではコンティンジェンシー(cOntingency:不 測事の追加経費)と 言 う考え方が

ある。少 し積もうというので 2割 り増 しの 36億円で予算を確保 した。ところが、それでも

造船会社に引き受けてもらえない。当時は、造船業界が非常に好況で、原子力船をつくる

のに 2年も 2年半も船台を占領されるのはかなわん。その間に何ヶ月置きかに在来船をド

ン ドン流してつくれるといったこともあった。また、三菱重工業 3社の合併時代で、色々・

問題 もあったようで、政府の計上した予算では足りない。赤字受注は真っ平らということ

で、予算の見直しのため建造が 2年半ばかり遅れました。当初は、6千 9百 トンの海洋調査

船 (耐氷構造)の予定でしたが、8千 2百 トンの船にして、貨物も積んで収入があるから予

算が増えてもいいんだとい う理屈で、大蔵省もそれで行こうとなり、国会答弁もそれで済

ませて、関連費も含め 69億円の予算で今の原子力船 「むつ」が誕生しました。
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原子力船は、結果的には非常に不幸なプロジェクトでした。色々の手違いがありましたが、

最初の予算の見直しで完成が 3年近く遅れたのが、大きく響きました。最初に母港を横浜

にしたいとの申し入れを、社会党の飛鳥田横浜市長に断られ、青森県の大湊に引き受けて

もらいましたが、その時には地元も歓迎でした。ところが、当時年間数千万円の水揚げ高

であった陸奥湾のホタテ産業が、もたもたしていた数年の間に数十億円と言 う産業に成長

した。そうすると、漁業者の方は、今まで苦労して出稼ぎなどで凌いでいたのが、出稼ぎ

はしないでも済むようになった。ホタテ御殿まで建つようになった。ホタテ産業に少しで

もマイナスになることはイヤだということで、反対の動きが出てきました。しかも、その

時の県漁連の会長が革新派で、まあ革新といっても、あいつは怪しからん奴だ、あいつが

保守だから俺は革新と言う程度のことかもしれませんが、難航しました。

1970年頃から、それまで原子力推進であった社会党が、原子力反対に党の方針を変え、共

産党は、海上自衛隊に原子力軍艦を持たせないためには、先ず原子力船「むつ」計画を潰せ

ということで、政争の具となってしまつたのです。1968年に、石川島播磨造船所で皇太子

殿下・美智子妃殿下ご台臨のもとに賑々しく進水した美しい船体の「むつ」も、大湊で艤

装が終わる頃には、にっちもさっちもいかないところにまで追い詰められていました。

私は、動力炉開発課長の後、宇宙開発、海洋開発などの部局に移り、さらに官房秘書課長、

参事官を勤めるなど、しばらく原子力を離れていましたが、この頃また原子力局に次長と

して戻ってきました。調べてみると、原子力船開発事業団の現地と東京本部の間の意思疎

通がよくない。地元対策として、漁協との接触が十分かと聞くと、県の方から、漁協を各

個撃破されては困るから直接漁協に接触してはいかんと言われているので、事業団は漁協

に行つておりませんとのこと。私は、こんなことでは駄目だ、事業団が行かないなら、役

所が直接行くからということで、ずいボんあちこちの漁協に説明に参りました。

その時私が非常に記憶しておりますのは、川内漁協に参りまして、原子力船は決して危険

なものではないと、幹部の方々に説明をしたんです。すると、専務理事の田中さんという

かたが、「伊原さん、あんたの話はわからんこともないけれども、説明の相手が違うよ。わ

れわれは魚屋だ。魚を獲って売れればいいんだ。放射能で汚れていようがどうしようが、

買ってくれれば全く文句ないんだ。だから、あなたが説明に行くべき場所は、魚を買う人

達の所である。魚を獲る人間のところに来て、いくら安全だといっても駄日だよ」とこう言

われたのが、未だに記憶に残っています。

そんなことで、非常に難航して、結局岸壁での臨界から 20%ま での出力上昇試験ができな

かつた。20%と いうのは、そのレベルまでは船内の電気の負荷がある、それ以上はプロペ

ラを回してエネルギーを吸収しなければ ――船を動かさなければ ――ならないから、外に

出ていく。20%ま では何処の国でも岸壁でやるんですが、それが反対のためやれずに、外

洋に出てやる羽目になった。ご承知のように、森山欽司大臣が叱咤激励されて、外洋に出

て臨界試験はうまくいったんですが、出力が 1.4%になった時に放射線の漏れが感知され、

それが放射能漏れと誤報されたため、大騒ぎになった。放射線の漏れは、遮蔽設計が十分

でなかったためで、それ自身は責められるべきでしょうが、人に障害がおきたわけでも、

船や環境を汚したわけでもなく、事故と言うには当らない。もし出力上昇を岸壁でやれて

いたら、もちろん放射線漏れは問題になったでしょうが、船が50日 近くも洋上を漂流する

ようなことはなかった。設計ミスは申し訳ないが、それは修理すればいい問題です。
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私は、「むつ」出港の 2月 ほど前に、宇宙開発の担当局長に移っていましたが、ちょうど森

山大臣のお供で種子島の宇宙基地に行っていたときに、「むつ」の臨界が うまくいったとい

う情報がはいりました。大臣は、大変意気軒昂で、青森で引き受けないと言 うなら、種子

島に母港を移 したいがどうかと地元の方に話され、宇宙開発と原子力船と両方の基地にな

るのは大変結構ですなと言 う話が、会合の席で出ていました。それが、大臣の帰京直後に

放射線漏れが起きたので、事情が一変したわけです。

「むつ」事件を契機として、なぜそ うい うことが起こったか調べてみると、これは原子力

行政のシステムに手落ちがあるからだとい うことになりました。私は、規制制度が万全と

は申しませんが、結局大騒ぎの尻の持つていきどころがなくて、そこに来たのではと勘ぐ

ったりしました。首相の私的諮問機関として、有澤先生を座長とした行政懇談会が設けら

れて検討が行われ、設置許可が内閣総理大臣、詳細設計と検査が各省庁と分かれている現

行制度を、原子力発電、原子力船、研究開発段階の炉それぞれで一貫化する。また原子力

委員会を二つに分けて、原子力委員会と原子力安全委員会とし、安全委員会が各省庁の 1

次審査をダブル 0チェックするという中間報告が 1975年の末に出されました。

一方、「むつ」事件の数ヶ月後に、佐々木義武先生が科学技術庁長官になられ、この問題解

決のために安全関係で科学技術庁に新 しい部局をつくることとなり、当時は一局増やすこ

とは不可能に近い時代でしたが、大臣から総理にも色々話されて、原子力安全局ができま

した。ただし、三木内閣での国会運営の離嬬で設置法改正が流れて、予定より半年遅れの

出発でした。私は、たまたま初代局長に任ぜられ、安全行政の確立に努めました。それか

ら半年ほど経って、有澤行政懇の最終報告が出たんです。佐々木大臣の目論見としては、
安全局をつくったので、それで十分対応 したと言 うわけですが、佐々木さんが大臣をお退

きになった後に、行政懇の意見の取 り扱いについて、各省庁の利害関係がからんで、難 し
いことになった。私自身、この問題に対 して極めて非力で、チャン ト対応できず、科学技

術庁の権限を縮小させる結果となった。今でも大変申し訳なかったと思つております。
いずれにしましても、行政懇の結論を忠実に尊重することとなり、規制の一貫化とともに、
1978年に原子力委員会と原子力安全委員会ができました。その時、島村先生に原子力委員
をお引き受けいただきたいとお願いし、イヤだとずいぶん難色を示されたのを、無理にお

願いして新原子力委員会の委員をお引き受けいただいたということです。
その頃、安全問題では、関西電力の美浜原子力発電所の燃料集合体が破損 したのを隠して
いたとい う問題があり、ほかにも色々な事故 ――もちろん重大事故ではなく、国際原子力
機関の評価尺度で言 う事象 (hcident)で すが ――が相次ぎ、国会でずいぶん野党の先生方
につるし上げられた記憶があります。

今一つ、これは原子力船 「むつ」事件より半年前のことですが、分析化学研究所事件とい

うのがありました。米国の原子力潜水艦が日本の横須賀、佐世保或いは沖縄に寄港する時
に、放射能を流 したとかいろんな騒ぎがありまして、これをチェックするシステムをつく
ったんですけれども、海水、海底の泥、海産生物を採取 0分析する。その分析を民間の研
究所に委託しておりましたところ、その分析データが捏造であるという騒ぎになりました。
捏造と言 うのは適当ではないんで、危険なものを隠したのではなく、化学分析でいくら分
析 しても何も出てこないので、資料を全部は分析 しないで、残 りは適当な数字にして報告
した。また、機器分析でも、同じようなチヤー トが沢山あるものだから、資料の一部を機
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械に掛けただけで、残 りはチャー トをコピーして数合わせ した。

衆議院の予算委員会で、共産党の不破哲三委員長にものすごく攻撃されました。これは、

ごまかした方も悪いが、役所側も反省すべき点があるのは、実際掛る分析費用を委託費で

十分計上していなかった。当時は、パルス・ハイ ト・アナライザーで精密な機器分析がで

きはじめたときで、契約上は技術開発のためのサンプル分析であり、試料全部をや らなく

ともよかったんですが、役所の担当者ができれば全部やってくれないかと言 う。それに必

要な金額は貰っていないから、断るか値増 し要求すればよかったんですが、お得意様の言

うことで断りにくく、つい誤魔化した。それが、内部告発で大騒動になった。

その前に、1971年に、川崎のローム層実験事故で 15人を亡くすということもありました。

防災科学技術センターが、豪雨で土砂が崩壊する現象を人口雨を降らせて実験 していて、

予想以上の土砂崩壊が起きたのです。この時も、科学技術庁は批判の矢面に立たされまし

た。ローム層事故、職員の公費使い込み、分析化研、原子力船「むつ」と不祥事が相次ぎ、

科学技術庁全体が意気消沈 していました。私は、1979年に役所を退かしていただいたんで

すが、その少 し前に、科学技術をテーマとした国際博覧会をやろうとい う動きが、科学技

術庁の一部から出てきました。私は、科学技術庁の仕事は後ろ向きの仕事に忙殺されて、

意気沈滞続きである。もっと明るい前向きの仕事をすべきであり、博覧会の計画は大変結

構じゃないかと賛成 しました。科学技術と言 うものが、公害騒ぎの元凶として悪者扱いさ

れているけれども、人類の将来に明るい夢を与えるものであることを、博覧会を通 じて国

民の皆様方に知っていただく必要がある。当時私は、博覧会とい うものが非常に準備・運

営に手間がかかり、大変難 しい仕事であることを余 りよく知らなかつた。目くら蛇に怖 じ

ずで始めました。

当時は、政府の財政事情の悪化が目立ち始めた時で、国の財政支出に多くは望めない。地

方自治体も同様である。大平総理は、財政再建の立場から、絶対反対 とのことでした。 し

かし、なんとかして開催を認めてもらいたい。先ず、地元茨城県の竹内藤男知事の同意を

取 り、財界と自民党の有力議員に働きかけ、紆余曲折を経て、開催規模を当初計画の三分
の二に縮小することで、ようやくスター トできました。

1980年 3月 に (財)国際科学技術博覧会協会ができて、私はその事務総長に任命されまし

た。国際科学技術博覧会 (通称 「科学万博」あるいは「“つくば"万博」)は、お陰様で結

果的には成功しましたが、途中に色々難 しい障害がありました。協会は土光敏夫経団連会

長に会長をお願いしましたが、途中で鈴木内閣の時に、土光さんが臨時行政調査会の会長
を引き受けられたので、土光さんの立場が微妙になりました。土光会長には、「博覧会なん

か止めたらどうか。われわれの組織 と仕事はスリム化せよ、博覧会と言 う無駄な仕事はや
るというのでは矛盾する。」との批判が届き、大変申し訳ないことになりました、私は、行

政改革で土光さんは命を縮められたのではないかと思 うくらいです。

1985年 9月 に博覧会が終わって残務整理をした後、86年 8月 から私は日本原子力研究所理

事長をお引き受けすることになりました。原子力の仕事を大分離れていたので、あまり自

信はありませんでしたが、とにかく、若い時に原子力研究所をつくることと、その後のお

世話に関係 したことから考えて、大変有 り難いことでした。原研に参 りますと、昔の労組
の問題は落ち着いてきてお り、動燃事業団発足の時のショックも収まり、いい雰囲気の中
で各種の研究が成果を上げていました。従来の研究分野に加えて、原子炉安全研究、 トカ
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マク方式核融合についても重要な役割を果たしておりました。

特殊法人改革の流れもあって、原研が原子力船開発事業団を統合 した後でしたから、また

原子力船とご縁ができました。原子力船事業国は、動力炉・核燃料開発事業団に統合とい

う案もあったようですが、原研に統合 したことは、結果的に大変良かったと思います。

それから、高温ガス炉は苦難の連続で、1969年に研究を始めてから 18年経っていました

が、いまだに原子炉の建設が認められず、毎年、何とか設計、かんとか設計と名前を変え

て繋いで来ていました。幸い原子力委員会で、当初の考え方を縮小して、試験研究炉とい

う形でやるなら十分意義があるとい う結論を出していただけた。ただ、電力業界は非常に

冷淡で、そんなことをやるよりも、材料試験炉をもう一つつくってもらったほうが有 り難

い。高温ガス炉の固有の安全性をあまり宣伝されては、軽水炉の地元対策に影響するので

困る、といつた雰囲気でした。賛成は期待 しない、何 とか潰すことだけは勘弁して欲 しい

と、電力さんの幹部の方々にお願いして、ようやく着工の運びとなりましたが、科学技術

庁の予算査定が厳 しく、所内で予算の不足分の遣 り繰 りに苦労しました。

JPDRは、軽水炉発電の基礎技術の習得と人材養成に貢献してきましたが、圧力容器にクラ

ックが発見され、改造後の運転がス トップしていました。むしろこれを解体して、将来の

原子力発電所解体技術の研究に使 うのが賢明であるということになり、各種の解体技術を

開発 し、完全に解体して、廃棄物の処理・処分にも配慮し、跡は更地になっています。

それから、放射線の工業利用は、高崎研究所で長らくやっておりまして、民間の研究所か

らも研究員を派遣 していただいて、一緒に研究をしておりましたが、放射線利用産業の規

模が予期 したほど大きくないということで、民間の熱も冷めてきた。少 し沈滞 しておりま

したが、工業利用のためのイオン照射加速器 TmRA(Takasaki lon Accelerators br

Radhtion Application)の 建設が認められ、研究が活性化 してきました。

原研は、目的を持った研究プロジェク トをたくさん抱えているけれども、基礎研究も疎か

にはできない。基礎研究重視ということになって参 りました。それに役立てるために、JRR‐ 3

を性能のいいものに改造することとしました。古い原子炉本体を切 り離 して数十メー トル

移動 して保管廃棄する、後に新しい原子炉を設置するとい う工事でしたが、切 り離 した時

の重コンクリー トの壁面がびつしりと詰まつていて、25年前の工事に手抜きが全くないの

を見せられて、日本の建設会社の施工能力に感心いたしました。

原研では、各方面に研究分野を広げる努力をして来ましたが、今までのや り方では不十分

である、海外の原子力研究施設が、最近原子力以外の分野に進出していることから考えて

も、原子力の境界の外の研究もやるべきだという話 しも出て来ました。もっとも、制度、

予算措置の関係で、明白に原子力以外という研究はできないので、原子力から「滲み出す」

とい う考え方で、放射光の研究にも着手し、理化学研究所と一緒に兵庫県の西播磨に、1100

億円の建設費を掛けて大型放射光施設(SP五 ng‐ 8)を建設中です。物質の内部を、分子・原子

レベルで覗ける施設で、基礎研究の幅広い分野で大いに役立つことが期待されます。

核融合では、 トカマク方式プラズマ核融合の分野で成果をあげて参りました。1985年には

JT‐ 60と 言 う装置 (建設費は土地代を含め 2300億 円)が完成 しまして、世界三大 トカマク

(JET、 T]ⅢR、 JT-60)の 一つとして優れた研究成果をあげています。原子力委員会か

ら与えられた目標である “臨界プラズマ条件"を達成 し、次の実験炉建設の段階にまで達

しました。
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もっとも、実験炉となると、必要な資金 。人材の投入が膨大になるので、各国がそれぞれ

自前で建設するよりも、国際協力で建設するという動きになって来ました。1985年に、レ

ーガンーゴルバチョフのサミット会談で、米ソが協力 して核融合研究を行 うことが合意さ

れました。わが国では、自前で核融合実験炉を建設する予定でしたが、検討の結果、この

流れに乗ることとし、結局、米、ノ、EU、 日の4極共同で次の段階の国際熱核融合実験炉

(In∞rnationd Thermonuclear E理 e五mental Reactor:ITER)を 建設することとなりま

した。最初に 2年半掛けて、概念設計を行 うこととなり、西独 ミュンヘン郊外のガルヒン

研究所に世界各国から 40人の専門家が集まり、そのチーム・ リーダーが日本の苫米地 顕

さんです。日本が核融合の研究で世界の トップであることは、有り難いことです。

原子力船は、お陰様で「むつ」が一昨年出力上昇試験に成功し、昨年 2月 から 12月 に掛けて

の太平洋上での 4次にわたる実験航海を終了して、年末に無事帰港 しました。地球 2周 り

以上の 82,000kmを原子カエンジンで航海 したのです。燃料消費は、重油なら 5,000ト ン

のところ、ウラン ー235僅か 4.2kgで した。この 1月 下旬には、岸壁における基礎データ測

定実験を実施 し、最後の締めくくりをします。その後は、残念ながら解役と言 うことで、

原子力船としての寿命を終え、海洋観測船に改造される予定です。

先ほど、原子力船事業団を原研に統合 してよかったと申しましたが、それは、運転再開に

際しまして、細かいところで技術的な問題が一杯あったんです。古い設計の原子炉で、し

かも 10数年間お蔵入りでしたから、原子炉の核心部分というよりも、周辺のいわゆるノン・

ニュークレァーー原子力とは関係の無い ―一部分に色々欠陥が見られました。原研は広い

分野で沢山の専門家を抱えているので、材料の腐食の問題そのほか、何かあると、原研の

東海研究所などに電話一本で連絡 して、原因の究明に努める。大洗の材料試験炉で徹夜で

材料を照射 してみるとか、専門家がすぐ青森に飛んで行って、現場を見てこれはこうすべ

きとかやれる訳です。これが別組織ですと、もちろん当然ご協力はすると思いますが、手

続きで半月やひと月すぐ経ってしまいます。同じ原研の中だから、すぐに対応ができた。

また、原研の在来部門の研究者に非常に良く協力していただいた。その結果、うまくいっ

た。私は、大湊の現地に行って、「むつ」計画は今まで不運が重なった。選択肢が 2つある

とその悪い方に、3つあると一番悪い方に行ったが、世の中、「つき」がまったく無いとい

うことはありえない。「むつ」もそろそろ「つき」が戻ってくる頃だから、心を合わせて「つ

き」を取り戻そうと皆を励ましました。

もっとも、途中で本当に薄氷を踏む思いをしたことが何回もありました。たとえば蒸気ボ

イラーから原子炉に切 り替えるリレー回路が不調で、原因解明に苦労しました。電力会社

の技術系副社長さんに聞いてみても、「いや、リレー回路の不調 ――そんなものは原因は急

には分かりませんよ。」「送電線系統では、どうしておられるんですか。」「いや、もう一回

ヤッと入れてみるんですよ。」とおっしゃるんです。原子力船「むつ」ではそれができない。

新聞・テレビの報道陣の前で、操作を裸でお見せしているわけですから。

私は、よく記者さんに言ったんですけれども、普通の原子力施設だと、官庁検査の前に、

先ず社内検査がある。社内検査で色々不具合な所を手直しして、それからお役所の検査を

受ける。我々は今、社内検査をしているところなんです。それをあなた方が見せろとおっ

しやるから、裸でお見せ している。そ うすると、あっちがおかしい、こっちも具合が悪い

となるのは当然で ――当然と言 うのはあれですが ――おかしいからそれを直せばいいので
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あって、今それを懸命にやつているんだと説明しても、なかなかご理解をいただけない。

蒸気流量計の誤差が大きいという問題にしても、全くノン・ニュークレァのことなんです

が、解決に手間取 りました。そうしたことで、ずいぶん苦労いたしました。まだ、過去形

ではありませんけれども、お陰様で最後はうまくいくだろうと思います。

そんなことで、私の原子力との関わりを色々お話しさせていただきました。全体的に見て、

現在原子力はかなり辛い時代になってきている。国際的にも難 しいことになっております。

原子力はやる意味がどれだけあるんだ、止めちゃったらどうだ、と言 う話までありますけ

れども、色々な観点から言つて、原子力が重要な分野であることに変わりはありません。

ただ、原子力屋だけでいくら重要だといってもしょうがないんで、一般の方々にご理解い

ただくことが必要です。原子力の利用には、色々の分野がありますが、原子力発電一つ取

つてみても、エネルギー問題全体の中で考える必要がある。エネルギー問題は、人口問題

であるとよく言われます。人口爆発で、地球上にすでに 54億人が生きていて、途上国の人

がこれから更に生活水準の向上を目指すので、エネルギー需要は益々増加する。他方では、

環境問題、地球温暖化問題などの制約がある。エネルギー不足の将来を考えると、原子力

を捨てるわけにはいかない。どんなに嫌いでも、や らぎるを得ないのが実態です。先のサ

ミットでも、そのような結論が先進国の間で得られているようです。

かつては、原子力はハイ・テクノロジーの代表選手であり、若い人たちがぜひこれをや り
たいと、飛びついた時代があつたわけです。たとえば半導体産業は、ショックレーなどが

トランジスターをや り出したのが 1948年頃ですから、原子力よりも遅く始めたものが、そ
の後、ハイ・ テクノロジーとして急速に成長し、いまやその代表になつている。宇宙開発
は、最初にスプー トニクが飛んだのが 1957年で、これも原子力よりだいぶ後です。もちろ
ん、戦時中の Vロ ケットなど、基礎はあったでしょぅが。それがどんどん成長 してきてい

る。バイオ 0テ クノロジーも、フトソン・クリックの 2重螺旋 DNAは、原子力よりも後で
1955年に出て来た。それが成長してきて、これらはイメージがいい。原子力が、今の若い

人を引き付けられなくなったのはどうも事実のようです。

ただし、私は二つの大きな観点があると申し上げているんです。科学技術文明論的観点が
一つある。これは、ニュー トンカ学から相対性理論、量子力学となって、マクロの現象か
らミクロの現象に、人類の知識は移ってきている。エネルギー発生と言 うことから考えて
も、化石燃料を燃す酸化現象に比べて、核分裂現象は数百万倍のエネルギーを同じ重量当
たり取り出せる訳ですから、大変優れた素質を持つている。廃棄物の量も、数百万分の一
で済む。大きな事故があつてはいけないが、人類の営みで、災害は山ほどある。私は良く
冗談で言 うんですが、事故死は総てニュー トンカ学で起きる。自動車の衝突にしても、転
落死にしても、歩いていて上から物が落ちてきて死ぬにしても。量子力学 (原子力)で死
ぬ人はほとんどいない。チェルノビルで 31人死んだのは残念ですけれども。量子力学の知
見はもっと活用 しなければいけない、歴史的に見ても当然である。
今一つの観点は、放射能・放射線の問題です。最近の宇宙論では、ビッグ・バンが 137億
年前に起きて、それから秒にも満たない短時間で陽子、中性子ができ、更に水素原子がで
き、宇宙はどんどん膨張を続けている。宇宙は放射線で満ち満ちている。地球が 46億年前
にできて、成因に色々の説があるようですが、最近の説では、宇宙空間に漂つていたチリ
がだんだん集まって来て地球になった。そのチリは何かとい うと、ヘ リウムから鉄までの

-207-



元素は星の中の核融合ででき、鉄から上の元素は自色矮星の大爆発により中性子がワッと

出て、それをどんどん吸収 して上の方の元素ができた。こうしてできた宇宙空間のチ リの

多くは放射性元素であり、それが段々集まって地球となった。

従って、地球の構成物質には安定同位元素もあるけれども、放射性同位元素も一杯あって、

それが 46億年の間に段々減衰して現在になった。まだウラン、 トリウムなどが地殻の中に

沢山残っています。生物が地球上に発生して 30数億年の間に、放射線の環境下で ドンドン

進化 して 3000万種にもなった。だから、放射線と生物との共存性は当然あるので、放射線

がびた一文でも当ると生物に害があるということは無い筈だ。最近では、微量の放射線は、

生物に対しむしろ活性化の可能性があるという “放射線ホル ミシス"説も出てきている。

放射線に対して、人類はうまくこれを受け入れて共存することができる筈だということを、

もっと皆様方に理解 していただかなければならない。

それにしても、原子力に対するイメージが悪いのは事実で、イメージ・アップを ――これ

は和製英語で、辞書を見るとイメージ 0ビルディングと言 うそうですけれども ――いいイ

メージを与えなければならない。一つには、原子力はこれから先もハイテクノロジーであ

って、非常に有益な産業になる。われわれは、原子力技術を更に高度化 して、マイナスも

あるけれども、それを大きく上回るプラスがあることを実証していかなければならない。

原子力は、発電だけでなくそれ以外にも幅の広い用途があり、放射線は大いに産業利用さ

れています。特に、これからは放射線発生装置 ――加速器 ――が物すごく進歩すると思い

ます。非常に強力な陽子加速器ができれば、これによる核破砕で発生する多数の中性子に

よって、放射性廃棄物中の寿命の長い超 ウラン元素を短寿命化できる。 しかも、その過程

をエネルギー発生源 とする技術もあり得るわけで、これは勿論まだ基礎研究の段階で、す

ぐ実用になるわけではありませんけれども。また、核融合にしても、超伝導からレーザー

から大変なハイテクノロジーがどんどん出てきています。今のところは、つらいけれ ども、

先行き明るい未来を築かなければいけないと考えてお ります。

湾岸戦争を契機 として、核兵器拡散問題が国際的に取 り上げられ、プル トニウムが悪者だ

から再処理なんかとんでもない、プル トニウム利用は止めろとい う圧力がまた高まってき

ました。米ソ両国で大量に核兵器をつくっていたのが、今や核軍縮となると、ウランの需

要がうんと減ってくる。従つて天然ウランの価格がどんどん下がって、最高値の時の 1/5(重

量 1ポン ド当たり40ドル→8ドル)く らいにまで下がつている。従って、高速増殖炉のメ

リットは経済性の面からはすぐには出てこない。

もし、核軍縮で本当に多量の核兵器を廃棄するとなれば、核弾頭から大量のプル トニウム

と濃縮ウランが出てくる。それを処分するには、原子炉の燃料として燃すのが一番いいわ

けですから、そちらの方からも、原子力発電の燃料需給に、今まで考えていなかった影響
が出てくる。長期の問題でなく中期の問題ですが、日本の悲願である核燃料サイクルに対

する阻害要因が国際的に出て来つつあるのは、懸念すべきことです。

色々あちこちに話が飛びましたが、以上で私の話を終わらせていただきます。

島村 :有 り難 うございました。皆さんどうか知 りませんけれど、私にとりましては過去誠
に懐かしい思い出を起こさせていただいたょうな点もございましたし、また、私の知らな
かったことなどもお話の中に入つておりまして、非常に有益であったと思います。私以外
の皆様方もおそらく同じように考えられたと思 うんであります。予定の時間が 4時までと
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言 うことで、あまり時間がございませんが、せっかくお出でいただいてお りますので、皆

様方からご質問なりご意見をどしどし遠慮なくご発言をいただきたい。どうぞ。

A:私は、1960年から61年に掛けてオークリッジ国立研究所におりまして、それと関連し

て基礎研究の進め方についての考え方をお聞きしたい。当時 ETCRと 言 うプロジェク トが

ありました。私が家から研究所に通 う道筋にありまして、毎日進捗状況を眺め、時には立

ち寄って現場を見て参つてお りました。ある日、突然止めたということになりまして、格

納容器がかなりできたところで止めてしまった。当時アメリカの研究の進め方は、そ うい

うのが割 りに多かったです。

伊原 :今でもそうかもしれません。

A:あ あいうことは、当時まだアメリカで割 りに原子力が優遇されていた時代だからできた

のか、それともあの種の研究は、所詮そういうことが宿命なのか、お伺いしたい。

伊原 :これは、色々の考え方があると思いますが、日本とアメリカとや り方が違 うのは、
アメリカではいいアイデアがあると、複数であれもこれもとやって行って、最後に近い段

階でどれを取るかの評価を行い、これは捨てようと言 うものは惜しげもなく止めてしまう。

私も 1960年に石川先生のお供をしてオークリッジに参りまして、フインバーグ所長の話も

聞きましたけれども、あの頃は、高温ガス炉は今お話のように止めましたし、溶融塩炉も
オークリッジでかなりのところまで行つていたけれ ども、クリンチ・ リバーの高速増殖炉
と競合して、溶融塩炉も止めてしまいました。

日本の場合は、いつもプレスの方にご批判を受けるんですけれども、日本では 「プロジェ

ク ト不滅の法則」というのがあって、原子力船「むつ」でも高温ガス炉でも、如何におかし
くても死なない。プロジェク ト不滅はおかしいんじゃないかと叱られるんです。 日本の考
え方は、ほかの産業でもそ うで、日米経済摩擦で話題になるように、日本の経営者は非常
に長期的に物を見て、その時その時の株配当の高い低いで物事を決めるんではない。 日本
は、決める前に慎重審議 し、一旦決めたら何とか最後までやるというのが体質でしょうか。
どちらがいいかは分かりませんが、少なくとも日本の場合には、何 とか苦労してやってい

るうちに、皆さん方のご努力で何とかなるということの例が多いと思います。
A:国の豊かさとか余力とか言 うものと関係はありませんか。

伊原 :考え方の違いではないでしょうか。たとぇば、今度 SSC(supeК Onducting super
CoLder:超伝導超大型粒子加速器)を 日米協力でやるといいましても、先方はいつ止める
かわかりません。アメリカでは、lo数年前の石油危機後に、石炭液化で大きなプロジェク
トを組んで、アメリカが中心になつて、日本と西独 とが金を出して始めたわけです。数年
経ったら、アメリカの事情で止めてしまった。 日本と西独は大変困ったわけです。
宇宙開発でも、日本も随分宇宙ステーション国際計画にコミットして、宇宙事業団に予算
を沢山付けてやってきた。この間、アメリカの議会の予算査定で、この計画の予算がゼロ

になつた。それは一時のことで、幸い後で巻き返して戻 りましたけれども、そ うい うとこ
ろは仕事のシステムが違 うのではないか。それから、大統領が日本の首相よりずっと強い

権限を持つていますから。たとえば、ジミー・カーターが出てきて、プル トニウム平和利
用は止めろと言 うと、止めてしまう。クリンチ・ リバーの高速増殖炉も止める、ウェス ト・

ヴァレーその他の再処理工場も全部止めちゃったわけです。核兵器拡散防止のため、使用
済み燃料の再処理はしない、そのまま捨てるということで、惜しげもなく止める。そ うい
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うシステムで、それはいいところもあるかもしれませんが。

A:国の構造そのものが全体的に柔らかいというんでしょうか。しかし計画が変わると、ダ

ーっと失業者が出ることになるので、いいか悪いかわかりませんね。

伊原 :日 本のや り方では、オータネティヴの道をつくっておくことをしない。最初から時

間を掛けて、慎重審議の末、これ一つと決めてしまう。これがいいのか悪いのか、ケース

にもよりましょうけれども。たとえば、話は別ですが、つくばの博覧会をや りました時、

茨城県知事さんがなかなか良く考えて、サイ トとして 2つの町に競争させたんです。普通

の日本のやり方ですと、色々調査して、ここと決めてから交渉する。そ うすると金をよこ

せとか色々注文が付く。それが幸いにしてある程度競争関係にあったものですから、それ

ほど無理を言わないでサイ トが決まつたということがあります。

原子力船はお陰様で成果をあげて終了となりましょうけれども、動かしてみて、あれは非

常にいい原子炉であることがわかりました。これは日本が自前で設計してつくった最初の

動力炉です。アメリカは原子力潜水艦の父と言われるリコーバー海軍中将が頑張っていて、

日本に原子力船の技術を教えてくれなかった。はじめ三菱グループは、ウェスティングハ

ウスからかなり教えて貰えると思っていたのが、教えて貫えなかつた。それで、随分苦労

して設計した。燃料の被覆も不銹鋼を使い、原子力発電所で使つているジルカロイではな

い。批判される方は、あんな古いものを動かしたって何にもならんよ、早く止めろと言っ

ていたんですけれど、遮蔽を修理 して実際動かしてみますと、船のエンジンとして原子力

が非常に適 していることが、いろんな面からわかったんです。もちろん一つには、燃料を

一回積めば、地球を 7回 りできるとか、酸素がいらないとか、そうい う利点もありますが、

そのほかに、非常に反応が早い。船 とい うのは、ものすごく負荷変動がありますから、急

にスピー ドを出す、急にス トップして、バックしてとか、波でスクリューが空回りすると

かあるわけで、それに対する応答が非常にいいんです。軽水炉の自己制御性でかなり応答

できる。それから、出力を増やそうとい う時に、石油を炊いて蒸気を起こしてタービンを

回すより、応答スピー ドが早い。出力を増せと命 じたら、さっと蒸気が出てくる。

機関長が言ってお りましたが、大変パワフルで出足がいい。燃料も補給 しないで済む。自

己制御性の応答がいいので、操縦室で人間はあまり制御系をいじらなくても運転ができる。

だから、いま少 し早く原子力船「むつ」を動かせていたら、伊方原子力発電所の出力調整運

転に対する変な反対にしても、こんなに負荷変動 しても大丈夫だと言えたんです。

メーカーさんが非常に苦労なさつて、日本のメーカーさんの力はたいしたものです。「むつ」

の航海が終わつて、原研からメーカーさんに表彰状を差 し上げたら、飯田庸太郎三菱重工

業会長さんが、原子力で褒められたのは初めてだと言っておられました。結局、畳の上の

水練では駄 日で、実際に動かしてみてその良さがわかる。今つくれば、もつといい原子力
エンジンができると思いますが、古いものでも優秀であることが実証されたことは非常に

良かった。

島村 :今、原子力開発利用長期計画策定作業に入っておられるそうだけれども、従来のよ

うに、各専門部会のあれで出るものをまとめる程度ですか。

伊原 :これは、新しく割 り切った方向を打ち出すことは難 しいと、私自身は思っています。

世界の動きがどうなるか、非原子力分野での動きが大きく原子力分野に影響 してくると思
います。従って、先見性を持った考え方を導入するのは、非常に難 しい。そ うしますと、
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それぞれの専門の方々が検討されたものを基礎にする ――もちろん最後に皆さんでご検討

頂き、新 しい方向付けすることはあると思いますけれども。

たとえば、高速増殖炉の開発 と、そのための核燃料サイクルの確立とい う今までの原子力

委員会の大方針を、依然として貫いていけるのかどうかの問題が、私は個人的には気にな

っています。それはどういうことかと言いますと、私が 30数年前にアメリカに留学したと

きに、教科書として使ったグラス トンの Principle ofNuclear Reactor Engineerlngと いう

本の中に、現在の原子力の仕事は全部書いてあるんです。36年前の教科書に実に見事に書

いてある。 日本はこの路線を忠実に守って来たわけです。先生の仰る通 りやつて、優秀な

生徒になって此処まで来た。よその国は、それから外れちゃったのが沢山ある。依然とし

て再処理をやって、プル トニウムとウランを回収 してとい うのは、理屈として一番いい。

長期的にはそうなんだけれども、中期的にどういう考え方で繋ぐのか、それも、日本だけ

ではなかなか律 しきれない。たとえば、かつての INFCE(Intemationd Nuclear Fuel Cycle

EvaluatioDの ような問題がまた起きて来るのかという問題もあります。誠に非力で、明確

な展望はできにくいと思っています。

島村 :マー、プラスの時代で楽で良かったとい うことは、原子力にとっては無かったと思

うんです。いつも何か問題がある。みんな苦労して来て今 日に至つている。その時起こっ

た苦労というものの性質は、色々違います。私なんか一番貧乏くじを引いた。ほとんど日

本の原子力開発 と関係のないアメリカの原子力潜水艦 ――核兵器が入つてくるというんで

はない、推進力として原子力を使つている ――が入つてくるとい う問題で、私の原子力局

長の 2年間はほとんど棒に振つたみたいなものです。

その時その時によって問題は違 うけれども、先輩達がずっと苦労されて今 日に及んでいる

訳ですけれども、マーしかし、原子力委員会を離れて外から見てますと、どうもマンネ リ

ズムではないか。なるほど、私も基本方針は変えて貰いたくないし、プル トニウムの利用

は本当に真理だと思 うんです。 日本にとつて大切な問題だということは変わりないとして

も、たとえばの話だけども、手法は間違がつておると私は思 うんです。今日ここで話 し出

すと切 りがないから申しませんけど。その辺の再検討はぜひ必要なのではなかろうか。

私が、伊原さんや田中さんや川島芳郎さんなんかと、一緒に仕事をしている頃は、面白か

ったです。 と言 うのは、苦労はあったけれども、やろうと思ったことができたんです。と

ころが今は、実用化時代に入つて、民間の考えとい うものを取 り入れなければいかん。原

子力委員会とい うのは、国の原子力政策を決めるのだけれど、その際「国の」というのは何

か、政府のことを意味するのか、或いは民間まで含めたものをい うのか、わからんことも

ある。たとえば、CANDU(Canadian Deute五 um Uranhm Reactor:カ ナダで開発 した重

水炉、電源開発 (株)が導入 しようとした)の 問題の時、私はまだ民間にいて ――あれを不

採択の方針を決めた時は、原子力委員会に入ってからでしたけど――その前まだ民間の一

会社員であった時代に、有澤 さんのところに行って、そんなバカな話がありますか。 日本

では、動燃で今まで一生懸命になって新型転換炉開発と言 うことで、重水炉をやって来て

いるではないかと言ったことがある。だけど、私が尊敬する有澤さんが、「君ね、金を持っ

ている奴が自分でやるといえば、しょうがないんじゃないか」というあれでしたよ。有澤さ

んですらそうである。前の長計、4～5年前の長期計画ができた時も、原子力局の若手の連

中が、島村先生、あれは国の長期計画でないです、電力業界の長期計画ですよという。局
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の連中すらそんなことを言っている。そんなことでは、とてもじゃないけど、人は付いて

いかないと私は思う。そこは、原子力委員会に大山 彰さんとあなたがおられるから、今度

の場合は一つシッカリと、本当にヨシと思 う方向を決めて貰いたいとお願いしますが。

伊原 :大変荷が重くて――。

B:聞き漏らしたかもしれませんが、原子力のイメージ・アツプ、これからですが、これだ

けは是非やろうといつたことを一つ二つ ―‐。

伊原 :短期的な対応策はないでしょう。長期的に考えて行くことが基本でしよう。もちろ

ん、対応の仕方は今までと違い、原子力担当者の態度も変ゎってきたと思います。たとえ

ば原子力船「むつ」の出力上昇試験をした時は、船の制御室が狭いので、岸壁の記者控え室

にテレビカメラを置いて、記者さん全部に制御室の裸の姿をそのまま見てもらうことにし

た。説明者を置いて、映像に何か出ると、あれはどういうことかと技術的な説明をする。

最初は色々な反応がありましたが、最後にこれは非常にいいということになりまして、電

力会社は何だ怪 しからんと、変なところに トバッチ リが行った。今は、電力さんも段々と

対応の仕方が変わって来ています。時間が掛かると思いますが、原子力屋が専門用語を使

って対応することでは持たないということは、関係者には皆分かって来ましたから。

短期的手法でなく、長期的にご婦人方をどう取 り込むかを考えないとうまくいかない。チ

ェルノビルの事故の後、日本で騒ぎが起こったのは 2年位後で、ョーロッパからの輸入食

品が汚染されていて、日に入る食べ物が大変なことになっているとい うので、家庭の主婦

が騒ぎ出したのが切っ掛けです。もちろん、色々ためにする人たちの活躍もあつたでしょ

うが。だから、家庭の主婦が気にしていることにっいて、そんなに心配 しないでもいいと

いうことを理解 して貰 うようにしなければいけない。そのためには、女性の研究者の活躍

が非常に重要です。最近は、女性の研究者が放射能問題について本を書いたり講演をした

り、活躍しておられる。これからも益々やっていただく必要があると思います。

この問題は何処の国でも苦労しておりますが、今年は原子力 50周年ですから、50周年記念

の国民運動を働きかけょぅ、どうい う相手を対象にどうい うアプローチで行くべきかとい

う議論が国際的に行われています。 日本でも、原子力反対に対してちゃんと対応 しなけれ

ばなりませんが、その時には、原子力専門以外の方のお知恵をできるだけ拝借する。たと

えば学習院大学の田中靖政先生とか、廃棄物問題の松田美夜子先生とかに、社会心理学的

な対応について助言していただく。そもそも、原子力研究には、社会科学の研究も含まな

ければいけないのではど私は考えています。

田中 :電力会社の側から発言 します と、東京電力、関西電力のような大きな会社は別 とし

て、一般的に、役所と電力会社の意思疎通に時間のずれがあるのが問題です。役所に言わ

ないで発表すると問題を起こす。そこで役所の担当者を懸命に探すが、いない。そうなる

と、待っていなければいかんとい う状態が起こるわけです。役所の人に、四六時中、何が

起こるか分からんから待っていてくださいという訳には行かない。ほんのわずか 1時間く

らいの違いが、大きな問題になることが多い。これから青森の方で色々ご苦労があると思

いますが、多分にそ ういうことがありまして。現地に任せるのも一つのやり方でしょうが、

現地の新聞記者と東京の本社の関係も微妙で、その辺は鐵川さんに教えて貰いたい。

私は、高温ガス炉を懸命に応援 したんですが、理由は、何十年も掛けて、よその国で始め

たものを日本の技術にしてしまっている。これを集大成しないで終わるのは非常にもった
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いない。これを集約 して、こういうものができましたと示して欲 しいと思ったものだから。

電力会社には異端視されたかも知れませんが、これはぜひ完成 して欲しい。そうでないと、

研究者が気の毒です。あれだけ一生懸命にやって、歳から言ったらもう後 5～ 6年、10年は

無い人たちでしょ。集大成 して欲 しい。

それから、「むつ」の問題も苦労されたけれども、原研でやったためにうまく応答できたと

いうのは、何年も掛けて原研の技術力を培ってきたからということですね。そういう技術

はキッチリと残さないとまずいと思います。そのためには、原研とメーカーとがお互いに

連絡し合って勉強すると、メーカーの人たちの気分もエキサイ トするのではないか。プロ

ジェクトそのものがあまり世の中に認められなくとも、それをやることによつて、メーカ

ーや研究者の素質がいつもキチット保たれることが必要だと思っています。

伊原 :メ ーカーさんの実力については、日本原子力研究所にいて特に感じました。日本の

メーカーの高い技術水準によって、うまくいつているものがたくさんある。たとえば、核

融合では、外国では大型装置をつくる時は、コンポーネントのかなりの部分は研究所で設

計して下請工場に発注し、自分達で組み立てて調整する。そこは、日本では全部メーカー

さんがやってくれるわけで、質がいいし、仕事が速い。調整して立ち上げるのに、欧州の

JETでは 2年半掛ったのが、日本の J■60は半年で済んだ。外国の研究者に羨ましがられ

ています。運転後も、何かあるとすぐ飛んできて、色々知恵を出してくれる。これは、日

本の特質であり、世界に誇る日本の財産とも言うべきものです。伝統的に、日本の電力と

メーカーは対等ではないということは問題でしょうけれども。

島村 :だけど、原研もそうかも知れんけれど、動燃に言った事がある。一将功なつて万骨

枯るかどうか知らんけれど、何かうまくいって成果が発表になる時は、皆動燃で成功した

としか言わない。実際は、ほとんどメーカーとの合作でしょう。確かに取りまとめは動燃

がやったかもしれない、お金の出所も動燃でしょう。それだから、メーカーは全く表に出

ない。研究発表会があっても、みんな自分がやったようなことばかり言つておるでしょう、

原研にしても動燃にしても。こういう点でメーカーがこういうことを考えてくれたから、

うまくいったという発表が一日あつてもよさそうなものだと、僕は言つたことがある。

田中 :原子力委員会でメーカーを表彰するようなことを――。

伊原 :表彰については、原子力船の場合は、原研で表彰させていただきました。褒めると

いうことでは、たとえば関西電力の美浜 2号炉の緊急冷却装置作動問題にしても、現場で

の対応の仕方が 100点以上だと言われています。マニュアルに頼るだけで、どうしようも

ないというのと違って、原子カシステムを良くご存知の方がおられて、バルブが開かない

時にはどうするとか、うまく工夫されて大事に至らなかった。ある原子力安全委員に聞い

た話ですが、安全委員会で、あれは表彰ものだとなったが、事故を起こしたものを表彰す

るのもどうかということで ――。

島村 :私は、何も表彰までする必要はないと思います。ことに、「むつ」については。今日

は三菱がご欠席だから言うわけではないんですが、最初の トラブルの時、責任のなすりあ

いで。鐘が鳴るやら撞木が鳴るかわからんけれど、原子炉を造ったのは三菱さん、石川島

播磨さんが船体かな。放射線漏れはその境目のところの問題ですな。それから、原子力船

事業団の責任が一体どうなるのか。あれだけの事を起こしながら、悪かったと責任を取る

ところは何処も無い。あれを見ると、表彰に値するかどうかちょっと分からん。表彰する
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としたら、当時の設計者なり何なりが表彰を受けるべきで、飯田さんが対象かどうかわか

らんところもあつて。

伊原 :「むつ」放射線漏れの時は、メーカーは瑕疵担保責任期限が切れていることを理由に

逃げ回り、原子力船事業団も理事長は別として、専務理事以下が無能で大混乱となりまし

た。14年後の「むつ」再立ち上げの時は、飯田会長さんの命令一下、「むつ」をチャント立

ち上げねば技術の三菱の名折れになるということで、三菱グループを挙げて不具合の点

検 0修理・調整 ¨―燃料の点検、再組み立てを含め ――をやっていただいた。昔のことは、

問題がありましたが、今回は非常に良くやっていただいた。

島村 :「むつ」の原子炉の設計は、まだ原研で動力試験炉も動かない時代だったと思います

が、何も知らない時にウェステイングの協力も得られないのに良くやったものです。「むつ」

を修理したことはしたが、古い知識の時代の設計ですから、僕は、内田秀雄原子力安全委

員会委員長さんに聞きに行つたことがあるんです。法律では、一度許可したら永久なんだ

な。10年も動かないのだから、今一度設計の安全審査をやり直すということはない。内閣

総理大臣が許可したものだから、その許可は未来永劫に有効なんです。それはおかしい、

許可を取り消して 一―随分長く動かなかったから――もう一度審査をやり直すことにした

らどうですかと言うたことがある。そうしたら、「ものすごく安全度に余裕を持たせてつく

つてあるから、大文夫ですよ」とのこと。燃料をズーッと水に浸けておいて大丈夫ですかと

聞いたら、水質を測っているから大丈夫だとこう言われるんです。結局、燃料はそれほど

大丈夫でもなかつた訳だな。

伊原 :燃料の被覆に腐食 (ピ ッティング・コロージョン)が起きていたので、漏洩検査を

しましたが、漏洩はありませんでした。しかし念のために、燃料体と予備燃料体をばらし

て、健全な燃料棒を選んで燃料体 32体を組み直しました。

島村 :う ん。ぎりぎりみたいなもんだったんだけど。僕は、国全体が「むつ」に投入する金

から見たら、燃料製作費は僅かなものだから、新しい燃料体をつくって備えておくべきじ

ゃないかと言つたんですが。今度はぎりぎり間に合った。もう少し腐食が進んでいたら、

もう予備燃料では間に合わない。予備燃料はたつた 2体だから、そんなものでは間に合わ

ないことになったでしょう。よそで心配しているよりはうまくやってくれたけれども、心

配するときりが無いですな。

伊原 :薄氷を踏む思いで、ここが駄目なら諦めるかということが何回もありました。それ

を凌いで来た関係者のご努力は大変有り難いと思つております。燃料については、新品に

するとジルカロイ被覆となり、安全審査のやり直しとなる。全面見直しでバック・フィッ

トを考えると、時間と金が掛かる。ぎりぎりの所で凌いだわけです。当初計画は、遮蔽改

修後の実験航海は2年とし、1年 目は既存の燃料を使用し、2年 目は 2次炉心燃料に取り替

えるという案でした。しかし自民党の部会で「むつ」廃船が決まり、その収拾のために見

直しが行われて内容が簡略化され、実験航海を 1年に短縮し、2次炉心燃料は製造しないと

いう政治的妥協で事を収めることとなったのです。

島村 :時間を超過して色々お話を頂き、どうも有り難 うございました。今後、大いに期待

しておりますので、頑張っていただきたい。皆さんも大勢お集まりいただいてありがとう

ございました。

(加筆訂正 :伊原義徳)
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三菱原子カグループ 12.

開催 日 :1989年 3月 8日

講師 :浮田稽彦 (三菱商事、三菱原子力工業)

出席者 :島村武久

島村 :あ なたは私より歳は若いが、三菱商事に入られて、M」PI(三菱原子力工業:Mitsubishi

Atomic POwer lndustry)が できるときにMAPIに移 られたわけですが、商事におられた頃

から原子力に関係 しておられました。私はこのあいだ、三菱重工の飯田庸太郎会長に、古
い頃のことですが、三菱さんの原子カグループができる頃、あるいはそれ以前の話を聞き

たいんで、誰か推薦 してくださいとお願いしたら、飯田さんなんか全然もうご存知ないわ

けです。何とか探 してみますということだったんですが、MAPIの藤永社長から電話があり

まして、飯田さんに言われて探 したんだけれども、なかなかいないと言 うわけです。それ

で浮田さんはどうでしょうと言 うから、浮田さんなら私も存 じ上げているから、私からも

お願いして話を伺お うとい うことで、今 日おいでいただいた。不幸にして天気が悪くてお

気の毒でした。

浮田 :いいや、藤沢は天気なのよ。それで日が照っていて、僕は列車の中でうとうとして

て、新橋駅で降りたら、雪が降ってて驚きました。

島村 :今 日は昔のことを、思い出話しで気楽にお話願いたいんですが、私の疑間は、原子
力産業グループの誕生について、他所のグループからもお話をお伺いしたんですが、私の

調べで見ると、殆ど同じ時期に五グループができているんです。

浮田 :そのようです。

島村 :何かそういう雰囲気があったのかと思ったんだが、相互間の連絡というのはあんま
りないようだ。今まで伺ったところでは、どうも一緒の理由ではなくて、グループによっ
て銘々事情が異なるんです。三菱さんの場合は、一体原子力というものに誰が関心を持ち、
誰がグループ結成まで持って行つたんだろうか、どんな経緯があつたんだろうか、そうい

うことも伺いたいわけなんです。役所のことだと、記録に残つているものもありますし、
研究成果などは文献で分かるけれども、原子力産業のことになると全然残ってないんです。
お互い、会社でいちいちそんなことを記録することが少ないもんだから。MAPIに伺うと、
設立から30年経ったというから、30年の記録でも出されたかどうか知りませんが、私は存
じておりませんので、思い出される範囲でいいですから、自由にお話願います。
浮田 :浮 田でございます。どうぞよろしく。実は、さっき島村さんにお話したんですが、
10年前に三菱原子力工業をリタイヤーしまして、lo年間マージャンだ、ゴルフだ、碁だと
すっかリボケてしまつて、30年前の話しになるとだいボ怪しいんですが、多少資料も調べ

ましたし、思いつくままお話さしていただきます。

実は 1940年に、三菱グループに三菱技術協議会というのがあったんです。当時の三菱合資
の社長の岩崎小弥太さんがそれをおつくりになって、各社の会長社長がヘッドで技術部長
あたりが付いてきて、10回 ぐらい会合を持ったわけです。戦後三菱重工の社長をやられた
岡野保次郎さん、原研の監事もやられたかな、岡野さんが私に話されたところによると、
主としてあの人は航空機関係を担当していたが、技術協議会では航空燃料の問題とかある
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いは金属材料の問題、それから計測関係あるいは合成樹脂の応用とかだいぶ役に立つこと

が多かつたということです。

戦争に負けて合資は解体になったんですけど、1947年 ぐらいから三菱グループの中で三菱

技術懇談会とい うのができたんです。三菱技術懇談会の会長は、島村さんもご存知の、後

でうちの社の副社長をされた稲生光吉さんがやつていた。 どうい うことをしていたかとい

うと、月に一回ぐらい会って、各社幹事持ち寄りで新 しい技術の発表とか、交互に工場を

見学 したり新製品の紹介とか、そういった会合をやっていた。この三菱技術懇談会という

のはまだ続いている。そして今島村さんからお話があった、どうして各グループがほとん

ど時を同じくして原子力に興味を持ったのか調べてみましたら、ご承知のように 1954年に、

中曽根さん一派で 2億 5千万円でしたか、原子力予算がつきました。それから翌 55年に、

ジュネーブで第一回国際原子力平和利用会義があったわけです。その二つが相当強い刺激

になって、少なくとも三菱グループについては、原子力について勉強しようじゃないかと

いう機運が生まれたと思っています。

島村 :稲生さんは化学ですか。

浮田 :稲生さんは機械です。重工の機械出身です。私は三菱商事出身なんだけれども、商

事はご承知のとお り、戦後三井物産とあいならんで 1947年に解散を食ってしまった。それ

で話 しを聞いていると、世界で日本の商事会社みたいな組織はないんだそ うです。物産と

いい商事 といい、あらゆる商売をするわけです。そして、三井グループイコール三井物産

といっていいぐらい、三井物産は、ことに軽工業などを中心として、力が強かったんです。

三菱商事は、物産の半分ぐらいの規模だったと思いますが、三菱の中でも重工や鉱業は非

常に強くて、商事はその影にいたように思 うんですが、追々商事も力を付けてきたわけで

す。 ところで、戦後 日本の会社で解散を食ったのは、物産と商事だけなんです。その後、

三菱重工が 1950年でしたか、三分割されたわけです。一番強かった重工が三分割されて、

力がぐ―っと弱くなったわけです。

三菱商事が大合同したのは 1954年ですけど、それまではその日暮らしで、毎日どうやつて

暮らすか、本当に何時会社が破産するか心配な時期もずいぶんありました。54年に、それ

まで二つに分かれて統合されていた東京貿易、東西交易、富士商事が合同して、三菱商事

ができたわけです。その当時、後発の伊藤忠とか丸紅さんがぐんぐん力をつけてきて、飛

行機関係を初めとして海外のいいエージェント関係を大分とりました。我々は、世界的視

野で物を考える力を失って、その日暮らしになっていたんです。それが大合同して商事が

できてから、やつとじつくり構えて大きな仕事に取 り組むようになったわけです。そこヘ

さっきお話した原子力の国家予算が 54年につき、国際原子力会義もあり、その他なんとな

しに新聞の論調や学界の方も、原子カムー ドというのが追々できてきて、われわれの方も

なんとか。日本原子力研究所ができたのは何時でしたか、55年の暮れでしたか。

島村 :財団法人で出発 したのが 55年 11月 で、特殊法人に切 り替わったのが 56年 6月 です。

浮田 :そ うですか。まあ原研なんかもできた。三菱グループとしては、長崎の三菱造船は

原爆でやられた関係もあるのかどうか、第一回のジュネーブの国際原子力会議の頃に、技

術部長か技師長をやっておられた奥田克己さん、後で原研の理事をされましたが、この方

が非常に原子力の勉強に熱心で、長崎造船所、九州電力、三菱電機を中心として、原子力

の研究会を 1954年、55年頃からやっていた。また、新三菱重工は、神戸でやはり三菱電
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機の伊丹研究所や関西電力なんかとタイアップしてやつていた。当時関西電力は一本松珠

磯さんが副社長で、後に原電の社長をされた伊藤俊夫さんが火力部長だったと思います、

それから原電に行かれた吉岡俊男さんが技術部長でした。また、京都大学の先生や大阪商

船なんかと組んで、移民船の原子力船を一応研究テーマに揚げて、研究していたようです。

三菱電機は、戦前のウエスティングハウス社との関係もあって、技術提携は結んではなか

ったが、資料も入 り易い立場にあったので、三菱電機は自分で原子力の研究をしていた。

そういう状態だったわけです。

そこへさっきお話 した三菱技術懇談会で、原子力の問題を取 りあげていろいろ話 している

うちに、三菱技術懇談会とい うのは広く浅くという立場だったんだけど、原子力の方は相

当深 く掘 り下げて専門的にやらなくてはとてもものにならないので、その三菱技術懇談会

と離れて、1955年 10月 に三菱原子動力委員会、MAPと いうのをつくったんです。当時三

菱重工は、三菱 日本重工、新三菱重工、三菱造船に分かれて、二重工です。それと三菱電

機、三菱商事の五社が幹事になって、三菱原子動力委員会を運営していた。また、三菱金

属は大官に研究所を持つてお り、当時からウランの探鉱、採鉱、イエロケーキの研究を熱

心にやっていた。

ところが 1956年の秋だつたか、原研のJRR-2(CP-5型)を三菱グループで取ったわけ

です。これは商事が主契約者になって、原研とも契約を結ボ し、メーカーのAMF伍me五can

Machine and Foundw)と もいろいろ折衝 したわけですけれども、その会社はたしか 150

万 ドルで原研 と契約 して、そのうちの 50万 ドルを三菱グループが下請けでやったわけです。

当時の 50万 ドルは、為替レー トが 360円ですから1億 8千万円でしたけれども、当時我々

としてはそれを光栄に思いまして、随分損をしましたけれども、とにかく三菱グループと

しては、鬼の首を取ったといっては変だけれど、非常に喜んだ。商事はできたてだったけ

れども、商事の社長にも原研に挨拶に行ってもらって、商事としてもあれだし、重工三社、

電機、金属なんかも、これが非常に強い刺激剤になりまして、JRR-2を取ったということ

が、三菱グループ全体として非常なジャンプ台になったわけです。

ところが、仕事をどう分けるか、三菱原子動力委員会は委員会組織ですから、このままで

はうまくいかないと我々考えまして、将来必ず専門会社をつくらなくてはいけないが、MAP
とい うのはどっちかといえば部課長クラスでつくつていたので、そ ういったことを議論す

るためには、もつと偉い会社の首脳部を入れなければいけないということで、二重工、電

機、商事の社長クラスを入れて、三菱原子力政策委員会、IMAPに Execut市eの Eをつけた

MAPEをつくったんです。MAPEができたのが 1956年の暮れだと思いますが、JRR-2
を取ったあとで、各社の分担のスコープを取り決めた。

JRR-2は研究炉だつたけど、発電炉については、当時日本原子力発電の方で、コールダー

ホール型炉を輸入することになって、我々もそれに参加 しまして、英国のエーイーアイ・

ジョン・ トムソンという会社を担ぎました。これは割合いい会社だったと思いますが、AEI
とい うのは Associaねd Electric lndustryの略ですけれども、それで原電の入札にも参加

したんです。当時は今のように GEと か WHの軽水炉だけじゃなくて、英国のコルダーホ

ール型が相当有望視されておったんです。それから、研究炉については、アメリカのノー

スアメリカンエイヴィエィション (NAA:No乱h Ame五can Aviation)が ウォーターボイラ

ー型をつくっていた。原研の第一号炉です。NAAはまた、ナ トリウム冷却黒鉛減速型の発
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電炉を開発しており、ある程度有望だと言われていた。

それで、技術提携先をまずどこに決めるかということを、三菱原子力政策委員会で議論し

た。三菱電機の社長の関 義長さんから、三菱電機はWHと技術提携する、しかしコルダー

ホール型の方も将来有望になるかも知れないから、重工の方は先に申しあげた AEIと技術

提携したらどうか、それからNAAのナ トリウム冷却黒鉛炉も有望かも知れないから、これ

と技術提携することも考えてはどうかという提案がありましたが、二重工の社長とも、WH
一本槍でいきたいということで、そう決めた。

その当時は 30年前ですけど、日本ではソフトウェアはタダではないかといわれていて、電

力会社の何処へ行ってもサービスしてくれと言われて、ソフ トウェアというのはタダだっ

たんです。ところがさすがに当時の三社長は偉かった。誰か参謀が付いていたと思うんで

すが、原子力は単なる技術提携ではとてもものにならないので、いわゆるソフトウェアに

各社相当研究費をつぎ込んで勉強しないと恐らく自分のものにするのは難しいのではなか

ろうか。ついては、重工が二重工に分かれたのは 1950年ですが、二重工に別れて6年の間、

兄弟相争う、骨肉相食むという状態で、二重工同士でひどい競争をやっていた。M』Eが
できた 56年になって、こんなことをやっていては原子力のような大きな仕事はできないと

いうことに、さすがに気がついて、原子力については競争しないでいこうということを、

二重工の社長とも言ってました。

そしてソフトウェアには相当な研究費をつぎ込んで、電機も入れて四社でやろうじゃない

か。それには専門会社をつくるのが一番いいと。二重工が合併すれば一番よかったのでし

ょうが、当時はその機運はとてもなくて、三菱原子力工業 (MAPI)と いう会社をつくると

いうことが ]Ⅷ蛭Eで決まつたわけです。それで 1958年に三菱原子力工業ができたという

わけです。昨年、1988年に丁度 30年のちょっとした式典をやりまして、早いもんだと思

ったわけなんですが。あらましは、島村さん大体こういったことで。

島村 :有 り難うございました。浮田さんはさっきのお話で商事に入られて、商事は分割と

いいますかばらばらになって、みなさん別れられたわけでしょう。

浮田 :そ う。

島村 :大合同とおつしゃいましたけど、浮田さん自身はどこにおられたのですか。

浮田 :富士商事です。大合同する前に小合同がありまして。

島村 :幾つもあったわけですね。

浮田 :商事が分割されて、百社以上あったんです。

島村 :小 さいのが、だんだん集約されてきたわけですね。

浮田 :そ う、三つに集約されて、富士商事、東西交易、東京貿易の二つになつたんです。

僕は富士商事にいまして、社長は高垣勝次郎さんで、後に商事の初代社長になった人です。

島村 :商事に集約されたのは何年ですか。

浮田 :1954年の7月 1日 です。

島村 :だいボ経ってからですね。辛抱する期間が長かったわけで、7年間ぐらいあった。

浮田 :そ うそう。その間はその日暮らしだった。

島村 :それで浮田さんは機械の方ですか。ご専門は経済とおっしゃったけど。

浮田 :僕は、最初商事に入った時は会計部で、それから戦後進駐軍の仕事をして、当時は

木材部の仕事をやったり、いろいろしておりましたが、大合同した時は機械部でした。
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島村 :そ うですか。それで商事では、三菱さん全体ではなく商事さんでは、原子力に対す

る関心というのは誰が強かったですか。

浮田 :商事には業務部というのがありまして、業務部の方で原子力は熱心に勉強しており

ました。我々は原動機部で、僕の課は総合課と言ったんですが、僕の課でも原子力を取り

上げたわけなんです。

島村 :私はいろいろその当時のことを回想しますと、今のお話ではないですが、原子力に

目をつけたのは割りに上の方の人で、下の方の例えば研究部だとか営業部の熱心な連中が、

原子力原子力といって持揚げて、上の人がそれはよかろう、やれと言われたんじゃなくて、

原子力の場合は上の方から天下つてくる例が多かったんです。

浮田 :そのようです。

島村 :年寄りの方が新しいことに関心を持つというか、興味を持つ人が多かったし、また

一つには、従来の知識ではいけない大きな仕事であるということもあったでしよう。です

から個々の研究部門の研究者が持ち上げるという形より、上の方からこれを放っとくわけ

にいかんという決断がなされた形跡が多いという気がする。

浮田 :おつしやる通りで、三菱の二重工では、まさに トップから下りた。興味を持った若

い人はおりました。でも、若い人はほんの一握 りで、中間クラスが、悪く言えばそっぽを

向いていた。それで トップと、極端に若い 30歳以下の人になった。

島村 :食ってゆくのに一所懸命のときだから、中堅層で責任持つ人達は、そんなことまで

考えが及ばんわけです。

浮田 :二重工もそう。分割されて哀れでした。戦後は、鋤・鍬までつくったんじゃないの。

島村 :私は今の話しがある程度わかるのは、1950、 51、 52年ぐらいに、産業機械課長をし

ていた。

浮田 :通産省の。

島村 :今でも産業機械課というのはあるんじゃないの。

浮田 :あ りますね、はい。

島村 :それで、疲弊のどん底にあった機械工業をどう立て直すかという問題もあったわけ

です。三菱さんが財閥解体でなにされたのも知つているし、重工が三つに分かれたことも

知つているし、船の仕事なんかまだあまりなかったから、造船会社の機械部門が陸に揚が

ってこられるわけです。それでいわゆる産業機械専業メーカーが圧迫されるわけです。頭

のいい人が多い二重工さんが揚がってこられると敵わんということで、大分問題になった

ことがある。そういう時代からですから、私は三菱さんのその当時の幹部の方々とも随分

お付き合いがあったわけです。お名前が出てくるんだけど、商事さんのことはあんまりよ

く知らないが、商事さんが主導して重工さんなんか纏められたのか、やっばりそのころ重

工さんだったのか。しかし私が思うには、三菱さんは他所から見ていますと、重工さんよ

り電機の方が早いんです。重工はどっちかというと付いてくるほうで、原子力では電機さ

んのほうが先に開眼しておられた。今はすつかり重工さんが牛耳ってますけど、発足のと

きは電機さんが強かったと思うんです。外の目からも明らかにそう見える。

浮田 :そ う。

島村 :その辺になってくると、三菱電機さんがそれほど原子力に率先して一所懸命やって

おられたのは、誰がそういうことを主導されたのか。
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浮田 :それはさっきおつしやつた大野さん、大野さんは中研の所長さんでした。あそこに

は横須賀くんとか、いろんな分野のいい研究者がいて。

島村 :伊丹でしたね。

浮田 :伊丹です。非常にいいのがいました。それから東京に木村君というのがいたんです。

この人は非常にカリスマ性があって、引っ張る力を持っていた人です。コルダーホール発

電炉の悪口を言いすぎて、一本松さんから、あまり原子力界には好ましからぎる人物と言

われちやって。あの人は元来 うちの会社にくる筈だったんです。ところが一本松さんのあ

れでこなくなったわけなんです。電機の方で勉強しているうち、ウエスチングハウスはプ

レシャーベッセルを自分でつくるんだから、ある意味でウエスチングハウス重工業株式会

社です。ところが三菱電機は三菱電機重工ではない、ヘビーコンポーネン トは重工 じゃな

くては駄 目だとだんだんわかつてくる。電機のつくるものはあまり無いじゃないか。 日立

さんの場合は日立バブコックもあるし、日立重工である。それで結局、三菱では重工中心

になって、重工がぐんぐん出てきたわけです。ただ、最初三菱原子動力委員会ができて、

それから MAPIをつくる前後ぐらいまでは、電機主導の下に三菱グループは来たと思いま

す。わりあい商事も主導型だったんですので、商事 0電機主導型で、重工はどっちかとい

えば後からくっついてきたんです。

島村 :重工が、二つに分かれていたとはいえ、もし初めから重工系統で主導権を取ってい

たら、業界団体は産業機械協会になるんです。ところが今もって原子力は、電機工業会に

事務局がある。 日本原子力産業会議もあるけれども、あれは電力も銀行も産業全部が入っ

ているものですが、不思議なのは原子力は今もって電機工業会に事務局があって、三菱電

機さんが入つているんです。重工さんは準会員ですか。

A:正会員にはなってますけれど、電機工業会ですから、規約で会費の納入の金額が電機 さ

ん主体になつている。

島村 :それで、さっき話した三菱金属さんに至つてはメンバーじゃないでしょ。

A:三菱金属はメンバーじゃないと思います。

島村 :ですから電機工業会が実質的には、今の三菱さんの例でもわかるように、電機 さん

が纏めておられるわけでもないのに、産業界の代表としては三社会とい うのがあって、電

機工業会で代表を集めてなにされる。その点では今もって電機 さんが三菱を代表するとい

う型になつている。

A:実質的に重工さんが動いておられる。

島村 :も う重工さん ?

A:そ うでなくてはやれませんから。原子力部門に三菱グループから出した人の出身は重工

さんです。

島村 :私は非常に興味がある。グループの問題を取 り上げるのは三回目が四回目ぐらいで

すけど、住友さんに聞いてみると、その時住友商事はまだ弱かったから、商事が主体とい

うことはなかった、リーダーを取ったのは住友金属工業だったとい うんです。今はそ うじ

ゃないです。今は原子力では住友電工ぐらいかな。金属さんも、被覆管をつくつたりして

やっとられるけれども、どっちかとい うと住友電工さん。それで今度は FAPIG(第 一原子

力産業グループ)に行くと、亡くなられた前田七之進さんの話 しでは、日商さんだと。勿

論、前田さんなんかが原子力の勉強はしていたが、グループ結成の話 しを持ちかけてきた
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のは日商さんだったというんです。その頃富士電機はグループの頭でもなんでもなかった。

富士電機 さんは、古河とジーメンスの名前をとった古河電工の子会社ですから、グループ

のリーダーになる資格を持っていたわけではない。みんなそれぞれグループ発生は、話を

聞いてみると違 うんです。

浮田 :違います。

島村 :三菱さんの場合はどうだつたんだろうか。やつばり話を一番熱心にやっておられた

のは、私の見るところでは電機 さんだった。電機さんだと誰だろう、その時関さんなんか

どうされていたのか。

浮田 :電機で熱心にやっていたのはさつきお話した木村君だと思います。一本松さんのパ

ージに引っ掛かったんですけど。

ところが、これは面白いんですけど、重工が二つに分かれて、どの社もリーダシップを取

れない。古い人はみんな知つているんですが、電機は 1921年に重工から分かれたんです。

それで時には卑屈 じゃないかと思 うぐらい、電機は重工に頭が上がらない、元来は子会社

なんだ。それで今度の原子力の問題についても、木村君など活躍 したことはよく知ってい

ますけれども、三菱グループの内部を纏める上においては、私は商事出身で言いにくいん

だけど、私は商事だと思う。

島村 :私もあの頃のことを思い出してみると、矢張 り商事さんあたりじゃないかなという

気がするんです。

浮田 :商事です。特に荘 清彦さん、その時社長が高垣さんで荘さんは副社長だったけれど

も、さっき申し上げた三菱原子力政策委員会の議長は荘さんなのよ。それで荘さんの号令

一下、不思議に重工の社長もみんなこうなってましたから。

島村 :荘 さんとい うのは偉かつたんですね。

浮田 :人間的に偉かった。スケールの大きい人で、家柄もいいし。

島村 :岡野さんは、その頃重工ではなんだつたんですか。どこにおられたんですか。

浮田 :岡野さんは二重工に分割される前までの社長です。その後は大御所で新三菱の顧問

で、車ぐらいは出してもらっていたかどうかといった程度だったじゃないですか。

島村 :岡野さんは、私はしょっちゅう会ってましたから、身をもって知つている。原研の

監事にもなつておられる。私は非常に可愛がられておったし、お宅は麹町だったな。

浮田 :そ うです。大きなお宅で。

島村 :奥 さんが亡くなられたとき、行ったことがあります。

浮田 :あ、そう。僕も行きましたよ。岡野さん、引っくり返っていたでしょう。出てこな

いんだから。あの大人物が、女房が死んだら。

島村 :そ うすると岡野さんは う―んと高いとして、重工の幹部で誰が原子力に熱心でした

か。1956年に、私が科学技術庁原子力局政策課長のとき、原子力産業会議の海外使節団で、

二ヶ月半掛けて世界を廻つたんです。東電から木川田一隆さんが行かれた。その時私は木

川田さんに名前を覚えられて、可愛がってもらった。旅行中お金が足りなくなって、お金

も借 りた。 (笑い)その時に三菱重工さんから行かれたのは、池田さんという工学博士でし

た。

浮田 :工学博士 ?

島村 :池田孝雄という。
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浮田 :知 らん。

島村 :だから三菱さんからは、結局大した人は出なかったわけです。

浮田 :そ うですね。

島村 :私なんか参加の資格もなかったんですが、役人だったから顧間で一緒に廻つただけ

で、木川田さんも行かれるし、偉い人がぞろぞろ、土光敏夫さんも行かれた。

浮田 :ジュネーブの会議 ?

島村 :いやいや、世界一周 して原子力施設を視て廻つた。鈴々たるメンバーなんです。だ

から何処に行っても超一流のホテルに泊まるから、お金が要るわけです。名前が通ってい

るのはハフイぐらいまでで、向こうに行くと木川田も島村もないんです。部屋によっては

こつちのほうが勘定を余計に払わなければならないこともあった。だから、お金が直ぐに

なくなつてしまって弱ったことがある。その時は三菱重工さんからは池田さんが出てこら

れたが。

その後、何時だったかはっきり覚えてないけれども、メーカーさんの意見を開かないとい

けないけれども、今も同じだけど、メーカーさんというのは公式の場では何も言われない
ので、実情が分からない。それを勉強 したいと思って、橋本清之助の爺さんに頼んだら、
それはいい考えだ、是非おれが斡旋するからとい うことで、五社の方に集まっていただい
て、築地の うなぎ屋があるでしょう、あそこで月に一回昼飯を食べることにした。その時
のメンバーは、三菱さんが稲生光吉さん、日立が駒井健一郎さん、富士が前田七之進さん、
東芝が瀬藤象二さん、住友が正井省三さん、大体副社長クラスの方々がメンバーだった。
そういう人に集まってもらって、放談会で飯喰って分かれるだけのようなものだったけど、
その時に三菱さんからは稲生さんが登場された。私は三菱さんとは付き合いはあつたんで
すが、もう一つ前の産業機械課長時代だから、思い出すような人が原子力ではいないんで。
原子力では一体誰が引っ張っていたのだろうかと言 うのが、私の疑問なんです。
浮田 :メ ーカーで。三菱の二重工で。

島村 :二重工つて言 うけど、しかし初めは三菱電機の関さんが熱心で、まとめ役、推進役
として活躍されていたのを私は知つているんです。関さんといえば、後に私は役人を辞め
て古河に入つていたんだけれ ど、関さんが一度話 しを古河電工に持ってこられたことがあ
る。それは、古河は核燃料なんか止めてしまつて、三菱と一緒にや らないかという話で。
吸い込まれて消えてしまうから、僕はお断 りしたわけだけれども、これは表には出ない話
しですが、それくらい関さんは業界全体を考えて活躍されたわけです。一体、その他に。
岡野さんが偉かつたことは知ってます。でもあまりにも大御所すぎますね。
浮田 :今の問題にお答えすると、分割 して二重工になってしまって、世界的視野で物を見
られないことは勿論あるけれども、実験炉の時代はまだ俺の出る幕ではないと言 うことで
しょう。

島村 :いや、浮田さん、今 日はありがとうございました。
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住友原子カグループ 13.

開催 日 :1990年 1月 11日

講師 :佐々木元増 (住友金属工業、住友原子力工業副社長 )

出席者 :島村武久、板倉哲郎

島村 :皆 さんお揃いになつたようです。それではお始め下さい、ざっくばらんにどうぞ。
佐々木 :お配りした資料は、3種類からなっております。適当な資料が無いもんですから、
あり合せの資料でちよっと誤魔化そうっていうわけで。「住友について」と、「皇紀 2649年」
と、それから「平成元年」です。ちょこちょこっと書きましたんで、後の二つは今日の話
とは関係ありませんが、何かのご参考にと思いまして。このご要請をいただきました時に、
私は決して住友の中の先輩というわけでありませんので、この道に古くから携わつている
ような人をずつとチエックしましたけれども、既に、当初からやつてる人の大部分の方は
もうご他界なさっておられますし、まだご存命中の方が一二おられますけれども、とても
旅には耐えないというょぅなお方でして。折角先生の方から声が掛かつたんだからお前務
めろと言われて、ミイラ取りがミイラに、みたいになっちやいまして。 (笑)それで、僣越
ながら今日出向いて来たわけです。あまり大きくお話申し上げることもありませんが、二
つに分けて、「住友について」と 2枚 目に「原子力関係」、まあこれはメモ程度に書いて来
てお ります。それを見ますと、大体のことがわかるのですけれども、なぜ住友が原子力に
入ったかといぅのは、追々ご説明申し上げて行きます。
どこの会社にも歴史はございます、それを辿って行けばどうしてそんなことやり出したん
だつていう話も出てくるんですけれども、グループの特色と第 1ページに書いてあります
が、鉱業活動中心というこの特色が、いわば弱点です。決して特長とは書いておりません
が、これは住友家という個人の家でして、三代友信 (と ものぶ、吉左衛門)が幕府御用の
銅山師となり、四代友芳 (と もよし、吉左衛門)が 1691年から、新居浜にあります別子銅
山で採鉱を始め、1973年 (昭和 48年)ま でちょうど282年間、稼働いたしました。戦後はや
や止まつておりましたけれども、我々が入社いたしました 1946年頃は、また盛んに掘って
おる時です。1973年で操業を止めました。とぃぅのは、坑道全長 700キ ロメー トル、最深
部は海抜マイナス looom以上と深くなります。ご存じのように、銅鉱山は水が出ますんで、
それでもうこれ以上掘ると不経済っていぅんで、買鉱に切り替えております。
282年間稼働いたしましたが、これに loooをつけて 1282と いう数字にしますと、1282年
前に遡ります 708年の本日、1月 の 11日 が、日本ではじめて銅を出した時です。これは奈
良朝元明 (げんめい)天皇の時代で、武蔵の国より和銅が献じられ、和銅に改元して和同
開沐が鋳込まれております。ちょぅど住友の別子銅山の稼動年数に loooを つけまして、現
在から引きました 708年に、日本で初めて秩父で銅を採つております。
別子銅山の開発までは、住友は銅製錬をやつておりましたんですけれども、素材は全部外
から持ってきて、ゃつております。そういうことで、すべてそれを縦糸としまして、住友
の主要関連産業は起こつております。
従いまして、我々が入る前、戦時中は住友鉱業がやはり筆頭でして。鉱山を経なければ住
友総本社の大将、偉い人にはなれないと、こぅぃぅ仕来りがありました。ゃはり銅を中心
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にして栄えた田舎財閥です。三井さんとか三菱さんとは違 う、三菱さんも出身は土佐では

ありますが、中央で活躍された。住友は、関西の田舎の方でなされた財閥です。それでこ

の二行日に書いてます鉱山用の坑木、やはり坑道を掘って行きますんで、坑木の必要から

林業が栄え、あるいは機器っていう形から今の住友重機の前身である住友機械ができ、と

いうようなことです。我々が常に愛用しております井桁のマーク、これがいわゆるそうい

う泉から出てまいりますマークです。これは後でまた御説明します。これもう方寸全部、

寸法は決まっております。

御承知のように住友は銅山から始まった。銅鉱山を中心としてやつておりますだけに、最

終製品をつくったことがない。素材提供メーカーですんで、ここにお並びの皆さん方がカ

スタマーです。これが住友原子力工業をつくったときも大いに問題になりました。我々の

方はそういう素材の提供、しかもやっておる産業自身は、グループ内で賄う程度という形

で、外売りは一切しておりません。それで今これ、わがグループの弱点を先に申し上げて

いるわけです。

その次に事業の精神と書いてありますが、ちょうど今から約 400年前で、住友政友 (ま さ

とも)と いうのが初代の家の基、家祖です。また、南蛮吹き銅製錬をやった方が業祖で、

蘇我理右衛門と申します。これは初代の時に初代の姉をもらいまして、終いには住友家と
一緒になっています。従って、家祖政友と業祖理右衛門と分けて、我々は教育されたんで

すけれども、今は共に住友家です。政友は非常に仏心の篤いお方でして、若い時に文殊院
空禅として仏籍に入っておられ、後に還俗して政友となられます。
この方の「文殊院旨意書」五箇条というのがあります。ここにありますように、(1)常の

相場より安きものを買うな。結局あんまり安いもんは、当時のことですから、誤魔化しも
のが多い。盗品も多い。(2)一夜の宿を貸すな。だから一面識もない人間を泊めてはいけ
ない。 (3)保証人になるな。これは厳重に止められていたようです。金貸しなどの保証人
には一切なったらいけない。(4)掛け商いはするな。皆現金にしなさい。売りも買いも同
じです。 (5)お客様には丁重に。これは非常に難しい文句で書いてありますけれども、こ
れが五箇条です。

この通りにやりますと、全然現在的な商売は成り立ちませんので、今あります住友連携 21
社、終りの方に表は付けてありますが、各社はそれぞれこれをアプライいたしまして、社
訓としております。これを要約いたしますと、近代的に解 し事業を運営していくと書いて
ますのは、(1)浮利を追うべからず。結局安いからとそれを買うて高く売る、そういうこ
とは絶対やるな。浮利というのはいろいろ問題がありまして、これはeasy gainsと 訳して
おります。はじめ叩ecuhtive pЮ itと 訳しておりましたら、外国から文句が出まして、商
売で Speculttiveで ないものはないと。そこでアメリカ語ですけど、easy gainsと 訳すのが
よかろうというのが海外の商社から入つて参りまして、浮利を追うなと、これはご想像願
いたいと思います。あんまり安いもの買って高く売るようなことは、一切やるなと。 (2)

確実を旨とすべし。これはここにもあります、やはり保証人になるな、掛け商いをするな
と、こういうなのがそういう意味です。 (3)信義を重んずべし。これは全体を通じてのこ
とですけれども、住友の名に恥じるようなことをしますと即刻首になります。これはもう
確実です。ほかのことはともかくといたしましても、住友の名に恥じるようなことをやり
ましたら即日首です。(4)社会公共の利益を優先すべし。果たしてこれで商売ができるか
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と思いますけれ ども、とにかくお上が大事だぞとこういぅことです。それでこうい うのが
大体中心になってお ります。

ここに持って来てお ります、方広寺の鐘 というのがあります。これはちょうど京都の五条
と六条の間、二十二間堂の近 くですが、このシリーズの終 りに方広寺の鐘の写真を出して
お ります。これが問題の「国家安康・君臣豊楽」と、徳川家康が豊臣を討伐するときに、
家康の名を二つに分けておるという言いがかりをつけた銘のある例の鐘です。これは 1614
年に住友が二万三千貫を寄付 して、このなかから鋳込んだ (鋳造重量 82.7ト ン)と いう記
録が残つてお ります。

それと、ご存じと思いますが、宮城の前、日比谷公園寄りの方に楠木正成の像があります。
これは私が撮った写真ですが、1890年 (明治 23年)が銅鉱山開業 200年に当たりました
んで、当時の「美術学校」岡倉天心校長に頼みまして、11年掛かっております。とにかく
気長く待ったもんでして、その間に実際に基礎をつくりましたのは高村光雲です。11年掛
かつてようやく完成 しています。実際に発議を致しましたのは 14代の時代 (12代友親、
13代友忠が亡くなり、男系相続者が絶えたので、友親の妻・登久が 14代を襲名)です。そ
れから 15代の友純、 (と もいと)と 読みます、これが友忠の妹 0満寿の婿養子として、西
園寺家から来てお ります。西園寺家つていいますか、徳大寺家が正確です。西園寺公望さ
んの実弟、徳大寺隆麿ですが、友純の時代にようやく完成 しております。1889年に注文を
出しまして、11年掛かつでいます。竣工式が 19oo年です。それで戦時中もそのまま、昭
和天皇があれだけは潰すなとこうい うお言葉があつたようです し、それからマッカーサー
指令でも厳然として生き残って参 り、そのままです。
今ここにお持ちしましたのが、その時の記念の文鎮で、金のカフスボタンと共に何百個か
つくりまして、住友の関係者を中心に配 りました。これは、父親からもらつたんですが、
井桁の文鎮、これは金と銀が入つている粗銅です。あの楠公の像も粗銅です。粗銅は自然
のままだと、発色 して赤色になります。
そ ういうことで、ここで申し上げたいのは、住友は外から見れば立派そ うですけど、最終
製品を扱わないだけに、実際の顧客との間の交渉は、や りません。浮利を追 うなとい うこ
とですので、後で出てまいりますけれど、商事会社を持つておりませんでしたので、主と
して三井さん三菱さんにお願いをしてやつてお ります。
その次に、内部機関にどうい ぅのがあるかといいます と、「白水会」といぅのがあります。これは 1951年 (昭和 26年)に発足しています。財閥解体後ですけれども、やはり血は水よ
りも濃かろうやないか、もう一回集まつて四方山話 しをやろうやないかとい ぅ形で、その
ときは 13社でした。現在は 20社になつてます。この折込には 21出てますけれども、右か
ら二つめの住友アル ミは吸収されてなくなつておりますんで、今 20社です。
これがいわゅる住友直系の会社です。当時は、日本電気や日本板ガラスも準連携でしたん
で、13社の中に入っておりません。その 13社が寄り集まりまして、社長の会合をやろうやと、代理出席は認めません。なんでこんなものを出しましたかと言いますと、住友原子力
研究所あるいは住友原子力工業と称 しますが、これは自水会の申し子です。自水会というのは、議 して決せずとぁりますけれども、サロンのようなもので、そこで決定はいたしません。ただ、決定したのが二っだけありまして、皆さんの駿尾に付 して住友原子力をつくろうということ。それからもう一つは住友石炭の救済。ご存 じのように石炭は有澤廣己先
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生の傾斜生産で、片山内閣の時に非常に栄えたもんですから、前は銅 と一緒にやっており

ましたんですけど、終戦後、石炭を切 り離しました。ところが石炭が沈んでまいりまして、

それで救済をしようと。決定したのはこの二つだけです。それ以外はお話程度です。

自水会の下に五 日会ってい うのがあります。ここでざっくばらんに申し上げますと、これ

は 68年から作動しております。後で出てきますけれども、私はこの前身の経理企画委員会

のメンバーを一時務めました。五日会ってい うのは、自水会がだいたい毎月の 20日 前後に

ありますんで、その 5日 前に集まって、どういう議題を掛けるか、今度は住友原子力工業

をどうしようかと言 うようなことが問題になります。

それからもう一つ、住友家評議委員会があります。これは、三井さん三菱さんもそ うでし

ょうけれども、我々で言いましたら、業祖あるいは家祖って言 う住友家があります、それ

はほっとくわけにいきません。終戦で全部株を放 り出されてしまいましたので、できるだ

け有利に回るようにという形で、各社がご支援申し上げてお ります。その分の委員会、現

在は住友商事の名誉会長の津田 久さん、一番やっぱり最年長ですが、その方が委員長にな

って、毎年毎年あるいは毎月毎月会議を開いています。代表的なのはこの二つです。

また、白泉会っていうのは、社長の卒業生が出席する会です。従いまして、上の自水会の

メンバーと全く同じ数です。これは、本当にもう一つサロン的でして、自泉会のメンバー

はそ う難 しいことはや りません。月に一回集まつてゴルフでもや りましょうかと、こうい

う程度のものです。

自水会の由来ですけれども、家祖政友は、京都で前から薬屋をやつておりました。次いで、

銅の商いは業祖理右衛門が、泉屋という屋号で粗銅の金銀吹分けを始めました。この泉と

言 う字を上と下に分けますと、自水となります。粗銅には金銀が入つておりますけども、

当時は粗銅のままどんどんシナなんかに輸出してお りました。それで向こうで吹き分けら

れるのはもったいないっていうことで、南蛮人からの伝間をもとに、理右衛門が「南蛮絞

り」と称する製錬法を開発 しました。これは鉛を使 うようです。今、インペ リアル 0ス メ

ルティング・メソー ドというのがありますが、あれと同じような要領で、鉛と一緒に銀あ

るいは金を抱合 して残 して、銅だけを製錬する、まあ比重差を使 うようです。自水と言う

向うの人間、これ何てシナ語で読むか知 りませんけども、にヒン トを得て、そ ういう形の

ものを始めたという記録が残つてお ります。その意味の自水だろうと。もう一つは 1972年
(明 治 5年)、 一番初めに蒸気船を購入 しております。これ 137ト ン位のものですが、製錬

所はこっちにもありましたんで、自水丸というのが大阪と新居浜の別子鉱山の間、動いて

おります。こういうことで、1951年に創設しました自水会の由来つてのは、全然伝わって

ないんです、誰がこんな名前つけたのか分からない。この 3つのうちどれかだろうという
のが我々の想像するところです。

それでその下にありますように、商売知らずでございます、知る筈がありません。 とにか

く儲けたら駄目だという規定ですんで、商売を知ってる筈がありませんで、商売はむ しろ

全部三井、三菱さん。

それで我々の方が島村先生もご存 じの、例の宝塚放射線研究所を民間で一番初めにつくっ

てお ります。これはもう 1957年から動いておりますけれども、この機器もほとんど全部、
三井さんあるいは三菱さんからの購入です。それ じゃちょっと都合悪いっていうんで、一

回三菱あるいは三井さんを通 しまして、それから住友商事を通しています。やはり面子の
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問題があるというんで、国内は三井さんから住友商事が買 うて、それで我々へ売る、コミ

ッションゼロと、こういう形で一応取扱量の中にははまると、そんなことをやって。その

ように、商売知らずです。

従いまして、これは、住友商事ができました歴史を書いてありますが、1945年、終戦直後
です。住友商事は、土地建物業と書いてますのは、これは昔住友本社がちょこちょこゃっ

てたのを引き継いだものです。終戦直後、住友商事をつくるときに、甲論乙駁がありまし
た。浮利を追わずっていう家訓があるじゃないか、だから商事部門は置いちやいかんとい
うことで、なかなかできなくて。それでとにかく、どこから持ってきたのか知 りませんけ
れ ど、核になる人は主として各社から、当時終戦直後でしたんで、住友金属が十万人ぐら
いと非常に人がお りました。それから満州金属もありましたんで、そこから帰る人間も吸
収 したようです。従いまして、ほとんど商売知らずが始めたというのが実情です。そうい
う形になったのがバックグラウン ドです。そぅぃぅバックを持って、初めて原子力という
のを考えるわけでありますんで、なかなかもって困難なものがありました。
とい うのは、皆様方のところは、今までの火力なり水力発電をやつている、それに代わる
原子力となると、やはりご自分のとこでそ うぃう発電機の製品があります。その分に代わ
るとなれば当然やはり原子力にも出ないかん、そういう必然性がありますが、我々のとこ
ろはそういうのは一切ないわけです。

住友が原子力関係に入 りますについては、当初グループ内に、大屋 敦 (あつし)さ んとい
う偉い人もお りました。住友化学の社長までなさり、原子力産業会議ができてからその副
会長をなさるようなお人で、原子力に大変ご熱心でしたけれども、その人だっておそらく、
原子力についてのはっきりした知識は持つてお りません。臨界実験装置つてナンジヤつて
い うくらいの知識 しかないぐらいでありまして、従つて、何をしていいのかわからないと
いうのが事実です。ただ三井さんも三菱さんもやる、また日立さんもやる、それ じやあ我々
もやるかというんで、ここにありますように、バスに乗 り遅れるなというのが、どうも正
直なとこのようです。何かやらにやいかんじゃないかという形です。
戦後大屋 さんは、経団連副会長か何かやつておられましたし、財閥解体で非常に苦労なさ
つてお ります。ご自身も住友化学の初代の社長です。住友で社長 となつた一番初めです。
それまで住友では、社長とい うのは住友吉左衛門さん、当主だけでした。課長 とい うのも
いません。家の長 と間違えますんで係長、そ ういぅシステムを取つてお りまして、各社に
は社長はいませんでした。 ところが、戦時中社長制度をつくらにやいかんとい うので、化
学の初代の社長が大屋 さんです。そ ぅぃう方ですから、その時に、大屋さんが私に言われ
ましたのは、わしがぃろいろ考えるに、やはり原子力というのはあらゆるものの総合だ。
そうすると金属なら金属だけでも駄 日、化学だけでも駄 日、鉱山だけでもまた駄 目。だか
ら総合であるだけに、財閥再編と思わせることは絶対に避けろと、それと住友つていう名
前を使 うなと。

ところが我々が考えました時には、もうすでに日本原子力とい うのがありましたし、まさ
か関西というわけにも。そ ういうなるべくでかい名前とい うんで、宇宙つていうか世界っ
ていうのかでやるかってことも、これは笑い話でしたけれども、住友の名は避けろと。そ
れと財閥の再編を思わすよぅなことは避けてほしい、こぅぃぅ形のご注意があつた程度で
す。何をやれということはありません。
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それと似たような話は、住友、三井、三菱三社が、三菱経済研究所を中心にしまして、各

グループ別の歴史を書きました。最終的に 1952年には英文で出ております。私自身これを

担当致しましたが、その時も、一番はじめ経済研究所に集まりまして相談した時に、やは

り財閥再編を思わすようなことはやりたくないなという相談がありました。その点は非常

に注意をして我々はやったつもりです。

いよいよこれから原子力の時代だが、それじやいったい何をやったらいいんだというのを

まず勉強しようじゃないかということです。ご承知のように 56年 4月 には、住友原子力委

員会っていうのを開設しています。これは後で島村先生にだいボん怒られたんですが、そ

のことも後で触れます。ちょうどその 1か月後には、英国のコールダーホール原子力発電

所が発電を開始しております。またそれから数力月後には、大屋さんが団長になって、原

子力産業海外使節団 (1956年 9月 ～11月 )が出ております。あるいは 10月 には石川調査

団が英国視察に行っております。そういう慌しい動きはありますけれども、受け皿の住友

の方はいったい何をやるんだという、そういう状況でして。私は、はじめは住友金属工業

におりましたが、社長室の新規事業というんで、この時から住友原子力委員会の事務局員

という形で私が参加をしたわけです。

それで住友化学からは、どうも放射線の利用ということが将来性がある、それによると、

非常に純粋なモノマーができるという知識が入って来まして、それじやあ化学分野で放射

線をやるか。というのは、前に申し上げましたように、発電機とかそういうのに無関係な

グループでしたんで、パワーの方は駄目だと。いきなりこれやるかというんで、株式会社

住友原子力研究所というのを設立しております。これは 57年 11月 です。これは、先ほど

申し上げた連携の 13社、我々の方は連携 13社の場合はいちいち連携とは言いませんで「各

社」という形を使います。だから各社のという場合は、全て住友と名の冠した会社で、今

は 20社です。住友アルミニウムはなくなっておりますんで 20社、これがいわゆる各社で

す。話する時、各社といいましたらこれです。当時は 13社でしたんで、13社が株主になっ

て、株式会社住友原子力研究所つていうのを設立しました。これが、戦後協力してやる初

めてです。前にも先にもこれしかありません。海洋開発等いろいろありますけれども、連

携が足並み揃えて、各社が足並み揃えてやったという企業は、この研究所ならびにこれを

引き継ぎました手前ども、住友原子力工業株式会社、これだけです。

そこで、ここでは一体、何をやったらいいんだ、何を置いたらいいんだと。どうもモノマ

ーを放射線でつくると、ちよつと高いかもわからんけれども、化学的につくるよりももっ

と純粋なものができるらしぃとぃうことでした。それから、放射線を使って物性、物の性

質を見ようじやないかというので、ここにありますように、Elect五 c Spin Re∞ nance(ESR)

とか、照射するためにバンデグラフとか、ハイボルテージ社からの購入です。それから 1

万キュリーのコバル ト60の照射装置。この 3つが主要な設備でした。この照射装置は自作

です。補助金もいただきまして、コバル ト59にニッケルでコーテイングしましてコイン状

のものをつくり、それをオース トラリアの方の原子炉で照射して、持って帰ってきており

ます。それで、設備を全部自分でつくってみました。それから、パルスハイ トアナライザ

ーがあります。この 3つは全部三井さん三菱さん、特に三井物産さんからの購入です。

先ほど申し上げましたように、既にこの時には住友商事というのができておりますが、し

かし商事はこういう購入のルー ト持つておりませんので、国内では住友商事を通して商事
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の商いには入つております。ただこの住友原子力研究所は、自水会の決定では放射線だけ

とい う形になつておりましたんで、後、核燃料とかそ うい うのをどうするかっていう問題

を残 したままになつております。

私は、住友原子力委員会の事務局員としましては、燃料も機材、炉材も全部総合 してここ

でやらすつもりでしたんですが、なにさま敷地は宝塚の近くの 1万坪しかありませんで、

あそこではもう手一杯です。それ じゃあできないっていうことで、東海村の方に、ちょう

ど二軒茶屋のとこです、約 5万坪ほど住友金属に買ってもらいまして、そこへ総合的な研

究所をつくろうと考えました。従来は、あくまで純潔に、連携各社だけでという形でした

けれ ども、まだ我々の方そ ういう原子力の知識が全然ありませんものですから、これは大

変なことになるかもわからない。失敗するかもわからない。そういう意味で他を交えるこ

とは止めて、連携の 13社だけでやろうや、もう一つは危険分散を考えようや、こういう二

つの原則を、自水会でお決め願いました。従いましてそれに則ってつくろうとしましたが、

そ うもいかんぞとい うことで、住友原子力工業ができたとい うのは、それを一つ破るとい

う意味でつくったわけですし13社だけではちょっと駄 目だ、やはり燃料やるにしましても、

すべて炉の知識そのものが要る。炉の技術導入も要る、燃料の技術導入も要るとい うこと

になって参 りまして、とい うのは、放射線の方は技術導入一切やっておりません。

そうい う形になりますと、13社の中にそういう会社は全然いないわけです。それで明電舎

とか浦賀 ドックとか、そうい うとこもはめたらどうやと。こうなりますと、今度はいわゆ

る住友直系会社以外になってくるわけです。それで、どうしても住友原子力工業にせんと

駄 目だなと。初めの会社、研究所だけじゃ駄 目と。定款変更よりもいっそのこと社名変更

をして、「各社」以外のを入れようと。各社の関連会社を入れようという形で、そこにあり

ますように、研究所を引き継いだ形、商法上は引き継ぎですが、今までありました住友原

子力委員会と、それから実際的には住友原子力工業会っていうのがありました。ここでい

ろんな技術的な討議をしてお りました。それも引き継ぎまして、住友原子力研究所も一緒

に引き継ぎまして、59年 12月 にこの会社、住友原子力工業をつくつたわけです。当初は

13社でしたけれども、数か月経ちましてその他の会社を入れまして、その下にありますよ

うに、38社が株主になっています。当時もう既に住友不動産とか日本電気なんかも入りま

したんで、連携は 15社になっておりましたけれども、まだ 20社には 5社足りませんが、

それとそれぞれの連携各社の子会社 23社を含めまして 38社、これでスター トしています。

それ じゃ何をやるかということですけれども、これから後は全部失敗の歴史です。住友原

子力委員会事務局案、これは実は私も中に入 りまして、当時事務局長は大野さんとい う、

これは今まだ健在です、をお助けして二人で案をつくり、原子力委員会へ掛けて、それで

白水会へ通してつくった案がここにあります。住友金属鉱山は、今まで銅の製錬をやって

お ります。それで稀少金属、いわゆるレアメタルの製錬、分析に非常に経験があります。

これはウラン製錬に向いているんじゃないか。製錬、粗製錬 と精製錬です。転換は濃縮の

方ですけれども、まず天然ウランの製錬をここにや らしたらどうだろうと、これが一つの

案です。それから住友金属工業は、ご承知のように大阪チタニウムという子会社持ってお

ります。チタンと硬度から何からすべてよく似てお ります天然ウランと。それで特に、削

りくずなんかの再利用面もよく似ております。窒化の問題が起こって堅くなります。そう

い う意味でヘ リウムを使ったり、雰囲気を変えていろいろ工夫をして、とにかくチタンの
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製錬加ェということを金属工業はやっておりましたんで、一つ天然ウランの加工は金属工

業にやってもらったらどうだろうと、こういうことが一つです。

それから住友電気工業、これはたまたま粉末冶金をやっておりまして、実はこれは当初は

住友金属工業の子会社みたいな会社でした。従いまして、シュワルツコッフから導入しま

した粉末冶金技術というのは、全部住友金属工業から電エヘ移っております。それで、住

友金属自身でやっておりましたのは、今住友特殊金属で代理してます磁石、東北大学で開

発致しました本多先生のS・ K鋼、向こうではKOS鋼 っていうんです。住友の Sと本多

光太郎のKを取りましたSOK鋼 という磁石があります。これは粉末合金です。それを住

金がつくっておりますんで、どちらがやるかというのが問題になりましたけれども、一応

電工がやりたいというんだつたら、粉末合金の技術を持つ電工に、軽水炉の燃料をやらそ

ぅゃと。ただ金属工業の方は天然ウラン燃料で、これは島村先生にもいろいろお願いをし

たんですけれども、どうも初めは、ぼんぼんコルダーホール型原子力発電所が建つらしい

ぞ、それじやあ一つやろうじやないかというんで、天然ウラン燃料はコルダーホールを目

指したもので、こういう分担を決めました。

また、ダイキンエ業があります。当時は大阪金属と称しておりまして、住友金属工業の子

会社ですけれども、ここで戦時中潜水艦の冷媒をやっておりました。潜水艦が潜りますと、

機関から、電池から、あるいは人間から発する熱があります。そのために冷却いたします。

従って今でも大型の冷凍機はダイキンが非常に得手でおりますが、潜水艦の冷媒としてフ

ロン、近頃問題になっています、これ「ダイフロン」と称しておりますけれども、フロン

ガスです。それでもって冷蔵庫の冷媒の開発を、フッ素を取り扱っております。濃縮ウラ

ンにはフッ素をどうしても欠かせない。したがつてフツ素技術が役に立つんじやないかと

いうことで、現実にそれぞれこういう問題について、島村先生にもお願いして委託費をい

ただいております。

燃料関係はこれでいいだろうと。それで手始めに、自己開発ではどうにもならん、難しい

とぃうことで、まず ドイツのデグーサから技術導入をやっております。当時はまだ原子燃

料公社が、米国のフインリッヒから技術導入の時代ですが、ちょうど 1年ぐらいの交渉の

後、58年 12月 に導入をしてます。25ト ン・パー・イヤ~ぐ らいの分は入ってきておりま

す。実はこれは、当然金属鉱山がやるべきなんですけれども、全部が助けるという形で、

連携 13社が金を出し合っております。それで、住友原子力委員会の木村音吉委員長の名前

と、デグーサの代表役のシンメルブッシュのサインをいただきまして、島村先生のところ

に持って行きましたら、ア トミックエナジーコミッションつてこれ何じゃって言われて。

これは政府の原子力委員会の僣称であるぞということ、それともう一つは法人格がないも

のは許可できねえと。覚えておられないでしようが、えらいお叱りを受けまして。(笑)そ

れで金属鉱山の担当常務の、馬田 勇(ばだ いさむ)に名前を切り替えまして、デグーサにも

すぐ了解をとりまして、申請し直しました。

デグーサは、ドイツの会社で、今ニューケム (NUKEM)と名前が変わりました。De罫lssa

は塾型tche Gold unt Siber SCheide△ nStalt VOrmds Roesslerの 略です。金銀精錬会社で

す。そういうこともあつて直接導入。私は事務局として技術導入の起案もつくりまして、

島村先生はこうおっしゃってる、だからどうしても住友原子力委員会では駄目だつて言つ

たら、木村さんに怒られまして。なんでそれが駄目だ、お前の説明が悪いつて。しかしこ
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れは私が取扱いましたけれども、駄目だと言われたら駄日ですとぼえまして、住友側の技

術導入当事者を住友金属鉱山に致しました。住友金属鉱山が技術導入をするが、必要資金

は各社が助けて支出する。

当時は乙種導入ということになっております。工場はハナウ (Hanau)と いうところにあ

りましたけれ ども、現物はまだ向うはできておりませんが、25ト ン・パー・イヤーの工場

設計図面を送付 してきました。従って甲種です。向こうは ドイチェマルクでいってました

けど、実際は 25万 ドルでした。それで、木村さんが住友金属工業の専務と兼任の形で社長

をしてお りました住友機械にいろいろ細工をいたしまして、向うから真空溶解炉を買うて

みたり、それにちょっと上積みしてみたりして、とにかく対価を払った。住友側から勉強

に行きます人間に、日当 10ドルというところ 15ドル払 うとか、そういう形で四苦人苦し

て導入しました。今はもう時効になつてお りますが、当時の 5万 ドルの枠よりは高かった。

要領が分からずそ ういう苦労をいたしました。

それから天然ウランの加工、これは独自技術です。これは当時一本松珠磯さんが、関西電

力の常務におられまして、御相談申し上げましたら、おそらくAEA(英国原子力公社)は

技術を出さないだろう、だから独自でや りなさいと。そこで、独自です。そこにあります

ように、東海発電所の燃料は、ハンタース トーン原子力発電所で最初に採用されたホロー

タイプで、これを住友金属工業の流気鋳造法で、中空の燃料棒を製造しました。ハンター

ス トーン炉の現物燃料も手に入れまして、それで比重を計 りますと、住金でつくったほう

がずっと比重が重い、とい うことは中にス・気泡がない。それぐらい立派なのができまし

た。「流気鋳造法」というのは、例のジェット機のローターの製造にもこの技術を使います。

今ではもう何でもない技術ですが、当時としては新 しいもので、下から鋳造 して行くもの

です。これは住金の特許です。

それからICI(Impe五 al Chemical lnduStrieS)マ シーンと称して、当時東洋キャリアとい

う会社が、ラジエーターのローフィンの放熱機を製造 していました。マグノックス燃料の

放熱は、ヘ リカルのハイフィンですので、ヘ リカルのその分の機械の技術導入、これは私

が住友金属工業でやった最後の技術導入ですが、これがやはり 5万ポンドかなんか、相当

高い金額でした。

これは、大屋さんの口約束かなんか知 りませんけれども、ハJEAに話をつけたのは住友が一

番早かったようで、1956年です。その時私の親戚の酒井というのが住友金属工業の専務で

おりまして、最後は住友精密 というところの社長、会長や りましたが、それが島村先生の

お供で行ったかどうか知 りませんが、とにかく訪英をしております。それで、特別にいろ

いろ話を開いて来ておりますが、「申し込んだけれども、とても住友の手に負えない」とい

う報告が返ってきてお ります。AEAにこの申し込みが残ってお りまして、実はこれは何の

記録にも載っておりませんけれども、後にAEAか ら木村さん宛てに、富士グループが申し

込んできたが、住友の方が一番先に申し込んできたけれども、富士にやつてよろしいかと

了解をとりに参 りました。それで我々の方からは、結構ですという返答をしたのを覚えて

おります。我々はその時、やはり原子炉は住友のみの力では手に負えないとい う形で、辞

退申し上げたわけです。

それで、富士電機の前田七之進さんであつたかどなたかにお願いして、住友にはダイキン・

フロンの製造技術があるので、もし日本でやる場合には、熱交換器をやらせてください。

-231-



それから燃料は住友金属工業にやらせてくださいと。こうい うお約束をとったようです。

まあこれは日約束です。

ところが一本松さんに呼ばれまして、異型鋼管の引き抜のために ICIマシーンを導入した

わけです。これは、アニュラーフィンも、並行フィンもヘ リカルなフィンもどちらでも出

来るハイフィン用の機械です。これはガラスの潤滑剤を使います。今でも動いてお ります。

ところが、AEAのスプリングフィール ド燃料工場で、日本向けの専用施設ができたという

形になりましたので、住友金属工業は、1967年には核燃料用の、熱交換器用のハイフィン

チューブの製造を休止 してお ります。

ただそのもう一つ前に、JRR-3(国産 l号炉)の燃料を試作して、古河さんとご一緒に挿

入いたしました。というのは、ここまでやってまた先生に怒られるか知 りませんけれども、

ここにありますように、そ ういう特殊な引き抜き鋼管の機器も買い、それから黒鉛のシー

スにつきましては、三井さん系統の日本カーボンと提携いたしまして、不浸透のインパー

ビアス (impemous)っ ていいます黒鉛も開発を一緒にや りました。英国と同じ製品がで

きたなあってことで、それで燃料要素にしますとだいたい 4本分ぐらいできましたので、

AEAの人が来ましたときに、4本を照射試験してみてくれと頼みました。

ちようど 1958年に宝塚研究所が完成 しましたので、嵯峨根遼吉先生が大島恵一先生とご一

緒に見学に来られまして、夜その話をいたしまして、今度 」EAに照射試験を頼みたいんだ

と報告しましたところ、嵯峨根先生は、「阿果なやつめ、そういう2本や 3本やったって何

の実証になるのか。英国式に言えば、一炉用全量でもまだ実証は足らん。そんなもの止め

ときなさい」と、こういう話でした。それで沙汰やみになつております。実は住友金属工

業は、そこまで熱心に自力開発でやり、とにかく引き抜きのフィンをやるには技術がいり

ますんで、機械や設備は買いましたけれども、そこまでやってこれは止めに致しました。

その後、当時科学技術庁原子力局次長は井上啓次郎さんだったですか、JRR-3の燃料をや

るなら、やはり技術導入がいる。とにかく実証試験はやっておかんと駄目だよということ

で、カナダAMF(Ame五can Machine&Foundry)で 実証試験をした上で、国産一号炉に

装荷しております。これは古河さんとご一緒にやつたと思います。この技術導入も私の方

でやりました。ただし 1装荷分やって、それで天然金属ウラン燃料の製造は止めようやと

いうことで、67年にはもう止めております。

住友金属工業としては、御承知のようにボイラーチューブは独占です。相当厚い管で、内

径よりも厚みが厚いというボイラー用のチュープですが、インコネルのようないろんな特

殊な合金ですけども、イリジウムみたいのも入っております。だから住友金属工業として

はそれに代わるものとして、必然的にぜひ原子力に入りたいということでして、その熱心

さがあつたわけです。天然ウランといえどもやはりやっとかんと自分の仕事がなくなる。

これは、東芝、三菱、日立さんなどと、全く同じ立場です。そういう、今まで 100%独 占し

とったものが要らなくなる。変わった燃料に代わる。ちょうどそういう形で必然的に「燃

料」というのが出てきたわけで、ここだけはある意味では必然性がありました。

あと、ジルカロイのシース材、それから今やっております特殊ないろんな鋼管、これはス

テンレスでも低コバル トのがいるよと。こういうやつは今ずっとそれから続けて来ました

けれども、天然ウランにつきましては、これで止めようと。ハンタース トーン型中空燃料

は、スプリングフィール ドで全部供給するようになつた。JRR-3も 1装荷分で終わりです。
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それから研究炉用 Ь伍
｀R型板状燃料、これはシルベニアから技術導入をいたしてお ります。

米国の方針が、核拡散防止のため、高濃縮ウランは出さないと変わり、ウラン濃縮度 90%

が駄 目になって、今はもうやってないようですけれども、一時は古河さんとご一緒になり

まして、原子燃料工業 (株)で独占的に供給するとい う形になっていました。今どうなっ

てるか、ちよつとそれ存じません。濃縮度 20%になって、おそらくそこまで濃縮度を落と

したのができるかどう力ち それも61年 9月 に提携をしてお ります。

問題の軽水炉の燃料ですけれ ども、これはユナイテッドニュークリアコーポレーション

(UNC)か ら技術導入いたしました。これは 2年間ぐらい掛かりました。これも私直接担当

致してお ります。64年 11月 には、燃料の転換から加工までの技術が入っております。それ

とスクラップ・ リプロセシング、これは「作業くずの再処理」と訳して持って行って、え

らく怒られたんです。再処理とは何 じゃ、使用済み核燃料の再処理と紛 らわしいと。結局

は、出ます削り屑あるいは周辺をこう切 り飛ばします、そいつをもう一回もとへ戻すため

の作業で、そういうものの技術を 66年の 10月 に導入 しております。

何故軽水炉燃料をやるかというのは、ここにちよつと書いてありますが、私自身の説とし

まして、「燃料ガソリン説」というのを唱えております。どうせテイピカル、代表的な原子

炉ができれば、燃料はもうガソリンと一緒でどこの燃料でも使 うようになる、これがなけ

ればインディベンデン トなフュエルメーカー、単独核燃料加工会社は立ち行くことができ

ないわけです。この説、これが実はシルベニアヘ行きました時に、シルベニアの人間がそ

れを言っておりました。燃料、少なくとも、1チヤージ (初装荷燃料)は別として、2チャ

ージロ 3チヤージロくらいからは、立ち行ぐ術があるんだよということを、ちよつと言つ

てました。それで私はそれを、燃料ガソリン説というのでやつたんで。

それもあって、とにかくやろうじやないかということで、これまでは、ここにありますよ

うに間接民営、こういう言葉あったのはご存じと思いますけれども、重要産業に公団なり

営団をつくり、官庁の方で予算を出しまして設備をつくって、運営を民営に任すとこうい

う方式をとってきたわけです。それでこれ言葉は悪いんですが、この間接というのは住友

原子力のこと、住友原子力でもって設備をつくって、それで今さっきに住友金属工業とか

住友金属鉱山とか申し上げました、そうい うところが運営をすると、そうい う方式をとっ

てお りました。いわゆる「間接民営方式」、我々は「主担当方式」と申しておりましたが、

主として担当する。

例えば今のコルダーホール用の燃料でしたら、住友金属工業が主担当になって、それで後

は援助部隊と。それで贈与の問題もありますんで、住友原子力に 100の金を集めて、それ

でもって住友原子力が設備をつくる。100集めるのは株式と引き換えに、主となるところは

そのうちの大部分を出す。後は危険分散の意味で 13社が協力をして、あるいは残 りの 37

社が協力をして僅かずつ金を出す。それで危険の分散を引き受ける。そういう形で設備を

つくって、運営はその主担当会社に任す。従いまして、われわれの方で償却費は出るけれ

ども、それ相当の賃借料は取らない、そういう方式を考えたのが私です。

それでガソリン説だから頑張れと、とにかく間接民営でや りましたところが、いよいよ加

工事業の許可申請となります と、ご承知のようにあれには許可要件の一つとして、経理的

基礎 とい うものが出てまい ります。技術はともかく認める。ただ経理基盤がしつかりして

いないと駄 日とい う形でして、当時われわれのところは、そ うい う設備投資だけでも既に
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40何億と使っております。それで償却もどんどんやります。儲けはありません。従いまし

て全部赤字です。それで当時比べますと、三菱さんも三井さんも第一原子力さんも身代限

りにしてまして、資本金以上に赤字を出してます。まだ我々の方が少ないぐらいでした。

ただし燃料を住友原子力でやるという以上は、その経理基盤が問題になります。そういう

赤字会社では駄目です。それを当時の井上啓次郎次長さんにずいぶん泣き落しをかけまし

て、とにかく 2割 5分ぐらいのシェアーで、インディベンデントの燃料メーカーは運営可

能だという形で、これは釈迦に説法でしたけれども、一応説得申し上げて、それじゃよか

ろうという形になりました。

それは自水会のご意向という形で、我々は科学技術庁原子力局に当たったわけですが、そ

の結果をご報告すると、また自水会の中から異論が出まして。そんなややこしいんであれ

ば、この際間接民営方式と今いいましたが、住友原子力工業が持つてる設備を主担当会社

に全部移せという意向がありました。それで、宝塚放射線研究所を68年に住友化学に移管

したのを手始めに、すべての主要設備を主担当会社に移管しました。全件移管と書いてま

すのは、単に設備だけでなくて、いろいろな官庁との交渉も全部移管先でやるんだという

形で、そういう決定をいたしまして、住友原子力工業から全部離れました。その結果住友

原子力工業は減資をしたわけです。主担当から買い上げた金でもって各社の株式を買い上

げて減資をして、各社がそれぞれやるんだと決まった。それで現在に至つてるわけで。

それで住友電工さんの方は、板状燃料も軽水炉燃料も四苦人苦致しまして、なかなか購入

してくれません。さすが関西電力です、伊藤俊夫さんがおられまして、今は日本原子力発

電(株)の会長をしておられますが、住友の燃料というもの使ってみてはどうやという形で、

ようやく納入できました。

そういうこともあって、やはり東京グループも狙わな、そりゃ嘘だよという形になって。

この裏にはいろいろありました。記録は私の方でメモが残っております。それを読みます

と、当時大谷元夫さんが東芝副社長におられました。大谷副社長に、電工社長の北川 榮、

これはもう亡くなりました、がご相談に参りました。それで当時、JNF(Japan Nuclear

Fuel)つ ていう燃料会社ができる前、もしできるのなら住友も一緒にやりたいと。だから

一つその点ご考慮願いたい、協力さしてくれいとこういう話で、まず東京グループを狙っ

てお願いにあがりました。その時の条件としては、関西でちょこちよこやってるのも、全

部を出資してよろしいと。現物出資してよろしいとそこまで言う。じや考えておきましょ

うという形でしたけれども、GEの意向もありましょうが、やはり日本原子力産業会議の橋

本清之助さんの意向はどうかとなりました。

それで結局これは島村先生かどうか知りませんが、科学技術庁原子力局のご意向かもわか

りませんが、橋本清之助さんから、それじや一つ古河と一緒にと。ところが、古河電工と

いうのは、住友電工にすれば電線では大猿の仲なんです。食うか食われるか、一位か二位

か。で、こうやつとるんですけれども、まあこれもいいじゃないかという形で、古河と一

緒になって東芝、日立、三菱に次ぐ第四のグループをつくったらどうやという形でした。

そういう形で、原子燃料工業株式会社をつくりましたのは、62年ですか。まあとにかくそ

の下心は、やはり東京方面にも食い込まないといかん。これなかなか実現できませんで、

はじめは数本の、あれは計器の入つた燃料です、そういうものから、徐々に入つて参りま

した。今は両方とも若千入れていただいてます。
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関電グループはずいぶんと、三菱さんと競合いたしました。関電に行きまして、森 元行さ

んが部長の時、我々が大きな声でお願いしますと言いますと、森さんが声を潜めて、そこ

に三菱さんが来てると、そういうことがありまして。いずれにしましても、住友の社是に

は反しますんですが、敵を蹴落としてまでというんではありません、とにかくよければ一

つお使いくださいというお願いにあがりまして、今は若千入ってるようです。従って、住

友原子力工業の仕事としてやったもので、残つておるのはそれだけです。

放射線の方は、住友化学に移しました。それで、我々のところでは基礎研究まではやりま

して、後の開発研究というのは、10倍 ぐらいまた費用かかります。あそこだけで 10億以上、

設備を入れて 14～5億を使ってます。もうこれ以上は住友化学にお願いしようと。白水会

のご決定も、商業化は別途考えるとなっておりましたんで、向うへ譲りました。世界特許

も随分とっております。結局、全部日本原子力研究所の高崎研究所へ無償で渡しました。

高崎研究所で、炭酸ガス雰囲気中でモノマーをつくるという特許は、無償で人まで付けて

全部使っていただく。そういう形をとりました。

今宝塚研究所をお訪ね願いますと、あそこにはもうバイオケミカルの研究所、それと動物

実験所、住友製薬と分離しましたけど、薬をつくっております。だから私が初代の電子計

算課長をやった電子計算機の部屋も、動物実験所になっております。そういう形でこの二

つが残つております。それとあそこでつくりました標識化合物、千葉大学なんかにもずい

ぶん納めましたけれども、癌のときのディテクターです、そういうやつなんかの分がよう

やく独立しました。だからそういう標識化合物と燃料ぐらいが、住友原子力工業の忘れ形

見という形で残ったようです。

問題は原子炉建設の技術です。これにつきましては、我々は全然無知でしたけれども、当

初からやはり、燃料を製造するにしても原子炉の設計がわからんと駄日だよという形でし

たし、日本電気というのが、当時小林宏治さんが実力者ですが、あそこは空ばつかり向い

ている、人工衛星通信基地局にばかり熱心と思ったら、それは大きな間違いで、当時はぜ

ひ原子炉をやりたいという一番強い意向のところです。「住友原子力研究所」の呼称が「住

友原子力工業」になった理由の一つがそこにありました。やはり原子力という製造技術をや

るとなると相当金が掛かる。そうなると住友連携だけじゃだめだ。むしろ水力火力の経験

のある明電舎と、それからやはリエンジニアリングの技術が必要なので、浦賀 ドックが船

をつくつておりますが、浦賀なんかの技術も入れたほうがいいと、船は立派なエンジニア

リングです。そういうのがないと駄日だという形で、住友原子力工業ができたわけです。

それで当初日本電気が持ち込んできましたのは、コンバッションエンジニアリング(CE)で

す。これは GE、 ウェスチング、バブコックの次ぐらい。あるいは GE、 ウェスチングの次

ぐらいです。当時われわれのとこが 59年ぐらいからずっとコンタクトいたしましたけれど

も、このオーナーはサントリーさんという人で、ちょうどウィスキーと同じです。非常に

明確な発音をする人です。サントリーと今でも覚えておりますが、向うはこう言ってまし

た。潜水艦用のPWRも BWRもやれますが、それまでP型の原子炉ばかりつくってきた。

したがって陸のやつはつくつたことがない。これからやろうとするのについて、日本のマ

ーケットは広そうだ。しかしよく見てみると、協力先は住友しか残っていない。お前んと

こどうやと、こういうことで呼び掛けられたのに惚れこんじゃつたわけです。それで、も

しこれをやらんのであれば、日本電気は住友原子カグループから脱退するというようなこ
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とになったわけです。

当時もう既に原子力産業 5グループがありまして、ちよっと多すぎるから、2つか 3つにな

れというような指導がぼつばつ来ておりました。新聞にも出てました。そういうこともあ

って、この上更に住友が原子炉をつくるというのは非常に困るというんで、 通商産業省の

初代原子力参事官の宮本 淳さん、もう亡くなられたようですけれども、が飛んで来ました。

ちょうど宮本参事官のお友達で社長室におりました岡田つて私の直接の上司を使って、盛

んにまた通産省に陳情攻撃を掛けた頃です。だから、私がご本人に申し上げたんですが、

ミスターペンデュラムとなって、振り子のように東京と大阪の間を行つたり来たりされて、

住友の説得に掛かったのが宮本参事官です。

ここに私の論文で、「勉強論」と「住友共同電力所有論」というのがあります。勉強論とい

うのは、戦後、華族さんはいなくなつて、四海平等になったのに、貧乏な人間が大学教育

を受けたいという、あるいは中学ぐらいかもわかりません、勉強をしたいというのをどう

して止めるんだということです。原子炉の原の字も使っておりません。

それと、もう一通の手紙は、手前どもには住友共同電力があります。これは普通の自家発

電とは違いまして売電をしております。その他電力という形で、9電力、11電力ですか、

それ以外にちゃんと出てます。当時は7万キロワットぐらいのやつを数基持つておりまし

た。今はもう住友の製鉄会社でも、一つの製鉄会社で 50万キロ以上持ってますけれども、

当時としては特殊のものでした。だからそのために、共同電力もやはり原子力の方が有利

っていうんで、いきなり 30万キロつていう軽水型炉、いや当時は重水炉を言ってました、

出力 30万キロぐらいの重水炉をつくりたい。だから原子炉技術導入をやらしてくださいと

お願いしたわけです。

強面 (こ わおもて)はこれですけれども、表面の文章は勉強したいというのにどうして止

めるんだというような文章を書きまして、当時は佐藤栄作通商産業大臣さんだつたと思い

ます、銀行の頭取の堀田庄三を通じて提出しました。それが下がっていつたもんだから、

また宮本参事官があわてて飛んで来まして、説得に努められて、その時、数回の交渉があ

りました。我々の方は、すでに当事者双方がサインしておりますので、通産省へ書類を提

出すると言えば、いや出すのは結構だけれども、それじゃあ局で止めるという形にします

と。これは甲種技術導入で、100万 ドルです。そういうことで、結局、局預かりに致します

よと。その代り材料については大いに勉強してくださいと。これが一応の、まあ空約束で

はありますけれども、そのように致しますから、一つこの際、あんまり混乱するようなこ

とはやらないでくれという、政府の行政指導でした。これは 1961年頃だったと思います。

それで我々の方は一応諦めた。

ところが 1976年になりまして、CEと また一次系の話しがあった。これは、ボイラーメー

カーですんで、三菱重工さんにも入っておるはずです。それより数年前にボイラーという

形で、原子力とは別に住友重機械工業、当時は住友機械ですが、技術導入をしておりまし

た。だからそれにちよつと手を加えれば、原子力になるよという形で、僅かな金額で一次

系の技術だけを一応買いました。但しこの時は、私はもう既にこちらの住友原子力工業に

来ておりましたけれども、三菱重工の原子力部長から呼びつけられまして。こういうこと

を通産省から言うて来たけども、お前のとこは市場で我々と喧嘩するつもりかと、慎重な、

私の先輩でございましたので、そうきつい言葉ではございません。いやそんなことはない、
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私はそういうことは聞いてない、ちゃんともう条件が付いてる筈ですよと。ここに条件が

付いてございます。「市場秩序は維持すること。撹乱をしない。それから行政指導には従 う

と。」通産の行政指導には従 うという条件が付いてますと。

それで、現実に 5つほどベッセル (vessel)い わゆる圧力容器をつくりました。それは全部

CEの要請でもって、潜水艦用なんです。小さいんです。小さいのはつくりました。あるい

は潜水艦用でないかもわかりません。40万キロ用かもわかりません。向こうの図面どおり

つくつて 5基ほど出してお ります。一つだけ小さいのがあつたつていうから、潜水艦のが

あったかもわかりません。これちょっと問題ですけれども。あんまり大きなものじゃなか

ったということです。それで終わっております。この技術導入が 76年ですんで、来年が 15

年で期限が切れます。それでこれはもうこのままにしたい。

と申しますのは、御承知のようにアメリカの CEも 12基ほど注文とりましたけれども、も

うそれ以後ありません。従って需要がありません。われわれの方は CEブランドで出すとい

う形になってお りますんで、日本市場は狙ってお りません、全部海外です。それがもう全

然ないもんですし、CE自 身は、今原子力潜水艦の取 り換え作業、そればっかりやっており

ますんで、いわゆる発電用には違いないんですけど、ステーシヨナ リーな陸上のやつはつ

くってません。だからもうおそらく貰 う技術もなかろう。こっちから渡すものも更にない。

そぅいうことで、自然 il彗滅の形にしたいということを住友重機は言っておりました。

従つて、ここで申し上げたいのは、やはりそうい う原子炉もや りたいと出ては行ったんだ

けれども、一応やはり市場の秩序を乱すこと、後ろから斬 りつけるようなことはや りたく

ない、これはもう住友の精神に停るということです し、その方がよかろうと解釈 したわけ

です。そういう形で止めました。

それから後、高速増殖炉開発グループヘの不参加も、76年に決定しました。動燃 とお付き

合いは致しましたが、ATR(新型転換炉)ま でです。というのは、パTRについては先ほども

申し上げましたように、自力でもって、コンセプショナルなデザインまでやってお ります。

それから関西電力さんと組みましたアプ ト (APT:Atomic Power■ st)っ てのがありま

して、そこでもやっております。自社でも一応勉強は致しました。それで CEその他で見て

もらって、一応合格を得ております。これは 20～30万キロです。非常に経済性があるんだ

という形で見ていただいております。だけれども、現実にはつくりませんでした。

それで、この当時は原子力対策委員会は日立の綿森さんでしたけれども、我々がまだ正メ

ンバーじやない、私もそれに出てお りましたが、その席上で住友さんどうですか、今度や

はリグループ過多論なので、一つにまとまってやろうということになりました。高速炉専

門の会社つくりますから、入つてくださいつていう話がありました。それで、我々すつた

もんだしまして、これ半年ぐらい掛かりまして、いよいよ新会社ができるという寸前に、

11月 には白水会が不参加の決定をしております。私の方は、実は住友重機なんかも、いや

もう主担当制度 じゃなくて、全額出してもいいから入 りたいという意向でした。ただ綿森

さんから我々の方へ伝わって参 りましたのは、住友には材料面を期待 してる。それからも

う一つは、準メンバーでもよろしいと。非常に温情あるお誘ぃでして、正メンバーじやな

くて準メンバーでもいい。そ うすると負担なんかも少なくて済むんじゃないか、こういう

ことでした。しかし、よく見ますと、グループは違いますけれどもちゃんと、古河さんの

方には神戸製鋼がおります し、入会しても居場所がないぞとなりました。
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ただ、ここにもちょっと書いてありましたけれども、中には 「材料を制するものは」と偉

そ うなことを言 う会社もありました。材料さえやっていれば、どうせ注文は来る。あんな

もんに入らんだって、材料だけは必ず注文来るよと言 う会社もありました。それではなお

さら、入れません。

発会式の日には、村田総務部長からわざわざ電話がありまして、私にちょっと出て来いと

い うので、行きました。いきなり高市社長さんの部屋に案内され、祝辞を述べてくれ とい

うわけです。我々から言 うわけにいかん、5グループで入ってないとこはお前のとこだけだ

から、一つ祝辞をやれという訳です。私、何と言ったか明確ではありませんが、とにかく

残念ながら参加できませんでした、今後はできるだけ皆様方のお役に立つことがありまし

たらよろしくお願いしますと、涙ながらにご挨拶 したのを覚えてます。はなはだ情けない

仕儀で、4グループに対しては、非常に不義理なことをせざるを得なかった。しかし大方の

結論は、軽水炉もものにならないのに、大学に相当するような高速炉に手を出すのは危な

いと、それはもうできないことじゃないかというのが、上から指示がありました時ですの

で、常識的な答えでした。

ただ今後いろいろな問題で、動燃 とのお付き合いはあるだろう。その時には原子力工業か

ら改めて上申に及べという、これはまあ大人の決定です。これでもって動燃の「もんじゅ」

と縁を切る、あるいは、高速増殖炉の会社 とも完全に縁を切るということではないと。こ

うい う旨私も祝辞の中に入れたつもりです。そうい う形で、残念ながら 4グループと歩調

を合わせることはできなかったということです。

研究炉につきましては、JRR-4、 これは 2000万円くらいの差で、日立さんですか、に落

札負けました。2億円台です。このときもコンバッションエンジニアリングで我々の設計を

見ていただいて、一応合格をしております。

それから原研の JMTR(材料試験炉、50MW)。 この時は我々の方は NDAか ら、ベルギー

のモルにあるBR-2(MTR、 50MW)の技術導入をしております。これが科技庁の方では、

10万 ドル契約では一番最初だと言っておられました。実はそれよりも大きい契約が、すで

に内々にやっとったんですけども、乙種技術導入としては一番大きい、ここまで行きます

かという形で許可願ったのが、NDAです。ベルギーのモルの設計図面とノウハウが全部入

っております。材質みたいなのも全部入 りました。ちょうど炉心がねじれたようになって

おりまして、非常にハイ・ フラックスの出るように工夫されてお ります。我々はそこまで

覚悟はして、これで 1億いくらの余分の予算をもらったんですけれども、現実には軽水利

用の、GEかどつかのが入 りましたんで、遂にものにはなりませんでした。いわばそれが原

子炉についての我々が今までやつてきた経緯です。

それで、総 じて力はどれぐらいだといいますと、ここにありますように、金属鉱山、これ

は今ご自分でもやつておりますけれども、JNFさ んのご要請もこれあり、JCOと 称する会

社、ジャパンコンバージョンカンパニーですか、今、独立をさせ完全子会社です。これは

JNFなんかも株主になって入 りこまれるよう、とい うのはコンバージョン(6弗化ウランを

二酸化ウランに転換)、 250ト ンとか 500ト ンやつておりますけれども、全部 JNFに納めて

おります。好評いただいてお ります。粒子もア トランダムで非常によろしいとい う形には

なつてお ります。粘着性も非常にいいと。これはデグーサの技術をずっと発展させた技術

です。それから UNCの 技術も入つてお ります。自前の技術も入つております。もう既に
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UNCよ りもずっといい技術になってますが。そういう形で、まあジョイントでやろうやと

いうことがもしあればという形で、独立の会社にしております。そういう意味で住友金属

鉱山JCOと書いてあります。

それから住友電工は、62年からですか、古河電工との合弁で、原子燃料工業をやっていま

す。それから住友金属工業、これはもう材料が主です。ジルカロイのシース管、これは自

己開発です。それから GEと の技術導入しました神戸製鋼所。それから三菱金属さんもや

つてるんですかね。3者でだいたい市場を 3等分という形でやらさせていただいてます。そ

れからダイキンは、アブソルー トフィルターなんかもやつております。それから住友建設

も、今度は廃炉問題でいろいろお世話になるだろうと思います。炉をカッティングする技

術なんかもあります。また、住友セメントはドラム管の中にライニングをする技術という

のを開発しております。そういう形でずいボんとやってます。

ただ、今一番金額が多いのは、住友金属工業の場合は構造用鋼。これ住金の特許です。日

立、人幡とかそういうところ皆、神戸製鋼も皆特許料を支払ってますが、これは普通の棒

鋼じゃなくて、フィンのついた棒鋼です。あれは全部住金の特許になっておりますが、簡

単に接続もできますし、それをコンクリー トに使いますと、非常に密着性がよろしいし、

地震にも強いという。売上も一番多い。シース材とかそういうのよりも多いようです。

それから住友化学は今、どうなりますか六ヶ所村、あそこの再処理工場の方の援助、これ

は三菱重工さんの支援という形でやつております。そこへ我々の方からも人を出して、支

援部隊という形で入っております。その他標識化合物なんかも、子会社でやらせておりま

す。日本電気は警報装置その他、あるいはコンピュータコントロールなんかもやつており

ますんで、そのほかに明電舎とか住友重機械なんかもあります。

けれども、電機工業会でやります毎年の統計、あそこで 10何社のを統計します。その時に

6000億円から 7000億円ぐらい出るんです。ここでざっくばらんに申し上げますと、我々

のとこのウェイ トは、そのうちの 1.5から2.5%ぐ らいです。それで、その他のものを入れ

まして、重複計算がありますけど、400億から 500億 ぐらい。従ってこれ日本全体から言

いましたら、せいぜい 3%ぐ らい。500億円行った時で4%ぐ らいだろうと。もっともこの

分の大部分は、炉メーカーさんの売上として出ますので、われわれの方の売上としては出

ませんけれども。電工会さんの分でも 1%そ こそこ。全体入れてもこんなもんじゃないかと。

どうもわけのわからん話を申し上げたようですけれども、ウェイ トとしましては、これは

本当に原子力をやつとるとは言えないなというような感じです。

ただ、材料面につきましては、やはりこれ責任ありますんで、原子炉の技術導入の時も非

常に問題になりました。ざっくばらんに言いますと、CEと 技術導入をやりますと、三菱さ

んとやつとる技術が全然入ってこない。今三菱さんはどんどんフランクに技術を流してい

ただいてます。シース材なり、それから炉まわりでいろいろな材料、やる場合に、これに

従ってやりなさいというスペックをいただいております。それが関西においては三菱さん

を敵にしてしまう、そういう問題が起こる。どうもBWRの方はあまりないようですが。

そういうこともあって、昔、コンバッションエンジニアリングからの技術導入を宮本さん

が止めたと言うけれども、若しやるとしても、内部でやはり反目する場合、うまく行きま

せん。高速増殖炉開発グループヘの参加も、一番大きな金属工業がそれは困ると反対した。

小学生が大学を望むようなことをするなと言うたのは実は金属工業です。金属が反対した
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ら、もうものはなりません。いかに住友重機が逆立ちしても、あれは金属の子会社ですか

ら、それはもう全然問題にならない。

それから、先ほど訳のわからんことばつかり話しましたけれども、一番熱心であつた、原

子炉をやらんのなら脱退すると言った日本電気自身も、今はもう空へ向いております。C&

c(computers&communicttiOns)で 、空へ向いておりますんで、もう原子力をやると

いうようなことは言ってません。ただ、コンピュータコントロールをやろうと思って、あ

そこの東海で、いろいろ臨界実験装置なんかを置きましてやりましたけれども、二領域実

験と称しますパ翻Rのための実験をお手伝い、2年か 3年やらせてもらいました。それぐら

いで、もう閉鎖を致しました。それで今あそこには、JCOと称します例のコンバージョン

が、JNFさんの注文をいただいてやつてます。

そういう形で、我々の方としましては原子炉をやろうにも、やりにくい条件があまりにも

揃っていた。というのは、初めからのスター トになりますから、これは無理だと。ここに

MSR(Molten Sdt Reador:溶融塩炉)と書いてますのは、その弱点を衝いて来られた

ことがあります。これは、コンサルタントのエバスコという会社です。先ほど出ました住

友商事の津田 久さんが、今名誉会長ですけれども、ニューヨーク駐在の所長をしている時

に、エバスコから、一つモル トン・ ソル ト・ リアクターを住友やらんかと。

これは相当研究いたしました。私が中心になりまして、2年半ぐらいやりました。エバスコ

では、100万 キロの増殖できるやつ、それから再処理も自動的に中でできるという形でやり

ました。それは、既成の原子炉とは違 う。だから、住友は何もやらんからむしろこれやっ

た方が、軽水炉にとらわれるよりはずっといいよ。だから三井、三菱さんに持っていくよ

りもずっと早いよ。化学は日本一の化学会社があるじやないかという形で持って来たのが、

西堀榮二郎先生です。半均質炉の時もお付き合いはしましたけど、よく似ている。

これは西堀先生が行きまして、土光さんとか東芝の社長の青井さんに、住友と一緒にやら

んかとお願いをして、随分ご迷惑かけたようです。我々の方は、向うで出てる資料を検討

した結果、これはやるならナショナルプロジェクトで、というのは米国でさえ止めてます

ので、なんでそんなものが日本でできるかつちゆうのが最終的結論でした。このMSRにつ

いては、勉強は致しましたけれども、途中でもう止めて、設計もやっておりません。ただ

非常に面白い炉だということだけに、グループ内の各社を集めまして、検討は致しました。

未だに西堀先生のとことは御縁は続いておりますけども、研究は止めております。

なんで住友が「原子力」をやりだしたかっていいますと、やはり広くは住友金属工業です。

先に言いましたように、話を開くとボイラーチューブの独占が、変わってしまうなあ、そ

れじやあ是非一つこの際やろうじやないかと。だからはじめは私もそうですが、住友原子

力工業の社長も金属工業から来てますし、役員も事務系統もすべて金属工業から出ており

ます。そのため、東海村の土地も住金が買いました。そういう形で非常に住友金属工業は

力を入れました。住友金属工業は求心的っていいますか、中心におってやつた。銀行はま

あ拡散式で、外へ向いてやるほうですけれど、そういう二つの派がありまして。当初は求

心的に、自分で責任を持ってやるというんで、どんどん金属は進めたんですけれども、や

はり社長が代りますと、代が替わってきます。日本電気も以前は、原子炉やらなかったら、

こういうメーターつくつとつたつて売れないから、脱退すると言っていたんですけど、現

会長に替わりますと、話が変わつてくるわけです。だからそういうことで、なかなかチャ
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ンスに乗 りかねたとい うことです。

従って、どうも我々が原子力に向かって行くとい う必然性はなかったんじゃないかなと。

大屋さんはもう既に亡くなって、そのあたりは聞いておりませんけれども。少なくとも重

電 4社さんがお考えのように、従来の発電がある程度原子炉にリプレイスされる、これは

えらいことだ、自分の市場が乱されるという悲壮感をもって臨んだ必然性は、住友には無

かった。それだけに、まあ金さえありやあなんとかなるんだろうくらいに考えたのかもわ

かりませんが、熱はなかった。従って、銀行に言わせれば、 ドブに金を投げ込んだような

結果に終わつた。人も育ってない。非常にその点、私は始終文句ばかり言っとるんですけ

れ ども、原研 とか動燃なんかで研修 して帰ってきた人間も、原子力以外に使っちゃうわけ

で。そういうことをや りますんで、母体がないもんですから、非常にもったいない。

そ ういうことで私自身が『思い出の記』というのに、「原子炉技術は育たない」という題で

100ページぐらい書いております。その中の一部を抜き出してきたわけです。

島村先生から、原子力に入る必然性についてよく話をせよと言 うことでしたが、む しろ、

原子力からいかにして撤退をしてきたかというような事情 しかお話申し上げられない。た

だ金属とか今申し上げた鉱山なんかは、それぞれ一生懸命やつてお りますんで、御注文に

応 じていかようにでも対処できるだけの人は揃えております。ただ、まとまってとい うこ

とはもう非常に難 しい状況だと、こうい うことです。まあ非常にとりとめのないお話でし

たけれども、悪しからず。

島村 :原子力についても、住友グループについても、生き字引みたいな佐々木さんのお話

を承ることができて、どうも有り難 うございました。最初にご挨拶しなかったんですけど、

今 日のような会合持ちましたのは、私ちょっとここ数年、新 しいことは分かりませんので

古いことを勉強しようと。それで 3年前ですか、板倉さんにもお手伝い願って「原子力 30

年史」を編集 したんです。「30年史」は原子力委員会からの注文だったもんですから、原子

力委員会 (1956年発足)ができてからと言 うところに重点を置きまして、それ以前は殆ど

調べてないんです。執筆された方には、必要上過去に触れた方もありましたけど、56年か

らで、55年までの状況は、実はあんまりよくわからないんです。私自身も経験してないの

が、例えば学術会議の論争だとかで、私が原子力をやれと命じられた 1955年 7月 には、も

う済んだ話ですから。52年 とか 53年、そのへんもういっべん洗い直してみようと。

従ってこの勉強会は、いつもこのくらいの人数でやつとるんですけど、亡くなられた茅 誠

司先生にも来ていただいたし。亡くなられた木村健二郎さんも来てくださったし。生きて

おられる方 じゃ、伏見康治さんが来て下さるし。学術界のことは、そういう方々からもそ

の頃のことを伺つたことはある。 日本の原子力は、中曽根さんの予算で始まったというこ

とになつてるんですが、中曽根さんに来てくれというわけにもいかんから、一緒に活動し

た前田正男先生なんかにも、来ていただいたことがある。そ ういうことで、ずつと勉強を

続けてきておるんですけど、最後に産業界がどうであったかと。ここに 5グループの結成

を抜粋 してみたんですが、数年の間に、いきなリー遍にできてる。1955年 10月 に三菱グ

ループができ、56年になると動きが活発になつて、3月 に日立グループが、4月 に住友グル

ープが、6月 に東芝グループが、11月 には第一原子カグループが正式に結成された。

佐々木 :だから、バスに乗 り遅れるなっていうのは、こういうことなんです。

島村 :それで、今 となって考えてみると、私も相当歳になりましたからなんですけど、若
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い頃そ ういう動向を見ておりまして、どういうことだったんだろうかと。一つ感 じたのは、

年寄 りの好奇心。

佐々木 :う ん―。

島村 :と にかく、原子力なんて金の掛かるような仕事を、一部分の研究者なり何なりが始

めて、どんどん持ち上げてくっていう時代 じゃないわけです。原子力に取 り組むと上から

命令が出て、非常によく知つてるわけじゃないけど、それがいわば年寄 りの好奇心から出

発 したんじゃないか。ちょっと正確 じゃないですが、前に出た原産の本にも書いてあるん

だけど、1948年 12月 に、巣鴨プリズンから出てきた後藤文夫さんが、刑務所の中で見た

アメリカの新聞によると、アメリカじゃ原子爆弾を発電に使 う研究をやつてるそうだよと。

そ う後藤さんが言つてるわけで、後藤さんも先覚者なんです。技術のことご存じであるわ

けでなくて、また理論もご存 じじゃないけど、そ うい うあれはあった。小坂順造さんとこ

の電力経済研究所ですか。あれなんか、橋本清之助さんが常務理事でおられたわけで、1952

年くらいじゃないかな、そのへんから原子力の勉強を始めている。板倉さん、何年から原

子力おや りなんですか。

板倉 :私は、あんまり本式じゃありませんけれども、私、大阪大学の浅田常二郎先生のと

こにおりましたんで。その頃、だから 1952年ごろからですか、大学の学生でちょこちょこ

やっておりまして。それで 55年か 56年に電力が原子炉やるということで、電力の方に籍

を置いたもんですから。

島村 :ま あ板倉さんなんかは先覚者で。

板倉 :1954年に、学術振興会に予算が出て、実験炉の設計をやるということで。田舎の大

阪から出て来まして、ちょっとご一緒にやつたことあるんです。

島村 :私なんかよりよっぽど詳 しい。私はそのへんから勉強し直 したんですけど、なにし

ろ資料が手に入らない。大塚益比古君なんか、随分資料持つてるから。

佐々木 :私のとこも、住友金属工業副社長をやっていた池島がおるんです。今、住友チタ

ンの会長 してますが。これにちょっと聞きましたら、1944年か何かに、本人は海軍予備学

生として、技術将校として、住友金属工業の尼崎でウランの遠心分離の実験をやったと。
ご存 じと思いますが、池島俊雄。今度勲章もらいましたけど。

島村 :福岡高等学校の僕の後輩だ。

佐々木 :そ うだと思います。その話ちよっと耳にあって。池島さんに電話 したんだけど、

今いないんです。だから、少 しは知つてるかもわからん。

島村 :も う一つは、年寄りの好奇心だけではない、どこが火をつけて。これ本当に面白い

現象なんです。何ヶ月かの間に 5グループが揃ったんですよ。

佐々木 :だからこれ、社長会があつたに違いないんです。

島村 :いや、社長同士の連絡なんていうのは、どうもいろいろ聞いてみるとなさそ うなん
です。その後私が何 したのは、他のグループは、商社が先に動いているんですよ。
佐々木 :そ うですね。技術導入ですから。

島村 :ま だ技術導入なんてとこまで行かないけれども、とにかく商社が先を行って何 した
わけ。住友商事さんができたのは 1952年 ?

佐々木 :いや、1945年にはできてますけれども、全然能力がありませんので、三井さん三

菱さんを通じて。
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島村 :三井さん三菱さんその他だったろうと思 うんですが。 とにかく商社が先に動いたん

じゃないかと。

佐々木 :日 商、三菱、三井。

島村 :こ の間、知つてる人いないもんだから、 しかたなしに前田七之進 さんのところに

FttPIG(第一原子力産業グループ)の ことを聞きに行ったんです。前田さんも原子力の原

書を読んだり、講演会に出入 りして、興味は非常に感 じとつたとおつしやるんだけど、直

接の動機は商社なんです。 日商、伊藤忠。

板倉 :上の世界の動きは知 りませんでしたけど、ちょうど私大学にいたころ、当時原子力

分かってたのは物理の人しかいなかったでしょうけど、商社から物理やってた人にかなり

声は掛かりました。

島村 :そ うでしょう。

板倉 :そ う言っちゃ悪いけど、私の後輩で伊藤忠に行って、この間ロスで殺された酒井君

なんて男がいますけど。

島村 :そ うですか。

板倉 :ええ。それであの頃、あっちこっちから、理学部の物理の ――商社が動いたことは

事実です。

島村 :私がいろいろ勉強したのでは、初めに話を持ち込んで来る商社の動きってのは、無

視できないなという気がするんです。FAPIGの ごときは、日商さんと伊藤忠さん、それに、

江商って言われたかな、それが富士電機 さんあたり盛んに動かしに来たらしいんです。そ

れで、なぜ 日商に決めたかと聞いたら、前田さんが言われるには、海外の提携先が、提携

してるわけじゃないけど、日商の方がコネ持ってる先が良かつたちゆうわけです。伊藤忠

はこれから探すということで、まだ相手が無かつたってわけです。それが、工業技術院の

院長から日本原子力研究所の副理事長をしてた駒形作次さんのア ドバィスだったわけで、

意見聞いたところが提携先がいいとそう言ったから、そこに決めたんだということでした。

だから商社の ――。

佐々木 :私も、今申し上げた技術導入を、とにかく 1960年代後半までのやつを、全部自分

で向こうとや りましたけど、持ち込んできたのは商社です。商社を通じてやってます。原

子力は皆そうです。

島村 :それで、これは歴史的には非常に面白い現象で。さっき最初の話にあったですけど、

財閥解体後最初のグループ結成なんです。FAPIGなんかは違いますけど、三井、三菱、住

友さんあたり旧財閥は、戦後あれだけきびしかった財閥解体の後、最初に出たのが原子力

なんです。原子力を経験 して、内々ではそりゃあ話 し合いも勿論あったに違いないけれど

も、公式にこういうグループが結成されたとい う意味で、面白い現象だけど、そのへんど

うだろうかと。

今のお話によると、住商さんちゅうわけじゃないと。こういうことになってくると、もう
一つ私が関心持つておるのは、それぞれのグループで、まあさっき変な言い方で年寄りの

好奇心って言つたけど、原子力とい うのは少なくとも、 トップの方で決まらんことにはや

れない仕事だったんです、下の研究員なんかが好きだからや りましょうちゅうだけでは、

とてもやれるもんじゃない。トップって言いながら、私が今まで勉強したところでは、色々

違 うんです。住友さんならさっきの話で大屋さん、三菱さんでは当初は三菱電機だったん
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です。三菱重工ではなかった。

佐々木 :そ うです、電機です。

島村 :一生懸命代表みたいになってやられたのは、関 義長三菱電機社長さんあたりで、重

工じゃなかったんです。それが途中から重工が段々のしてきて、今のとこは重工がメイン

で、もう電機が重工の手伝いするみたいな形になってますわな。住友さんの場合は、他所

で見てても金属工業さんに違いないと、こういう気はじとったんです。FttPIGではもちろ

ん富士電機 さんだったんだけど、自分のとこだけじややれないから、川重さんあたりと組

んでやろぅと、いったわけです。まだよくわからないのが東京原子カグループで、まあ最

初は日立と昭和電工という形ですか、これも日立さんが主導であることは大体間違いない。

三井さんの場合は、東芝さんという気はするんですが、私はよくわからん、だから東芝さ

んの話をいっぺん聞かにゃいかんと思つてるんですが。その誰がってことになると、住友

さんじゃあ、住友白水会の長老である大屋 さんが、ものすごい興味を示されて、頑張って

おられたんだけど。私のところに大屋さんからもらった本もありますが。あの時は、肩書

きが住友ベークライ ト会長ぐらいですかな。

佐々木 :大屋さんは自水会メンバーには入れなかったんです。

島村 :そ う、入れなかった。

佐々木 :化学の社長はずっと前ですから。だからあのときは。ベークは今でこそ入つてま

すけど、その当時は化学の子会社ですから。だから、もう化学の社長は土井さん。

島村 :ええ。だけど私の印象では、もうその頃は、さつきの話もあったように。

佐々木 :津田 久さんとか。

島村 :私がお会いした住友の代表の方は、どっちかっていうと住友化学の正井省三さんで

した。金属工業ではなかった。もちろん木村音吉さんなんか、私はもっと若い頃から住友

金属工業で存じ上げてましたが。

佐々木 :そ うですね、正井さんがまず、放射線でしたから。

島村 :線源がみつからなくなった紛失事故の時なんか、木村音吉さんが謝 りにこられたこ

ともありましたが。

佐々木 :いやあれはどうも、金属ですよ。毎日は書かなかったけど、朝 日が書きよって。

島村 :いったい住友さんでは、誰が原子力に。各社全部が一斉にということでもないだろ

う。誰が興味を持っておられたんだろうかと。

佐々木 :だから金属工業としての木村音吉さんということに、彼に全部罪をかぶせ とる。

島村 :そ んなことないと思 うんですけど。 しかし。

佐々木 :な らびに正井さんです。

島村 :1955年 10月 に三菱グループができ、 56年中に産業グループが揃ったが、その前が

ある筈なんです。55年までのことが何かあるだろうと思って、いろいろお話を伺お うとし

ておるわけなんです。当時は今と違って、電力さんが、お前らやれと声を掛けたことは絶

対にないんです。私は 56年に、第一回の原産の原子力産業海外使節団 (1956年 9月 ～11

月)で世界をぐるつと回ったんですけど、そのときは東京電力の木川田一隆さんなんかと

二ヶ月あまり旅行にご一緒 したんです。今から考えてみると贅沢な旅行ですな、二か月半

も掛けてアメリカ、カナダから世界全部見て回ったんで。木川田さんだって、あれだけ偉

い方でも、原子力発電を大いにやれ とは全然考えておられなかったです。電力さんはそん
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なに熱心でなかった、まあね。

板倉 :私は関西電力にちょつと関係 したんですけど、当時は、東電さんより関電の方が、

割に一本松さんがご熱心で。それで先ほど言われた、アプ トの前のやつをつくりまして。

島村 :その時は、関西電力さんは使節団に参加 してなかったかもしれませんなあ。思い出

せないな。とにかく私の印象では、それこそ正力松太郎原子力委員長さんがはっぱをかけ

て、日本原子力発電株式会社ができると言うことになったわけでしょ。ですから電力さん

だって一生懸命だったんだけど、どうも今にして思うと、正力さんは原電つくってやると

言 うし、河野一郎経済企画庁長官さんは、いわゆる国営でやるか、言い換えると電源開発

株式会社にやらせろと言う。電発は今よりもっと国の資本の比率は高かったわけですから。

それで正力さんと河野さんとが大喧嘩したわけでしょ。河野さんは原子力みたいなものは

国営でやれと。その時、電力さんはもちろん原電つくるつもりでいたから、みんな正力さ

ん方で、民間にやらせろと言われたけれど、それは今日のような原子力の時代になると、

先を見て言われたわけじゃなくて、国営反対論なんです。だからあの時電力さんが我々に

やらせてくださいと言われたのは、原子力を民間でやらせろという意味とは違って、反電

発なんです。

板倉 :国営でやられるのが嫌さに、民間でやりますと。

島村 :国営反対だという意味で、一生懸命になっておられたんで。原子力発電を一生懸命

やるというお気持ちは、どうも無かったように思うんです。しかし時代が変わって、それ

を証言するような人がいなくなっちゃったんで。それで私は困ったんですけども。

私が原子力委員辞めた時 (1985年)ですからもう何年前かな、4年前に東電にご挨拶に伺

って。平岩外四東京電力会長さんは前から存じ上げておったんだけど、新しく社長になら

れた那須 翔さんには、私はあまりお目にかかったことがないような気がしたんで、それで、

会長室から今度は那須さんの社長室の方に通されて、那須さんに御挨拶して、初めてお目

にかかりますって言ったら、那須さんが、いやいや私はよく知つておりますとこう言うわ

けです。昔、原電ができるとき、総務課長って言われたかな文書課長って言われたかな、

しとったんです。それで、島村さんをよく知つてる。その仕事に随分何されましたと、こ

う言われるわけでしょう。

原電の最初の定款は、私が鉛筆なめなめ書いて、その後皆さんに集まっていただいてつく

ったわけで。あの時は正力さんが言い出したもんですから、設立準備委員会つくる仕事ぐ

らいまでは、当然役所でやるわけです。橋本清之助爺さんとこも加勢してくれまして、後

はほったらかしておいてもどんどん進みましたけど。そういう時代だったから、どうも、5

グループ民間産業に何するなんていうのは、電力さんは考えてなかった。まあ今、大抵の

ことは電力さんからああやれこうやれと言われてやる時代になったわけです。だから電力

さんのご意向に従って、原子燃料工業 (株)のあれだって、私どももずい分やってきたん

で、苦労したわけです。だけど当時はそんなじゃなかった。とすると産業が自分で考えて

やったに違いない。その発生の、本当の経緯はどうだったかっていうと、何月何日にこう

いうのができたってことだけは記録に残つてるけど、何見たって、裏は何もないんです。

佐々木 :ただ、関西原子炉の問題の時に、浅田先生じゃないけど、ずいぶん住友は動きま

したけど。あのあたりの事情はちよっと何すれば出てくるかもわかりません。

島村 :しかし、関西原子炉の問題はもっと後になってからですから。
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佐々木 :ああ後です。そういえばそうかもしれません。

島村 :原子力委員会ができてから、大学にも炉を一基置くと、それは関西方面ということ

を決めたのは原子力委員会ですから。

板倉 :住友さんは、どなたがどうか知りませんけど、例の自水会からは、原子炉の勉強し

たいというお話がよくあつて。

佐々木 :はい。

板倉 :よ く私は浅田先生のカバン持ちで、会場まで行かなかったかもしれないけど。

佐々木 :そ うですか。実は今浅田先生の話が出ましたんで。

板倉 :白水会ってのが勉強しておられるということだけは、その頃から知ってたんです。

佐々木 :今、浅田先生の話が出ましたけど、関西原子炉に貢献と書いてあるのは、浅田先

生が地元に行かれて、浅田大先生ご自身が、日の前でその水を飲んで見せて、これこの通

り安全なんだとこう言った。大学の先生が飲んだから大丈夫だ。

それから後は、関西で原子炉って言ったら、原子力発電所立地候補地の美浜なんかからみ

んな見学に来るし、そういうお役には立ったんです。そういう研究所で、あそこは水圧が

低いもんだから、給水塔があります。コルダーホール原子力発電所のあれと一緒じゃない

か、発電用原子炉置くんと違 うかと疑われて。開所式の時に、日本タオルを配ったんです。

そうすると糊で止めてますわな。これで拭いたら痛い、これ原子力付いたのと違うんかと

言いますし。近くに、富士フィルムの工場があって、宇宙線用のフィルムをつくっておつ

た。そこへ飛んできて、変なことになったら困るとか。とにかくその程度の知識でしたけ

ど。それが今や、もうあそこらの連中は専門家並の知識持ってますよ。

板倉 :浅田先生は早い頃から、炉の方より放射線利用とかそういう方面で、先生は博学だ

ったし。先ほど言われた海軍のなんとかいう仕事も、一部なさったかもしれません。

島村 :関電は、一本松さんの後は伊藤さんになるんですか。

板倉 :関電ですか。

島村 :伊藤さんになるの。

板倉 :火力の伊藤さんです。原子力はその頃原子力部というのが一応できてまして。

佐々木 :伊藤さん、ある程度知ってるかもわかりません。

島村 :関電は一本松さんがいたせいで熱心だったかどうか知りませんけど、一本松さんだ

ってその当時はそんなにご存じの筈なかったわけですよ。火力の大家だったわけで。

板倉 :伊藤さんの方が火力の大家で、一本松さんはあんまり火力はご存じなかったんです

けども。

島村 :あ、そう。

板倉 :どちらかっていうと送電とかあっちのtよ うの、工務の方をやっておられたんだけど、

どういうわけか原子力にご熱心だつたです。

島村 :それで、記録に残つてることだけでなくて、実際どうだったんだろうか、誰がそう

したんだろうかつていうと、やっぱり人になってきます。さっきの話じゃないけど、人が

変わると変わるような点もあるけれども。

佐々木 :本当、変わりますから。

島村 :誰がおられたんでそうなったか、ということが知りたくなるわけなんです。

佐々木 :今であれば、伊藤さんなんかいいかもわかりません。
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島村 :伊藤さんにもずいぶんお世話になったけど。

佐々木 :金曜日を除けばだいたいおられます。

島村 :しかし何ですね、今から考えてみると、やつばしある意味で口火を切ったのは中曽

根さんかもしれないけれども、原子力発電っていうことになると、やつばり正力さんって

ものを忘れることはできない。あれがなかったら関電さんだって東電さんだつて、アメリ

カでいい物ができたそうだからって、いきなり買って来いつてところまで行かなかったで

しょうな。正力さんの決断で踏み出したから、後は加速的にサーッと行ったような気がす

るんです。

それから、1957年に原電さんができて、58年だったか、一本松さんが燃料交渉に行かれる

時に、僕は政府側からオブザーバーで参加 したんです。ロンドンに一か月滞在したんです

けど。その時に、今だからもう言っちゃっていいと思うけど、私が古河に入るなんて話は

全然ない頃だけど、池田さんが飛行場まで追っかけて来られて、実は古河はイギリスに申

し込んどるので、向うに行かれた時何か話が出たらよろしくという話があった。

向うに行ったら、AEAの担当官から、住友からは燃料の話しが来ておるとこういうわけで

す。それでミスター島村、どこをリコメンドするかつていう話だったから、おれはどこも

リコメンドしない。そんな話は、どこから言って来ても、まともに相手にするなと言った

んです。何故かというと、日本は今核燃料国管だ。国の政策によつて、どうするか決める

わけだから、それぞれのところでなんだかんだ言ってきたって、相手にするな。そのうち

いずれは頼むからと言っといたんです。その時、住友さんもなかなかやるわいと思ったん

です。古河も池田さんから話を聞いて、なかなか早いなと思ってたが、もう話が行つてる

んだから、住友さんの方がもっと早いと驚いたことがありました。その時はまだそれこそ

正力さんがコールダーホール型発電炉を買おうと思ってるだけで、詳細な詰めはできてな

いときだから、どうってことはなかったわけですけれど。

しかし、僕が一本松さんのお供をして行つたより前に、それこそ政府の第一回石川ミッシ

ョン(1956年 10月 )が あつて、原子力局管理課長の 藤波恒雄君が付いていったと思うんだ

けど、石川一郎さんが手紙をよこされて、誰宛の手紙だったか、大臣宛だったか、佐々木

局長宛だったか、その手紙はどこにやったか忘れたけど、5グループ反対論なんです。日本

中一本にまとめて何するべきだということを、手紙で言って来られた。しかしいくら経団

連の会長しておられたって、にらみが効くわけじゃないから、各社やろうと思ったらどん

どんやるわけでしょう。結局、第一回の受注は富士電機になったわけだけれども。富士電

機がやるのに、三井、三菱が放っとくわけはない。東芝、日立皆それぞれどんどんやりだ

したわけです。

石川さんは、民間の方にしてはどっちかっていうと、統制色が強い人で。原子力船の時も

そう言われたんです。原子力船をそう何杯もつくるわけじゃない。日本が技術を学ばにゃ

いかんのだから、どっか一社が技術を独占してしまうのは困ると言っておられた。経団連

の会長やられた割には、あの方はもっと大きな限で、官の方に味方するような方でしたな。

今日だつて、アメリカはばらばらで、各社やつてるだけで、イギリスだってほとんど一本

みたいなもんですわね。

佐々木 :初めは 5社でしたか。

島村 :フ ランスもドイツもほとんど一社になっちやったし。そういうことから見ると、石
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川さんが先の見通しがあつたというべきかどうか、私はわからんけれども、日本が多すぎ

るつちゆうのも確かなんです。

佐々木 :過多論って言うんで。

島村 :さ つきの、宮本君はまだ生きてますよ。

佐々木 :そ うですか、亡くなったんじゃないですか。 日本航空機製造 (株)かどっかに行

かれて。

島村 :今、自転車振興会かなんかの方やってます。

佐々木 :ぁ あそうですか。私は現役の時、電機工業会の対策委員会、政策委員会に出てた。

軽水炉の改良標準化をやる時(1975年 6月 ～81年 6月 )に、綿森さんからグループー社論が

出たんです。某官庁から言われておるので、でせめて 2グループにならんかと。2グループ

にするとなると、日立さんと東芝さんどうするのかということになる。結局、研究組合っ

ていう形で誤魔化 したような形になったんです。一つになれ、そのかわり補助してやる、

官庁としては一社になった方が補助しやすいからと。しかし注文もそうあることじやなし、

設備過多だからせめて、PWRと BWRと 2社になれんかと。しかしBWRが二つあつて競

合でしょ。結局それじや共同で一つ、電機工業会の看板を借りて、ここがそうですという

形にして肩透かしをした。だからそれ以後、グループが多すぎるというのは、あるいは注

文が少なすぎるというのは、メーカーからは出ても、官庁の方からは出なくなった。グル

ープ過多論とか需要過少論はもう無い。責任は全部メーカーがとらないかん。

島村 :ぼくは東芝さんに行って、瀬藤象二さんに聞いたことがあるんです。PWRだ BWR

だって言っとるけど、瀬藤さんどうなると思いますかと。やっぱり東芝だから、PWRの方

がいいって言うわけにいかない。「島村君、Pも Bも、出所はAEC(米国原子力委員会)

だよ。あのAECが開発したものだから出所は同じで、多少の改良を加えてそれぞれやっと

るだけで、似たようなもんだ」とこういうんです。Bの方がいいとは云わなかったです。

A:も う火力時代からのつながりで、技術提携もGEとやつてきてますし、まあ日立さんは

戦後ですが。

佐々木 :遅れたんです。

A:ええ。ですけど原子力については、原子力以前の結びつきから、どうしても東芝、日立

は GEと結びつかざるを得ない。三菱はウエスチングの方と結びつかざるを得ない。

佐々木 :必然性があつた。

A:必然性がありました。P、 Bを比較してどうこうの話じゃなくて、GEかウエスチング

かのつながりです。

島村 :む しろしかし私は、世の中はどうなるかわからんし、産業界もなかなか強いからど

うなったかわからんけれども、若しコルダーホールを導入しないでもう少し様子を見よう

ってことになってたら、石川さんもその後ずっと原子力をやられたことだし、あるいは石

川さんがいろいろ考えて、アメリカのを受け入れるにしても、Pも Bも受入れ会社を一つ

にするというようなことを言い出したかもしれん。それだけ余裕があれば。ところがコル

ダーホールを入れるということになっちやったから、そっちへわ―つと行っちやつたでし

ょう。後のこと考えないうちに、みんなそれぞれ既成事実だけでき上がっちやつたわけで

すな。そりや今の必然性があるから。当然必然性に結びついて、今日のような状態になっ

たんであつて。私は、あのどさくさの間にすべて今日の何が決まっちやつたと。決めたと
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いうんじゃなくて、決まっちゃったという気がするんですが。

佐々木 :歴史的必然性で、しょうがないんじゃないですか。現実、振り返ってみると。

島村 :だけど日本の中で見てみると、逆にフランスや ドイツなんかよりもメーカーの生き

る力が強いです。

佐々木 :それとまあ電力が強いですから。ユーザーが強いですから。

島村 :ア メリカのユーザーが、電力も強いけどさ、そりゃアメリカの場合は電力の方が数

が多くて、メーカーが少ない。メーカーの方が威張つてる。

佐々木 :ま ったくメーカー主導型の電力ですから。

島村 :しかも大きさから言っても大きい。日本の場合は電力が大きくて、三菱、日立、東

芝なんていったって、比べ物にならないぐらいスケールは小さい。こりやもう電力さんの

影響力がメーカーに対して強いし。メーカーの方も、自分で強いつもりでおるか弱いつも

りでおるかは知らんけど、実際弱いんです。私なんか全然別の立場から、外国の状況なん

か見てみると、もっと日本のメーカーは自分で勉強しなきゃいかん、研究開発をやらにゃ

いかんと、こういうこと盛んにいつとつたんだけど、会社やつてみると、そりゃそうはい

かないと分かった。 (笑)それはもうなんだけど、始め、原子燃料工業なんかってので一生

懸命になって、燃料売りに歩いても、電力さんもコンサバティブで買ってもらえないです。

もう研究改良の話はよう分かった、じゃあ買ってやるかわりに、おまえのとこ、ウェスチ

ングと同じやつつくれ、GEと 同じやつつくってくれと、こういうことになる。そうすると、

研究開発する意欲がなくなるんです、そんな大金使って開発してみたつて、採用されなけ

れば意味がないということです。

それはまあずっと前の話です。今悪口言 うわけじゃないけれど。少なくとも、スリーマイ

ル事故以後、まあ時代的に言 うと、平岩さん小林庄一郎関西電力会長さん体制ぐらいにな

った頃から、電力さんが、向うばかりに頼れないぞという気がしてきたんですな。それで

メーカーさんに対しても、もっと勉強せいってことになったわけでしょ。それ以来メーカ

ーさんは、勉強するようになったと私は思うんです。

A:現実に、金を共同研究とかいろんな形で、電力さんがメーカーと一緒になってという態

度、変化はありました。

島村 :そ うでしょう。だからそのへんから、日本の原子力産業も大分まともになってきた

と思うんです。そりやあしかし、ぼくなんか技術屋じゃないから分からないけど、 ドイツ

でカーベーウー (KWU:Kra■ werk U」On)に行ったり、アメリカに行つていろんな工場

見せてもらうと、日本という国では、日立さん威張つてみたって東芝さん威張つてみたつ

て、全然もう研究の厚さが違 う。三菱さんだって同じ。それだけの蓄積が向こうにあると

いうことを考えぎるを得ない。そうすると日本も、こんなことでは駄目だぞ。私は、悪い

のは電力さんだと。研究開発を封ずるような態度をとられる限りにおいては、日本でメー

カーさんが駄目だと。

佐々木 :コ ンサーヴァティヴですから。

島村 :今 日は大変勉強になりました。佐々木さん、どうもありがとうございました。

0日筆訂正 :佐々木元増)
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第一原子力産業グループ 14.

開催 日 :1987年

講師 :前田七之進 (富士電機社長、会長)

質問者 :島村武久

前田 :第一原子力産業グループの設立は、そもそもどういうことから始まったかとか、

FAPIG(First Atomic Power lndustry Group)の 雑誌がわりに詳しく書きました。

島村 :私 も読んだことがあるんで、それを拝見させていただくことにします。それから、

FAPIGの雑誌で、前田さんと対談やった覚えがあるんです。探せば分かると思いますから、

探して読ませていただきます。むしろ、今日はあまり長くお邪魔するのもなんですから、

ちょっとポイントだけ伺います。原子力産業グループは歴史的に見ますと、原子力でそう

いう産業グループが出来たと言うだけじゃなくて、財閥の復活第一号みたいなものだつた

んです。

戦後の財閥解体で、皆持ち株関係が離れてばらばらになっちゃって、それが原子力という

ことで、五グループ(三菱、東京原子力、住友、三井、第一原子力)が できたんです。そう

いう見方からは、歴史的にもかなり意味のあることなんです。それだから勉強しておきた

いと、こう思っているんですけど。FAPIGの場合は、いったい何方が言い出されたか。何

ヶ月か違いでほぼ一緒に、五グループができているのですから、電気工業会あたりでそう

いう話があったんですか。

前田 :いや全然そういうところには関係ないです。電気工業会は後からですから。まだ原

子力の話が出ないときに、私は三水会の技術委員会の委員をやっていまして、どうも三水

会、三水会といばるけれども、鉄をやつているところは一つもない。みんな電線もやって

いるし、モーターもやっているけど、鉄がなくちやグループとして不味いじゃないかと。

その時に世話役をやっていたのが、名前を忘れちゃったけれども、上海のなんとか学園と

いうのがありました、あそこを出た人で。

島村 :東亜同文書院 ?

前田 :あ、そう。東亜同文書院を出た方で、その方が、前田さんあんたの意見はぴんとき

た、私一つ探すからといって持ってきたのが、築地機械だったんです。築地機械では鉄を

つくるとは言えないんで、三水会では纏まらなかった。

ところが富士電機が創立したときに、どういう関係だったかは知らないけれども、川崎重

工業さんとは初めからたくさん株も持ってもらうし、関係が深かった。当時ウインチとい

うのがありましたが、あそこは造船会社だから、ウインチを川重からずいぶん注文をもら

って、いいお客さんでもあって。ちようど FAPIGをつくる時は、社長が手塚さんで、手

塚さんは僕にいわせるとちょつと苦手だったけれど、まもなく替わられて、その方がなん

ていうか大変計画性のある方で、その後四元さんがおいでになった。それで川重さんと神

戸製鋼さんと富士電機とを纏めてみたらどうですかとの発案者は、これは今はもう亡くな

られたけれど、日商さんですわ。何とおっしゃったかな。

島村 :FAPIGの 顧間をやっておられた。

前田 :ええ、当時日商の常務さんでした。東京駐在でそんなことやっているうちに専務に
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なられまして、長山さんだ。この方が、川重と神戸製鋼と富士グループ (古河グループ)

とを、幸いなことにこれは皆第一勧銀の関連でもあるから、二つ合わさったものを纏めて

みたらどうだろうかと。それでまず酒井さんのところに行かれたらしいです。酒井さんと

いうのは当時第一勧銀の頭取です。それをまとめて和田恒輔富士電機社長さんとこへ、あ

れも神戸高商の和田さんの後輩なんです。大体日商さんでも伊藤忠さんでも幹部はみんな

神戸高商です。その関係で長山さんが和田さんところへある日来られまして、こういうグ

ループをつくったらどうだろう、他所も大分動いているからと。私はその前から、グルー

プつてところまでは行かなかったんだけれども、原子力というのは何だろう、電気屋がや

るべきものなら、今からやらなきゃいけないと思つて、丁度あの原子力予算ができたころ

(1954年 3月 )です。

自慢じゃないけれど言うんだけど、クラブ持つて日光のゴルフ場へ確か一週間位、グラス

トン (Glasstone and Edlund:The Elements ofNuclear Reactor Theory)と いう本があ

りました、伏見さんが訳した(伏見康治、大塚益比古共訳)の かな、それを持っていって勉

強したんです。そういえば、こういう話はアインシュタインに会ったとき聴いたな、これ

は面白いものだなと思って。それからあと、方々に原子力の講演会というのがあったんで

す。それをあちこち歩いて聞いているうちに、だんだん知恵がついてきて、これは富士電

機もやらなくてはいけないなと思ったんです。

そう思つている時に、商社が非常に活躍されたんです。それで長山さんが一番先に持って

来られた。それから二日もたたない内に、伊藤忠さんが富士電機さんどうですかと、伊藤

忠さんは別に具体的な案はないんだ、なんかグループを糾合してやったらどうですかとい

う話で。そうしているうちに、また一週間ばかり遅れて、昔、江商というのがありました、

あそこからも来られまして、富士電機さんを中心にやりたいと。和田さんを訪ねてきた人

はみんな同じくらいご厄介になつている人で、学校もおんなじなんだ。和田さんが困っち

ゃいまして、「前田君おれは決めかねるよ、なんか君資料を集めて、こういうわけでここを

採用したという言い訳のたつようなあれを勉強してくれんか」というわけです。

それから、僕は一番先に駒形作次君を思い出して、当時あの人は原研の副理事長だったん

じゃないですか。駒形に会いまして、「実はこういう情勢で原子力は電気屋を中心に集まる

動きがあるんで、おれとこもやりたいんだけど、日商さんと江商と伊藤忠と来たんだけど、

原研から見たこの三社で、どれが一番いいと思うか。そういうと難しいようだけれども、

君の参考意見を開かせてくれないか」と言った。そしたら、「僕にそんなことを言われても

わからないけれども、日商はバブコック (Babcock&Wilcox)を バックにしている、それ

から伊藤忠さんは ACCと か、バックの会社としてはバブコックが一番いいと思う。それ

だけしか僕は分からん」と、その時は原研も試験炉のメーカーを決めてないときで。だけ

どバックをつかまえた結果からいうと、日商さんが一番有力ではあるというところまで駒

形君の意見を聴いて、どうも有難 うと帰ってきて、和田さんに一つだけ種ができたと。ま

あこういうわけで、駒形君の意見を訊いたらやつばり駒方君が、担いでいるバブコックが

一番 ACCなんかよりいいようだと。

そういう面からいえば、僕も日商のほうがいいように思うが、そりゃいくら調べたっても

う出てこないから、長山君が幸いに二つのグループもってきたし、神戸製鋼もうちの鋳鋼

の仕事をやってもらっていますし、川重とは前から商売上も関係があるから、これ一つ纏
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めてみようじやないかと、それには考えてみると、第一銀行さんの力がないと纏まらんか

らと、長山さんに来てもらいまして、和田さんから「長山さん、あんたが持ってきてくれ

てから、こういうところからもこういうところからも話しがあって、実は困ったんだけど、

理屈はいわないけど君の案で推進してくれないか、後は前田君が君の後についてやるから」

と、こういうことでそれが元ですわ。それで、FAPIGができた本当の推進者、プロモータ

ーというのは長山さんです。

ただ、仕事の関係上後で中心になったのは富士電機で、和田さんが FAPIGの初代の会長

になりましたけど、そりゃ長山さんの力ですわ。

島村 :長山さんのヒントというか構想があったわけですね。

前田 :長山さんは、その後わかりましたけど、こうやって FAPIGと いうものは一応原子

力でやったけれど、なにも原子力だけでやることはない。この FAPIGの連中がよって、

もっと他のものもやろうではないか、例えば軍需関係なんかも。これは FAPIGができて

から 2～3年たってからだと思いますけど、長山さんが主張しまして、アメリカのメーカ

ーとやるために、何とかいう団体をつくったんです。私はそのほうは触れないで、吉田と

いう人が僕のとこの常務でいましたが、その人が中心になったと思うんですが、名前も忘

れたけれど、なんとかという FAPIGのような名前でつくったんです。これはものになり

ませんでした。しばらくやったら分解してしまいました。だけど、長山さんというのはや

っばり商売人でして、原子力だけでなくて、これを元にして日商の商売をやろうという非

常に大きな ――。

島村 :それは当然そうだけど。

前田 :そ ういうことが、そもそもの濫傷 (始まり)ですわ。それが出来上がったのが、1956

年 8月 23日 で、それであなたと一緒に原子力産業会議海外使節団で出かけたのが、9月

18日 。そのときには原産でもちゃんと人は決まっていて、初めは富士電機は入ってないん

です。入つてないのは当たり前で、火力発電所をやってないんですから。それで、これに

入つてないと FAPIGをつくってもなんにもならないから、なんとかして入る手はないか

なぁと思って、あのときは原産の会長は菅 程之助さんだった。まさか菅さんのところに行

っても下の方が困るしと、安川さんのところにいったんです。いまなら言ってもいいでし

ょうけれども、安川第五郎安川電機会長さんところへ。その当時安川さんはまだこっちに

ではなく、銀座に本社を持っておられて。そこへ私いきなり伺った。第五郎さんには、私

はその前から仲良く、可愛がってもらってまして、九州でもよくお会いして。

それは、富士電機ができて、シーメンスと契約してあれもやるこれもやる、水銀整流器も

やるということで、安川さん非常に考えちゃったというんです。お前のとこはシーメンス

と契約して、俺も水銀整流器はこれから問題だと思 うけど、君のとこはわけなくシーメン

スから入れる。安川電機は九州でいろんなものをやったってしょうがいないと思って、そ

れで、昭和の初め頃でしょうか、安川電機を整理して、もうモーター以外のものはやらん

とお決めになった。ついては富士電機さん、わしのところはスウィッチボー ドもやれない

から、オイルスウィッチも君のところでつくってくれと、そんなことで安川さんとは親し

くしてもらったものだから、ずいボん心臓強いと思ったんだけど、安川さんのところに行

ったんだ。安川さんは当時動力会議の会長で、原研の理事長になっておられたのかな、と

もかく原産とはあまり関係ないんです。
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安川さんのところに行って、「原子力海外使節団をご存知だと思 うんだけど、富士電機もや

りたいんで何とかメンバーになりたいと思 うが、ご承知のような世の中で、私どもの力で

はどうにもならない、安川さんなんとか一つねじ込んでくれませんか」と言ったんだ。安

川さんは、「それは一つ考えておこう」と軽く言われたんですけど、後で安川さんが僕に、
「君はえらいことを僕とこに頼みに来て、君のような社員が安川にもいないかなと思って」

とお褒めの言葉をいただいた。安川さんにお願いして何 日かたったら、橋本清之助 (原子

力産業会議常任理事兼事務局長)さ んから、あなたのところからも出してくれと、それで

行ったんです。

島村 :そ うい うことがありましたか。私なんか役人(原子力局政策課長)していたから、若

かったけれど顧間という資格で、ごく簡単に入れてもらいました。

前田 :メ ーカーは三菱と日立と東芝が入ればたくさんだとうことで、あまり深くも考えな
かつたのではないですか。

島村 :し かし、人生の転機 というのはどこにあるのかわからないもので。私なんか事務屋
でしよう。原子力やれと言われて、経済企画庁の原子力室長をやつて、死んだ佐々木義武

経済企画庁計画部長 さんに日説かれて、総理府原子力局に移つたわけです。君が付いて来
ないとどうにもならないから是非付いて来てくれ、君が付いて来てくれなかったら、正力
から話があつたけど、原子力局長は断るつもりだなんてうまいことを言 うもんだから、政
治家だね、付いて行つた。そしたらそれを恩に着て、私を教育 しようと思って、役所が忙
しい最中ですわなあ、それでも君行つてこいと、見てこいとこういうわけです。佐々木さ
んが橋本の爺さんに言ってくれたから、なんにも分からんでついて廻つただけですけれど。
なんにも分からなかった様なもんだったけれども、一番ありがたいと思ったのは、前田さ
んは勿論のことだが、土光敏夫さんだとか木川田一隆さんだとか、皆に私を知つてもらう
チャンスになったんです。

ですから私が後に原子力委員になった (1978年 )の も、土光さんの推薦なんです。それは
佐々木さんもおったし、橋本の爺さんも、隠居 してはいたが陰でやっていたでしょうが、
松根宗一さんもあのとき一緒に行った。松根さん土光さん、それと有澤廣巳さん、その三
人あたりが私を原子力委員に推薦 したんです。その元をいえば、あのミッションに参加 し
て二ヶ月あまり、いわば行動を共にしたわけです、それが縁になりまして。
前田 :同窓生みたいになっちゃったゎけです。木川田さんでもその頃まだ東京電力の副社
長で、社長だったのは中部電力のあの方、井上五郎さんが社長ですか。
島村 :木川田さんといえば、あのミッションでついて廻つて、偉い人ばつかりだからいい
ホテルばっかりでしょ。私は局長並の出張旅費をもらって行つたんですが、っいて廻つて
いるうちにお金がなくなってしまつて、イタリアのローマあたりでは、飛行機の切符だけ
なんです。それで帰 りに一番最後に、香港に泊まつたでしよ。そしたら木川田さんが私に、
奥さんに土産買われましたかという、ぃや何も買ってません、お金が無いもんですからと
言ったら、大金でしたよ三百 ドルぐらいだなあ、そのころは三百六十円だったから大 した
もの、それを私にくださって、ハンドバックでも買って帰 りなさいと。それで帰ってから
東電に返 しに伺ったわけです。そしたら「私はあげたつもりだつたんですけども」、といい
ながらああい う清廉の人だから、心よく受け取つてくださいました。そういうことでした
が、私が役所を退いて古河電工に入 りましたら、木川田さんに会えないんです。木川田さ
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んに会 う人は、会長か社長なんです。

前田 :社長でないと会ってくれないんだ。

島村 :昔は役人だから会えたけれど、古河電工では私も遠慮 して伺わなかった。しかし、

住友と古川とで一緒につくつた原子燃料工業(株)の社長に就任する時、会社の技露パーテ

ィをや りましたら、木川田さんが来てくれて。その日なんです、帰りかなんかに怪我され

た、そうい うことがあったでしょう。木川田さんはなにもおっしゃらないけれども、じっ

と見とつてくださつたことは確かだと思いました。

前田 :あの旅行は本当に「30年の思い出」の中にそのまま書いたんですが、こちらにいた

ら、お名前は知っていてもお近づきにはなれなかった方ばかりでしよ。木川田さんなんか

も、私はあのときまだ平取締役ですから、一人では会えないんです。ところが帰つてくる

と、まあ ――。

島村 :会社 というのは不便なものと思ったものです。

前田 :それから発電所の注文はかなりうまくやつて、15万キロの川崎はもらったんです。

ところが、35万キロの大井をもらうのに、何遍木川田さんに会いに行ったか、会いに行っ

ても先方はなかなか忙 しくて会えない。廊下で会 うと、「前田君、今 日は原子力か、なんだ」

なんてとばけて、「いや―大井ですよ」と言 うと、それ じゃ自澤君に会っていってくれなん

て、でもとうとうそんなことがいえる仲になったから。何時だったか行ったら、前田君が

来たら応接に通 しておけといわれましたと秘書が言って来て、さてはと思っていたら先生

が来て、「前田君あれ長いこと待たしたようだが、君のとこに頼むからな。」「どうもありが

とうございます」と。

島村 :東電は格式が高い役所的なところがあるでしょ。聞いてみたら、木川田さんなんか

に会 うには、常務やそこらでは駄 目だと。

前田 :あのときは久留島秀二郎さんなんかがおられまして。久留島さんが飛行機に乗って

るときに、先生涎たれて居眠 りしているのを写真撮つちゃたりして。そして向こうに着い

て、大急ぎで現像して持っていったら、「前田君にやられたなあ」なんて言って。

島村 :久留島さんはそれ以来、随分沢山本をくださいました。旅行記なんかを、10冊位有

るんじゃないかと思 うぐらい沢山くださつている。絵も描かれるし、筆も立つし。

前田 :あの人、今度は私が居眠りしているところをスケッチして、「はい、これこないだの

お返 しだ」なんて。

島村 :そ うでしたか。もう 12時になりました。失礼しました、長居 しまして。

本当にお邪魔しまして。またいろいろわからないことが出てきましたら教えてください。
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半均質炉の開発 15

開催 日 :1986年 3月 17日

講師 :西堀榮二郎 (京都大学、東芝、 日本原子力研究所、原子力船開発事業団)

出席者 :島村武久、藤波恒雄

西堀:年寄りだから昔話しかないんですけれども、ヒマラヤの話だとか南極の話なら、なん

ぼでも面白い話はありますけれども、原子力の話はあまり関心がない。

島村:南極の話なんかは、方々でお話してくださいと仰る方が多いでしょうけれども、「半均

質炉」の問題をお話してくださいつて人はめったにいないでしょうな。 (笑い)

西堀:む しろ私は原子力ということより、当時東芝にご厄介になったということで、そのと

きオキサイ ドカソー ド(酸化物陰極)をやってたもんですから、いわゆる半導体のはしりみた

いなもんで、金属から電子が出てくるというのは、これは普通の本にもちゃんとあります
し、リチャー ドソンのエデュケーションなんてものは、エグザクトリーに当時ありますけ
れども、オキサイ ドカソー ドは、全然それとは性質が違う。 したがって、一体、オキサイ

ドカソー ドからどういう風にして電子が出てくるのかっていうのは、実ははっきりしなか

った。結局それは、半導体からの放出電子であるという結論に達したわけです。当時はま
だ半導体に関心がなかった時代で、言葉はありましたけれども、量子力学的な見地からの

研究はされていませんでしたから。それの研究が私としては一番の関心でした。

もう一つは、私は化学屋でありますし、真空内化学反応というものは何かという研究生だ
ったんですけど。真空内で化学反応っていうのはないんですから、結局ゲッターが真空を
つくるという、それのほうの研究を少しやりました。これも、論文っていうのはほとんど

出しておりません。字書くのがきらいですから。 (笑い)ま あそんなようなことで、電子な
んていう現象は割合好きでした。大学でも丁度、量子力学というものがやっと現れた時に
入ったものですから。そういう意味で今までの化学、いわゆる熱力学第一法則第二法則と
いうふうな意味のマクロな化学ではなく、ミクロな、いわゅる分子と分子が結合する、そ
ういうときの研究をしたわけです。まあそんなことで、下地はありましたけど、たまたま
原子力の方へ関係するようになりましたが。

島村:1958年の 4月 に日本原子力研究所理事になられてますね。
西堀:そ うでしたかな。理事にしていただく前に南極に行ったわけです。
島村:南極に行っておられる間にもう予定されて、ということがお書きになったものにもあ
るんですけど。嵯峨根遼吉先生に引っ張られて入られたということになつているんですが。
嵯峨根先生とは以前はどういうご関係で。

西堀:嵯峨根さんは、私が東芝の時分に、先生は理研の仁科芳雄さんのところにいたわけで
す。私は真空管のことやってたんですが、uH54つ ていう、これはあなたも知つてると思
いますが、54つ ていう真空管は非常にすばらしい真空管でありまして。ガィガーヵゥンタ
ーのように微弱電流を測るときの、遮断管に使 う真空管なんです。それが物凄い値の高い

真空管だったもんですから、仁科さんとこで使 うわけですが、なかなか高くて買えないか
ら、西堀君に頼むというて、不良品くれんかと言って来られるんです。それで不良品と称
して、良品を差し上げるわけなんですけれども、はなはだ割り引きが大きい。その関係で、
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嵯峨根君とは非常に親 しくなって。その前に、お父さんの長岡半太郎さんが東芝の顧問し

ておられまして、月に一辺みえたんですけども、初めのうちは 10何人話を聞きに来とった

んやけども、段々段々減っちゃって、最後は私 1人になつたことがあるくらいでした。ま

あそんな風な関係もこれありして ――。

島村:58年 と言えば、まだ原研もろくに整備 されてない頃です。

西堀:そ うです。それで、そんなようなことで、嵯峨根さんとはずっと親 しくしておった。

終戦になって、ハ リー・COケ リーやらフォックスが来よった時に、ケリーっていうのはそ

もそも私が一番先に会った男です。ケリーに会ったのは、私がアメリカに留学してる時に、

ケンブリッジで、MITと いった方がいいか、講演をしたことがあるんです。その時に聞い

ておつた 1人が、ケリーだった。私の方はそれ程親 しくはなかったんですけれども、ケリ

ーの方が、私が東芝におるということを知つてお りまして、彼が GHQにマッカーサーの科

学顧間として来たときに、すぐに東芝へ来て、それからずっとご案内したんです。それか

ら嵯峨根さんにもそこで紹介 した。それから仁科さんところに連れて行って。その時に、

嵯峨根君とずいぶん議論をしたことがある。それまでにもやってますが。

その後、アメリカから5人の VIPがみえまして、学術会議で嵯峨根君と私と二人で掛け合
い漫才をやつたんです。それは、これから日本の科学技術研究はどうあるべきかとい うこ

とに対する掛け合い漫才で。まあその時から私は、これからの日本は小企業を大事にしな

ければいけないし、一番大事なことは、サイエンティフィックな、アカデミックな研究と

インダス トリーとの間を結びつけるところが非常に弱いんで、いわゆる R&D(Research
and Development)の 内、日本ではどちらかというとDeve10pment(開発)に属すること

が弱いんだから、それをしつかりやらなければいかんと言って。

その前に、ケリーが勧めて日本に学術会議をつくるってい う話が出た時に、嵯峨根さんと

私とはちよつとラジカルな意見だと言われたんです。それはどうしてかって言いますと、

学術会議は結構なんだけれども、技術を大切にせないかんと言ってるのに、ここに集まっ

ている世話人会と称する人たちは、全部学者ばっかりじゃないか。それ じや意味ねえじゃ

ないかと。技術者をもっと大切にせないかんと、こう言つたんで。そしたら亡くなられた

尾高朝雄さんがその時、西堀君そんなに息巻きなさんな、これからできるのはな、学術会

議ちゆうやつでな、科学の学と、技術の術とでつくるんだ、心配せんでええ、とこう言わ

れたんです。すっかり馬されちやって。それでその挙句の果てが、学だけになっちゃって。
その時の皆の気分はどういうことかつてい うと、学が大事なんだと、医者ってい うのは、
あれは術なんだ、あんなのは医師会ってい うのでがやがや言 うてたらいいんや、学術会議
は本当の学なんだと。

そこで私と嵯峨根君(第 1回 日本学術会議会員選挙で落選)と はボイコットくらっちゃって、
追い出されまして。私は東芝に席がありましたから帰 りましたけれども、嵯峨根君はそれ
から、カリフォルニア大学のローレンスのとこへ逃げて行っちゃった(1949年 12月 )わけで

すわ。それからまあ6年ほど経って、南極問題が出てきたわけです。それで私は南極へ行
くことになった。ちょうどそれが決まつてしばらくしたら、嵯峨根君が米国から帰ってき
た。それで茅 誠司さんに会 うて、これから原子力のことやらなあかんと話 した。丁度中曽
根康弘さんが、札束で学者の頬っべた引つ叩くとか何とか言ったあの時です。それで結局
原子力が始まるんだが、あれやこれややることが多いが、ついては西堀が技術のことを引
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き受けてくれるらしいから、あいつと一緒にや りたいんだということを、茅さんに話をさ
れたんです。そしたら茅さんが、「ああ惜しいことしたな、お前、飛行機で帰つてくりゃえ
えものを、船なんかで帰って来るもんだから、もうつい数 日前に、西堀は南極に行くこと
が決まっちゃったんだよ」。 (笑い)と いうことで、まあ 1年待つことになって。
それで嵯峨根君の腹の中にはそれがあったもんですから、原研ができた時 (1956年 6月 )

に、嵯峨根君は先にちゃんと理事になって、工学担当理事だつたんですが、私が帰って来
るので、私にその席を譲るためにというか、その点は詳 しくは知 りませんが、副理事長に
なられて、そしてェ学担当の理事が空いたので、私が帰るなりそこへあてはめた。
島村 :嵯峨根さんが日本に帰られることが決まった頃、嵯峨根さんに原研入 りをあれされた
のは茅さんなんです。茅さんは原子力委員会 じゃなかつたんですけど、東大の学長 してお
られたんだけど、私達よそものから見ますと、やっばしボスだったゎけです。私は東大の
学長室に通つて、いろいろ何 したことはあるんです。それで、嵯峨根君は原研がええと按
配をされるわけです。

西堀:え え、ボスですょ。日入れ業。そ ういうことで、お前理事にならんかということを、
無線で南極に言 うて来られた時には、私としては早速お受けするようにしたいけど、どん
なもんかわからんし、先生の仰るとおりにしますと言ったわけです。
島村 :それで原研は、初めのうちは研究の道具を整備するのに非常に忙 しかったゎけです。
原子炉は JRR・ 1、 JRR・ 2、 それから国産研究炉 JRR・ 3と いう風に。そういったものの建設
は、極端に言えば研究のための道具であつて、日本は何を目指 して研究するかという点に
ついては混沌としておつた。私なんかは、そぅぃうものを準備すると同時に、将来何を研
究目標において開発 して行くのかと言 う何がなきやいかんと。そのためには原子力委員会
は最初から増殖炉ということ言つておつたんですけど。増殖炉は難 しすぎて、すぐには相
手にならんのです。やはり原研が開発に取 り組むべき何は増殖炉の他にもう一つ、何かも
つと手近なものがあっていぃ筈だと。
それを原子力委員会とか国の方で決めて、原研にこれや りなさいっていぅのは筋違いで、
研究者がそれだけ段々集まってきてぉられるんだから、研究者の中からそういう何をや り
たいとい うのが出てきてしかるべきじゃないかといぅことで、まだ西堀さんがおいでにな
らないころ、杉本朝雄さんや神原豊三さんと、我々科学技術庁原子力局幹部がディスヵッ
ションしたことはぁったんです。それで原研側から案が出てくることを待望 しておつたん
ですが。確か 58年の 4月 に西堀先生が南極からお帰りになって理事に就任されまして。私
の記録で調べてみますと、58年の 12月 には、もう嵯峨根先生が新聞記者会見で、「半均質
炉」の構想を発表されて、5年か 10年以内には建設する、とい うことを言つておられるん
です。そ うすると、西堀先生が就任されてから半年の間に、そ ういう構想が出て来たって
言 うことになるんですが。

西堀:半年でも大変でした。原研に来るなり気が付いた。大体その時は、他の理事さんは、
木村健二郎先生も杉本君も入れて、皆本部で盲判押 しておられるもんだから、そんなこと
では駄 日ですよ、現場へ行かなきや駄 日ですつて盛んに言った。私は大体現場主義の人間
ですから。女房連れて一番先に東海研究所に乗 り込んだのは私なんですけど、他の理事さ
んは時々見えることになって。その時に私が、あなた方よりお先に東海に行きますよって
言ったら、南極よりちと住み良いですなというご挨拶で、送られて行ったわけです。
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いったいここは何するところですつて言っても、誰もはっきりおっしゃらない。それは新

しい炉型からスター トするべきなんだと。その時はコールダーホール型の原子炉を入れる

ということは、正力さんその他のあれで決まっていたわけですけれども、カルノー・サイ

クルから言っても、温度が低く効率が悪いんだから、効率をもつとよくするためには、ど

うしても温度は高くしなきゃいかんので、初めから私は高温を狙 うべきだと思ったわけで

す。それには燃料がああいうマグノックスみたいな、メルティング・ポイントが低い被覆

じゃあかんよって、温度高くするためには、マテリアルとして何がいいだろうといった時

に、私は前からグラファイ トについては、東芝時代から真空管の陽極をつくるのに使って

ましたし、非常に性質もいいものですし、熱の伝導度も鉄と同じくらいですから、グラフ

ァイ トに限るとこう思ったわけです。まずグラファイ トというものを中心としようと。

その時もう既に、オークリッジ国立研究所長のフインバーグ先生達が、液体燃料のことを

やっていらつしやいましたから、液体にするか、あるいは固体にするかということで、そ
の中間を狙つたろうと、こう思つたわけです。それは結局、グラファイ トの粉とそれから
酸化ウランなり炭化ウランなりの粉と粉同士を混合して、あたかもホモジニアス (均質)

なようでありながら、しかもヘテロジニアス (非均質)なものを考えようということで、
皆と相談して。亡くなった矢島聖史君とか井上和彦君だとか、そういう 5人で検討を始め
たわけです。そりやもう、私は泊り込んでおりますから、毎晩原子力については夜通し議
論、マージャンの代わりに。

島村:(笑い)そ りゃちょっと耳が痛いところですな。
西堀:私 もよく勉強しましたし、彼らもしました。燃料の鞘は、固体の普通のグラファイ ト
なんですけれども、インパービアス (不浸透性)グラファイ トを使おうと。他の者に相談
したら、そんなものは脆いもので、落としたらすぐ割れるぐらいだから、こんなもんで燃
料になりしまへんなんて言うたんで、よしそれなら連れていったる、日本カーボンに連れ
て行きまして、そこにインパービアスグラファイ トのパイプがありますから、お前これ足
で蹴飛ばして折つてみいい、いや足が折れますからやめますって。
私は、インパービアスグラファイ トちゃんとこしらえれば、相当機械的に強いし、ィンパ
~ビアスですし、それを知つてるもんですから、それに入れてやるということで、構想は
もうほんの lヶ 月あまり、2ヶ 月ほどの間に、いわゆるポンチ絵的構想はできた。後はもう
それを裏づけするデータで、もう少し高級な設計をしなきゃならん。それでまあ関係者で
議論して、だいたいごくラフな計算しかできませんでしたけれども、それでも一応や りま
した。それでうまくいったんですけれども、どこに持つていっても、そんないいものなら
とつくに外国でやつてる筈やないかいうて、予算から落ちてしまつたんです。
その後、杉本君がジュネーブの第 2回 目の原子力平和利用国際会議(1958年 9月 )に 出た時
に、西堀君、あんたが言うてるのと同じ原子炉、 ドラゴンプ・ロジェク トぃぅてゃってま
つせ、ちゃんと小さい模型がありましたぜっていう報告受けたわけです。それ見たことか
というんで、嵯峨根さんも大変賛成で、そりゃもう、ぜひ着々とやろうやないかというこ
とで、それで予算の問題になったわけです。
実は予算は申請してないんですよってに、通るわけがないんです。だけどどぅしてもこれ
通そうとすることになって、大蔵省に私自身乗り込んで、当時はまだ科学技術庁を通さな
くても、説明行かせてもらえたんです。それで晩に、主計官どもががやがややつてるとこ
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ろでご説明しまして、そしたら、よしそれをやるならやっていいんだけれどな、他のやつ

何か削ってならええんゃと、こう言われたわけです。ところが私のとこの関係を削られる
と辛いんで、それで結局頼みに行ったけど、その時 3千万円だったかな、ちょびっとしか

出なかつたんで、それでも大分状況が変わったんでしたけど。
島村 :今のお話で、その後原研をお辞めになったあと、私も役所を辞めたあと、動力炉 0核

燃料開発事業団ができまして、結局炉の開発みたいなものはあそこのプロジェク トに行っ
ちゃいまして、残念ながら原研はその後は炉の設計なんかってことは一切、今 日まで、ほ
とんどないんです。まあ有益な研究はいろいろやっておられるけれども、その頃私らが考
えましたょうな研究は、まあどっちかってぃ ぅと原研の手を離れたような形になつておる
んですが。先生は原子炉の専門家 じゃなかつたろうと思 うんだけれ ども、とにかく先生の
着眼された高温でなきやいかんとい う考えは、ずっと連綿として生きてお りまして、いわ
ゆる半均つていう問題は、厳密な定義は私もよく知らない、先生が名付け親ってい うこと
なんですけど、多目的高温ガス炉と言 う形でずっと来ておりまして。原子燃料工業なんか、
その多目的高温ガス炉の燃料を連綿としてつくつている方なんです。
西堀 :あれはペブル・ベッドの系統ですんで、 ドイツに行きましたときにいろいろ検討 しま
したし、ドラゴン・プロジェク トも見に行きましたし、いろいろあれを考えるについては、
勉強 したつもりです。それからもう一つ大事なことは、フィンバーグ先生を私が招待する
(59年 5月 )こ とをし、話を聞いた上でやったゎけです。あれは割合早かつたんです。し

かしあの時から、フインバーグ先生の構想つていうものに、すっかりもう私は惚れました。
それは、要するに問題は、燃料は液体であるべきであるとい う、そ ぅぃう彼の哲学です。
これは私は未だに、今でもそれを信 じてお ります し、最近まで、2～3年 目に一遍ぐらいは
ワインバーグ先生に会つてお りました。ぁの時はまだフィンバーグさんとしては、3種類で
やつてたわけです。アクアス・ホモジエアス (水均質炉)と 、それから今のリキッドーー。
3種類のものを始められたんです。それでその3種類のうちどれにするかって、それがまた、
また話は脱線 しますけれども、リコーバー将軍っていうのは、世界の原子力政策の中では
忘れることのできない重要な人物ですわ。これが、潜水艦の動力源に軽水炉を採用するこ
とによつて、アメリカの原子力政策を軽水炉路線に実質的に決めていった、そのまたアメ
リカの原子力政策が、今度は世界の原子力政策をリー ドしてってぃぅ、そぅぃ う段階にな
るわけなんですけれ ども。このリコーバーとフィンバーグ先生は物凄いアンチなんです、
反対なんです。 しかしリコーバーはヮィンバーグさんとこで、ォークリッジでって言った
方がいいかも知れん、ォークリッジで初めて原子力の手ほどきを受けたんですから、それ
までは朝鮮戦争の兵隊さんっていぅか、将軍にはまだなってないんだから、3年将軍の試験
を受けて落ちたあかん奴が、それでも強引に 4へん目ぐらいに将軍になりよったのやなぁ.
島村 :提督ですな。

西堀:ま あどっちにしてもね、そぅぃ ぅことがぁりまして、その時にワインバーグさんと私
とは、本当に肝胆相照らしたんです。その時に一緒についてきたのは、あれは二世の人で、
これがハステロィ (耐食耐熱合金)の研究をしてたんですけど。まあそ ういう関係があっ
たんですが、それでワィンバーグさんの計画を一番嘱望しておりましたが、3つを初めはパ
ラに進めてたんですけど、後の 2つは落として、モル トンソル トリアクター (Molten Salt
ReactOr:溶融塩炉)に集中したわけです。
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しかし考えてみると、原研 1号炉 (JRR-1)すなわちウォーターボイラータイプのやつは、

これは実際運転してみたら本当に安定な、まあようこんなええもんできたなあと思います。

その代わり事故ばっかり起こして、運転する時間が少なくなってしまう一番大きな理由は

なんだつていうたら、コントロールシステムであり、それは真空管の不良であって、それ

は私が東芝でこしらえた真空管ですから、なんか天に唾してるような感 じが致しましたが。

まあいずれにしてもそういうわけで、フインバーグさんとは親しく会って、データもしよ

つちゅういただいておりました。

ところが問題は、どうもワインバーグ先生の尻をおっかけたりっていうのは、日本も面白

くないと思ったんで、同じやるんだったら、半均質の延長としての液体冷却材の問題をや

ろうと。冷却材として何を使 うかっていう時に、ビスマスなんていうものを言い出したわ

けです。これは確かに、ビスマスというのが決してベス トなものであるとは、私は思うて

はおりませんでしたけど、しかし燃料の試験したりするのには、その方がいいなあと思っ

ていたわけです。まあそれやこれやで、脱線いたしました。しかし冷却材にヘリウムを使
うのは、 ドラゴン 。プロジェクトでやっておりましたし、そのへんのとこらへん、似たよ
うなことではどうかなと。

そこで、一つ私にとって非常にショッキングな問題でしたのは、原子力研究所の理事とい

うものは任期 4年である。一期は延ぼすことを認めるけれども、二期計 8年を超えては認
めんぞと言われた。プロジェクトとして何か物事をやろうとしたら、そんな短い期間では
できへんっていうんです。なもんですから、短い期間でちょこちょこっとゃれることしか
でけんなということを、途中でわかりました。それで日本の科学技術は育つんやろうかと。
私が東芝におりますときには、とにかく人間単位ですから、だからできる技術者をどんど
ん集めて、フレキシビリティが非常にあったわけです。ゃっばり、研究ってのはフレキシ
ブルでなくちゃならんのです。それで嵯峨根君がやかましく言うたのは、コンティンジェ
ンシー (cOntin"ncy:不測事の追加経費)と いうものがあるんだから、予算を遣り繰りし
て、 1割は自由に使わせてもらえるようにならんとあかんと。そのために理事長の判断と
責任とがあるんやないかい、とぃぅ言い方だつたんですけど。それやこれやで、それ言い
出したらきりがないから――。

島村:原研を途中で退かれたのは誠に残念なことで、残ってやっていただぃたらよかったか
もしれませんけど、それは別にして、半均の問題は後になってまた勉強しまして、この頃
見直してみると、どうも問題はビスマス冷却にあったような気がするんです。
西堀:最後がそうだつたからです。

島村:その、ビスマスが不確定というか、勉強がまだ足りんところがあるからという理由に
なつとるんですけど。まだ知られないものに挑戦するのが、原研みたいなところの使命で、
やつてみりゃよかったのにと思うんだけど、まあ仮にそれで駄日であったにしても。先生
が初めビスマスを思いつかれる前は、やはリガス冷却だったわけですか。
西堀:そ うです。ヘリウムだった、今の ドラゴンと結局同じこと。
島村:言い換えてみると、ビスマスという非常に優れたかなんか知りませんけど、そういう
構想でなくて、ガス冷却で当初からやっとったら、計画は潰れなかつたんじゃないかと。
西堀:いや、それは、何も研究というほどのこと、初めから何もしてへんのです。いや、し
てませんから。どっち転んだっていけるようにしてあった。だから最後は、私は溶融塩で、
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ワインバーグさんの方式が、商用発電炉として実施になるという考えだつたんです。ビス

マスは、それまでのつなぎです。

だいたい、一番私らカンに立ったのは、青地哲男君がやってくれておった、いわゅる再処

理からの、プル トニウムの製造問題ですけど。これがあって、ちゃんと燃料公社の人たち
が、原研 との共同研究に来てくれたら勉強できるような部屋までつくって、ちゃんと用意
してるのに、鳶にあげ撰われるようにサンゴバン (フ ランス)に再処理工場の概念設計を
頼んでしまゎはって。あの時にどんだけくさされたか。原研なんか、再処理の研究をやっ
ておつたって何にもならん、あんなもの怪 しからん怪 しからんっていうて、盛んにやられ
ちやつてさ。皆原研の関係者は、涙流して机を叩いて憤慨 したんです。それは、原研が研
究したその基礎の上に立つて、いろんな外国の技術入れてくるのだらたら、それは結構な
ことですけれど。そ りゃもう、基礎研究抜きの技術導入は、いささか非常にみな士気阻喪
しました。まあそれは、音の話はそのぐらいにして、何てい うかな、私はその後、今でも
物凄い夢みておるんです。

島村 :そ うですか。それは僕はちよっと承知 してませんでした。それはそ うと、確かに青地
君が、海沿いに近い方のステンレス張りの建屋でやってましたなあ。
西堀:あれもねえ、その当時プル トニウムなんて言 うたら、それこそタブーでぇらいことで、
全然受け付けてもらえない。ですから全部再処理再処理でやったゎけでしょぅ。でも、実
際壁の厚さから、そのアルフア 0シール (アルファ崩壊核種の閉じ込め)の 問題から、全
部プル トニウム用に、つくつちやつたんです。だから悪くいえばペテンですよ。 (笑い)

これはまあ勿論、嵯峨根先生の了解得ての話ですけど。
島村 :と にかく、嵯峨根先生が半均質炉の新開発表されたぐらいですから、嵯峨根先生自体
は、大いにやれということだったんでしょうね。
西堀 :大いにというか、やれと。その大いにというものは。
島村 :そ のへんが問題ですか。

西堀:それが非常にむずかしい、その時分に、大いにと言い出したのは、研究の内容 じやな
くて、当時はむ しろ労働組合との問題みたいなものが多かったんです。だから研究内容と
いうものは、今は動燃ができたりする時代ですから。そこのとこの食い違いがありますか
ら。

島村 :ですけど、58年に発案されて、一生懸命若手を動員されて。それで技術的な検証その
他もやって裏付けもとられたけど、最初から原子力委員会が取り上げたわけじゃないけれ
ど、さつきのようにお金も不自由で、先生からお うかがぃしたょぅに、自ら大蔵相に掛け
合いに行かれたこともあるでしょうけど。61年の長期計画には、半均質炉が大々的に取り
上げられているんです。もう半均大いにやるべしつていうことになつてるんです。
ところが、それで私も一生懸命になつて、応援 しておつたつもりなんですけれども。それ
から、61年の長計を発表 してしばらく経ったら、理事長が菊池正士先生に代わつておられ
まして。菊池先生が私のところに来られて、どうもあれは、進めにくいという話をされた
んです。私、菊地先生にもずいボん ――。
西堀:あれは、菊池先生が、どつちかつてつたらどうやろなぁと、こう疑間に思っていたこ
とは確かです。その時にビスマス冷却の案がもう出てましたんです。
島村 :出 てましたね。しかし、長計に決めたばっかりだし。
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西堀:武田榮一さんを委員にして、小委員会で検討をしようと言われた時に。

島村:ち ょっと臭かつたわけですね。

西堀:私、ああもうこれはいかんと。というのは、武田先生という人は、非常にその時に仕

事をしているような人ですから、NOと いうことは初めからわかつとるんです。だから。

島村:そ うすると、武田先生を小委員長にして検討させようと言われた菊地先生も、どっち

かっていうと。

西堀:と いうよりか、武田先生は菊池さんの一番の弟子ですから。だから当然菊池さんが使

うといやあ、誰かって言ったら武田さん。当時武田さんは、原子力委員会の参与かなんか

で関係してました、違いますか。

島村:と にかく菊池先生が私のところに来られて、原研の内部を纏めにくいつていうんです

よ。つまり反対する者もあって。

西堀:それはもうそうです。何でも反対しますなあ。

島村:それで、半均質炉プロジェクトを進めていくのは困難になったということを、言うて

来られたんです。私も困ったと思いまして。半均にあれだけページ数を割いて、長期計画

つくったっていうことは、めったにないことなんです。ようやく目標が出来て、大スロー

ガンに、旗印にしたつもりだつたのに、発表してから何ヶ月か経ったら、もう菊池先生が

そう言って来られたんで、実はがっかりしたことがあるんです。正式にその半均プロジェ

クトが幕が下りたのは 63年でしょうけれど、61年 ぐらいから以降は、どっちかっていうと

もう止めるような方向で、後始末的に続きの研究やっとったというように思ったんですが。

西堀:ま あそうでしょう。

島村:でそれ分析してみると、結局あのプロジェクトは、菊池先生の言葉を借りて言えば、

原研内部で纏まりがつかん、進めにくいということを言われた。その原因はどこにあるん

だろうかというふうに見てみますと、先生のお話では、原研の中の研究者同士の感情的な

問題とかそういうものがあって、ということかもしれませんけど、そういう要素を省いて

分析してみると、もう一つの要素は、どうも私はビスマスにあったんかなあと。

西堀:ビスマスは確かに何ていうか、一つのポイントであったことは事実です。けどそれは、

最後にビスマスにする意思は、私としてはなかった。

島村:ガスずっと続けて行っておれば、あれだけ問題にならずに行けたんじゃないか。

西堀:それはありうるけど。それはガスでやれば行けます。けど、それじゃあんまりにも意

味するものがない。

島村:(笑い)ビスマスは自主性があるわけですな。

藤波:今の話は非常に面白くて。

西堀:つ まり、これはちょっとご参考に。非常にこの、もう既にご覧になっているかもしれ

ませんけど。とにかく、一番問題は、私が辞めましたその後に辞めた人間があるわけです。

矢島聖史と井上和彦の 2人。あとはまあうまく残ってましたけど。この 2人は、他の人と

非常に違って確かにちょつと天才肌なんです。

島村:研究者にいいじゃないですか。学者として。

西堀:い え、非常に後でいい仕事をしてます。だけど他の人は、やっばりちょつと足引っ張

ったきらいはあります。半均質炉を言い出したとき、先ほど 5人って言いました、その中

心の 2人が井上君と矢島君。矢島君は燃料の方をやる、ことにカーバイ ド燃料を。それか
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ら丼上君は臨界実験装置をやってくれたんです。後の人は、どちらかってい うとその周 り

の計算をしてくれたり。ところが、その人たちはまだいいですけど、私が入った時はもう 1

年以上経っている頃ですから、既に大分大勢人が入ってまして、そこへ私が入つて来て、

旗立てたわけです。集まってきた人間とい うのは、大体皆から割合嫌われておったんです。

それが旗立てたら集まってきたんで、非常に困ったことなんですけど。 日本でこれからそ

うい うプロジェク トやる時に、よほど気をつけにゃならん問題の一つだとは、いい意味で

私は教訓を得たと、後になって思いましたけど。矢島君はその後東北大学に行きましたし、

井上君は、ちょっと一遍関西に出ましたけど、北大に今でもずっとおります。矢島君は、

実は自殺 しました。まあそ うい う貴重な経緯があります。

私は、それから原研をやめて、原子力船開発事業団に行きました。原子力船では石川一郎

さんが理事長.石川一郎さんってい う人は、品質管理の方でごやっかいになったんです。

石川さんは、終戦直後から品質管理に関係 し、また私が石川 さんの長男の馨 さんに品質管

理を指導 したことがありました。そんな関係で幸い原子力船の方に移 らせていただいて、

たいへん原子力船の方では楽しくや りましたけれど、しかし心の奥底では、だまされたと

いう気が。まず第一に、入る前に、おうこれは南極に使 うんだという話を聞いたわけです。

それはええわと。だから構造も砕氷船構造です。私が就任 して lヶ 月経たない先に、三菱

重工業の方で受注ご辞退説が出てきたわけですな。

三菱がやるものと、誰も皆思 うていたわけですから。だから他の会社は、どちらかいうた

ら、素知らぬ顔 していたわけです。 ところが、三菱原子力の井上さんが出てきて、ちよっ

とこれは大きな声では言えませんけれ ども、原子力船のあれは辞退したいというて来たん

です。事によつては原子炉だけは引き受けますけど、船としては辞退とこういうこと。そ

れで大騒動になったことがあります。

島村 :結局一番大きな問題だったのは、値段の問題だったんですよ。

西堀 :ま あそうでしょう。彼 らの予定の半分ですかね。それで、結局発注できるようになる

までに 2年以上掛かりました。

島村 :当 時は設計も、かなり二転三転したんじゃないですかねえ。砕氷船構想から定点観測

船、貨物船。

西堀:貨物船に何載せるんだって私も言われて、いかに値段下げるかつてことを必死になっ

てやったわけですけど、技術的に何をやめて簡略化するとかい う細かい点はいくらでも考

えられますけど。根本的に半分にせいなんていったって、それはおよそ無茶な話で。でき

っこないです。予算の増額要求ですったもんだやったんですけど、問題は結局何に使 うか

っていうことで、南極は駄 目になって耐氷的構造は全部止めちまう、それから定点観測用

居室も止めちまえ、結局貨物船にする。あんな小さいもんが貨物船で引き合 うわけないや

ないかっていうことになって、燃料を運ぶ船にしたらどうやっていう案を出したわけです。

使用済み燃料などを運ぶ船にしたらええやないかと。幸い放射線取扱技術者の認可持って

るやつも乗ってるから、ちょうどええやないかって言 うたら、嵯峨根さんが反対した。そ

の時彼はまだ原子力発電会社にいたわけですから。そんなことしてもうたら、日本政府っ

て奴はこれ使えっていうに決まつてる。使用済み燃料の輸送はどれでも使えるようにしと

いてもらわんと困る。その言葉だけは削れて言 うんです。結局何や知らんけどそれやこれ

や、怪 しげな説明で済ませて。
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今 日持ってきた資料は、過去のことなんぼ言 うてもしょうがないけれど、まあ溶融塩炉の

ことについて、私が今持っている構想に関係のある資料をちょっと持ってまいりました。

この西堀案と日本語で書いてあるこれは、今の構想は皆さんお聞きかも知 りませんけれど

も、軽水炉から出てきた使用済み燃料もう一度溶融塩炉に戻して、ブ リーダーにはなりま

せんけれど、これは一番安くつくに違いないと確信するわけです。これを裏付けるための

英語で書いた資料がいくつかあります。

これはどういうことかつていいますと、軽水炉から燃料を取 り出して冷却したあと、長い

ままの燃料体を縦に引っ張って、機械的にばりばり引き千切っちやうんです。ちよつとぐ

らい鞘が残っても問題にしないで、こそげ取ってしま う。そしてその燃料ペ レットを粉末

にして、溶融塩の中に放 り込むんです。そ うしますと、フッ化物になります。そしてここ

でフッ酸、HFを放 り込みます。そうすると、大部分は四価程度で留まってしまいます。そ

の次の段階でフッ素を入れまして、六フッ化ウランを 1部除ける。この 1部除けるっての

は、非常に大事なんで、これはつまリプル トニウムは残 しといて燃料に使 う。その時には

核分裂生成物は入れたままで使っていくんです。次に溶融塩炉に入れて、パワーを出させ

て、次の段階で、今度は真空蒸留 しまして、リチウムフロライ ドやらベ リリウムフロラ ド

の塩を蒸発 して、そいつをもう一遍使 うんです。

島村 :も う一遍使 うってのは、どこの段階に持っていくんですか。

西堀:溶かすその上の、溶融塩炉入れる所に持っていく。それで後、廃棄物というもののう

ち、捨てるものは捨てる。そしてこれはこのまま、ここでいきなり溶融塩そのものの中に

入れちゃうという一連のや り方なんです。

こういうことのフィージビリティについて、そこにマクファーソンの手紙があります。こ

のマクファーソンって人は、皆さんご承知の通 り、昔溶融塩炉を最初にやつた男で、私が

アメリカに最初に菊池さんとご一緒に行きました時は、アイダホのリアクター・ テスティ

ング 0ス テーションの所長をしてたんです。そこで例の飛行機用の原子炉をつくるための

溶融塩研究してたわけです。そしてオークリッジに移って、溶融塩炉をやった。この人に、

ついおととし頃日本に来てもらいまして、議論 したのがそこに書いてあるものです。 1983

年になってます。その後ワインバーグ先生から中曽根 さんあてに手紙が寄こされてます。

後は技術的な問題を佐藤君に手紙を出してもらって、返事が来よって、このフィージビリ

ティについてず うっと書いてある。この溶融塩炉とい うものは、私は昔から非常に興味を

持ってました。その後例のオークリッジの MSREQblten SaltiReactor E]甲 e五menOつ て

いう試験炉の点検から何から、資料が一切来ております。それから 1000メ ガワットの原子

炉の設計の詳細データも来ております。

一昨昨年でしたかオークリッジに行って、溶融塩用のループが 3台あるんですが、その 3

台を見てきました。そのうち 1台だけ使ったことがあるんですけども、後の 2台は全然使

わずにそのままそこにつくって置いてある。これを分けてもらえまへんかって探ってみた

んです。そうしたら所長以下皆集まつて、DOE(エネルギー省)がいいと言 うたらよろしいん

やと。僕は少 し検討 しようとしたんですけれど、どこに持っていってもあまり歓迎されま

せんでした。行政の事情から、あかんっていうことになるのかもしれませんけども、今で

も私は、溶融塩炉の将来性を信 じてます。

一昨年ワインバーグさんにシカゴでお目に掛かった時には、その前にフランスに行って議
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論 したんですけど、フランスもアメリカの風向きを感 じてるわけです。ちょうどその頃例
のスーパーフェニックスを建設中で、臨界に近い時でした。半分ぐらいの人は、ちょっと

批判的な言い方 してましたけど、溶融塩炉については、国策上一応区切 りをつけるという
ので、それまでの溶融塩炉に関する研究を全部ス トップして結果を取 りまとめて、それを
送ってくれました。

フランスの溶融塩炉の非常な特色は、炉そのものの設計は、アメリカのフインバーグ先生
のとこでやった、マクファーソンのやつと同じなんですけど、冷却を溶融鉛でやるんです。
グラファイ トで詰まつてる炉の中に、溶融塩が通ってます。溶融塩が循環 して外に出てく
るところに、溶けた鉛の雨をざ―っと降らす。底に鉛が溜まります。その熱い鉛を引っ張
り出してきて、熱交換 して発電をして、またその鉛は雨にして降らすという方式です。
1984年に、奈良で溶融塩炉の国際会議、いやアメリカと日本だけの会議をやつたんです。
その時にフランスからも皆来てくれまして、一緒に議論 しました。その時にも、溶融塩炉
をやろうという意欲が非常に強かつたんです。けれど今言つたようなことで、一応フラン
スはス トップで、フランスに行った帰 りにアメリカに回つて、シカゴでヮィンバーグさん
に会 うたときに、ちょうどスゥェーデンの例の改良型軽水炉 (本質的安全炉)の問題が出
てきておつたんで、議論 しましたが、これの様子を少 し見ようやないかというのがワイン
バーグ先生のご意見でした。溶融塩炉はそれ じゃ諦めたんですかと言ったら、とんでもな
い、これはきっと役に立つょと。その時に、プル トニウムの後始末の問題が出てきたわけ
です。これだったら再処理すると同時に、それがすぐそのまま又使えるもんですから。
島村 :それを取 り出して高温ガス炉、高速炉の方に持って行くわけにはいかん。
西堀:そ うはいきません。だから高速炉というものとの競合になるわけです。コス トからい
ったら溶融塩炉の方がずっと効率がいいんで、安くつくことは、電力中央研究所の高橋 賞
君が、何年か前にちゃんと計算 してます。問題はやるかや らんかだけであって、技術的問
題はもう殆ど解決 してるんですから。やつてみるだけのことなんです。
島村 :再処理工場みたいなものは要らんってことですか。
西堀:要 らんちゅうわけじゃなく、あんなものは要らん。あんなものつていうのは、つまり
あんな在来型のピューレックス (puЮx pr。∝ss)方式の再処理工場はいらんということで
す。あの方式やったら、再処理工場は原子力発電所とは別につくって、あっちこっちの原
子力発電所から送つてくる使用済み燃料を受け取って、溶媒抽出 0逆抽出によって、ウラ
ン、プル トニウム、核分裂生成物を相互に分離するんです。それはええんですけど、分離
されたウランとプル トニウムは、ウラン 0プル トニウム混合酸化物 (MOX)燃料に加工せ
ないかん。そして、それをまた原子力発電所に運んで、原子炉の燃料として装荷するとい
うまだるつこしいことをせないかん。

溶融塩炉やったら、原子力発電と再処理 とがいわば一体型になってますんで、プロセス中
で分離されたプル トニウムが、そのまま炉心に戻されて燃料となります。ですから、使用
済み燃料の冷却、輸送、燃料加工、再輸送といつたことが、みんな省略されるわけです。
核分裂生成物の分離除去も、それ程厳密にやらんでもええから、その点でも楽です。
島村 :半均質炉については、ぉ話のようにいろいろ有利な点がありましょう。 しかし途中で
中止になったのは、私としても残念至極でした。

今 日は先生、たいへんありがとうございました。
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半均質炉計画の見直し

開催 日 :1986年 2月 7日

講師 :武田榮― (大阪帝国大学、東京工業大学教授、名誉教授、原子力委員 )

出席者 :島村武久、藤波恒雄、杉本栄三、澤井 定

16.

島村 :私が考えますのに、この「半均質炉」の問題は、一応原研に研究炉あるいは試験炉

を始める見通しが立った段階で、単にそれをいじくるだけで何をやるのかわからんという
のではなく、日本は日本らしい行き方をしなければいけない、そのためには将来どんな炉
型がいいか、そういう1つの目標を決めてやったらいいだろうと言うふうに思いました。

・

私が思つてだけではなくて、皆さんそういう気持ちであったわけです。ただ、それをどう
いう炉にしたらいいかというようなことは、原研自ら考えてもらわなきやあいかんのじや
なかろうかということで、原研に期待しておりましたところが、原研の中で私が承知して
いるところでは、西堀榮二郎先生あたりじゃないかと思うんですが、そういうことを考え

出されて、菊池正士先生も応援しておられる。そしてある段階で原子力委員会でも、国の
プロジエクトというふうにしたわけなんです。

ところが不幸にして、実を結ばなかった。それで、今のパTR(Advanced Thermal ReactOr:

新型転換炉)そのものじゃないと思いますが、動燃の重水炉に転化していったわけです。そ
の間の経緯というものは、私は役人していたのですが、あんまりよくわからないし、振り
返つてみたいと思いまして、原研の藤波理事長に何方がいいだろうかとお話をしたところ、
武田先生がよかろうと、こういうことでぉ願いしたわけで、1958年 (昭和 33年)頃に始
まった話ですから、もう今からみると随分昔の話で、この頃じゃ若い人に半均質炉と言っ
ても、何のことやら分からないんです。そういう時代になつておりますので、武田先生の
方も、もうお忘れになっていることが多いんじゃないかと思いますけど、覚えておられる
範囲で結構ですし、また先生のお話だけでなにするということでなく、さらにいろいろ調
べたいと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

武田 :10日 程前に島村さんから電話で、半均質炉プロジェクトの話をしろといわれたんで
すが、そのとき私はすぐ思い出せないぐらいのことだったのです。その後、私ちょっと旅
行したりなんかして、十分今日用意ができなかったのは残念と思いますが、できる範囲の
お話しをしてみたいと思っています。

大分前のことで、時間的な年代的な感覚が鈍くなつているものですから、今日用意して来
ましたのは、そのころ半均質炉に関係したような年表、年代別なことを調べてみました。
それで、私が原研から貰つた辞令を引っ張り出して、こういうのがあったということで、
私は 1959年 (昭和 34年)から5年間原研に関係しております。その間の半均質炉に関係
した仕事というのは、原研 10年史というのを調べてみますと、その年表に半均に関係した
ようなことが出ていましたので、それを拾い出してみたものです。
私の今日の話の始まりは、原子力委員会が 1956年 (昭和 31年)に発足して、原子力開発
利用長期基本計画というのを9月 に内定しまして、その翌年に長期基本計画の一部として、
発電用原子炉開発のための長期計画というのを決定しております。その中で発電炉の形式
と初期段階における国産化計画、それから増殖炉開発のための動力試験炉ならびに研究炉
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の設置計画というようなことが述べられているということです。

その時代のことを考えてみると、核燃料を入手するということはかなり現在に比べて不自

由であった。それでいちいちアメリカの承認を得て、全ての計画がそういったことで。そ

の頃の計画としては、現在に比べますと核燃料の入手が困難であるということを前提に、

将来は増殖炉を目指して行こうという事が、計画のかなり重要な項目になっておりました。

そういうことで、.原研で初めの頃に動力炉を研究開発しようというとき、それは増殖炉の

開発ということにかなり重点を置いた研究計画になつておりました。1961年 2月 に長期計

画の改訂が行なわれていますが、やはり基本の点は変わらずに来ております。

先ほど申しましたように、私は 1959年の4月 からちょうど5年間原研でご厄介になったわ

けですが、最初東海研にまいりましたときに、駒形作次理事長 (1957年 10月 ～59年 9月 )

に会って挨拶いたしまして、隣の部屋に副理事長の嵯峨根遼吉 (1956年 6月 ～58年 10月

理事、58年 10月 ～59年 9月 副理事長)さ んがおられました。嵯峨根さんはそのころの原

研というものをかなり牛耳っていた人のようでして、駒形さんは穏かな方でしたが、嵯峨

根さんは割りに意見の強い方です。

その嵯峨根さんの指示を受けたわけですが、その当時原子炉開発部の中に、原子炉開発試

験室というのがありまして、今日はだいボ古い方が出席しておられるんで、間違ったら直

してください。その中に水均質炉のグループと半均質炉のグループと高速炉のグループの

三つがあり、水均と半均の場合はそれぞれ 10人前後の研究員がおりまして、高速炉のグル

ープは 3人ぐらいだった。私が行った頃にはすでに水均と半均の臨界実験装置の計画がか

なり進んでおりまして、発注するという段階だったと思います。高速炉のグループはまだ

人数は少ないし、できればもう他に吸収して潰しちゃってくれと嵯峨根さんに私は頼まれ

たんですが、なかなかそうもいきませんで、特に高速炉の問題は、これから先の問題が非

常に大きな計画になると予想されてずっと来ておりましてヾその頃の方が、今動燃の高速

炉などで活躍されているわけです。

私が原研に行った頃には、誰が立案されたのか分りませんが、私の他に向坊 隆さんとか山

本 寛さんとか大島恵一さん、その他に橘 藤雄さん、宗像英二さんだとか、炉物理の理論

をやっていた能澤正雄さんとか、かなりの方が主として大学から兼務したという時代があ

りました。そういう計画はおそらく嵯峨根さんの立案ではないかと私は思つているのです

が、そういう企画が原研の当時には相当役に立ったんではないかと、後で考えています。

1959年の9月 には、理事長が駒形さんから菊池正士 (1959年 9月 ～64年 6月 )さ んに交

代になりました。私はどうして駒形さんが代わられたかという理由は知らないんですが、

とにかく理事長が代わられますと、嵯峨根さんは早速副理事長を辞任いたしました。これ

は菊池さんと嵯峨根さんの関係というのが、だいぶ前から学会の発表会などで、何時もち

ゃんばらやった中でして、恐らく嵯峨根さんとしては、菊池さんの下で働きたくなかった

んだろうと思います。

理事長が菊池さんに代わってから間もなく、半均質炉の研究開発をプロジェクトにしょう

という動きが活発になってまいりました。半均質炉というのは、普通直径コンマ 2ミ リか

らコンマ 6ミ リ程度の U02又はウランカーバイ ドあるいはトリウムオキサイ ドの粒子にパ

イロカーボン (耐熱黒鉛)を被覆して、それを黒鉛の中に分散させた燃料、分散型の燃料

を円形のペレットにつくりまして、それを黒鉛のシース (鞘)の中に入れて、黒鉛の構造
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物も使って炉心をつくり上げるというのが、半均炉といわれているものです。

初めは半均質の燃料を使ってヘ リウム冷却にして、高温ガス炉の増殖炉にしようとい う構

想が生まれまして、これが開発試験室の方々、それから化学研究室、金属研究室、機械装

置研究室、そういう有志によつて立てられたということです。これが 1958年から 59年に

掛けて、そうい う考え方が起こったわけですが、ちようど英国の ドラゴン・プロジェクト

が、1959年の半ばに発足したのとほぼ時を同じくしたものと考えられます。

西堀さんが原研に着任 したのは 58年 4月 のことで、その頃から半均炉というのは急速にク

ローズアップされることになりまして、58年の 12月 に嵯峨根さんが記者会見で、半均型高

温ガス冷却炉を 5年ないし 10年計画で建設するという発表をしたということです。これは

私が原研に関係を持つ前の問題ですが、とにかくそ ういう段階まで来ていたということで

す。理事長が菊池さんに代わった後の 59年の 12月 の理事会で、この炉型の研究開発をプ

ロジェク トに指定して、プロジェク トリーダーに西堀さんが当たるとい うことが決定され

ました。これは菊池さんが原研の理事長になったのが 9月 でして、3ヶ月ぐらいでそういう

決定をしたということになります。

半均炉のプロジェク トというのは、基礎研究から工学的な開発試験、それを順次積み上げ

ていって、電気出力 1万キロワット程度の実験炉を建設するということを目指すとい う、

原研 としては最初の動力炉開発プロジェク トとして、その時に誕生したということになり

ます。59年にこういう段階にきた。この考え方は、後に 1961年に原子力委員会が原子力

開発利用長期計画を立てた場合にも、プロジェク トに指定して、強力にこの計画を推進す

ると表現した形になりました。

半均質炉というのは、初め半均質高温ガス炉というものを考えていたわけですが、1959年

の初め頃から、冷却剤に融点が 270度程度の溶融ビスマスを用いる構想が生まれまして、

半均質ビスマス冷却炉の検討が始められたわけです。このために半均質プロジェク トは、

半均質炉の炉物理、半均質燃料およびビスマス冷却炉に関する研究を中心に進められるこ

とになったわけです。

主なものを書いてみますと、炉物理に関する研究というのは、半均臨界実験装置 SHEと い

っているものを主に使ってやったわけです。これは 1961年の 1月 に臨界になり、いろいろ

の形状の炉心について、臨界条件とかいろいろな炉常数を測定する事が始まり、かなり実

験の成果を挙げて、その後高温ガス炉の研究にもず うっと使われて来て、非常に寿命の長

い装置になったと思います。最近は少 し改造して、高温ガス炉臨界実験装置 (VHTRC)と
名前も変えてお り、とにかく非常に役に立った装置になったと思います。普通の臨界実験

装置というのは、せいぜい 10数年ぐらい働くと寿命が来るといいますか、よくやったとい

うことで、お払い箱になるんですが、この装置はほんとに長いこと働いたと思います。

それから燃料に関する研究としては、FP(核分裂生成物)を燃料体外に取り出して、増殖

炉をめざすために中性子経済をよくするという、そ ういう研究をや りました。そのために、

U02の粒子は、普通の半均炉としては 200ミ クロン程度の粒子を使 うんですが、これは 5

ミクロンという非常に小さい粒子を使いまして、FPがそこから出やすいようにする。

杉本:コ ーティング (被覆)が無いようにする。

武田:そ うです。そのようなものを、グラファイ トと混ぜて燃料体とすることが、燃料とし

て研究されました。それから、ビスマスに関する研究としては、耐蝕性の材料、鉄クロム
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合金とか鉄モリブデン合金、そういう鉄合金にベリリウム被覆する、そのようなことが行

われましたし、黒鉛製のビスマスループというものをつくりました。また溶融ビスマスの

循環には、ガスリフトでガスを流して ドリフトさせようという研究もやられました。

杉本:資料には黒鉛製のビスマスループと書いてありますが、これはたしかガラス製だった

ような気がします。あるいは下の方の、ガスケットによる溶融ビスマス循環装置試験、こ

れはたしかにガラス製です。

武田 :ああ、そうですか。そこのところはそれほど確かではありません。こういう点は杉

本さんの方が直接やられて、ずうっと詳しいんでして、私は外にいてあれしたわけですか

ら。それから燃料再処理に関する研究としては、機械的に再処理できるというのは、メリ

ットと考えていたので、燃料体を粉末に粉砕して、機械的に U02と 力~ボンとを分離する

という研究が行われたんですが、いろいろなものを使つてみても、回収率が 60%程度にし

かならなかった。結局は燃料ペレットを硝酸で処理するということになりまして、U02を

溶解して黒鉛を残す、そういうことをやれば回収率がほとんど 100%近いものが得られる、

そういうことがやられました。

半均質炉の設計研究は、1959年から始まりましたが、ガス冷却炉とビスマス冷却炉の両方

について、核的および熱的な設計について、計算が行われてきました。1962年になって、

これらの研究を取りまとめて、メーカーと共同で、電気出力 11メ ガワットの半均ガス冷却

発電プラントの概念設計を行 うことになった。それで、三菱原子力工業にはスチームター

ビン方式で発電するやり方、第一原子力に対してはガスタービン方式でやるということで、

発注したということですが、これは杉本さんの方が詳しいですが、ビスマス冷却とガス冷

却と両方やってあるんですか。

杉本:ビスマス冷却は、やってません。この辺がちよつと問題のところなんですが、ビスマ

ス冷却では、とても実際の設計なんかできないということで、やらなかった。その辺が僕

らと西堀さんとの間で、だいボやりあったところなんですが。

武田 :こ ういうようなことで、半均炉プロジェクトは、59年から4年間で約4億円の資金

が使われたということです。これはその当時まで原研で行われてきた他の研究開発のもの

に比べて、 1桁大きい金額を投入したということになります。ちなみに、その当時の原研

の全予算というのが、年間 50億円から60億円という時代でした。ですから、かなりのウ

エイ トで金をつけたということ。ただ、それにもかかわらず、非常に金の掛かる燃料の照

射試験というものは、例えばその頃は海外照射というものはまだやってなかったかもしれ

ませんが、海外にはとても金が少なくて出せない、結局 JRR-1と か JRR-2で、かろう

じて小規模な照射試験をやったにすぎなかった、そんな時代でした。

1961年度になって、半均質炉の開発の状況について、原子炉の概念とかいろいろの可能性

について、どんどんダイバージ (目 標が分散)してゆくものですから、それを整理する必

要が感じられるようになって、原研では理事長を委員長とする半均質炉評価委員会という

ものを設置することになって、半均質炉プロジェクトの今後の方針、運営などについて検

討を行なうことになった。これが 61年の 10月 という時点です。

この委員会は下部機関として、私を主査とする小委員会を設けて、半均炉についての技術

的な評価を行うようにと、そういう命令をしたわけです。ですから小委員会は技術的な点

だけを考えればいいんで、後は本委員会の方で判断するということでした。
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評価小委員というのは、その頃室長クラスの有能な研究者 10数名で構成されました。ここ

には、正確には覚えておりませんが、川崎正之さん、上田隆三さん、望月恵一さん、澤井

さんも入つていたと思 うんですがどうですか。

澤井:私は入つていません。

武田 :そ うとうの方が入つておられた。武井満男さんも入つていたかな。

この委員会は命令が出されてから、毎週 1回づつ 2ヶ 月間検討を行って、その年の 12月 に

報告書を纏めたとい うことになります。その結論の大要というのは、報告書を探 したんで

すが出なかったんで、結局ここに書いてあるのは、開発 10年史というのに拠ったわけです。

その 1と しては、積極的に FPガスを抜き出したとしても、FPの半分は体系内に残る、だ

から増殖炉といっても、増殖率はせいぜい hold own(1.0)に近いものしか得られない。カ

ーボンが非常に多いものですから、カーボンはガスを吸収 してしまう。

その 2と して、ビスマス冷却にも、難 しい点がありました。

杉本:問題は、冷却材のビスマスの比重が 9.8と 重いので、燃料が浮いちゃうわけです。黒

鉛の比重がせいぜい 2.2ぐ らいですか、そ うすると上から押さえないと炉心が納まらないわ

けです。こうい うのは到底構造的に駄 日だと、そ うい うことがこのプロジェク トが壊れた

ということに影響 しているのです。

武田 :西堀さんとの対談では、西堀さんはアイディアの新規性 ということを非常に尊重し

強調される、そうい う要素を各所に持ち込まれるわけです。ですから、そ うい う新規性の

ものを全部組み込んだプロジェク トになりますと、その成功する可能性がどんどん減って

きてしまうわけです。冷却剤のガス ドリフ トの方式だとか、制御系に、これはつきりとは

覚えてないんですが、溶融金属塩化物、溶融 した塩化銀かなんかで制御 しようとすると、

普通の制御棒じゃないんです。そ うい うものを持ち込まれて、非常に得々と話されたわけ

ですが、これはそれぞれに問題があると思 うんです。他にもあったと思 うんですが、3つも

4つも新規性のあるものを組み込もうとされて、それでプラント全体がうまく働くかどうか

ということが心配になってきたわけです。

最後に、ガス冷却半均炉とい う方向で、プロジェク トを進めようとしたわけですが、これ

について意見を求めると、これは西堀さんを悪く言 うことになるかもしれませんが、わし

はガス冷却は嫌いじゃということで、プロジェク トリーダーに、そ うい う方向を蹴 られて

しまったということです。

杉本:嫌いな理由は、当時イギリスに OECD(Organization br Economic C∞peration and

Development)の ドラゴン計画があつて、アメリカにピーチ・ボ トム炉があって、どちら

もヘ リウム冷却をやつてるわけです。他所でやつていることと同じことをするのは嫌いだ、

日本だけ、俺だけしかやっていないようなアイディアでや らないと、気が済まないという

意味なんです。

武田 :それから最後の会談では、プロジェクトがうまく行かなくてもいいじゃないか、1つ

でも 2つでも新しいものを開発して、それがうまくいったとい うことであれば、それで十

分ペイするとい う、そういうような考え方を言われたと思 うんです。ですからプロジェク

トの最高責任者としては、ちょっと問題があったのではないかとい う気がするんですが。

杉本:ま あ、一口に言 うとお遊びが過ぎたようです。

武田 :私が主査になった評価小委員会というのは、初めはそ うい う半均炉のプロジェク ト
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を前進 させるのに役立つように、問題点の整理をしようとい う気持ちでいろいろしたんで

すけれども、結局は予想外な方向になりました。でも、小委員会としては、高温ガス冷却

炉の方向に進めることをリコメンドしたと思います。小委員会の報告を受けて、本委員会

の方は、さらに総合的な見地から検討を行なうことになって、翌年の 3月 に次のような結

論に達したということです。

まず、半均炉は高温炉を指向すべきであって、増殖炉の方向には疑間がある。現時点では、

ガス冷却型が適当であり、ビスマス冷却の方は問題が多すぎる。2番 目に、実験炉建設につ

いての結論は保留する。3番 目に、半均炉の研究を含めて原研全体で原子炉開発に対する基

本方針の再検討を直ちに開始する。そ ういう結論をまとめたわけです。そのため、原研と

しては半均炉を含めて、幅広く開発すべき炉型の検討を行なうことにしまして、FBR(Fast

BЮeder Reactor:高 速増殖炉)も 含めまして 7つ ぐらいの炉型を選んだかと思います。

そ うい う検討を始めようとしているときに、原子力委員会では、わが国において開発すべ

き国産動力炉の炉型を選定するために、1962年の 8月 から動力炉開発専門部会を設置する

とい うことを決められました。いままで動力炉開発というのは、原研がかなり指導性を持

って進めてきたわけですが、この時点で国が指導性を発揮 して、原研は国のイニシアテイ

ブにより検討 したものをやるという形に、これは当然かもしれないのですが、初めてなっ

たわけです。その動力炉開発専門部会とい うのは、部会長が荒川康夫さんと言 う電中研の

方がなられまして、翌年の春まで 9回の審議を重ねました。その中には当然半均質炉の間

題も、高温ガス炉の形で入ってお りました。同年 6月 には原子力委員会の決定として、国

産動力炉の炉型としては、重水減速型にしぼるということになりました。そのために半均

質プロジエク トというものは中止する形になったわけです。

これが大体の半均炉の4年間の主な動きだったと思いますが、この半均炉プロジェク トと
いうのは確かに動力炉の実験炉を建設するとい うことを目標においてきたわけですが、そ

れはいわば失敗に終わったということです。

ただ、そ ういう動力炉開発というプロジエク ト研究について、初めてのいろいろの苦心を
し、体験を持つことができた。それから、かなり大量の濃縮 ウランの取 り扱い、各種の研
究開発についての経験も得 られた。それから後、動力炉開発の要員が方々に飛び出すこと
になったわけですが、動力炉開発要員とい うものをその時期に原研で養成をしたとい う意
味が、今 日考えられています。

それから、一時この半均炉というのは姿を消すわけですが、その後現在の原研の高温ガス

炉に何らかの繋がりを持つて、いろいろの燃料体、燃料粒子の製造とか、いろいろの問題
については、半均炉の経験をかなリエクステン ド (extend:伸 ばす、広げる)して、現在
の高温ガス炉の研究につながつているんじゃないかと思います。半均のプロジェク トとし
ては、潰れて無駄をしたようにみえますけれども、いろいろ勉強したということは、それ
だけのものがあるんじゃないかなと感 じております。

島村 :あ りがとうございました。いくっか素人の立場からご質問したいとおもいますが、
その前に、その頃藤波さんはなにをしておられたかなあ。

藤波 :僕は、最初の頃関係 しましたが、その後通産省に帰つてしまった。管理課長の後初代
規制課長を僕がやつた頃で、半年ぐらいです。

島村 :杉本さんはこのプロジェク トのどの辺からですか。
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杉本:始まった頃からズット.

武田 :上 田さんが室長で、半均開発室とい うのができたんですが、そこのプロモーター、

室長代理をやつとたんです。

杉本 :いや、始めは中尾さんが室長で、工学部長と兼務だった。それから川崎さんに代わ

って、上田さんに代わった。

島村 :澤井さんは。

澤井 :私はこれには全然タッチはしていない。ちょうど 1958年の冬あたりからこの話が生

まれまして、東北大に行かれた矢島聖史さんと黒柳さんと井上和彦さんの 3人がグループ

となつて、このプログラムを実現、推進する討議をだいぶや りまして、そこのときに私は

ちょっと加わつただけです、後は関っていません。

杉本 :だから澤井さんは、重水減速型に決まった頃からです。

澤井 :高速炉と重水減速炉ともう1つ半均といいますか高温ガス炉と 3つの評価を行 う荒
川委員会のとき、私が重水炉のほうを担当したんで。

島村 :澤井さんはずいボん重水炉は長いんで。それにしても、黒鉛とU02ペ レットの炉を

半均というのは、誰が命名 したんだろう。元々あつたの ?

杉本 :こ れは世界的には、そ ういう言い方はあんまりなかった。僕の推察では、私が推察
というのはおかしいんだけど、結局世界的にみれば、原子炉の炉型としては高温ガス炉と
いう言葉を使ってたわけですけれど、西堀さんがわしは嫌いじゃというあの考え方で、半
均質炉というような名前を命名されたんではないかという気がしますが。 しかし、これは
非常に炉物理的な名前です。

島村 :西堀さんが原研に来られたのは、58年の 4月 です。その 2年ぐらい前に嵯峨根さん
が、アメリカから帰って来て、原研の理事になられた (56年 6月 )。 58年の末に、半均質
炉の構想を新開発表されたんだが、その切抜きを持つているんです。嵯峨根 さんが、イギ
リスから誰かが来たときにその話をしたら、それは結構だ、イギリスもそ うい う考え方を
持つてるというんで、アイデァを裏付けしているんです。そもそもそ うい う構想というも
のは、西堀さんが考え出したものなのか。

杉本 :私の記憶では、西堀さんがこの頃外国をずっと見て廻られて、やはり基本的には国
産動力炉をやろうという気があつたんだろうと思 うんですけど、一回りしてこられて帰っ
て来て、この半均質炉の構想が出て来たんです。

島村 :そ うすると言い出したのは、西堀さんだな。

杉本 :そ う思います。

島村 :それで嵯峨根副理事長が新開発表をしている。それは、嵯峨根さんもこれでやろう
と得々として言われたわけで、5年ないし lo年で実現 してみせるといつているから、相当
な意気込みだつたと思 う。そして西堀さんのような人だから、おそらくスタッフの進言を
採用されて言い出したのではなく、自分で考えたのかもしれないと思 うが、嵯峨根さんは、
初めはともかく賛成 しておられた。嵯峨根さんと西堀さんは、その後どうなったのですか。
この半均プロジェク トについては意見がだんだん別れてきたのですか。
武田 :嵯峨根さんのこの問題についての、その後のことは全然知 りません。
島村 :その後といっても、西堀さんが来られたのは 58年の 4月 で、嵯峨根さんが辞めたの
が 59年の 9月 だから、1年半ぐらい一緒におられた。その間、どうだつたんだろうか。
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杉本 :その間は、とくにどうといつたことは無かった。嵯峨根さんは原電の取締役に移ら

れ、その後副社長になられた。だから、とくに喧嘩分かれになったということは無いんで

す。これは僕の推測ですが、おそらく嵯峨根さんもそれから僕なんかも、初めに西堀さん

からお前も一緒にやらんかと言われたときには、高温ガス炉でやるもんだとそういう風に

受け取つたわけです。ところが、やりだしてなにしてるうちにビスマスに――。

島村 :む しろ初めは高温ガス炉で、途中からビスマスというのが出てきたのではないのか。

それでおかしくなったのではないのか。

杉本 :はっきりしませんけど、 1年ほどしてから出てきたものです。

武田 :ち ょうどその頃、米国のブルックヘィブン国立研究所で、原子炉の冷却にビスマス

を使 うというLMFR(Liquid Metd Fuel Reacわ r:液体金属燃料炉)計画があって、ウラン

を溶解した液体ビスマス燃料で、いろいろ実験をやつていた。トリウムーウラン・233増殖

の可能性も考えられていた。そういうことが関係していると思う。

島村 :私は技術屋でないし、さっばりわからんのだけれど、最初はガスで行くと思ってい

た。それがいつからかビスマス、ビスマスということになって、ビスマスということにな

ると、問題がなお難しくなってきたという気がするんです。その辺がどうだつたのだろう

か。それから、とにかく嵯峨根さんが新聞発表で言われたのは、西堀さんが来られてから

何ヶ月か経ってからだろう、嵯峨根さんはその前からおられたんだけど、西堀さんが来ら

れてから言い出されたわけで、どうも発案者自体は西堀さんで、嵯峨根さんではない気が

する。そしてしばらく嵯峨根 0西堀時代が続いたんだけど、駒形さんが理事長を辞めて、

菊池さんに代わった。

菊池さんに代わったとき、菊池さんはどう考えたのかということだか、私の印象では、菊

池さんはやはり大いにやってやろうという気持ちでおられたと思う。原子力委員から原研

理事長に代われたのだから、話は聞いておられたわけで、原研理事長になって大いにやっ

てやろうということで、張り切っておられたという印象が私にはあるんですが。ところが

これにも書いてあるように、整理する必要が出てきた。

武田 :結局、ガス冷却とビスマス冷却とを、原研の中で並行で進めることに問題が。

島村 :原子力局あたりがなにやつとるんだとかなんとか、外からの批判じゃあないですね。

武田 :それは全然、我々には分からないです。

杉本 :あの当時は、それは全然ないです。

藤波 :役所の方では、技術論争には関与しなかった。

島村 :も っぱら原研の中だけか。それで、はっきり覚えていないが、菊池さんが私のとこ

ろに来られて、原研内部で非協力な面が多くて、とても続けてやれなくなったと言われた

ことがあるんです。そこで、またこれを見てみると、非協力者というのは誰だろうかと、

杉本朝雄さんかも知れないと思う、もう亡くなられているが。

武田 :いや、そんなことはないです。

杉本 :ど ういう意味で菊池さんが言われたのか分かりませんが、結局ビスマスとガスの 2

本立てみたいになつてきた頃から、だんだんおかしくなってきたんです。例えば僕なんか

も、ビスマスとガスのどちらを採るかで、西堀さんと何回も大論争をやったわけです。し

たがつて、そういう意味では、私は西堀さんに対しては非協力だったかもわからない。だ

けど原研全体とすれば、あの当時国産動力炉をここらでいっぺん、原研としてやろうとい

-273-



う気分は、非常に盛 り上がっていた。

島村 :そ こらへんが、私は何も半均の問題を蒸 し返 してどうこうと、半均はいい炉だから

またやらなきゃとい う意味ではありませんけど、いろいろ思い出してみると、あの当時原

研は、今の動燃 と大分空気が違っていたと思う。各部に分かれていて、各部が自分で好き

なことをや りたい空気が非常に強かった。全体として、 1つの目標に向かって皆が協力し

てやるだろうと、例えば動燃における ATRと か FBRみたいに、そういう風に僕は考えて

いたけど、各部が皆違ってや りたいことが一杯ある。そこにもってきて、半均質に皆協力

してやれと言われても、持ち場持ち場に仕事がまわってくるわけでしょ、半均質はなかな

かやらないで、自分の好きなものを先にやってとい うような面もあって、批判がいろいろ

あったような気がするんですが。

武田 :それはないんじゃあないですか。

藤波 :役所の方の計画もまだ具体的には長期計画になってないし、指示する具体的なプロ

ジェク トがなかった。だから、私の印象ではtガスと液体の論争、内部の意見の違いがま

とまりきれなくなって、お手上げだという印象を受けています。

島村 :やつばし、それですかねえ。

武田 :実際の研究は、ビスマス冷却についての実験 しかできなかったんでしょう。

杉本 :始まって 1年 ぐらいしてからですか、西堀さんがビスマスの方のいろいろのことに
しか金を出してくれなかったのです。それでビスマスループ、ああいうことになっちゃた
んです。

島村 :それで、先生が担当された国産動力炉開発室というのと、西堀さんのプロジェク ト
とはどういう関係にあるんですか。

杉本 :国産動力炉開発室ができたのは、半均を止めた後の話です。あるいは、ちょっとく
らい重なつていたかもわからないが。

島村 :それまでは、この半均質プロジエク トで行つていたんですか。

武田 :息絶え絶えに最後なったわけですが、そこにまだ残っていたということはぁると思
う。

島村 :そ のほかの各部との関係は、どんなことになっていたのですか。各部から兼務かな
んかで出て、これに参加 していたのですか。

杉本 :半均質プロジェク トといぅのは、半均質炉開発室という私のいた部屋があったので
すが、そこの人だけでなく、化学部とか原子力工学部などから、当時原研としてプロジェ
ク ト的なや り方は初めてだということで、各部から各部に人を置いといたままで、グルー
プを 3つか 4つ引き抜いたというようなかっこうにして、プロジェクトをつくった。
島村 :その時は、室はなくなったのですか。

杉本 :い え、室はあつたんです。全体の幹事役、それと設計そのものをやるということで、
半均質炉開発室というのはあった。そして、ぃろいろの技術開発をそれぞれの部にみな持
つていつた。ただ、さつきの菊池先生の言われたのは、どういう意味で言われたのか分か
らないけれど、原研の中が纏まらないようになったというのは、やっばリビスマスとガス
の対立が始まって、それでもうビスマスみたいなものには付合い切れないという風な気分
が、各部で起こったことは事実です。

島村 :ガスの方の総大将はだれだったのか。
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杉本 :それは実は私なんです。最後までガスで頑張ったのは私だつたんです。
島村 :その後動燃ができたし、原研には動力炉開発の試みというのは、それで終わったよ
うなもんで。

藤波 :だから今高温ガス炉は、村田 浩理事長時代に、再生を期する目玉として出てきた。
杉本 :半均プロジェクトは死んで、改めて生き返ったという形になつているわけです。
藤波 :動力炉開発委員会が、今度は役所の方のイニシアティブでできて、ATRと 高速炉を
やることになつて、原研からその部隊と今までの蓄積を動燃に提供した後、さて原研では
何をやるかというときに、改めて高温ガス炉が出てきた。
杉本 :今の島村さんのお話の、動力炉開発がなくなつたわけじゃないわけです。重水炉と
高速炉はずっとやって、ある程度のところまでいってから動燃に引き渡したわけです。
藤波 :概念設計だけで 1年 ぐらいやってたのです。

島村 :動燃は 1967年にできたから、原研が引き続いてやつていたのはその後数年かな。
杉本 :いや、高速炉を引き渡す時に、動・燃となつたわけです。確か僕の記憶では、違う
かな。

藤波 :67年に動燃ができたが、技術情報を引き渡すのに、期間が 1年ぐらい掛かった。そ
の間は引き続いて原研の中で概念設計をやって、纏めたところで、引渡したわけです。
島村 :動力炉開発プロジエクトというものの中身は僕はよくわからないが、ビスマスがい
いのかガスがいいのかさっばりわからんけれど。やり方としてその功罪を歴史的に振り返
つてみた場合に、結局ああいうプロジェクトは動燃に移してやらした方がよかったのかな。
僕は動燃ができる時は、実はもう役人じやありませんで、古川電工に移つていたので、そ
の時はそんなものをつくるのはおかしいと言った方なんです。動燃は全く政治的にできた
んで、原研が赤旗ばかり立ててけしからんから、他のところをつくってやらせようという
ことになつて、そして別に新 しくつくるわけにいかないので、原子燃料公社を踏み台にし
てできたんですから、動機不純だし、原子力研究所をつくつた目的は、基礎的なことばか
りやらせるのではなく、動力炉の開発というものに歩んで行くべきなのに、そういうもの
を取り上げてしまうのはけしからんというので、原研は何をしているのかというようなこ
とを言つていたぐらいなんです。

武田 :原研は、最初安川第五郎理事長 (1956年 6月 ～57年 10月 )さ んのときは、原子力
発電まで原研でやる積もりだつたようです。それができないということがゎかって、安川
さんは直ぐ理事長を辞められたわけです。後、駒形さんが理事長になって。
藤波 :丹羽周夫さんが理事長 (64年 6月 ～68年 6月 )の ときに動燃ができたわけで、ぁの
時も丹羽さんは、出来れば原研で高速炉とATRの開発はやりたいという気持ちはあったゎ
けだけど。抗し難く、泣く泣く手放したというわけです。
武田 :63年 5月 に専門部会のリコメンドした体制は、原研にこぅいうプロジェクトをつく
るということで、答申してるわけです。

杉本 :原子力委員会の専門部会ですね。

島村 :こ ういうところに集まる専門家は、当然原研でやるという前提で考えていたんで、
原子燃料公社を潰して動燃をつくるということまでは、考えていなかつたんだろうな。
いや今日は、皆さんからいろんな経緯をうかがえて、ぁりがとうございました。
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新型動力炉の開発 17.

開催 日 :1986年 4月 4日

講師 :島 史朗 (日 立製作所、動力炉 0核燃料開発事業団部長、理事)

出席者 :島村武久、杉本栄三、青江 茂、今村 務

島:1967年 10月 に、 1日 原子燃料公社を改組 した動力炉・核燃料開発事業団が発足して、経

営陣と動力炉開発部門に民間および原研から多くの人材が集められ、新型動力炉の開発と

核燃料サイクルの確立が図られることとなったのはよかったんですが、旧燃料公社の人は、

確かに非常に異質な感情を持ったわけです。 1日 燃料公社は被占領軍で、動力炉部門が占領

軍という関係に似ていた。

燃料公社っていうのは、すごくお役所にいじめられてました。それで、お役所に対 して萎

縮するんです。僕らは堂々と乗 り込んできてるんで、お役所とは対等に物を言える気持ち

でお りましたんで、それも異質なんです。動燃の人は法律に従って仕事をする、上長の言

うことを聞くって言 う気持ちがなかった。官吏服務規程でそうなってるでしょう。 (笑い)

それが清成 迪副理事長 (前 日立製作所副社長)さ ん気に入らないんだな、面従腹背だって。

はいはいと言って帰っていって、あとでちゃんとやってない、法律では禁止されてるから

ということで。こんな気風の燃料公社の人とやつてけるかつて疑間があったんですけど。

しかし、両者が一緒になって結果的にはよかったとい うのが僕の最終結論であるし、瀬川

正男 (通産省、理事、副理事長、理事長)さ んも確かそう感 じてるはずです。特にプル ト

ニウムのオペレーションは、我々の動力炉開発の仕事と絡んでお りますから。そ うい うこ

とで、私の任期の終わり頃は非常によくなってました。そ ういうことを痛感 しています。

それ、あとで言い忘れたらいけませんから先に。

島村 :ち よっと言えば、給与も何も全てが原研の方が上だったです。極端にいえば、公社の

宿舎も今から考えてみると裏長屋みたいなんだけど、原研の荒谷台宿舎 なんかは、鉄筋の

2階建てですわな。 (笑い)今はもうぼろで、あまり前を通 りたくない。

島:給与はしかし、最近よくなってませんか。

杉本:いやいや、原研の給与がいいのはあの当時だけなんです。

島村 :燃料公社の宿舎は、木造平屋建てなんです。すべて、一、三割燃料公社の方が悪い。

島:いや、それを井上五郎理事長 (前中部電力会長)さ んが非常に心配されまして。給与も

ちゃんとあげろ、ちゃんとしないといい人来ないよって。僕はあの当時、職員では最高だ

つたです。僕を上げてくと、監事さんの給料を僕がオーバー しそ うになる。そうすると監

事さんを上げて理事を押し上げる、そんなことやってました。そ ういう意図があってか、

僕がわんわん上げてくれと。

島村 :今は、逆転 してます。原研の方が低いです。その頃原研は、赤旗ばつかり振っておっ

て。本当は、ATR(Advanced Thermal Reactor:新 型転換炉)の開発だつて、FBRCast
Breeder Re“tor:高速増殖炉)の 開発だつて、原研がやっても良かったんです。それを動燃

をつくってやらそ うってい うのは、やっばし原研嫌いだつたわけです。国会でも、原研が

いじめられて。そして今度は新 しい機関になったら、そのほうがぐんとよくなつて。原研
では、定員いっぱい人をとるから、給与原資をごまかす道がないんです。動燃はそこをう
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まくやって、定員が足らん足らんと言っておきながら、人の採用をおさえて原資を浮かし、

それで法規を犯してそれをばらまくような形にしとるから、今も逆転しとるだろうな。

島:ま あそれはあれとしまして、それじゃあ経緯をお話し致しましょう。ちょっと私のバッ

クグラウンドを言つとかんといけないんですが。中学校の時から、質量偏差って問題があ

りましょう。各元素の質量数が正規の整数から違う端数を持ってるという、あの問題にえ

らく興味を持ちまして。それをつついとるうちに、大学で質量分析を手伝うようになって。

その頃から、将来は原子力発電やるんだよってなことを、友達に言っとったってことを、

僕忘れてたけど、最近会った友達が言ってました。それで日立入ってから、戦争行って帰

ってきたら、もうそういう研究は止められていたんで、私は半導体やつてたんです。

1956年のはじめから、原子力に関係することになつた。ご承知のように日本では、ああい

う技術の新しい展開については、国際派っていうのと国粋派っていうのがいまして。日立

の中でもあるんですけど、どつちかつていうと日立は国粋派に属するわけです。だから国

産でやっていこうっていう気があったでしょう。戦後専ら米国から新鋭火力発電技術を導

入した火力の二の舞を、原子力では繰り返すまいと我々は思ったわけです。そのためには、

始めから積み上げていかないとだめだっていうので、王禅寺の実験炉も自分で設計して動

かし、臨界実験装置も自分で動かし、もう技術導入の考えなしにやってきたわけです。後
で、動力炉はやつばりということで GEと 手を結ぶことになりましたけど、そういう実績
があるんです。それで、伊原義徳さんに聞いてみたら、B WRでもPWRでも既存の炉型で

もいい、技術導入している会社もあり、してない会社もあるけれども、国産ではじめから
一歩から手がけてみたらどうでしようかという提案を、1950年代後半に、僕は伊原さんに
してた記憶がある。もうアメリカ型でもイギリス型でも何でもいいじゃないですか、とに

かくはじめから自分でやってみたらどうですかって。

島村:ドイツ式だね。

島:そ うそう、今で言えばドイツ式。 ドイツ式でやったらどうか。

杉本:伊原さんが何くらいの時ですか。

島:伊原さんまだ課長になってない、課長補佐の頃。留学から帰ったりしてた頃。それで、
そういうことでやらなあかんと。

島村:藤波君が課長の頃だな。

島:そ うです。僕はタービンでも、今からそういう格好でとりつきゃあ、すぐ脱却できます
よつていう話をした記憶があります。そう言つてるうちに、荒川さんが座長の、動力炉の

国産に関する部会 (62年 8月 )と かっていうのができて、動力炉の国産にはどうしたらい
いかってな議論を 1～2年やつたような気がするんです。それで、そこで大いにやりましょ
うてな話になつとつて、それから後で動力炉開発懇談会が正式に原子力委員会にできまし
た。

64年 10月 です。その時は私原子力課長で、森島國男が原子力技術課長で、分担してやっと
ったんですが、私は、63年の初めから原子カー時離れたんです。本社の中で技術管理部に
移った。あまり原子力の会議に顔を出せないもんですから、どっちか整理しようっていう
ことにして。それで、パΠlの会議とFBRの会議と見ると、FBRが ものすごく会議多いん
です。ATRは割合単純だつたもんですから、そちらにしようって。今本社で常務やつてる
金井 務 (後に社長、会長)君が王禅寺の研究所で、まだ主任研究員にもならないレベルで、
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重水炉の問題をやっててくれたので、そいつと一緒になりながら対応 しようとしたわけで

す。高速炉の方は会議が多いから森島お前やれって。それでずっとやってきたんです。

そういういきさつがありまして、私は パTRに関係 しだしたんです。動懇ができたときも、

従って私はパTRの方をやっとったんです。そのうちに、海外視察団が 1965年の 10月 に出

ました。あの時に私は ATRのグループに属して行くつもりだったら、東電の脇坂氏が運動

して、島君は FBRのグループに入つていけっていうんです。まあどっちでもいいや行くよ

って。それでその時にちょつとFBRにいたんです。海外視察団のレポー トは、FBRの部分

は冒頭の所は私が起草して、大山 彰さんの承認を得てつくったって感 じ。帰ってきて今度

は、私はFBRは全く関係せず、ずっと金井君とATRの関係で付き合っていて。それで 67

年に動燃が設立されることになったんですが、清成さんが副理事長で行くって決まったの

は 7月 の初めくらいだと思います。駒井社長から私に、清成さんが行くについては、誰を

連れて行くっていうときに、拒否は許さない。そのつもりでよく部下に訓辞 しとけって。

そ ういう話がありまして。私その時王禅寺にいましたから、王禅寺の連中集めて、こうい

う話があるから、誰を連れて行くって清成さんは言 うかもしれんけど、その時になって拒

否は許さんからそのつもりで覚悟 しろと。そしたら数 日後に神原豊三さんが来て、大変だ

よ、清成さんお前連れて行 くと言 うとる、これは断れない。それで、何やるんですかって

ったら、FBR担当の大山 彰先生のほうが年下だけれども、お前誰とでもやっていけるだろ

うから、大丈夫ですと。FBR手伝えつていうことだからそのつもりでおれと。大体 FBRの
ほうはあんまり政策的に トラブルがないから、気は楽だろうって話もあったし、その方が

気持ちがいい、ああいいですよなんつって。そしたら 10日 ほどして、だめだお前は パTR
だって言われて、いやこれは苦労だなって思ったけど、経緯上断れなくなつて、ATR承知
でやってきました。なんか鵜木丈夫 (理事、もと東芝)さ んが、島をよこさないと俺はや

だと言つたという話を聞きましたが。

島村:今のお話、64年にはあなたは何をやっておられたんだっけ。

島:64年は計画管理部です。島村さんにあそこの、何か総理大臣の観桜のパーティーかなん
かに呼んでもらつたことがありました。

島村 :それは忘れたけど。 とにかく私が原子力局長やめたときに、あなたがどこか小料理屋
で一杯ご馳走してくれたのよ。

島:そ ういうんじゃなかつたんだ。あれは、そんな器用なことしませんよ。あなたが、さよ
ならパーティーをおや りになつたんです。島村さんが日頃、お互いに真心で付き合ってた
からって、駒井さんが言 うんです、何かお手伝いすることあったら、伺ってしてあげたら
どうだつて。なんかパーティーやるんですから、ウィスキーの半ダースでも差し入れとき
ましょうかってぉ届けしたんです。それのことでしょう?その時に、他のは皆断ったけど
駒井さんと島君のやつだったら。

島村:それ じゃそれを、パーティーに使つたんだよ。

島:だ と思います。受け取つていただいて、他皆断つたよって言っておられたような記憶が
あります。

島村:そ りゃあ、原子力局長やめた時に、一番安いところつてことで、文部省の隣、虎の門
の角のところに、東京教育会館があるでしょ。あそこでゃったの。お世話になった人たち
にあいさつしなきゃあいかんから。
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島:退職金引き当てで。

島村 :それはあれだ、大臣だった人が三木さんをはじめ何人も来てくれた。その代わり、役

所の皆、もう女の子も来たのよ、新聞記者も来るし。いろんな人が来てくれたわけだ。も

うお粗末な、それこそピーナッツくらいですよ。あとは、ビールとウィスキーぐらいだ。

島:そ うだ、その前にありました。

島村:そ の前にあなたが、今原産の畑山と二人で。

島:出雲屋だ、あの、鰻屋だ。

島村 :鰻屋だったかな、送別会やつてくれた。送別会やってくれるのはあんただけだよ。
島:送別会はやらなかったけど、あなた悶々として数ヶ月過ごしておられたから。いっぺん
お慰めしようって。

島村:いや悶々とはしてなかったけど、しょぅがないからのびのびとしていたよ。でもそれ
はしかし、もちろん動燃ができる前だな。

島:う んそれで、僕は鰻をご馳走したつもりなんです。そしたら。

島村 :日 立でなにやっておられた時なんですか。

島:64年ですか。技術管理部です、原子力からちょっと離れてましたけど。あれは駒井さん
の発案でした。だから、あなたにご慰問申し上げたのは、私の一存だったと思いますけど。
それで、僕は鰻屋でご馳走したつもりなんですけど、橘 恭一さんという人が、役所から動
燃の監事に来た。僕があいさつに出たら、ああ君が有名な島君かつてい うからそうですと。
誰に聞かれたんですかってぃ ぅと、島村さんに聞いた、なんか退官して悶々やつてる時に、
蕎麦屋の三階で一杯飲ませてくれたと。いつの間に鰻が蕎麦に化けたんだと。 (笑い)

島村 :それで失礼だけど、どうやって島さんと知 り合ったのかなあと思って。
島:それは、あの頃原子力局の政策課長やっておられましたね ?それから後次長をおやりに
なって。そのとき政策課長の後任は井上 亮さんだったでしょ。産業会議の早川氏が仲介し
て、業界のスポークスマンと、月に一回かなんか飯食 う会をやった。その時は島村さんが
いつも出てこられた。それでこっち側は僕だとか、東芝は森川君なんかがいっも出てきて、
早川氏も。そりゃ毎月やつてましたから覚えてますよ。
島村 :それでだったかな。

島:それから仕事の上では、コールダホール型東海発電炉の燃料を、国産でやろうって話が
あつて、住友さんから話 し掛けがあつたりして、どんな様子かなと島村 さんにご相談に行
ったら、いろいろ聞かせていただぃて、ぁれは、一台では量としてペィしないっていぅの
がイギリスの理解である、従つてそ ういう状況をふまえて決断なさったらどうですかと。
島村 :話は飛びすぎるけど、技術開発やるつてときに、メーカーさんも原子炉をやるかやら
んか大分悩んだけど、燃料も各グループ争奪戦だつたわけだ。古河は、あの亡くなった副
社長の池田さんが、僕がイギリスに行くというんで、飛んでこられて、燃料の技術導入 し
たいけどよろしくつていう。よろしくって言われたって、住友も日立もどこも皆関心を示
しておられたんで、絶対やるってことはないけども。まだ向こうに申し入れする段階で、
話も始まってない。そうい ぅこと聞いて僕がイギリスに行ったら、イギリスの AEAかな、
日本の各社から接触があつて、イギリスとしてはどこにしようと思って迷つてるっていう
話だつたんです。これが、国の方針がまだ燃料国有時代でしよ。メーカーが技術導入 した
いつて勝手な話をしたって、国がそれを認めるかどうかわかりません、適当な時がきたら、
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場合によつては日本国政府として推薦 してもいいから、それまでイギリスは動くなと、こ

う言って帰ったんです。そういう話をしたんです。その時イギリスが言 うには、工場設備

までして一基 じゃあ話にならんとこういうわけだ。

島:燃料国有と製造の問題については、56年に、僕こっち来てすぐ燃料公社の議論がはじま

りました。あのときにざ―つと燃料公社法のあれを見ると、意図としてあたかも燃料の製

造を独占するがごとく書いてあるんです。僕は当時の大西副社長に言われた、この独占法

案は、国家独占の製造業のあれはぶつ潰せっていわれて。いや弱っちゃって、ほうぼう回

ってともかく国では独占しないと、燃料は国営でやるけど製造業まで独占する気はありま

せんって、そういうニュアンスに変えてもらったような気がします。根は深いんだ。

島村 :と ころで本題の パTRに戻るけれど、パTRそのものの構造ってものは、動燃ができた

時にはもうそれをやると決まってたから。その前にある程度考えられてたのは原研でしょ。

島:そ うです。原研で、あなた方やっておられたでしよ、澤井 定君もやってたかな。

杉本 :今の島さんの、一番最初の話のところを、もう二年ばかり遡って補足しますと、原子

力委員会の方に動力炉専門部会というのが 62年頃できて、その一年くらい後に、原研の中

に国産動力炉計画委員会ができた (63年 7月 )わけです。その当時は、動力炉の開発も原

研がやることになってましたから。原研 としてどうい う考え方でやるかと。その時に、丹

羽周夫さんが理事長 (64年 6月 ～68年 6月 )に来られたんです。丹羽さんは非常にそ うい

う点で積極的だったから、お前ら皆集まって少 し、議論して考えろという話で、原子力委

員会に動力炉懇談会ができた一年か一年半くらい後に、原研の中の委員会でわいわいと、

僕なんかも若かったからやったわけなんです。その時の話は、三井田純一さんが、原研で

やるとすれば、軽水炉の改良からやるべきだ。そこが身分相応だという話があったんです。

私は、たまたまそのちょっと前から、西堀榮二郎さんが大将になってた例の半均質炉プロ

ジェク トに関係 して、今で言えば一応 AΠRの代弁者が僕だつたんです。その頃、今原研の

理事で原子力船を担当している能沢正雄さんとか、それから弘田実弥さんとか、高速炉派
って言 うのがあって、数でいくと高速炉派のほうがちょっと多かつたくらいだった。なに

しろ高速炉つていうのは、あの当時景気がよかつたわけです。BЮederでなければ原子炉で

ないと、こういう風な調子だつたわけです。

島:具合悪くなったのは最近です。

島村:島 さん、ちょっと待ってください。杉本さん、あなたに聞くけど、するとこの前あな
たに話を聞いた半均質炉との関係はどういうことになる。

杉本 :半均質炉を一年半か二年やってから、原研の中に動力炉懇談会ができたんです。
島村 :あ あ、半均が済んだ後。

杉本 :半均がちよっともうおかしくなりかけて。原研としてはギブアップした。結局武田榮
一先生が、丹羽さんの前の菊池正士理事長 (59年 9月 ～64年 6月 )の時に来られて、議論
の中に入っておられたんですけど。何となしに、半均質プロジェク トっていぅのは、旗色
が悪くなつてきて。武田さんを団長にして、私と澤井さんと古橋さんと、その 4人で世界
中の熱中性子炉を見てこいと、こういう話になりまして、2ヶ 月間 (63年 10月 ～)掛かっ
て世界中のそ うい う原子炉をみんな見て回つたわけです。私の推測では、行く前から菊池
理事長が、やっばり半均質高温ガス炉プロジェク トは難 しい、重水炉のほうがいいんじゃ
ないかというふ うな印象があつたような気がするんです。しかしいわゆるパTRと して何が
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いいかは、結局原研の中では結論が出ないで、原子力委員会の動力炉懇談会に持ち越され

たんです。それで結局、原研で僕らがやってた議論 と資料は、全部まとめて委員会のほう

の懇談会に皆ぼんと差 し上げたわけです。

島村 :日 本として技術導入じゃなくて、新しい炉を開発 していくということは、僕も盛んに

言ったんだけど、何を対象にしたらいいかは、せっかくつくった原子力研究所で、専門家

が集まって決めてもらうのが一番いいんだ、それをお願いするっていう立場にあって、最

初に出てきたのが半均質炉でしよ。それは僕なんかも大いに応援 して、そして紆余曲折が

あつて、ようやく原子力委員会で正式決定 して、プロジェク トで半均質炉をやると決めた

ら、その直後にもう原研のほうが内部でがたがたと行っちゃっだわけだ(63年 12月 廃止)。

島:後 で僕知ったんですけど、技術的に中で議論があったんですって ?

島村 :原子力委員会でも実情をいろいろ聞いたんだけども。

島:半均の話としては、外から見てると、電力会社のサポー トを全然得ていなかったという
のが、プロジェク トの成立しなかつた理由という風に僕らはみている。

島村:いや半均の話 じゃないけど、私は炉の開発は一人がどうこうするつてものではないと

思 う。半均の場合は西堀さんが発案 したって自分で言って、強力に推進 したわけではあろ

うけれども、一般的に言ってこれだけの大きな仕事を、一人でどうこうっていうことはな
いです。半均が潰れて、あとを国が取り上げて決めたわけですけど。国が決めるときの元
は、原研以外にないし、原研の中の構想がああいうふ ぅにまとまつていつたんだろうと。
その原研で、半均 じゃなくて、重水炉でいこうということを国に決めさせた、その種を考
えたのはどのグループだったんだろうか。

杉本 :それは原研の中の動力炉懇談会で、三井田さんのような軽水炉改良派と、私が高温ガ
ス炉プラスATR派、武田先生と澤井さんが重水炉派で、まあいろいろ議論したわけです。
青江:今 のお話聞いてましてよくわかりませんのが、当時においても、軽水炉から高速炉に
というのは、炉型の基本戦略として確立しておったゎけでしょぅ。原子力はじめる時から
そうであつたわけです。そこへ半均質炉 とか重水炉とか高温ガス炉とか、中間の炉を開発
しようという‐のは、いかなる発想からそんなものが出てくるのか全然理解できない。
島:それねえ、僕の理解ではこういうことなんです、高速炉が立ち上がってくるのに、時間
が掛かる。このままで放つとくと、国内の動力炉を自主開発 しようという気勢がそがれる。
手っ取 り早く、熱中性子炉で何か打ち立てないと、永久に動力炉を国産する機会は失われ
るであろうが国粋派の主張。それはかなり強かった。

青江:軽水炉をとにかくちゃんとつくり上げると言 う発想にどうしてならないんですか。
島:それは、軽水炉は輸入技術であるという決め付けでしょう。
島村 :それは島さんに聞くより、政策課長であった私に訊くことだけれど。 (笑い)そ りゃ、
今度の[原子力工業]に、原子力委員会と炉型戦略って題で書きまして、数 日したら出ると思
いますけど、僕の勉強の成果とい うよりも、頼まれて書くわけだ。それで書きながら疑問
に思ったから、その半均炉の方を呼んで勉強会やつたし、島さんにパTRの話も聞く。それ
は、結局僕は書きながら疑間に思ったからなんです。しかしその当時の気持ちから言えば、
最初高速炉を取 り上げた時には、すぐにもできるように思った。実験炉は方々に、外国に
ありましたし。 日本が後発で始めたその目標は何に置くか。よそがもう高速炉の実験炉ま
でやつてどんどん進めている。 日本としても当然高速炉を研究したらいいじゃないかと。
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青江:と 思いますね。

島村:それはいいでしょう。ところが、原研で高速炉をやってくれっていったけど、原研だ

って研究炉つくるのに何年も掛つてるから。高速炉なんて手の出しようもないわけよ。

青江:間に高温ガス炉とかなんとかやるから、手の出しようがなくなって。

島村:いやそうじゃなくて。

青江:軽水炉は実用技術だって言う認識ですね。軽水炉と競合する炉として、軽水炉を場合

によっては駆逐する炉として、パTRが出てきた。確かに資源セキュリティとか、いわゆる

天然ウラン供給志向があるにしても。実用という側面において軽水炉と競合する、駆逐を

する炉として、パTRつ ていうのは認識されておったのか。

島:た だ、日本における動力炉は、軽水炉から直ちに高速炉に移ることで十分であるが、高

速炉専門派のおっしゃることです。新型転換炉計画を死守する立場は、いろんなこと言う
わけです。新型転換炉は実用炉規模でいうと、軽水炉に経済的に匹敵できる、かつ天然ウ
ランの供給によって運転を維持できる。それから 1980年代前半に実用炉の建設に着手でき
るような開発がやられたならば、燃料の供給の多様化、それから所要外貨の減少等のメリ
ットがある。それで結局、2年 ぐらい ATR実証炉が早く動くようなあれであったから、そ
れなら何とかいけるんじゃないかってな話になつてました。だから政策議論になるといつ

も嫌で、僕は政策議論から逃げたんだけど、いっもそれでいじめられるんです。
杉本:も う一つ、軽水炉から高速炉って直接つながるような格好で行くと、GEOウェスチン
グというアメリカ企業に日本市場を完全に占領されてしまう。産業界は別に何ということ
はなかったけども、お役所関係、原研、動燃なんか、それから学界とかそういう関係では
やつばり、アメリカー辺倒になるのはよくないという、何となしにあまり日には出さない
けども、そういう心情があつたんじゃないでしょうか。
島村:あ りました。アメリカにもう全部何されるのは危ないと。
杉本:だからやっばりもう一つ、別のルー トも考えとかないかんと。
島村:今は米国は同盟国家になって、誰も心配してないようだけど、占領が終わっても、日
本には警戒心が強いわな。濃縮ウランは、今と違つて国産できると思わなかつたんだから。
日本が、独力で濃縮をやるといっても、もちろん機微な情報でしよ、外から入ってくる気
遣いがないんだから。米国の濃縮ウランだけに頼つているのは、計画として成 り立たんわ
けだ。濃縮はもちろん今ではアメリカだけでなくなったけれども、日本は日本として、何
か日本の国情にふさわしぃ炉というものを追い求めていくべきではないかと。こういうこ
とだつたわけです。そこでもとに戻るんだけど、原研でちょっと決めかねるっていうこと
で国が決めて、ですぐに原研内部に動力炉開発本部を置いた (66年 6月 )わけです。動燃
ができるまでの間。新しい機関つくってゃるっていっても、すぐできるもんじゃないから。
丹羽さんの理事長の時代だろう。原研に動力炉開発本部を置いて、そこに人も集めてやり
ながら、動燃つくりを始めたわけだ。それで 67年になつて、動燃ができたんでしょ。
それで動力炉開発の仕事を原研から皆移したんですが、島さんにお聞きしたいところは、
僕はもうその時原子力局長やめてましたし、詳しいことは知らんのだけど、動燃が役目と
して受け取つた時の構想、それはどういうものであったかということ。
島 :国産動力炉を重水炉でやることは、動燃が受け取った時は、もう重水減速で沸騰軽水
と決まってました。その 2年前、動力炉推進本部の前の動力炉懇談会の段階では、重水に
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かなり絞られてきてたけれど、結局重水減速で、冷却材を何にするか。ひとつはガス系統、

もうひとつは重水冷却にするか、軽水のボイリングにするかという問題は残されてた。と

ころが、僕はもう初めから、ガスを使 うのは日本の産業にその基盤がないとみてたから、

これはもう水でやるよりしょうがないだろうと。

杉本:フ ランス式ですよ。

島:フ ランス式 ?フ ランス式っていいますかそういうことです。ガスでゃるとフランス式に

なるから。あれはベリリュームの問題があったし。これはちよっとあれだから、僕はもう

早くから。冷却も重水でやるとCANDU(Canadian Deute五 um Umnium Reactor)と 全く一

緒になって、あれは完成された炉になるから除外して。そうすると、軽水沸騰はカナダで
やつてるけど、あれは未完成だから我々もそれを追うと。それにカナダのボイリングは必
ず失敗するだろうと見てたんです。温度係数の関係で運転が非常に問題だから。それで濃
縮系でやるよりしょうがない、プル トニウム入れるか、濃縮ウランでやるしかないといと
ころまで見通しておいて、結局最後はガス冷却か沸騰軽水冷却かの二つが残って。
燃料は、天然ウランを使うとすれば重水冷却になっちやうから、CANDIUと 一緒になっち
やう。従って軽水冷却でやるとすれば濃縮系使わんといかん。
島村:動燃ができてあなたが受け取った時は、どうだったんです。
島:も うその頃は、沸騰軽水冷却炉になってた。ただ、事業団が始まってもそうですけど、
これは決定じゃないという想定のもとに開発に着手する。進めるかどうかは、ある時期ご
とに行われるチェック・アンド・ レビューによってチェックして、実情に合わないと思っ
たら即座にやめるという条件つきだった。高速炉についても同様なんだけれど、我々パTR
についてはものすごくシビァなんです。それで山田太二郎原子力委員さんのメモが会議中
に回つてきたりしたけれど、それにはこう書いてあるんです。ATRのチエック 0ア ンド・
レビューは、g00r stopだって。FBRの方はその計画が妥当であるかを見るんであって、
進むことについては異議がない、性格が違 うんだと書いてある。だからこの間の高速炉の
会議で、チェック 0ア ンド0レ ビューはどうするんだっていう話になって、僕は、経済性
に問題がない限り、高速炉のチェック・ァンド0レ ビューは方法論であって、本質論でな
いはずですと申し上げたのは、その含みがあつたんです。経済性が必ず問題になるだろう
つてことを、逆に申し上げたつもりなんだけど、割合軽く皆さん受け取ってたようです。
島村:そ ういう方向は想定されたけれど、研究開発によっては変わりうるってことで始めた
わけですな。

島:研究がいつ止められるかわからないという条件付きなんです。そんな気持ちの悪いこと
はないでしょう。例えば実証炉計画があると、少し着手してもそれから先はわからんから、
動燃の中の若い者が非常に不安感じまして。俺もうパTRやるのは嫌だ、いつ止められるか
わからんからFBRに変えてくれつて。メーカーの中でもそうなんです。FBRの仕事でした
ら気持ちよくやれるけれど、ATRは、ぎすぎす外からいじめられて、中でも小さい顔して
るから嫌だといぅんです。あれは非常にまずかったです。僕はやつぱり計画っていうもの
は、進めることが原則で、やめるときは sudden death(突 然死)で、とたんに明日からやめ !

と宣言をすることにしないと士気に影響するつて、非常に強く言つたんですけど。片方は
いわゆるクラウン・プリンス、片方は庶子です。ところが数年前から、クラウン・プリン
スは即位しない間に定年が来そうだなって言つているんです。
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島村:私は、重水炉を沸騰軽水でいくことまでが決まってたかどうかは記憶にないけれど、

国産動力炉は重水炉だということでスター トして、もう一つ、実験炉の段階を省略して原

型炉に行くということも、非常に早いうちに原子力委員会として決めてたんです。

島:同 じような炉 SGHWR(Steam Genertting Heavy Water Reacわ r)がイギリスで動いて

るわけです。あれが 10万 kwで しよ。それはもう実験炉を必要としない。それより大きな

ものをやらなければ意味がないだろうつてことで、20万 kwで決まった。これは推進本部

で決めたんだけど、推進本部の議論では、電気事業者はだいたい日本の技術信用してませ

んから、そんな炉は動かん。余計な金入れないで、10万以下にしろというんだ。ずいぶん

ちゃんばらをやりました。20万 もつくったら、入れるグリッド (送電網)がないっていう

んです。そんな馬鹿なことあるかつて、ひとつひとつボつ潰していったら、やっばり20万

がいいだろうってことになったんです。カナダのジェンティリー (Gentily)が 22万なん

ぼでしたから、せめてその程度やらんとおかしいと。事実、あれで乗り切れましたもん。

島村:う ん。だからどういうことが決まつて、動燃が着手したのかつて。

島:それは最後まで、沸騰軽水で行くかガス冷却で行くか決まらなかった。それで海外視察

団が行きました段階ないしはその少し前に、僕は武田先生に言ったんです。議論があると

きに、多少不明確なのをえいつと決めるのは英断ですよ、だいたいもう決まってるでしよ

う。原子力委員会は、公正に決めたような顔しなくちゃいけないだろうけど、本心そうい

うことなら、えいっと言ったらどうですかつて督促 したことがある。もうひとつは、イタ

リー行ったときは、イタリーはいろんなポリシーがあつて、全然具体化しないんです。し

かも軽水炉の輸入技術が錯綜してるし、国内の開発体制も不正事件とかあって。それで武

田先生と山田先生と話しとつて、どうもイタリーみたいな国にはなりたくないです、早く

決心してちようだいよつて気持ちはありました。そういうこと含めて、原子力委員会で重

水減速、軽水冷却とするということを決めたわけなんです。

島村:いろいろとやつておられて、その枠を、条件を変更しなきゃいかんという問題で、大

きいのはなんだつたんですか。出力が 20万くらいだつたのを、16万かにしたでしようし、

重水には変わりはないにしても、これでやりなさいと受け取ったあと、いろいろ変えたも

のはありますかってことです。

島:ほぼ形は決まっとったんですが。軽微な問題では、たとえば燃料の取替えを下からやる

か上からやるかっていう議論があって、議論があるっていうのはどつちでもいいと思った

んだけど、皆さん納得いくように下からやったんです。嫌だったのは、下から入れたら重

心が高くって不安定になる。本当は上の方がいいのかもしれんけど、上の方の構造を考え

ると、どうしても下の方から入れたくなるのはしやあないからそうしたんです。そういう

問題がありますけど、一番大きな変更は、はじめはドラム4つつけて、何ていいますか、

事故時のときに、反応度の入り方を 4分の 1に しようということで。それが一番大きかっ

たんです。ところが、金が詰まりまして、ご承知のように当初予算 375億で計画してた。

ところが、原子炉部分、メーカー分は 220～ 30億 しか予算化されてなかったんです、それ

で契約の交渉にはいつたら、つけが 500何億来たんです。めちゃめちやだなっていうわけ

で、カナダのジェンティリーのデータもらつたりなんかして、これを円換算して、400億く

らいじやないか、5億でも 1億でも値切ろうと議論やった。ややこしいんです、外貨換算が

途中で変わるんです。インフレ率が変わる。途中で外貨の価値変わるともう困っちやう。
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ともかく 400何億ちゅうわけで。それで進めたんですが、結局そのためには少 し構造も簡

素にしようというわけで、結局 4ドラムを 2ドラムに変えようと。そのためには、初期炉

心の事故時のボイ ドによる反応度の負荷を局部的に抑えなくちゃならない。そのためには

プル トニウムを使わざるを得ないだろうという技術的な見解があったんです。

ところが動燃の方ではプル トニウム燃料をつくる設備をつくっていた。ちょうど村上健一

さんが課長補佐かな、われわれの計画に関与しておって、島さん、金がないんだったらプ

ル トニウム使ったらどうだってい う。どうしてだいって言ったら、プル トニウムは買うに

しても、動燃でつくったら燃料の製造費は燃料勘定で、ただになります。それから天然ウ

ランは、人形峠で掘ったのが何 トンあるから、あれもすっと流用できます。そ ういうこと

があるから、あなた方技術的に差し支えなかったら、プル トニウム使ったらどうですかて

いって。考えてみるとそれ面白い、やろうじゃないかというわけで、燃料部門も賛成 しま

して。そ ういうことにしようちゅうことになって、全てがうまくいった。

これは、1971年度のことです。71年の 4月 に予算がついとんのに、契約できなかったんで

す。それを流すか流さんかっちゅう問題になって、いや流れるから契約 しろとメーカーに

迫ったんだけど、また知恵者がおって、出資予約をして契約延ばせるというんです。それ

で出資予約 してし、2～3ヶ月の間に設計変えて、予算内で契約 しなくちゃいけない。それ

でしゃにむにやつたわけです。それから安全審査も受け直すという。もう何ていうか前の

日はわんわか、これだけあわたらできますっていう原子力局用説明資料を一所懸命つくっ

とった奴が、次の日からこれだけないとできませんって資料のつくり直しを、涙ぽろぽろ

流しながら作業やってました。

島村 :今 日、動燃のパンフレットその他にはぶTRはプル トニウムの炉であるというような、

つまり燃料サイクル上、軽水炉でできたプル トニウムをパTRにボちこんで燃すために考え

たように、書かれてるわけです。ところが発生的な流れでみると、決してそうじゃない。

日本は今 日軽水炉時代になったっていうことだけど、当時必ずしもそういう考えもなかっ

たわけです。とにかく最初は、日本にふさわしい炉を求めて突っ走ったわけだ。さっき燃

料はとお伺いしたのも、実はそこにあった。

島:動燃の考えでは、天然ウラン専焼炉という考えは、将来の目標として下ろせない。それ

は原子力委員会の顔を考えて。それに対する技術的な代案のアプローチは、濃縮系、ない

しはプル トニウム「富化」でないと技術的なアプローチは非常に難 しい。実用的には、濃

縮系から入つてプル トニウム富化 した燃料でないと、経済的にはならないんだろうと考え

てはおった。けれども、そこを政策的にどう渡っていくか、あくまで天然ウラン専焼的な

考えをベースに残 しながら、実際の努力は第一段階に集中しようと考えて来てるから。

杉本 :やっばり重水炉が選ばれた最大の理由は、最初は低濃縮ウランでも、プル トニウムを

入れて最後は seFsustainingっ て考え方があったと思うんです。あと系に足すのは、天然

ウランだけでいいと。

島:ただ、経済性の問題なんですが。

杉本 :いやそれが、やつてるうちに、プル トニウムの量も増やして、ハイ・バーンアップつ

て方向にだんだん行ったわけです。

島:ハイ・バーンアップは、私が動燃をやめる少 し前ぐらいから積極的になってたんです。

杉本 :だから、原子力委員会からもらったお墨付きは、文章的にはどうかしれんけれど、基
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本的には、seFsuttainingで 、プル トニウムをもっと使ってハイ・バーンアップでコス ト

安くするという方向へ、中身が換骨奪胎してるんじゃないかと思うんです。

島:と ころが、原子力の公的政策目標は、将来天然ウラン志向してるのはどうしても下ろせ

ない。その残澄が今でも残ってるのは、燃料交換機で、天然ウラン使 うかぎりは、連続燃

料交換をやらないと絶対動かない。従ってあの燃料交換機は、運転中燃料交換可能にでき

てるわけです。それで来ましたら、だんだん濃縮系使 うし、負荷率挙げてきてるでしよ、

従って、連続交換やれるけれどや らない。やって失敗 したら元も子もないし、危険は多少

残るし。そ ういうわけで、あれはそのまま寝かせてあるんですけど。だからそ うい う意味

では、あの部分だけはちょっとオーバー クオリティー。それを百も承知で政策的にそれ残

さざるを得なかった。あれだけが政策の残澄で残ってます。

青江:だからちょっと関連して、CノいこDU論争の時に、非常に小さな話ですけど、向こうは

燃料連続交換で対保障措置が弱い、こっちは違 うとい う議論がありましたでしよ。

島:それはあれでしよ、停止燃料交換だからっていうんでしょ。

青江:え え。だから今のお話だとその議論と違いますね。

島:それは、もう動く頃になると、だいたい天然ウランで動かすのは当面の問題 としては念

頭から外れちゃったし、原子力委員会もそれはあんまり仰 らなくなったんで。むしろ当時

は経済性を上げて、むしろプル トニウム専焼炉として、どんどんのばしてつたほうが国策

に合 うだろうつて方向へ進んで行きましたから。それ問題にならなかった。やってみたら

わかるんですけど、この型の原子炉は、ものすごく燃料に、フレキシビリティ(選択の余地)

があるんです。これ、他の炉では考えられない。

青江 :な んでも燃やせるという。

島:そ うです。ともかく悪食 (あ くじき)つ ていうんですか、核分裂性核種 (Fissile)の量

がある程度入つていればぃいわけでしょ。だから濃縮の「テール」だつて使えるし。

島村 :最初からですか。

島:いやそんなことまで考えなかったです。燃料屋と話 しながら、だんだんやつてるうちに。

特に瀬川さんだな、あれ使えないかこれ使えないかって考えて、みんな使えますよって雑

談やっとって。

島村:言い換えると、私が原子力局長やってた頃のパTR概念と、今 日のものはすつかり違 う。

島さんが言われた selisustainhgな んて問題だって、はじめからそうは言ってなかった。

僕の記憶だと、途中から出てきたと思うんだ。

島:あれは、seFsustahで いいかというお伺いは、動力推進本部の時に原研から提案があつ

て、これは天然ウランで動く原子炉つくれと言 う趣旨に合いますかつてい うお伺いを、原

子力委員会に正式に出したはずです。

島村:ですから、その時に僕は始めて self・ sustai五ngと いう言葉も知ったんであつて。

島:それなら、天然ウランの供給だけでいけるというお墨付きをいただきまして。しかし、

それでもなお、直接天然ウランを燃せとい う要求もあるんで。

島村:だから、同じバTRプロジェクトにしても、どんどん変わってきてるわけだな。僕はそ

れは非常に結構なことだと思 うんです。

島:非常に燃料にフレキシビリティがあつて、お前ぐにゃぐにゃしてるじやないかと。

青江:それは政策論として、先程仰 られた天然ウランをベースにしてとい う議論があつたわ
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けですね。天然ウランのセキュリティを裏に置いた。それから、さきほど有澤先生が不明

を恥じたとこういう、そういうプル・バーナー(専焼炉)に切り替えられて何となくず―っと

来てるんだと思いますけど、その変わってきたのはいつ頃だと思っておられるんでしょう

か。村上さんの話があった頃ですか。

島:それは、あれはやむを得ず。

青江:も ちろん客観情勢も変わってきてるわけです。軽水炉もずっと浸透して来ましたし。

島:ひ とつは、濃縮が成功しました。濃縮ウラン国産の見通しがついたってことは、天然ウ

ランでしかフュエル・セキュリティが保たれないっていう条件が外された訳です。従って

必ずしも天然ウラン専焼でなくたってかまわないということと、それと濃縮系で、軽水炉

でいくと、プル トニウム・プレッシャーが起こって来るっていう議論が起こってきました。

杉本:高速炉が遅れたっていうのがあるんじゃないですか。

島:も ちろんあるけども、そのプル トニウムの始末がかなり大問題になって、それならわん

わん燃したらどうだって。INFCE(Internatbnal Fuel Cycb Evduation)の検討の場で、

日本はATRでプル トニウムをわんわん燃すんだってことで押し通したわけです。その頃か

ら性格がすっかり変わってきた。

島村:それで性格が変わったんだろうけど。僕が原子力委員になってからだよ。

青江:ですからそのときに INFCEの場では、再処理をするんだっていうことをひたすら言

わなきゃいけなかった。そのため、ATRをいわゆるプル・バーナーみたいに使 う。

世界的に軽水炉がもうずいぶんできてます。そうしますと、まさに再処理前中間貯蔵、再

処理はするんだけど、中間貯蔵みたいな概念と組み合わせる必要がある。炉型はシンプル

にして、軽水炉からFBRへというところに戻れないで、パTRの路線も組み合わせたという

のは、INFCEの影響じゃないかと。そういうことはないんですか。

島:プル トニウム蓄積量を当時考えると、やつばり高速の実用炉をどんどんつくり出したら、

プル トニウム不足が来るんです。ところがそれまでにはかなり時間がある。そのときまで

に、数百 トンのプル トニウムの蓄積はできるはずなんで、それは許されないだろう。従っ

てそうなると、再処理も成立しない。再処理を成立させ、しかも余剰プル トニウムを最小

限におさえる必要がある。

今村:プルサーマル (軽水炉へのプル トニウムリサイクル)も あったけど。

島:プルサーマルは、あれやるとすれば効果上げるためには、全軽水炉にやらんといかんで

しょ。そうすると、電力屋さんはプル燃料が入ってきて、運転や保障措置がやかましくな

るのを非常に嫌がってたわけです。全部やらんで、プル専焼炉みたいなのを別につくって

やらないと、軽水炉系は全部非常に複雑にしてしまう。だからメリットとして、パTRで集

中的にやればいい。当時は、もうひとつは再処理の名目を勝ち取るためには、A「Rでない

と通らない。アメリカは少なくとも」眠 に使 う部分の再処理は日本に許可するだろう。

島村:と にかく、パTRやるって言うよリプルサーマルやるつて言う方が、アメリカは困るん

だから。ATRをやるって言ったら、やる国は非常に特定されるけれども、プルサーマルや

るっていったら、全世界にその可否を問うような形になって、とてもじゃないけど、頑張

れない。ところが世界の知らないATRを持ち出して、日本はこれでやるんだ、高速炉が仮

に遅くなっても、ATRで どんどん使えばいいんだと言うのが非常に役立ったわけだ。

島:高速炉が遅れて、プル トニウムが余る時期には、軽水炉何基かに対してパTRが一つあれ
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ば、ひとつのser sustainingに なっちゃう、という考え方がありました。それからもう一

つは、プル トニウムの需給バランスは日本国内だけで考えると確かに足らない。ところが、

再処理施設が各国にあつて、稼動している軽水炉の世界の量考えると、プル トニウムは必

ず余る。アメリカはプル トニウムを使わさないだろう。途上国も多分プル トニウム使わな

い。世界的にプル トニウムは余るんだから堂々と使えるという議論をしたことがあります。

島村:僕もそう言った、あまりにも国内だけの需給バランスにとらわれすぎていると。

青江:ま さに島村先生が仰つたとおりです、やめたらいいじゃないか、もういわゆる炉型戦

略上はあまり意味がないじゃないかと。

島村:やめろと言ったわけじゃないんだ。 (笑い)

青江 :やめたらいいじゃないかと言う議論が多分あったと思うんです。それがそうならず

に、今日に至つてる。現行の長期計画を見ていましても、いやらしいプル トニウムが出て

くる。経済性、倉敷料、それから核不拡散から考えて、しょうがないから燃やそうとして

いるんだと。非常に苦しい苦衷が表れてるような現行長計の表現なんですけど。どうして

やめたらいいじゃないかという議論にならなかったか。その一番最初のとっばなのところ

の状況が、なんとなく分かったような気がしたんですが。今、客観情勢が変わったときに、

なんで切るという議論が出てこなかったのか。

島:私の感じでは、結局アメリカが日本に再処理を許すかどうかの、非常に不安定な時期が

あつて、アメリカが日本にブル トニウムの使用を OKする、あるいは再処理を認める、ひ

とつの拠り所になってた。その状況は今変わつてるかどうかわからないけれども、当時は
かなり強かったと思いますよ。それに似てるんです。

青江:日 本のスタンスを、日米再処理交渉から INFCEへという過程において、日本が再処

理やるんだっていう政策を強力に貫くために、ATRを切るという政策展開ができなかった、
というふうに理解をしておいてもいいのかどうか。

島村:そ うじゃなくて、ATRを切るかどうかという問題は、プル トニウムの問題であるわけ
ですから。だからFBRを切っても、ATRのほうをやろうという議論がなぜ起こらなかった
かという議論にも繋がると思うんだ。同じ燃料サイクルで、使用済燃料からさらにプル ト
ニウム取り出して高速炉に使 うというのと、ちゃんとプル トニウム使える炉が別途あって、
高速炉みたいに難 しくなくどんどこ燃せるならば、それはパTRの方が良いじゃないかと。
青江:それは、FBRはなんでいいかというと、増殖をして 40年ぐらい経つとまさに自前で
全部やれる、対外依存度ゼロになる。それと、ATRの転換比がいかに上がつて 0.8だ とか
になっても、対外依存度はゼロには決してならない。そこに本質的な違いがあるから、軽
水炉からFBRへ というのがあるわけでしょう。

島村:純理論的にはそうだけど、もう僕が原子力委員になった頃から、FBRっ てものもそん
な簡単なもんではないことはわかったわな。

青江:そ うですね。でも片や軽水炉が相当いけるというところに来たわけです。そぅすると
その間になんで補完的な中間炉がいるのか、今もってわからない。CA卜m)Uよ りもパTRの
ほうがはるかにいい。それはその通りでしょうが。

島:ま ああの当時、プル トニウムの使用は軽水炉で全部やってやるから、ATR引 っ込めとい
う話が出たら、潰れてたと思います。

青江:それかもしくは、使用済み燃料の中間貯蔵という概念がなんで出てこなかったか。
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島:問題は、やはりなるべくきれいに貯蔵しようつていう。つまり使えるものと、捨てるも

のと分けて、長寿命の始末に悪い放射性物質を少量にしてやつたほうが、保管上きれいだ

ろうつて思想がかなり強かった。

青江:楽だろうと。

島:ええ、保管上。ある時にどつかの先生が、皆さんなんで再処理やるんですかと聞いたら、

皆きょとんとして、返答に困つた状況がありました。みな再処理やるなんてことは自明だ

と思ってるのに、何のためにと考えてみたら、ある意味で言 うと中間貯蔵でいいわけです。

青江:き れいさについては、サヤの中に入ってたほうが扱い易いつていうのが。

島:いやしかし。何というか糞便をビンに詰めて、どっか収めてあるようなもので。やつぱ

り感 じがよくないんです。

今やっぱり中間貯蔵の考えがかなり強くなってるんですか。カナダはそれ非常に強く主張

してました。あの CANDUやつた場合にも、経済性が出るまではキャニスターに入れて、

価値が出るまで中間貯蔵やるんだと。

今村 :実態でそ うなるつていうことです。ハイ 。バーンナップにして。

青江 :将来 FBRに持っていくんなら、補完炉の意味はどこにあるんだということです。中間

貯蔵概念さえ入れれば、補完炉の概念はいらない。

杉本:結局、FBRがいつどのくらいできるかつて見通しがはつきりつけば、そういう議論は

出てくる。

青江:いつでもいい、30年でも 50年でも先でいい。

杉本 :経済性の問題からいって、そういう議論は成 り立たないのではないですか。電力会社

だってプル トニウム使 うのは嫌だけど、あんまりむやみに貯まっても困るとか。

青江:経済性っていったら、再処理するより鞘に入れたままどっかで寝かせとくほうが安い。

島:プル トニウもしかしだんだんだんだん減損していくでしょ。使用価値が減る。

青江:それは減損していくでしようけど、そんなに大きな損になるのか。

島:と もかく、中間貯蔵の議論はほとんど起こらなかったです。

島村 :いや、当然考えたけどやはり、置いとくつていうよりは、使っていつていつたほうが

いいんじゃないかという考え方ですわな。

島:と もかく中間貯蔵やって多量にためて、プル トニウムがたくさん要るときにわってやる

と、今度は再処理能力に限界があると思うんです。

島村 :僕が言っとつたように、再処理に関連 しては、プル トニウムの需要がなくても、何が

何でも皆再処理するんだ、再処理工場の計画を使用済燃料の発生量で決めるということは

間違いだ。プル トニウム需給から見て必要なものをこなすだけの、再処理工場がまずあれ

ばいい。それまでは使用済燃料のまま、置いといてもいいじゃないかというのが僕の議論

で、今もって変わりないんですが。FBRと いうものを捨てるわけじやないけど、もうずい

ボん長年研究してきて、FBRの実用化時代というものをそんなに甘くみるわけにもいかな

い。まだ不確定要素があるとすれば、パTRのほうが確実であるし。FBRが、いつかは知

らんけど完成する日途つくまでは、プル トニウムはパIΠlで燃 したほうがいいんじゃないか

と言 う考え方ですわな。従って、使用済み燃料を再処理して、プル トニウムにして貯蔵し

とくとい うようなことはしない。

青江:それはもう損ですよ。
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島村 :損である上に、アメリカとの交渉がうまくいつてると言 うけれども、そこまで確かめ

てあるのかと。

杉本 :あ る程度以上は認めないと思います。

島村:つまり、FBRに入れるいわゆるランニングス トックとしてこれぐらい余分に貯蔵 しと

くというのは、リーズナブルでアメリカも認めるかもしれんが。差 し当たって需用はあり

ませんけど、再処理工場つくったからプル トニウムが出てくるんで、将来のために貯蔵 し

とく、とい う操業をアメリカが認めるであろうか。それは僕は疑問だと思 うんだ。そ うい

う状況にあってということを言つとるので。そ うなってくるとやはり、再処理もどんどん

やって、技術も確立するためには、ATRは非常に役にたって、価値はあると思 うんだ。

青江:現時点で考えますと、800ト ンノ年の再処理容量をもうコミットしてますから、出てく

るものの使い道を、はつきりさせておかなきゃいかん。その時にパTRと プルサーマルのふ

たつしか今のところ選択肢がないわけですから。それを消費側のところに位置づけなけり

ゃいかん。もうこれ以外に論理的な組み立てようがないから、そ うせぎるを得ないと思 う

んです。 しかしその前の段階で、パTRが発足をして、それでの位置づけが変わってきた、

まさに不明を恥 じると仰った時にこそ、今私が申し上げたような炉型戦略に大きな転換が

あってもよかった。それが、INFCEと かそれに対応するために、なされなかった。

島村:私は、島さんのほうが INFCEに 対応するために、プル トニウムを使 うというふ うに

変えたわけじゃないと思うんだな。

島:そ ういう状況はちょうどあったわけです。非常に燃料のフレキシビリティがあるんで、

いろんな政策に対応できるわけです。だからヌエみたいなやつだと言われるんだけど。 う

まく今までだいたい使っていただいたんじゃないかと。だから、
・
そんなに量はいらないけ

れども、やっばりあったほうが、全体的な自由度は増えてるような感 じです。

この資料は、お目に触れたことがあるかどうかと思いますが、「クラーミシュ」つていうア

メリカの人が、DOEの委託でパTRについて研究した。これは 1979年に、私が理事(1971

年 10月 ～79年 10月 )辞める直前に出たんです。これは、結局日本はうまくやったっていう

んです。ATRの特性を改良するために使った発想がいい。今までの重水炉に比べてボイ ド

係数を改善して安全性を増加 した。それからもう一つは、プル トニウムの貯蔵ってい うこ

とを、分離 して貯蔵するよりは炉の中に入れといたほうが遥かに安全であつて、必要な時

出して再処理すりやいいということで、INFCEも これは参ったって論文なんです。ただし

これは、DOEの意見ではないと書いてあるけど、ずいぶん気持ちよかったです。

島村:島 さんも、「ふげん」、あれだけのもの完成されて、その後も多少の トラブルあったけ

れども、まあ日本で初めてつくった炉としては非常にうまくいつてるほうじゃないですか。

島:と 思います。いきすぎですけど。

島村:ト ラブルがなかったわけじゃないけれども、非常にうまくいつてると思 うんだ。 しか

も、島さんが言われたように、いつ差し止めになるかわからん。もうやらないでよろしい

と。

島:も うあれ気持ちがよくないです。

島村 :と いう気持ちでありながら、そこをずっとやってこられて、や り通された。それでそ

の後、「ふげん」はもう大成功だったとして、「ふげん」グループといいますか、動燃 とし

てはといいますか、あれでもうおしまいだとい うんじや、せつかくやつたや り甲斐がない
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わな。僕がちょうど原子力委員になったとき、その問題があつたわけです。それで、評価

するってことになったんですな。実証炉に進むかどうか決めるとい う段階であって、評価

のための専門部会をつくつて、やつたわけです。これは通産との トラブルが多くて、なか

なか決まらなかったんだけど。

島:CANDUが、かんでましたから。

島村:0いDU絡 みだった。CrttDU絡みで二重の問題を抱えておったんですが。結局は僕

は成功したちゅうか、私は中身はよくわからんけど、内心、僕の考えでよかったなと思っ

たのはあの時、専門部会の部会長に自澤富一郎 (東電副社長)さ んを持ってきたの。その

前の段階で清成さんが頭の中に描いてたのは、三島良績さんなんです。三島さんに専門部

会の部会長やってもらったらいいだろうと。でも、僕は反対 したんです。三島さんは立派

な方であることはよ―く知つてるけれど。

島:村田さんが部会長の下で作業やつて、とりまとめやってくれた。

島村 :それは何故かっていうと、三島さんが部会でこう言ったっていう結論出しても、電力

がついて来ない。今度は原型炉 じゃなくて実証炉なんだから、電力に影響力がなければい

かん。 じゃだれがいいですかっていったから、自澤さんだと。引き受けてくれますかね、

経団連のエネルギー部会の何とかだもんな。それで自澤さん引き受けてくれた。僕は ATR
ファンじゃないよ、なんて言ってたけど、引き受けた以上は熱心だったなあ。電力の根回

しからみんなあの人やってくれたから。

島:そ この裏はよくわかりませんけど、あとで CANDUの 問題が起こつて、ATRど うするか

とい うときに、四国電力の、あれ何ていいましたっけ、中川さん ?

島村 :い え、社長は山内さん。今は会長。

島:あ あそう、実はパTRは動かんと思ったと。だから勝手にやれと思ってたら、動き出した

もんで、世の中複雑になって俺弱ってるって。それから白澤さんは、あの人の部下が敦賀

に張っておって。僕ら技術的に苦労しているところその他を入れて、あれは動かんってレ

ポー トを上げてたようだ。そしてそのソースは、僕は吉岡俊男さんに頼んでそれとなく「配

慮」 してもらったんだけど。従って白澤さんも初め動かないと思ってたと思います。 とこ

ろがあんまり動くもんだから、見に来ましたよ。それで瀬川さんところ行って、俺は パTR
は動かない、動かないと言い回って大変迷惑かけた。あれは俺の不明であったって、瀬川

さんに謝ったって。

島村 :と にかくそ ういう意味で、あと続けて実証炉もいよいよやることになったから、もう

パTRか ら手を引かれた島さんといえども、非常に気持ちがいいだろうと思いますよ。

島:実証炉までいけば満足で。僕も技術屋ですから、あまり難 しい、やるかやらないかって

話に引っ張り出されるとしんどいですねえ。もう途中でよっぱど投げ出そうかと思ったわ。

島村 :私が今日一番伺いたかったのは、島さんの時代に、パTR構想というものが、技術的に

与えられた命題のもとに、安全性を確かめ、設計の細部に至るまでいろんな実験をやって

確かめた上で、あれだけのものが得られたということの他に、研究開発やっていく間にお

いて、もっとパTRが伸びていくのに活かせる点について、ご意見あるんじゃないですか。

島:活かせるかどうかちょっとこの頃わからなくなってきましたけど。今までの技術開発で

もそ うだけど、考え方の基本をしっかりやる。広く文献を集めてよく調べる、納得いくま

で勉強する。納得いかないときは実験して確かめる。それから後は、必ず新 しいものは試
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作をやつてみる。それが、最低限の条件ですけど。失敗する奴はどっか抜かしとるんです

けど、これ全部やらせていただきました。特に、大洗の施設です。あれは当初原研でほぼ

構想もっておられたと思いますし、僕もそ う思ってたけれども、理論の延長でやったやつ

はどうも信用できない。従って、わからんやつはできるだけ実物大で試験をやろうと。大

洗の施設は、全部実物大でやれるようになつてるんです。これが大きいんです。だから「ブ

ロー・ダウン」の実験は実物大で、本当の規模で蒸気噴き出させてやつた。軽水炉でもや

ってない、パTRだけなんですよ。これがあとでみな有効な結果に繋がった。

例えば動き出して一ヶ月経つか経たない頃、1979年の 4月 に、スリーマイル・アイラン ド

事故が起こりまして、あの事故は、結局一次系が抜けて中にボイ ドができて、それの判断

誤つて妙な操作やって大きな事故にした。それを、ATRはちゃんとやつてた。 ドラムの中

を蒸気と水との混合物にして水位測ってたんです。おそらく軽水炉でもそうだったと思 う

が、水が抜けたときに、抜け方によって泡の出方で水位が上がつたり下がつたりする。そ

れで、誤判断する。だから、もう一つもっと下に水位計をつけろと、この二つで水位を制

御する。スリーマイル・アイランドはこれ してない。 日本の軽水炉もそうしてない。それ

で、PWRは止められる、BWRも査間を受けてなんか非常に苦労してる時に、僕のほうは

悠々として。原子力局にも、私のほうはちゃんとやっとりますよと言えた。

あのやかましい福井県が、福井県には当時七つの原子炉があったかな。4月 から数ヶ月、動

いてるのはパTR一基だった。だから県のお役人が、なんていったかっていうと、一台しか

動いてない。県としてはなはだ申し訳ないんで、ATRは止めないでください、って頼まれ

たことあるけど。あれは結局、どういう結果が後で出てくるかわからんけど、実物大で全

部やってあるんです。これ非常に強かったです。それから、お役所とかあるいは原子力安

全委員会から、スリーマイルに関連 して、こうい う問題どう考えるかつて聞かれると、ち

ょっと実験やってすぐ持って行けた。これは非常によかつたと思います。あれやってない

とやつばりだめだった。

島村 :自 分でやつているからだな。

島:そ うなんです。そういう意味で、僕は、「ものみる」技術者から「考える」技術者に転換

できたんです。それにえらく感激 してくれて、毎 日新聞社の石川欣也さんが。何かあると

必ずそれ書いてくれるんだけど。一生に一度か三度やれるかどうかわからんことだけど、

非常に僕はよかったと思 うし、それはありがたかった。

杉本:いや、原研の中の動懇で議論していて、三井田さんが改良軽水炉言い出したときに、

軽水炉でもやっばり日本でそ ういう試験やらないかんって話が出てたわけなんです。とこ

ろがあの当時は、電力会社あたりから、安全性の研究なんかやってもらったら、いかにも

軽水炉が不安全のようだからやめてくれつてい うプレッシャーが掛かったんです。島さん

覚えがないですか、そういうの。

島:ち ょっと待ってください。大澤弘之さんって今何やっておられますか。

青江:宇宙開発事業団の理事長。

島:大澤さんが原子炉規制課長やってた時かな。長期計画の改訂があって。僕と内田秀雄先

生が呼ばれて、何か安全の面でやることがありますかっていうから、僕は、日本は理屈ば

かりだから、アメリカのアイダホにあるNational ReactOr Testing stttiOnでやってるよう

な実証研究やったらいいと思いますと何 したことあるんです。長期計画には、軽水炉を含
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め原子炉の実証的安全性の研究を強化するつて書いてある。でもちいとも手を打ってくれ

ない。

島村:それで僕は素人だから聞くけど、新型転換炉という名称はどこで発生したんですか。

杉本:いやそれ、僕が考えた。その頃は、アメリカとか世界的に AC(Advanced COnve■er)

って言葉があつた。ところがコンバーターっていうと、これは絶対ブリーダーにならない

ことを自ら認めてると、高速炉の方からそう言われた。いや熱中性子炉だってそういうの

ばかりでないぞと、advanced thermal cOnve■erって言い出したんです。

島村:いつからそういう言葉使われ出したんですか。

杉本:だから原研の中でその検討したときに。

島:も う、動力推進本部をつくった時には、新型転換炉になってました。

杉本:ただ、ATRの中身が重水炉か高温ガス炉かつていうことは、まだふにやふにゃとして

決まってなかった。

島村:でも、どうも初めの方の記録を見ると、国産動力炉って言うだけでした。

島:新型転換炉の定義が書いてあります。ブリーダーではないけれど、今までの軽水炉なん

かよりは転換率がよいあれだと。それで弱ったんですが。転換率いくらまでとこちらに課
された宿題より、やってみるとちょっと低いんです。しんどかったな。なんとか勘弁して

もらいましたけど。

島村:と ころで、同じような範疇に属する炉として、世界的には他にもありますわな。さっ

きお話の SGHWRと か。カナダのあれも入るわけでしょう、重水という意味では。それか
らイタリアもあったかな。

島:やってますよ。イタリアはチレーネで。

島村:そ ういう同じようなグループにありながら、日本の新型転換炉の一番の違いはここで
すと言えるのは、どういう点ですか。

島:やつばり、プル トニウムをわんわん燃せるつていうことに結局なつちやつたことじゃな
いですか。カナダはプル トニウム使うっていう考えかた全然ありません。イギリスも。
島村:ないけど使おうとおもったら使えるわけですか。

島:CANDU― Pは完全に使えるでしょう。ところが、CANDU― Pが成功したからカナダは
もうバックアップとしてのB(沸騰水)が要らなくなったからやめちゃったんだ。ひとつはあ
の、ボイ ド係数で中性子束が傾いて戻らないんです。制御が非常に難しくなってギブアッ
プした。それはこっちは、初めからお見通しです。天然ウランだからああなるわけで。こ
れは原研の人偉かったと思うし、僕らもそうだ。イギリスは新しい発電炉は軽水炉に変わ
ったから、SGHWRは要らんようになった。古い天然ウラン系統はあのままでいいはずだ
し、ということで、あの概念発展させる気をなくしました。数年前にあれ本当は閉鎖され
る運命にあった。

島村:だけど動いてるのは動いてる。

島:ま だやめないです。本当はあそこの重水を、安く買つてこようつていう議論になってた
んです。買わないかって引き合いもありました。

島村:そ うするともう、イタリアはどんなふうか知らんけれども。
島:イ タリアはまだ 2万キロかなんかの実験炉をつくるつていうんで、動燃にいろんな技術
的な問い合わせが来て、いろいろ教えてあげたりしたけども、まだ完全には動いてないん
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です。あれはもう事実上、子供の段階で消滅しちゃったような感じです。

島村:そ うするとやはり、CA卜●Uと ATRと いうことになりますかな。まあ大分違 うけども。

島:ま あ、対抗ですか。CA卜●Uも この頃は、強化燃料 ――富化燃料を使う方向へ、大分転

換してきたっていう話聞いてんですが、そうなんでしょうか。

今村:去年ですか、カナダの大臣が来たときに、パTRはプル トニウムを使うが、カナダはど

うだと聞いたら、使わないけど使えますよと。

島:使えるけど使わない。

島村:ど うしてカナダのアタッシェから入ってこないのかな。大臣が来たとき聞いたところ

によるとつて。

島:結局、濃縮系を使って燃焼度を上げて、燃料連続交換やめようと。

今村 :ただ、まだコス トは高い。

島:それは、重水系統っていう系統を別に持ってますから。それは高速炉においても同じで、

ナ トリウム系統っていうのがひとつ増えて、しかも途中の中間ループがあって、ものすご

く物流増えますよ。

今村:そ こがひとつのコス トダウンの壁ですか。

島:そ ういう意味では、あれB(沸騰水)ですから。比較的、軽水炉としては簡素なあれになっ

てますけど。

島村:今のお話で、実証炉の建設運転を電源開発(株)でやることに決まって、一生懸命やって

るわけでしょ。研究開発は動燃でということになつとるんですが。基本的に大きな変更も

ないのに、今後更にどういう研究開発をしなきゃいかんのか。

島:燃料を、どれくらいの素材にしてどうやったらいいかと、もう一遍大洗でやらんといか
んのです。

青江:た とえばこの、「ふげん」の系のままで、出力を 16万 5千 kwから66万 6千｀kw
にもっていくわけですね。そうしますと炉心の挙動は、もう一回、いろいろと全部やって

みないといかんみたいです。燃料もう一回照射してみるとか。

島:ま あ、燃料照射は、僕は皆さんに悪いけど、燃料壊れたことありませんから。あれは、

僕はオーバー クオリティだと言つてる。燃料屋はあれ、きついですよ。

今村 :澤井理事が、そうおしやっておられました。

島 :燃料はオーバー クオリティだと思う。やっばり少し壊れるくらいのクオリティでな
いと、経済的でないと思いますけど。動燃の皆さんものすごく堅いです。絶対工程だって

変えない、 ドライブかかりません。ちゃんと決めたとおりきちっとやって、そのかわり、
必要な時期にちゃんとつくれますけど。どうもオーバー クオリティ。だから、多少クオ

リティ節約してもいいと思うんだけどな。

もう一つ言っとかなきやいけないのは、一つの原子炉型を維持していくためには、それが
その炉特有の トラブルを起こすかもしれない。その時にそれに対応できる技術支援やる人
間を、いわゆる運転グループのほかに何人か持ってないといけないと言う宿命があるんで

す。たとえば、イギリスで SGHWRをやめる決心をして、大分人整理したけど、設計研究
関係の人は減らしてないんです。約 50名 いるんです。それが、たとえば TMI事故が起こ
ったら、それに類似のことが起こったら対応する。バックアップする人間が 50人になっち
ゃうんです。その意味で、何かの名目をつけて大洗にそれだけの人数を持ってないと、ひ
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とつの炉を動かして、いろんな事態に対応 していくことができない。あるいは改良を考え

ながら、人間を維持していく必要があるという考え方です。

青江:それは「ふげん」を動かしておく必要はないわけですね。大洗にそれだけの施設を一

応保持して。

島:「ふげん」ね ――。

青江:と いいますか実証炉動き出したあと、原型炉の運転を続けておかなきゃいかんという

ことではなく。

島:え え、そうですね。それはありません。

青江:大洗にそういう、まさに技術支援する人が 50名 という――。

島:た だ、まだやってないことたくさんありましょう。高燃焼度の燃料につくりかえて行く

のが一番大きい話 じゃないかと思いますけど。どうも慎重で、もつと早くできないのかっ

て言うんだけども、燃料の取替えのエコノミーも考えると、やっぱり数年掛かるんです。

島村:さ っきの話で、日立に戻られてから何年もたつからという話で、島さんも日立に本籍
があって、差しさわりがあるかどうか知らんですけど。今度の実証炉はいくらっちゅうこ

とになったんでしたか。

今村:四千億円弱です。

島村:と にかく僕はそれ聞いて、びっくりしたのよ。もっと安くいくはずなのに、何でそん

なに高くなったかなと。それで僕は、さっき話した新型転換炉の評価専門部会の時、経済
評価は小委員会マタ~だったから、原子力委員の僕は顔出してなかったんだけど、結果聞
いたときにびっくりしたのよ。経済的な評価をする際に、動燃で「ふげん」をつくるのに
いくら掛かったか、ということが全てのもとなわけだ。それから後は、アメリカだとかイ
ギリスとかに、原型炉から次のステップに発展させる場合の理論があるんだって、計算値
が。その理論を当てはめるといくらになる、とこういうわけです。僕は、そういう研究さ
れた結果があるなら、それを当てはめるのはいいだろう。問題はインプットする、元にな
る動燃の建設費です。それが多いか少ないかによって、結果はうんと違つてくるわけです。
僕は動燃がインプットしたその数字に疑間があると、こういったわけです。
なぜならば、動燃勘定ではどういうことになつてるか知らんけど、「ふげん」の建設は各社
に分けて契約してるわけだな。日立さんが窓口になつてみんなまとめたかどうか知 りませ
んが。だけど、あの炉にはいろんな研究開発的な何が相当入つてるはずなんです。動燃に
開いてみると、別に計上された研究開発費というのは大洗とかでやる分だけであつて、メ
ーカー持ちの研究開発費は、皆発注金額の中に織り込まれてるわけなんです。僕はそれは
おかしいと。研究開発費が発注費の中のどれくらいかその分を差し引いて、本当の建設費
がいくらだつたかをインプットすりや、もっと経済性があるような形に結論が出たはずじ
ゃないかと。僕が聞いたのは経済的な検討の小委員会が済んだ後だつたから、もうやりな
おせつてわけにいかんでしょ。

僕がなぜそういうこと言ったかっていうと、ゥラン濃縮の場合、それがひどかったんです。
濃縮の場合、一台あたりの値段が、台数多くすることによって lo分の一位に減っちゃうん
です。それは、研究開発費が、動燃の買い上げの遠心分離機の代金の中にみんな入つてる
わけ。なぜ研究開発費は研究開発費として出さなかつたんだと。それを別にして、材料代
と加工賃とプラスしたもんで計算すれば、はっきりするのに。えいやっとばかりに研究開
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発費も込めてやるから。僕も、遠心分離機の工場も行って見てきて、確かにある程度自分

で自腹切って、研究開発、機械の発明まで。それはわかつておるが、それを建設費にみな

含めさせるつていうのはおかしいというのが僕の議論だ。ところが、動燃から澤井さんが

やってきて、いや、実証炉は濃縮ほどのことありませんっていう説明があったけれど、濃

縮ほどのことはなくたって、インプット数値がかなり高いものにはなつてるんです。だか

ら僕は、実証炉の場合はかなり安くいくはずだと思ってたのに、案外高けえなと。

島:先程申し上げた試作的要素がどの程度あるか、ちょつと僕もよく憶えてないんですけど。

原型炉発注のときは、要するにメーカーには、メカニカル・パフォーマンスを担当した部

分だけについて保証させるポリシーがあった。計画がまずくって所期の性能が出ないって

いうリスクは、全部動燃が背負いますっていうことで。普通のメカニカル・パフォーマン

スを確保するために必要なR&Dは、やっばり製品コス トに入るわけだ。それ以外のいわゆ
る新しい技術に属するやつは、動燃がデータを支給するか、メーカーに金をやってやらせ

るかどちらかでしょう。そういう意味でいうと、僕の記憶では、予算総額 500何億円にな
つたときの契約金額が 400億 くらいだったと思います。それから後、だんだん増えて結局
685億ぐらいになったと思います。大蔵に二回お金増やしてもらつてるんです。
第一回の理由は、オイルショックです。あれはもう止むをえぎるものとして認めていただ
いたんです。第二回目は、安全のどうのこうのっていうので増やしまして、それで 685億
かになったと思います。それから、R&Dが 270何億あつたけど、これは大体その内で納め
たはずです。その中には燃料交換機の試作とかが並んでる、それは、実機流用ってわけで、
建設費に入れないで試作費から出したんです。それで、結局総額 900億くらいになってた
んじゃないかと思います。それをそのまま 90o億掛かりましたと言うかどうか、議論があ
ったんです。何にも高くなかったような自慢することはねえだろうという話があって、そ
のままになってますけど。

島村:僕は、動燃も知恵がないなあ。

島:も うひとつ助けられたのが、 ドルが固定相場から自由相場になって、1ドル 360円 で外
から買う計算しとった奴が 200何円に変わって、その差額で大分儲けました。それから重
水はドイツのお古を、確かアメリカで買うよリキログラム当たり20ドルくらい安く買った。
そんなことで、少し余裕を引っ張り出したり、かなり苦労はしたんですけれども。値段の
方は本当は僕もわからないんです。それでメーカーには高いと絶対だめだよってさんざん
言つてもあの値段ですから。今度は性能保証を求められるでしよう。そうすると前のよう
に、メカニカル・パフォーマンスってだけじゃすまなくなつて。リスクの処理を誰がどう
いう格好でいつ持つかといぅことで、値段は相当変ると思います。FBRが少し高いのは、
今電力さんが介入してきて、あれ多分全性能ギャランティって格好でリスクを全部持たさ
れてますよ。

島村:電力はいいんだ。電力は僕もそれでいいと思うんだけれど、国の開発機関なり何なり
が、リスクを皆民間に振つて、それで自分が開発したみたいなこと言うのは。

・

島:ですから、動燃が必死になってやるっていうメリットは、国がリスクを負担するから、
メーカーリスクになっとらんってとこが、ぃぃはずなんです。
島村:だけどいずれにしたって、全ての根元が、「ふげん」がもとにあって、計算費のもとが。
その「ふげん」のもとがねえちょっと。
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島:いや、僕もこの頃 日立出てないけど、日立の山本になんでそんな高いかって聞いたら、

いろいろ説明しますが、僕自身はあまり納得しない点もあるんです。というのは、僕 らの

考えるものは、売価になるときには数割高くなってますから。

島村 :だからそういった時に出てこられていろいろ話聞いたりなんかする時には、日立だっ

て営業の人が出てくるから。

島:だって、価格の決定は営業の権限ですから。もう、技術やつてるところとは離れちゃう

んです。だから価格形成はわからない。

島村:動燃の場合は。

島:わからせないのがメーカーのひとつのポリシーだから、どうもわからないんだなあ。FBR
が高いのはなんでかって聞いたら、色々理屈言いますよ。

島村 :それはそれでいいとして、動燃の場合なんかは、ATRの開発本部のデータじゃなくて、

経理のデータを取つてるわけです。経理のデータとなると、もう大抵の奴が発注費になっ

ちやつてるわけだ。なぜならば、研究開発費としていくら申請 したかっていうと、研究開

発費はほとんどないんです。それが別にたくさんあれば、それを差 し引けばネットだと言

えるけども、別立てでなく、みんな受注金額の中に入つている。そりやある程度入るのは

当たり前だけども。はじめてのときはその比重大きいだろうと思います、メーカーの方だ

つてそりゃあ相当もらわなきゃ。

島:設計屋は、自分の担当してる部分で、赤を出したくないんです。清成さんに言わせても、
設計屋は最後の線まで出して裸になる馬鹿があるかとこう言 うんで。そ うすると、どうし
ても各部門でマージンつけるから、 トータルで安くいかないんです。その辺が難 しい。昔
王禅寺で、僕の下で計画やってた金井君 ――本当はあれ動燃に出そ うと思ったんだけど、
日立にとっては彼は重要だって言 うんで残 したんでしょう――、その後で日立ェ場行って

原子力の設計課長から部長や り、副工場長や り工場長やって、コス ト・ィンフォメーショ
ンについては良く知つている。明快な数字は言わんけど、今の動燃の予算で大文夫ですよ
とか危ないですよっていう話は、彼、感覚的に言 うんだけど、本社から持つてくるのはそ
れよりもう少 し高いです。

島村 :も う少 しくらいじゃないじゃない。

島:それはわからない。だから価格を決めた時には、僕は陰ながら金井君の設計課長として
の価格の感触を聞いとつたから、まとまったんですけど。

島村 :僕 は思 うんだけど、動燃にしたって島さんにしたって同じことだろうけど、自分が一
生懸命やった、研究開発 したバrRっ てものが、それはそれで成功したって感 じで満足だろ
うけども、やはり後に続いて実証炉もうまくいって、電力会社も俺もやろうかつてところ
が出てくるようになってこそ初めて、やった甲斐があつたつていうもんでしょう。
島:ま あそれはそうですけど。

島村 :それを、高いもの高いものに仕立て上げて、さんざん高いことにしといて、おかしい
っていうんですよ。やるとい うからには。ものにならなきや、本当の儲けってい うのはそ
れから儲ければいいんであって。そこ行くまでに、高いものに無理や り仕立て上げるのは
おかしいじゃないか。

島:ただ、儲けがあるなしじやなくて、赤字を出さないのは、あれだけ大きくなりますとパ
ーセンテージ大きいですから。
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島村 :だから結局リスク負担の問題になるから。

島:そ うです。例えば、「常陽」は比較的すんなり契約決まったんです。 トータル 200何億 く

らいの契約であって、メーカーの言い値 と動燃の言い値とちょっと違っとったけど。違っ

てもせいぜい 100億だと。それは、四社でやれば負担できると言 うのが駒井さんなんかの

話。ところが ATRについては額が、おそらく実証炉については一桁違 う。だから一千億を

分けて、250億ずつ赤字背負えとなったら、これは日立といえども高くなっちやうわけです。

だから赤字はうるさいという説明聞いたことありましたよ。常陽は大したことないからや

ろうてことになったんだって言ってました。こんどの「ふげん」はそうはいかんからって、

清成さんと駒井さんとよく論争やって、土光さんまで出てきて、そんな赤字なんか出るの

をできるか、君たちもっと金増やしたまえってやられたもの。

島村 :と ころが、実用化していく過程において、電力のサイ ドはある程度仕方ないと思 うけ

ど、新 しいもの開発するつて時に、国の機関がいちいちメーカーにそのリスク負担をかボ

せるのは、非常にまずいと思 うんだな。

島:基本的にいけないです。

島村 :そ うして、結果的には動燃が開発したんだとこう言 うでしよ。言いながらリスクの負

担はメーカーに負わせてるって。

島:それはやつばり原理的におかしいんです。

島村:それがまあ最近開くところによると、もっとその手前の段階にある原研の高温ガス炉

は、メーカーにみんなリスクを負担させるらしい。それで高くなるってい うんだ。あんな

実験炉の段階で、いちいちそんなことしとったら高くなってあたりまえだ。発注した物に

瑕疵あれば別ですよ、それは返品してつくり直せは当たり前だけど、自分で設計しといて、

うまく動かなかったらお前やり直せはひどすぎると思うんです。

島:だから清成さんが、電カー国賊、メーカーーエコノミックアニマル、これ嘆かわしいっ

ていつも言ってたけど、時々考えますよ。電力は自分とこの経済原則で、国全体のこと考

えないっていうんです。メーカーは、損しちゃいかんから突っ張るから、必要経費は国の

プロジェクトなら、国がリスクなり赤字を背負 うべきだっていうんです。リスクと赤字と

ちょっと性格違いますが。赤字は確実に増えるやつで、リスクに入れないんです。確率的

に起こってくるのがリスクのほうでしょう。それメーカーに押し付けられたら、どっかで

保険しなきゃやれないです。今度はリスクの金額が大きいから、絶対額が消化しきれなく

なっちゃうわけです。

青江:僕が聞きたいのは、日立は今まで軽水炉)をやって技術を確立して、ここまで上がって

きた。その場合、このATRでの経験や知見がものすごく軽水炉に入つてるという話を聞い

たことあるんですけど本当ですか。

島:ど うでしょうか。初期においては、むしろBWRの知識のほうをバTRが活用した。

青江:それは初期の段階では。

島:ただ、自分達の力に非常な自信を持ったことは事実です。GE何するものぞっていう気

持ちは当然あると思います。

青江:それは、同じ熱中性子炉としての技術的蓄積が日立のBWRの確立に相当使われたと。

島:あんまり、その話聞かないんですが。ささいな例だけれども、BWRに ついてる「希ガ

スホール ドアップ装置」は ATR用のために我々が開発したんです。予算が足りなくって、
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燃料試験をやるために別のループをつくるのを止めて、5億 とか 10億とか浮かして、その

代わり「希ガスホール ドアップ」をやろうと。あれは原電の板倉君が、実はBWRにもやら

んといけないから、あんたんところやってくれないかつてきたんです。俺のところも同じ

あれがあるつて。 じややりましようつてなって。あれは武安義光さんが確か動燃の理事

(1968年 12月 ～72年 11月 )やってるときの話で、成果が出て、これどうしますかつてつた

ら、これ公益事業の設備に使えるもんだから、これは無償で実施させることにしましょう

とやってくれて。

青江:甘いことをする。

島:甘いことつて、そういうあれがないと、うまくいかないんです。今は少しぎすぎすしす

ぎてると思います。技術 トランスフアーとか言っても、表面立つとうまくいかないです。

結局ロイヤリテイ高くとったら、それは電力会社が国民の電力代から徴収するだけだ。だ

からそういう研究開発費をどこが負担するか、国民が最終的に負担するけれども、その経

路どうするかつてことで、一番扱いやすい形にしましょうって思想だったんです。電力会

社が別に技術開発したら、それはもう全然別勘定だし。私はあれは無償実施だったと思い

ます。甘いといわれたら甘いかもしれないけれど。

青江:そ ういうことを、電力が評価してくれていればいいんですけど。

島:いやそれが、吉岡原電副社長さんがお礼言わないのよ。(笑い)いやになっちやつたなあ。

瀬川さん、ぶつぶつ怒ってんだ。

青江:エアコンで使う
・
東芝のインバーターつてありますね。あれの高速回転の制御技術は、

遠心分離技術から流れている、それを知らん振りしている――。

島:あるかもしれません。

青江:それを知らん振りしてる東芝は、インバーターでどんどんもうけてる。

島:それはしかし、研究開発に協力したらそういうメリットがあるつてだけ、インセンテ :

ブとしてはかなり重要なんです。たとえば、鵜木さんもいろいろ言っておられたけど、メ

ーカーに新しいことやらせるつていうと、何かインセンティブがないと乗ってこない、普

通の安穏な仕事しかやらない。やったら何かメリットがあるつていうことを、公然とは言

えないとしても、隠然とあるようなテーマを投げかけないと、メーカーは乗ってこないと

いうご指導は受けました。当然そうだと思います。

島村:それをどう活かすかってのが企業のあれで、ぼやっとしてる奴はせっかくの技術を活

かすこともできないわな。

島:それに、あれは他に流用したらいけないとか、黙って利用してはいけないとか、契約上

はあるけど、ノウハウに関する限り、それはもうわからないです。

島村:ノ ウハウに関しては、いいんだけれども。

予定の時間だいぶ過ぎたから、この辺で何しますか。どうもありがとうございました。面

白い話で、なかなか公式のあれでは言えない話で、いやいや言える話ばっかりだけれども、

気楽に話せないでしょう。こういうところがよっぽどいいでしょう。

島:それで、高速炉やっとつて同じようなことでやきもきしてんだけど、どうにもならない

ですね。

島村:では皆さんお忙しいところ、ありがとうございました。
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島村:今 日は常連の溝口さん、城戸さん、それから田中好雄君、川島芳郎さん、そのへんが、

皆さんご都合が悪くておいでにならんそうですから、俺がいつも人数多くなりすぎて困っ

とるつてい うから、遠慮してか (笑い)ど うか知 りませんけど、というわけで始めさせて

いただきます。行政懇をなぜ今頃取 り上げたかとい う面もありましょうけれども、原子力

委員ほとんど全部が去年のうちに入れ替わりましたし、ちよつと考えてみる必要があるん

じゃなかろうか。

ところがこの行政懇は、毎 日新聞 OBの石川欣也君が有澤さんを取材して、追随して石川

君が書いたものだけしか見当たらんのです。私も原子力委員の頃、石川氏に資料を貸 して

くれと言ったら探 し出して、こんな厚い何かただやたらに綴 じ込んだようなものを貸 して

くれたんですけど、とても見られないんです。体系的でないし、よくわからなかったんで

すが、今度改めて原子力委員会年報なんてものを見ましても、不思議なことに、あれだけ

の大きな行政体制の変更であったにもかかわらず、ほとんど原子力委員会の年報には出て

こない。原子力委員会がやったことでないからとい うことかどうかは知 りませんけど、委

員会がやったことでなくてもくだらんことはいつぱい書いてあるんです。 (笑い)これだけ

の大きな問題が、資料も出てないんです。ば―つと繰 り返 し当時の年報を見てみましたけ

ど、資料もない。従ってよくわからない。

私自身はそのころ民間で原子燃料工業の社長をしておりましたので、ちょつと抜けた点み

たいで、よく知らない。他のものを当たつてみます と、私が編集委員長や りました原子力

開発三十年史、あれにも少 しは出てるんです。重大な問題ですから書いてはあるんですけ

ど、私が頼んだんですが、これが石川君の執筆なんです。それから、一番詳 しいのは石川

君のこれで、これはかなり詳 しく書いてある。その他に原産が原子力二十年を記念 して出

してる[原子力は今]と いうのがありました。これにもかなり出てますが、これは執筆者不明

ですけど、やつばし石川君 じゃないかな。出所は皆同じですから、今 日はひとつ石川君が

書いてるようなことが当たつとるかどうか、検証の意味も含めて、中立的な事務局を務め

られました沖村さんにお願いしたわけです。

私は実は沖村さんがそ うい うことやられたことは知 りませんで、この間この勉強会に来て

もらった伊原義徳君に質問しましたら、それは原研におる吉村晴光君だって言 うんで、吉

村 くんに電話 してみたら、違います、沖村君ですとい うことで。私は、沖村さんがそ うい

う仕事をされたのをちっとも知らなかったものだから、今まで質問もしないで損 したと思

つておるんですが。 (笑い)今 日は一つこういうあれで、決 してどうい う発言があったか

らどうこうとい うような後腐れの全然ない会合ですので、気持ちを楽にされて、ご自分の

ご意見も交えながらで結構ですけれど、どうぞお話をお願いします。ではどうぞよろしく。

沖村:科学技術庁の沖村でございます。研究開発局 ――宇宙とか海洋 とかやつとるところで

すが、今そこで審議官させていただいてます。今 日は島村先生に声をかけていただきまし
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